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v 
序 論  研 究 背 景 ・ 目 的 お よ び 論 点 整 理  
わ が 国 の 森 林 ・ 林 業 は 、 今 日 の 市 場 経 済 を 優 先 し た G AT T 路 線 に
み ら れ る 経 済 の グ ロ ー バ ル 化 ・ ボ ー ダ レ ス 化 に 伴 い 、 外 国 産 農 林 産
物 輸 入 が 増 加 し て い る こ と 。ま た 、近 年 の T P P の 推 進 に よ っ て 、さ
ら に 厳 し い 状 況 に あ る こ と 。 少 子 高 齢 化 問 題 が 農 山 村 な ど 地 方 の 問
題 だ け で な く 、わ が 国 全 体 の 課 題 と し て 取 り 上 げ ら れ 、G D P の 縮 小
が み ら れ る こ と 。 環 境 問 題 が 地 球 規 模 で ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ 、 森 林
の 有 す る 多 面 的 機 能 （ 国 土 保 全 ・ 水 源 涵 養 機 能 ・ 地 球 環 境 保 全 ・ 土
壌 保 全 ・ 木 材 等 の 林 産 物 の 供 給 等 ） に 対 す る 関 心 ・ 期 待 が 多 様 化 す
る な ど 、わ が 国 の 林 業 経 営 を 取 り 巻 く 諸 環 境 は 大 き く 変 化 し て い る 。 
 2 0 1 7 年 現 在 、わ が 国 の 森 林 資 源 構 造 は 、戦 後 造 林 さ れ た 約 1 , 0 0 0
万 h a の ス ギ・ヒ ノ キ を 中 心 と す る 人 工 林 が 6 0 年 生 を 過 ぎ 伐 期 を 迎
え て い る 。 こ れ ら の 人 工 林 は 1 9 7 0 年 代 の 後 半 以 降 の 木 材 価 格 の 下
落 に よ り 、 間 伐 ・ 除 伐 な ど 適 正 な 森 林 管 理 が さ れ ず 、 機 能 的 か つ 材
質 的 に 脆 弱 な 森 林 と な っ て い る 森 林 が 少 な く な い 。 他 方 、 木 材 流 通
構 造 は 、 木 材 利 用 が 従 来 の 無 垢 の 構 造 材 利 用 か ら 合 板 や 集 成 材 利 用
あ る い は 木 質 バ イ オ マ ス 利 用 に 転 換 し 、 新 た に 直 交 集 成 板 （ C LT）
利 用 が 注 目 さ れ る な ど 、木 材 の 部 材 化 が 進 む と と も に 、生 産・加 工 ・
消 費 が 多 段 階 流 通 と な る な ど 多 様 化 し て い る 。  
 わ が 国 の 林 業 経 営 の 基 本 原 則 は 、 林 業 や 林 産 業 の 目 標 は 、 国 民 経
済 に 良 質 材 を 安 定 か つ 持 続 的 に 供 給 す る と と も に 、 森 林 の 有 す る 多
面 的 機 能 を 適 正 に 利 用 す る こ と に あ り 、 持 続 的 か つ 循 環 型 の 森 林 整
備 を す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。 し か し 、 わ が 国 の 林 業 は 長 期 的
に 経 営 不 振 が 続 き 、 森 林 管 理 が 滞 り 、 森 林 の 有 す る 多 面 的 機 能 の 低
下 等 が 危 惧 さ れ て い る 。  
 本 研 究 で は 、 わ が 国 の 適 正 な 森 林 整 備 に つ い て 検 討 す る た め に 、
１ つ は 、 戦 後 に お け る わ が 国 の 林 業 政 策 の 展 開 か ら 木 材 利 用 ・ 木 材
流 通 構 造 ・ 森 林 整 備 の 変 遷 に つ い て 整 理 す る こ と 。 ２ つ は 、 木 材 利
用 お よ び 森 林 整 備 の 関 係 性 の 実 態 を 考 察 す る こ と 。 ３ つ は 、 適 正 な
森 林 整 備 の 可 能 性 を 考 察 す る こ と を 目 的 と し た 。 ま た 、 １ つ 目 の 整
理 し た 結 果 か ら 、「森 林 の 適 正 な 整 備 に は 生 産 資 本 部 分 に 再 生 産 の た
め の 費 用 が 捻 出 す る 必 要 が あ る 」こ と 。そ の た め に は 、「木 材 流 通 部
分 に 森 林 整 備 に 関 わ る 費 用 の 一 部 が 、 持 続 的 に 還 元 さ れ る こ と に よ
っ て 、 適 正 な 森 林 整 備 が 達 成 さ れ る 」 と い う 仮 説 を 立 て 、 ２ つ 目 以
降 の 研 究 を 進 め た 。  
vi 
論 文 の 手 法 お よ び 構 成  
 本 論 文 の 手 法 お よ び 構 成 は 、既 存 研 究・資 料 等 の 整 理 を し た 上 で 、
第 １ 章 は 、 戦 後 に お け る わ が 国 の 林 業 政 策 の 展 開 と 木 材 利 用 お よ び
木 材 流 通 構 造 、 森 林 整 備 の 変 遷 に つ い て 整 理 し た 。 さ ら に 、 経 済 学
の 需 給 曲 線 を 援 用 し て 、 戦 後 に お け る 木 材 価 格 の 形 成 を 木 材 利 用 の
変 化 と の 関 係 で 明 ら か に し た 。 第 ２ 章 は 、 木 材 の 利 用 拡 大 や 森 林 ・
林 業 の 再 生 産 や 適 正 な 森 林 整 備 の た め と し て 実 施 し て い る 「 都 道 府
県 産 材 認 証 制 度 」 に つ い て 、 そ の 制 度 が 森 林 整 備 に 対 し て ど の よ う
に 機 能 し て い る か を 明 ら か に し た 。 第 ３ 章 は 、 各 都 道 府 県 が 木 材 利
用 促 進 の 戦 略 と し て 進 め て い る 施 策 （ 地 域 産 材 、 ブ ラ ン ド 材 ） の 現
状 と 「 森 林 整 備 」 の 関 係 性 を 明 ら か に し た 。 第 ４ 章 は 、 地 域 材 を 流
通 戦 略 と す る 事 例 と し て 、「青 森 ヒ バ 材 」・「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」・「 根 羽 産
材 」・「 小 田 原 材 」・「 多 摩 産 材 」 を 選 定 し 、 そ の 流 通 と 森 林 整 備 と の
関 係 を 明 ら か に し た 。 第 ５ 章 は 、 第 ４ 章 の 結 果 を 基 に 木 材 需 給 曲 線
を 作 成 し 、 本 論 文 の 仮 説 の 検 証 を 行 っ た 。 そ し て 、 全 章 の 結 果 を ふ
ま え 、 木 材 流 通 構 造 と 地 域 材 利 用 の 構 築 に よ る 適 正 な 森 林 整 備 の 可
能 性 に つ い て 考 察 し 、 ま と め と し た 。  
 
既 存 研 究 の 検 討  
戦 後 復 興 期 （ 1 9 4 5 年 ～ ） か ら 2 0 1 7 年 現 在 ま で の 木 材 利 用 ・ 木 材
流 通 構 造 ・ 森 林 整 備 に つ い て 、 林 業 政 策 の 展 開 と の 関 係 で 整 理 す る
と 次 の よ う に な る 。  
わ が 国 の 林 業 政 策 の 展 開 は 、 社 会 経 済 情 勢 を 反 映 し て 変 化 す る 。
そ の 内 容 は 、 ① 戦 後 復 興 期 （ 1 9 4 5～ 1 9 5 4 年 ） は 、 第 ２ 次 世 界 大 戦
に 伴 う 森 林 荒 廃 と そ の 復 旧 の た め の 林 業 資 本 の 動 向 。 ② 高 度 経 済 成
長 期 （ 1 9 5 5～ 1 9 7 3 年 ） は 、 戦 後 復 興 か ら 高 度 成 長 の も と で 林 業 生
産 が 活 発 化 し 、 戦 後 に お け る 木 材 流 通 資 本 の 発 展 に つ い て 。 ③ 安 定
成 長 期 （ 1 9 7 3～ 1 9 9 1 年 ） は 、 高 度 経 済 成 長 期 の 破 綻 後 、 林 業 生 産
が 衰 退 す る 中 で 木 材 利 用 は 高 度 化 し 、 さ ら な る 木 材 流 通 資 本 の 動 向
と 巨 大 外 国 木 材 資 本 と の 関 わ り に つ い て 。④ 低 成 長 期（ 1 9 9 2～ 2 0 1 7
年 現 在 ） は 、 成 長 力 を 縮 小 し た 日 本 経 済 は 環 境 経 済 と の 関 わ り も 含
め て 大 き な 変 革 を 求 め ら れ て い る 中 で 、 木 材 資 本 の 再 編 や そ の 他 大
手 資 本 に よ る 木 質 バ イ オ マ ス 利 用 へ の 参 入 な ど 、 森 林 ・ 林 業 再 生 プ
ラ ン に み ら れ る よ う に 伐 出 ・ 加 工 ・ 電 力 等 の 利 用 拡 大 が 展 開 し て い
る 。  
vii 
特 に 、 木 材 利 用 の 高 度 化 が 進 む 高 度 経 済 成 長 期 以 降 の 研 究 は 、 主
に 林 業 地 代 の 構 造 問 題 と 林 業 資 本 蓄 積（ 鈴 木 尚 夫 氏 1 ) 2 )・半 田 良 一 氏
3 ) 4 ) 5 )） や 林 業 産 地 化 ・ 地 域 林 業 組 織 化 （ 森 田 学 氏 6 ) 7 ) 8 )・ 安 藤 嘉 友 氏
9 ) 1 0 )）、安 定 成 長 期 に 入 る と 外 国 大 手 木 材 資 本 と 住 宅 建 築 資 本 等 に よ
る 流 通 再 編 に つ い て （ 武 田 八 郎 氏 1 1 ) 1 2 )・ 山 岸 清 隆 氏 1 3 )）、 低 成 長 期
に 入 る と 川 上 ・ 川 中 ・ 川 下 対 策 と 木 材 流 通 資 本 の 動 向 （ 村 嶌 由 直 氏
1 4 ) 1 5 ) ・ 安 藤 嘉 友 氏 1 6 ) ・ 遠 藤 日 雄 氏 1 7 ) 1 8 ) ） な ど で あ る 。 特 に 、 林 業
産 地 化 や 地 域 林 業 組 織 化 に 関 す る 研 究 は 、 木 材 総 需 要 と く に 建 築 需
要 の 頭 打 ち の も と 、 １ つ は 外 材 支 配 体 制 に 対 抗 す る た め の 木 材 加 工
資 本 や 生 産 資 本 の 現 状 と 課 題 1 9 )、 ２ つ は わ が 国 の 森 林 ・ 林 業 を 産 業
と し て 存 続 さ せ る た め に 、 木 材 販 売 戦 略 と し て 国 産 材 の 産 地 形 成 を
提 言 し 、 流 域 管 理 シ ス テ ム や 大 型 コ ン ビ ナ ー ト 政 策 に 大 き な 影 響 を
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及 ぼ し た 1 )。 し か し 、 木 材 の 流 通 資 本 と 森 林 整 備 に つ い て 直 接 的 に
考 察 し た 論 文 は な い 。  
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- 1 - 
１  戦 後 に お け る わ が 国 の 林 業 政 策 の 展 開 過 程 と 木 材 流 通 構 造 お
よ び 木 材 利 用 と 森 林 整 備  
 本 章 で は 、 戦 後 に お け る わ が 国 の 林 業 政 策 の 展 開 過 程 を ４ 期 （ 戦
後 復 興 期 ： 1 9 4 5～ 1 9 5 4 年 、 高 度 経 済 成 長 期 ： 1 9 5 5～ 1 9 7 3 年 、 安 定
成 長 期：1 9 7 3～ 1 9 9 1 年 、低 成 長 期：1 9 9 2～ 2 0 1 7 年 現 在 ）に 画 期 し 、
木 材 利 用 ・ 木 材 流 通 ・ 森 林 整 備 の 変 遷 を 既 存 研 究 や 資 料 等 を 用 い て
整 理 し た 1 )。 さ ら に 、 経 済 学 の 需 給 曲 線 を 援 用 し て 木 材 需 給 曲 線 を
作 成 し 、 戦 後 に お け る 木 材 価 格 の 形 成 を 木 材 利 用 の 変 化 と の 関 係 で
明 ら か に し た 。  
 
1 - 1  戦 後 復 興 期 の 林 業 政 策 と 木 材 利 用 ・ 木 材 流 通 ・ 森 林 整 備  
1 - 1 - 1  戦 前 お よ び 戦 中 の 林 業 政 策 の 展 開  
本 項 は 、 戦 後 復 興 期 に 着 目 す る 前 に 、 戦 前 お よ び 戦 中 の 林 業 政 策
の 概 要 に つ い て 整 理 す る 。 表 1 - 1 - 1 は 、 戦 前 ・ 戦 中 に お け る 林 業 政
策 の 展 開 を 示 し た も の で あ る 。  
 
表 1 - 1 - 1  戦 前 ・ 戦 中 に お け る 林 業 政 策 の 展 開  
 
出 典 1：半 田 良 一：『 現 代 の 林 学・1 林 政 学 』，文 永 堂 出 版 ，( 1 9 9 0 . 7 . 1 5 ) ，p p 2 6 - 9 4
よ り 著 者 作 成  
出 典 2：赤 井 英 夫：「 特 集 国 民 経 済 と 森 林・林 業 (Ⅵ )林 業 問 題 の 形 成 過 程 (一 )」，
『 林 業 経 済 』， 林 業 経 済 研 究 所 ， ( 1 9 9 9 . 4 . 2 0 ) ， v o l . 5 2 ( 4 ) ， p p 9 - 1 7 よ
り 著 者 作 成  
出 典 3：林 野 庁 /林 政 年 表：h t t p : / / w w w. r i n y a . m a f f . g o . j p / j / k o u h o u / n e n p y o u . h  
t m l ，（ 2 0 1 7 . 8 . 7 ） よ り 著 者 作 成  
                                                   
1 )  本 論 文 で は 、一 般 の 時 代 画 期 と 異 な っ た 画 期 を し て い る 。こ の 4 画 期 は 、
木 材 の 利 用 形 態 の 変 遷 と そ れ に 伴 う 木 材 流 通 の 変 化 な ど の 関 係 で 著 者 が
整 理 し た も の で あ る 。  
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戦 前 の 林 業 政 策 は 、 森 林 資 源 の 維 持 ・ 増 大 と い っ た 資 源 政 策 面 が
強 く 、 木 材 供 給 力 の 充 実 や 森 林 荒 廃 の 防 止 と い う 目 的 で 造 林 を 推 進
し て い た 。 し か し 、 国 ・ 地 方 と も に 財 政 難 で あ っ た こ と を 主 原 因 と
し て 、 林 野 の 大 半 が 非 林 業 的 利 用 で あ る 採 草 や 燃 料 採 取 な ど に 充 て
ら れ て い た こ と 。 先 進 林 業 地 を 除 く 、 他 の 林 業 地 の 木 材 市 場 の 発 展
が 乏 し く 、 造 林 が 投 資 と し て 成 り 立 た な か っ た こ と な ど 、 資 源 増 産
政 策 や 構 造 政 策 の 視 点 が 見 落 と さ れ て い た 1 )。  
し か し 、 戦 中 に な る と 林 業 政 策 の 背 景 は 大 き く 変 化 す る こ と と な
る 。 1 9 3 0 年 頃 か ら 1 9 4 5 年 ま で は 、 満 州 事 変 や 日 中 戦 争 、 第 二 次 世
界 大 戦 の 勃 発 に 伴 っ て 、 わ が 国 の 産 業 構 造 は 軽 工 業 中 心 か ら 重 工 業
中 心 に 転 換 し 、 木 材 も 産 業 用 基 礎 資 材 と し て の 需 要 が 拡 大 し た 。 こ
れ に よ り 、 大 量 の 木 材 の 供 給 確 保 を 目 的 と し て 、 資 源 増 産 政 策 が 進
め ら れ る よ う に な っ た 。 特 に 、 1 9 3 9 年 か ら 1 9 4 5 年 ま で は 、 第 二 次
世 界 大 戦 に よ る 軍 需 物 資 を 中 心 と し た 木 材 需 要 に 対 応 す る た め 、 強
権 的 に 木 材 の 増 産 と 価 格 安 定 が 求 め ら れ 、森 林 が 濫 伐 さ れ て い た 2 )。 
戦 前 ・ 戦 中 の 森 林 経 営 ・ 管 理 は 、 国 は 主 導 的 な 役 割 を し て は い た
が 3 )、中 央 集 権 的 な 管 理 体 制 と い う わ け で は な か っ た 4 )。と い う の も 、
1 9 3 9 年 に「 森 林 法 」が 改 正 さ れ る 前 ま で は 、森 林 所 有 者 が 施 業 方 法
の 意 思 決 定 を す る こ と が 主 体 で あ り 、 私 的 な 利 益 の 獲 得 に 動 機 づ け
ら れ た 森 林 管 理 が な さ れ て い た 。 ま た 、 私 有 林 は 森 林 荒 廃 の 恐 れ が
な い 限 り は 自 由 な 施 業 法 で よ か っ た 。し か し 、「森 林 法 」の 改 正 後 は 、
資 源 増 産 を 目 的 に 全 民 有 林 が 営 林 監 督 の 対 象 と な り 、 さ ら に は 軍 需
物 資 の 確 保 お よ び 可 能 な 限 り 税 収 を 増 や す た め 「 税 制 改 正 （ 1 9 4 0
年 ）」 が 行 わ れ た 。 こ の 税 制 は 、 直 接 税 中 心 5 )で あ っ た た め に 、 こ れ
が よ り 強 ま り 、 森 林 ・ 林 業 と い う 視 点 か ら も 戦 後 復 興 期 へ と 移 行 し




                                                   
1 )  半 田 良 一 ：『 現 代 の 林 学 ・ 1 林 政 学 』， 文 永 堂 出 版 ， ( 1 9 9 0 . 7 . 1 5 ) ， p p 2 6 - 9 4  
2 )  前 掲 同 書 ， p p 7 9 - 9 4  
3 )  主 導 的 な 役 割 と は 、 1 8 9 7 年 に 制 定 し た 「 森 林 法 」 が 挙 げ ら れ る 。 主 な 内
容 は 、 ① 営 林 監 督 制 度 、 ② 保 安 林 制 度 で あ っ た 。  
4 )  赤 井 英 夫：「 特 集 国 民 経 済 と 森 林・ 林 業 (Ⅵ )林 業 問 題 の 形 成 過 程 (一 )」，『 林
業 経 済 』， 林 業 経 済 研 究 所 ， ( 1 9 9 9 . 4 . 2 0 ) ， v o l . 5 2 ( 4 ) ， p p 9 - 1 7  
5 )  法 人 税 や 所 得 税 の 比 重 が 高 ま る 。  
6 )  赤 井 英 夫 ： 前 掲 書 ， p p 9 - 1 7  
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1 - 1 - 2  戦 後 復 興 期 の 林 業 政 策 の 展 開  
 本 項 で は 、 戦 後 復 興 期 の 林 業 政 策 を 整 理 し た 。 表 1 - 1 - 2 は 、 戦 後
復 興 期 に お け る 林 業 政 策 の 展 開 を 示 し た も の で あ る 。  
 
表 1 - 1 - 2  戦 後 復 興 期 に お け る 林 業 政 策 の 展 開  
 
出 典 1：半 田 良 一：『 現 代 の 林 学・1 林 政 学 』，文 永 堂 出 版 ，( 1 9 9 0 . 7 . 1 5 ) ，p p 2 6 - 9 4
よ り 著 者 作 成  
出 典 2：赤 井 英 夫：「 特 集 国 民 経 済 と 森 林・林 業 (Ⅵ )林 業 問 題 の 形 成 過 程 (一 )」，
『 林 業 経 済 』， 林 業 経 済 研 究 所 ， ( 1 9 9 9 . 4 . 2 0 ) ， v o l . 5 2 ( 4 ) ， p p 9 - 1 7 よ
り 著 者 作 成  
出 典 3：林 野 庁 /林 政 年 表：h t t p : / / w w w. r i n y a . m a f f . g o . j p / j / k o u h o u / n e n p y o u . h  
t m l ，（ 2 0 1 7 . 8 . 7 ） よ り 著 者 作 成  
 
 こ の 期 に お け る わ が 国 の 経 済 背 景 を 整 理 す る と 、 戦 後 復 興 期 の 当
初 は 第 二 次 世 界 大 戦 （ 1 9 3 9～ 1 9 4 5 年 ） の 敗 戦 に よ り 、 生 産 設 備 や
住 宅 等 の 生 活 基 盤 が 甚 大 な 被 害 を 受 け た こ と や 植 民 地 の 喪 失 、 軍 需
生 産 の 停 止 な ど 、わ が 国 の 経 済 は 破 綻 し 、危 機 に 追 い 込 ま れ て い た 。
戦 後 経 済 の 出 発 点 は 、 国 家 財 政 、 企 業 、 家 計 と 各 々 が 赤 字 に 苦 し ん
で い た と こ ろ か ら 始 ま っ た と い え る 。 こ の よ う な 中 で 、 政 府 は 、 財
閥 解 体 、 農 地 改 革 、 労 働 民 主 化 等 の 改 革 を 実 施 し 、 傾 斜 生 産 方 式 1 )
に よ っ て 生 産 の 増 大 を 図 っ た 。 こ れ に よ り 、 生 産 の 増 大 に は 成 功 し
た が 、 激 し い イ ン フ レ ー シ ョ ン （ 以 下 、 イ ン フ レ ） と 財 政 赤 字 と な
っ た 。 当 時 の わ が 国 は 、 連 合 軍 の 占 領 下 に あ り 、 連 合 軍 総 司 令 部 は
経 済 の 自 立 安 定 を 図 る た め 、 厳 し い 金 融 ・ 財 政 の 引 き 締 め 政 策 （ ド
                                                   
1 )  傾 斜 生 産 方 式 と は 、「 1 9 4 7～ 1 9 4 8 年 に か け て 、 当 初 は 石 炭 と 鉄 鋼 の 2 産
業 、 後 に 海 運 ・ 肥 料 ・ 電 力 な ど を 重 点 産 業 に 指 定 し 、 そ こ に 資 金 ・ 資 材 ・
労 働 力 を 集 中 的 に 投 下 し て 、 第 二 次 世 界 大 戦 後 大 幅 に 低 下 し た 生 産 の 回
復 を 図 っ た 緊 急 政 策 。」 出 典 ： 伊 藤 光 晴 ：『 岩 波 現 代 経 済 学 事 典 』， 岩 波 書
店 ， ( 2 0 0 4 . 9 . 1 6 ) ， P 2 1 9  
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ッ ジ ・ ラ イ ン 1 )） を 指 令 し た 。 そ の た め 、 一 時 的 に 経 済 は 落 ち 込 ん
で は い た が 、 1 9 4 9 年 頃 に 激 し か っ た イ ン フ レ は 終 息 し た 。 そ し て 、
1 9 5 0 年 を 境 と し て 、統 制 経 済 か ら 自 由 経 済 へ と 移 行 し た 2 )。そ の 後 、
1 9 5 0 年 に は 朝 鮮 戦 争 の 特 需 よ り 好 況 と な り 、 1 9 5 5 年 に は ほ と ん ど
の 経 済 指 標 は 戦 前 の 最 高 水 準 を 超 え 、 1 9 5 6 年 度 の 『 昭 和 3 1 年  年
次 経 済 報 告（ 経 済 白 書 ）』の 結 語 に は「 も は や 戦 後 で は な い 」と い う
記 述 が 示 さ れ た よ う に 、 戦 後 復 興 の 時 代 が 終 わ り 高 度 経 済 成 長 期 へ
と 突 入 し て い く 3 )。  
 戦 後 復 興 期 の 森 林 ・ 林 業 、 林 業 政 策 は 、 経 済 背 景 と 同 様 に 森 林 も
ま た 軍 需 物 資 等 に よ っ て 森 林 が 濫 伐 さ れ 、 森 林 荒 廃 が 進 ん で い た 。
こ れ は 、 伐 採 後 に 森 林 を 再 生 （ 造 林 ） し て い く 余 裕 も 規 律 も 失 わ れ
て い た こ と が 要 因 で あ る 。 量 的 ま た 質 的 に も 弱 体 化 し た 森 林 資 源 で
は 、 河 川 ・ 砂 防 工 事 の 不 十 分 さ も あ り 、 大 雨 が 降 る た び に 洪 水 な ど
の 自 然 災 害 を 引 き 起 こ す こ と 。 ま た 、 将 来 の 木 材 需 要 の 観 点 か ら も
大 き な 課 題 と な っ て お り 、 こ の 森 林 荒 廃 の 復 旧 、 治 山 治 水 機 能 等 の
国 土 緑 化 の 修 復 が 戦 後 復 興 期 の 最 大 の 課 題 で あ っ た と い え る 。 そ の
た め 、 戦 後 1 0 年 間 近 く は 、 林 業 政 策 の 体 制 の 変 革 や 再 編 の 時 代 で
あ っ た と も い え る 4 )。  
 1 9 4 6 年 に 雇 用 対 策 も 兼 ね て 国 の 公 共 事 業 が 実 施 さ れ た 。こ の 事 業
の 内 容 に 造 林 、 林 道 、 治 山 が 位 置 づ け ら れ 、 国 費 に よ っ て 活 発 に 造
林 等 が 行 わ れ た 。そ の た め 、「 造 林 臨 時 措 置 法（ 1 9 5 0 年 ）」で は 、要
造 林 地 の 指 定 等 の 積 極 的 な 造 林 が 推 進 さ れ た 。ま た 、1 9 5 1 年 に は 新
た に「 森 林 法 」が 公 布 さ れ 、「 森 林 計 画 制 度 」、「 伐 採 許 可 制 度 」が 制
定 さ れ た 。 こ れ ら は 、 戦 後 の 中 央 集 権 的 な 森 林 管 理 下 に お い て 林 業
政 策 の 根 幹 と し て 形 成 さ れ 、 多 大 な 影 響 を 与 え た 。 な ぜ 、 戦 後 復 興
期 に わ が 国 の 林 業 政 策 は 、 中 央 集 権 的 な 森 林 管 理 下 に 置 か ね ば な ら
な か っ た の か 。 そ の 理 由 は 、 １ つ は 、 森 林 荒 廃 化 と 自 然 災 害 の 多 発
                                                   
1 )  ド ッ ジ ・ ラ イ ン と は 、「 第 二 次 世 界 大 戦 後 の 日 本 の 激 し い イ ン フ レ を 終 息
さ せ る た め に 、 ア メ リ カ 占 領 軍 に よ っ て 提 案 さ れ た 超 緊 縮 財 政 措 置 」 出
典 ： 伊 藤 光 晴 ：『 岩 波 現 代 経 済 学 事 典 』， 岩 波 書 店 ， ( 2 0 0 4 . 9 . 1 6 ) ， P 5 8 6  
2 )  た だ し 、 戦 前 の 自 由 経 済 に ま で 戻 っ て は い な い 。 輸 入 等 の 貿 易 は 政 府 の
管 理 下 に あ り 、 産 業 へ の 資 金 供 給 も 政 府 に よ っ て 方 向 付 け ら れ て い た 。
地 方 自 治 が 叫 ば れ て は い た も の の 、 1 9 4 0 年 体 制 と 呼 ば れ る 税 制 改 革 に よ
っ て 、 戦 後 も 中 央 集 権 的 な 税 制 が 引 き 継 が れ て お り 、 地 方 財 政 は 国 へ の
強 い 依 存 と な っ て い た 。  
3 )  赤 井 英 夫：「 特 集 国 民 経 済 と 森 林・ 林 業 (Ⅵ )林 業 問 題 の 形 成 過 程 (一 )」，『 林
業 経 済 』， 林 業 経 済 研 究 所 ， ( 1 9 9 9 . 4 . 2 0 ) ， v o l . 5 2 ( 4 ) ， p p 9 - 1 7  
4 )  前 掲 同 書 ， p p 9 - 1 7  
- 5 - 
が 問 題 と な っ て い た こ と 。 ２ つ は 、 木 材 需 給 が 逼 迫 し て い た こ と で
あ る 1 )。 ま た 、 戦 後 の 中 央 集 権 的 な 税 制 ・ 財 政 の 中 で 、 地 方 行 政 に
よ る 森 林 管 理 は 厳 し か っ た 2 )。 つ ま り 、 戦 後 復 興 期 で は 戦 後 経 済 の
復 興 と 発 展 、 そ し て 、 森 林 ・ 林 業 と も に 国 の 行 政 主 導 で 行 わ れ て い
た 。 さ ら に 、 戦 後 復 興 期 に お け る 林 業 政 策 の 重 点 は 造 林 事 業 で あ っ
た と い え る だ ろ う 。  
 ま た 、1 9 5 5 年 に 戦 後 復 興 期 か ら 高 度 経 済 成 長 期 へ と 突 入 す る と き 、
要 造 林 地 と 指 定 さ れ た 森 林 の 復 旧 が 終 わ っ て い た 。 造 林 が 活 発 化 し
て い た 理 由 は 、 前 述 し た が 、 政 府 の 林 業 政 策 の 効 果 が あ っ た こ と 。
ま た 、戦 後 経 済 の 復 興 を す る 中 で 木 材 需 要 が 拡 大 す る 。こ れ に 対 し 、
木 材 供 給 は 軍 需 特 需 や 復 興 資 材 特 需 に よ っ て 森 林 資 源 が 制 約 を 受 け 、
供 給 不 足 に 陥 る 。 す な わ ち 、 需 要 拡 大 に 供 給 不 足 と な っ て 木 材 価 格
は 高 騰 す る 。 図 1 - 1 - 1 は 、 戦 後 復 興 期 に お け る 山 元 立 木 価 格 の 推 移
を 示 し た も の で 、 戦 後 復 興 期 の 山 元 立 木 価 格 は 1 9 4 6 年 に ス ギ 1 9 8
円 /㎥ 、ヒ ノ キ 2 3 7 円 /㎥ 、マ ツ 1 4 7 円 /㎥ だ っ た も の が 、上 述 の 経 済
背 景 や 林 業 政 策 等 に よ り 、 1 9 5 4 年 に は ス ギ 4 , 1 2 6 円 /㎥ 、 ヒ ノ キ
4 , 7 4 0 円 /㎥ 、 2 , 9 0 7 円 /㎥ へ と 上 昇 し て い っ た 。  
 
 
出 典：日 本 不 動 産 研 究 所：『 山 林 素 地 及 び 山 元 立 木 価 格 調 (平 成 4 年 3 月 末 現
在 )』， 日 本 不 動 産 研 究 所 ， ( 1 9 9 2 . 1 0 . 3 0 ) ， 3 7 P よ り 著 者 作 成  
図 1 - 1 - 1  戦 後 復 興 期 に お け る 山 元 立 木 価 格 の 推 移  
                                                   
1 )  赤 井 英 夫：「 特 集 国 民 経 済 と 森 林・ 林 業 (Ⅵ )林 業 問 題 の 形 成 過 程 (一 )」，『 林
業 経 済 』， 林 業 経 済 研 究 所 ， ( 1 9 9 9 . 4 . 2 0 ) ， v o l . 5 2 ( 4 ) ， p p 9 - 1 7  
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1 - 2  高 度 経 済 成 長 期 の 林 業 政 策 と 木 材 利 用 ・ 木 材 流 通 ・ 森 林 整 備  
1 - 2 - 1  高 度 経 済 成 長 期 の 経 済 背 景  
わ が 国 に お け る 高 度 経 済 成 長 期 は 、1 9 5 0 年 代 の 半 ば に わ が 国 の 経
済 の 指 標 は 戦 前 の 最 高 水 準 を 越 え 、そ の 後 、1 9 7 0 年 ま で 高 成 長 を 続
け て い く 。 こ の 高 成 長 は 、 わ が 国 で か つ て 経 験 し た こ と の な い 急 成
長 で あ り 、 ま た 、 国 際 的 に み て も 前 年 比 1 0 %を 超 す 驚 異 的 な 経 済 成
長 と な っ て い る 。 こ れ に よ り 、 戦 後 復 興 か ら 重 化 学 工 業 の 発 展 を 中
心 に 成 長 を 遂 げ た 。 さ ら に 、 労 働 と い う 視 点 か ら は 、 農 山 村 か ら 都
市 へ と 激 し い 労 働 移 動 を 引 き 起 こ し た 1 ) 。 こ れ は 、 戦 前 か ら 続 い た
労 働 力 過 剰 の 経 済 と 決 別 す る 機 会 で あ っ た 。 ま た 、 全 産 業 に お い て
労 働 賃 金 の 著 し い 上 昇 を も た ら し た が 、 産 業 ご と に よ っ て 、 生 産 性
の 上 昇 に 格 差 が 生 じ 、 農 山 村 と 都 市 に お け る 不 均 衡 発 展 と な っ て い
る 。 一 方 、 貿 易 も 拡 大 発 展 を 遂 げ て い た 。 戦 後 復 興 期 に お い て 、 貿
易 は 国 際 的 な 資 本 の 移 動 と い う 捉 え 方 の も と 、 政 府 が 厳 し く 管 理 し
て い た 。 し か し 、 経 済 発 展 と 貿 易 の 拡 大 の 中 で 、 海 外 か ら 貿 易 ・ 資
本 の 自 由 化 が 求 め ら れ る よ う に な っ た 。こ の た め 、1 9 6 0 年 に 政 府 は
「 貿 易 為 替 自 由 化 大 綱 」 を 定 め 、 1 9 6 4 年 に は O E C D 2 )に 加 盟 し 、 先
進 国 の 仲 間 入 り を 果 た す 。次 い で 、1 9 6 7 年 か ら は 資 本 の 自 由 化 を 推
し 進 め 、先 進 国 と し て 国 際 的 な 地 位 を 固 め て い っ た 。ち な み に 、1 9 6 1
年 に は 、 木 材 価 格 安 定 緊 急 対 策 が 実 施 さ れ 、 木 材 の 丸 太 輸 入 の 実 質
的 な 自 由 化 が 進 め ら れ た 。  
 戦 後 復 興 期 で は 、 中 央 集 権 的 な 行 政 主 導 で あ っ た と し た が 、 高 度
経 済 成 長 期 に お い て も 経 済 発 展 は 同 様 な も の で あ っ た 。 当 時 の 政 府
の 特 徴 的 な 活 動 と し て 、 ケ イ ン ズ 経 済 学 に 影 響 を 受 け つ つ 、 1 9 4 0
年 体 制 3 )の 特 殊 構 造 に あ っ た わ が 国 で は 、 資 本 蓄 積 優 先 の 経 済 へ と
追 い 上 げ る た め 、 マ ク ロ 的 な 調 整 の み な ら ず 、 各 産 業 の 分 野 に 積 極
的 な 介 入 と 調 整 を 行 っ た 。 こ の 関 与 は 、 発 展 の 遅 れ が 生 じ て い る 分
                                                   
1 )  1 9 6 0 年 に 政 府 は 「 国 民 所 得 倍 増 計 画 」 を 長 期 経 済 計 画 と し て 策 定 し た 。
こ の 計 画 が 功 を 奏 し た と も い え る 。 計 画 内 容 は 、 ① 社 会 資 本 の 充 実 、 ②
産 業 構 造 の 高 度 化 、 ③ 貿 易 と 国 際 経 済 協 力 の 促 進 、 ④ 人 的 能 力 の 向 上 と
化 学 技 術 の 振 興 、 ⑤ 二 重 構 造 の 緩 和 と 社 会 的 安 定 の 確 保 で あ っ た 。  
2 )  O E C D ( O r g a n i z a t i o n  f o r  E c o n o m i c  C o o p e r a t i o n  a n d  D e v e l o p m e n t ) は 、「経
済 協 力 開 発 機 構 。先 進 国 が 世 界 経 済 全 般 に つ い て 協 議 す る 国 際 機 関 。1 9 6 1
年 発 足 」  
3 )  1 9 4 0 年 体 制 と は 、 1 9 4 0 年 前 後 に 集 中 し て さ れ た 戦 時 経 済 体 制 に 向 け て の
諸 改 革 (国 家 総 動 員 法 、 産 業 報 国 会 、 税 制 改 正 な ど ) の こ と を さ す 。 ま た 、
特 殊 構 造 に あ っ た と い う の は 、 戦 後 復 興 期 以 降 も わ が 国 の 経 済 構 造 が 、
1 9 4 0 年 に 築 か れ た 戦 時 経 済 体 制 の ま ま で あ っ た こ と を さ す 。  
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野 に 対 し て 、き め 細 か い 保 護 や 助 成 を 行 う こ と で あ っ た 。1 9 6 0 年 代
前 半 に 農 林 業 や 中 小 企 業 に 対 す る 法 整 備 （ 基 本 法 等 ） が 相 次 い だ の
は 、 そ の 具 体 的 な 活 動 と い え る 。 こ の 段 階 で 木 材 丸 太 が 大 量 に 輸 入
さ れ る よ う に な っ た 。  
 
1 - 2 - 2  高 度 経 済 成 長 期 の 林 業 政 策 の 展 開 と 木 材 需 給 動 向  
本 項 で は 、 高 度 経 済 成 長 期 の 林 業 政 策 の 展 開 と 木 材 需 給 動 向 の 推
移 に つ い て 整 理 す る 。 表 1 - 2 - 1 は 、 高 度 経 済 成 長 期 に お け る 林 業 政
策 の 展 開 を 示 し て い る 。  
 
表 1 - 2 - 1  高 度 経 済 成 長 期 に お け る 林 業 政 策 の 展 開  
 
出 典 1：半 田 良 一：『 現 代 の 林 学・1 林 政 学 』，文 永 堂 出 版 ，( 1 9 9 0 . 7 . 1 5 ) ，p p 2 6 - 9 4
よ り 著 者 作 成  
出 典 2：赤 井 英 夫：「 特 集 国 民 経 済 と 森 林・林 業 (Ⅵ )林 業 問 題 の 形 成 過 程 (一 )」，
『 林 業 経 済 』， 林 業 経 済 研 究 所 ， ( 1 9 9 9 . 4 . 2 0 ) ， v o l . 5 2 ( 4 ) ， p p 9 - 1 7 よ
り 著 者 作 成  
出 典 3：林 野 庁 /林 政 年 表：h t t p : / / w w w. r i n y a . m a f f . g o . j p / j / k o u h o u / n e n p y o u . h  
t m l ，（ 2 0 1 7 . 8 . 7 ） よ り 著 者 作 成  
 
1 )  高 度 経 済 成 長 期 の 森 林 ・ 林 業 政 策  
 高 度 経 済 成 長 期 に お け る 林 業 政 策 は 、 戦 後 復 興 期 の 林 政 で は 情 勢
に そ ぐ わ ず 、 制 度 の 変 革 や 新 た な 法 律 の 制 定 が 必 要 と さ れ て い た 。
こ の よ う な 中 で 、最 も 大 き な 変 化 と さ れ た の は 、「森 林 計 画 制 度 」の
変 革 と 「 林 業 基 本 法 」 の 制 定 で あ っ た 。  
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1 9 5 1 年 の 「 森 林 法 」 の 公 布 に よ り 、「 森 林 計 画 制 度 」 と 「 伐 採 許
可 制 度 」 が 導 入 さ れ た が 、 こ れ は 森 林 荒 廃 化 の 中 で の 緊 急 対 策 で あ
っ た 。 つ ま り 、 森 林 荒 廃 の 恐 れ が な く な れ ば 、 伐 採 等 に 対 す る 強 い
規 制 は 好 ま し く な い 。詳 細 は 後 述 す る が 、1 9 5 0 年 以 降 は 林 業 生 産 お
よ び 植 林 ・ 造 林 は 高 水 準 で 進 め ら れ て い た 。 そ の た め 、 伐 採 さ れ た
ま ま 放 置 さ れ た 人 工 林 は ほ と ん ど な く 、 高 度 経 済 成 長 期 中 で は 増 大
す る 木 材 需 要 に 対 し て 、 森 林 生 産 力 を 高 め る こ と が 重 大 な 課 題 と さ
れ て い た 1 )。 そ の た め 、 1 9 5 1 年 に 開 始 さ れ た 「 森 林 計 画 制 度 」 お よ
び 「 伐 採 許 可 制 度 」 は 林 業 生 産 力 の 発 展 の 妨 げ に な る と さ れ た 。 こ
れ を 受 け 、 1 9 5 7 年 の「 森 林 法 」の 改 正 で は 、森 林 荒 廃 の 恐 れ が 少 な
く 、 ま た 、 代 替 燃 料 へ の 転 換 等 に よ り 、 こ れ ま で 利 用 さ れ て い た 広
葉 樹 等 の 薪 炭 林 や 入 会 林 が 利 用 さ れ に く く 、 拡 大 造 林 2 ) の 進 展 が 遅
か っ た 広 葉 樹 林 に つ い て 「 伐 採 許 可 制 度 」 の 撤 廃 が 行 わ れ た 。 当 時
の 造 林 は 、 主 に 森 林 所 有 者 等 が 自 ら に よ っ て 公 共 事 業 （ 造 林 関 係 補
助 事 業 ） と し て 実 施 し て い た 。 ま た 、 森 林 所 有 者 が 植 栽 で き な い 箇
所 等 は 、 1 9 5 6 年 に 設 立 さ れ た 「 森 林 開 発 公 団 」 な ど に よ り 、 1 9 5 8
年 に 制 定 さ れ た 「 分 収 造 林 特 別 措 置 法 」 を 用 い て 森 林 整 備 が 行 わ れ
た 。 さ ら に 、 当 時 、 高 値 で あ っ た 木 材 価 格 の 状 況 か ら 補 助 事 業 に よ
ら ず 融 資 等 に よ る 造 林 も 行 わ れ て い た 。  
こ れ ら の 取 り 組 み や 木 材 需 給 や 伐 採・造 林 の 動 向 よ り 、1 9 6 2 年 の
「 森 林 法 」 の 改 正 で は 、 針 葉 樹 材 の 「 伐 採 許 可 制 度 」 の 撤 廃 と 跡 地
造 林 の 義 務 付 け の 解 除 が 行 わ れ た 3 )。 ま た 、 農 林 水 産 大 臣 は 「 全 国
森 林 計 画 」、都 道 府 県 知 事 は「 地 域 森 林 計 画 」を 立 て 、森 林 資 源 の 保
続 お よ び 森 林 生 産 力 の 増 大 を 図 る こ と と し 、「森 林 資 源 の 状 況 に 関 す
る 長 期 の 見 通 し 」を 義 務 付 け た 。こ う し て 、「森 林 計 画 制 度 」は 全 面
的 な 変 革 を 遂 げ た 。 そ の 内 容 は 、 生 産 機 能 を 含 む 森 林 機 能 の 高 度 発
揮 を 図 る た め の 具 体 的 な 指 標 で あ っ た と い え る 。 一 方 で 、 育 林 生 産
を 強 化 し た と い え る 。  
そ し て 、 1 9 6 4 年 に は「 林 業 基 本 法 」が 制 定 さ れ た 。こ れ は 急 激 な
経 済 成 長 の 中 で 、 林 業 の 遅 れ が 次 第 に 明 ら か に な り 、 そ の 遅 れ を 是
                                                   
1 )  赤 井 英 夫：「 特 集 国 民 経 済 と 森 林・ 林 業 (Ⅵ )林 業 問 題 の 形 成 過 程 (一 )」，『 林
業 経 済 』， 林 業 経 済 研 究 所 ， ( 1 9 9 9 . 4 . 2 0 ) ， v o l . 5 2 ( 4 ) ， p p 9 - 1 7  
2 )  拡 大 造 林 は 、「 広 葉 樹 林 の 伐 採 跡 地 等 へ の 針 葉 樹 の 植 栽 」 の こ と 。 早 期 に
森 林 を 回 復 す る 観 点 お よ び 建 築 用 材 等 と し て の 需 要 が 見 込 ま れ た こ と よ
り 、 成 長 も 早 い 針 葉 樹 の 植 栽 が 推 進 さ れ て い た 。  
3 )  赤 井 英 夫 ： 前 掲 書 ， p p 9 - 1 7  
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正 し 、 林 業 の 産 業 と し て の 発 展 を 図 る こ と を 主 目 的 と し た も の で あ
る 。 旺 盛 な 木 材 需 要 に 対 応 す る た め 林 業 総 生 産 の 増 大 、 生 産 性 の 向
上 、従 事 者 所 得 の 増 大 を 目 標 と す る も の で 、「森 林 計 画 制 度 」が 指 標
で あ っ た の に 対 し 、「林 業 基 本 法 」は 生 産 政 策 の 要 に 位 置 づ け ら れ る
も の で あ っ た 1 ) 2 )。特 に 、生 産 政 策 と し て 、拡 大 造 林 等 に よ る 林 業 的
に 利 用 に 供 さ れ る 森 林 を 拡 大 し 、森 林 生 産 力 の 増 強 を 図 る と と も に 、
機 械 化 の 推 進 、 林 道 開 設 と 路 網 密 度 の 向 上 、 優 良 種 苗 の 確 保 等 に よ
り 生 産 性 の 向 上 を 図 ろ う と し た 。さ ら に 、1 9 6 6 年 に「 入 会 林 野 等 に
係 る 近 代 化 の 助 長 に 関 す る 法 律 」 が 制 定 さ れ 、 森 林 に つ い て 所 有 権
の 近 代 化 と 明 確 化 を 推 進 し 、1 9 6 8 年 に は「 森 林 法 」の 改 正 に よ っ て 、
「 森 林 施 業 計 画 制 度 」が 新 設 さ れ た 。こ れ に よ り 、認 定 を 受 け た「 森
林 施 業 計 画 」 に 従 い 実 施 す る 森 林 施 業 に は 、 税 制 や 補 助 等 の 優 遇 措
置 を 講 じ 、 こ れ に よ っ て 個 々 の 森 林 所 有 者 が 自 発 的 な 意 欲 に よ り 森
林 施 業 を 実 施 す る よ う に 推 進 し た の で あ る 。  
以 上 よ り 、「森 林 計 画 制 度 」の 変 革 お よ び「 林 業 基 本 法 」の 制 定 等
は 、 木 材 生 産 機 能 等 の 向 上 を 重 視 し た 林 業 政 策 に 特 化 し て い た と い
え る 。 故 に 、 森 林 整 備 と い う 面 で は 、 活 発 な 育 林 生 産 を 中 心 に 林 業
生 産 が 促 進 さ れ る こ と で 、 お の ず か ら 森 林 整 備 も 進 み 、 森 林 の 有 す
る 多 面 的 機 能 の 発 揮 も 図 ら れ る と 考 え ら れ て い た 。 実 際 に 、 当 時 の
経 済 背 景 や 林 業 政 策 に よ っ て 植 林・造 林 は 、林 業 生 産 と 同 様 に 1 9 5 5
年 か ら 1 9 7 0 年 ま で 高 水 準 に さ れ て い る 。  
 
2 )  高 度 経 済 成 長 期 の 木 材 産 業 政 策 と 木 材 需 給 動 向  
わ が 国 は 戦 後 復 興 期 か ら 高 度 経 済 成 長 期 へ と 移 行 し た 結 果 、 前 述
し た 経 済 背 景 や 経 済 構 造 の 発 展 に 伴 う 大 量 生 産 お よ び 大 量 消 費 と い
う 膨 大 な 木 材 需 要 が 発 生 し て い た 。 ま た 、 木 材 需 要 は 薪 炭 材 の 減 少
と 用 材 の 増 加 と い っ た 構 造 変 化 も 伴 っ て い る 。 こ の よ う な 木 材 需 要
の 増 加 に 対 し て 、 国 産 材 の 供 給 は 高 水 準 で は あ っ た も の の 、 資 源 的
な 制 約 か ら 生 産 量 の 増 加 に は 限 界 が あ っ た 。 こ の た め 、 木 材 価 格 は
著 し い 高 騰 と 木 材 総 合 商 社 資 本 に よ る 外 材 輸 入 の 増 加 を 招 い た 。  
図 1 - 2 - 1 は 、高 度 経 済 成 長 期 に お け る 木 材 需 給 量 の 推 移 を 示 し た 。
                                                   
1 )  赤 井 英 夫：「 特 集 国 民 経 済 と 森 林・ 林 業 (Ⅵ )林 業 問 題 の 形 成 過 程 (一 )」，『 林
業 経 済 』， 林 業 経 済 研 究 所 ， ( 1 9 9 9 . 4 . 2 0 ) ， v o l . 5 2 ( 4 ) ， p p 9 - 1 7  
2 )  当 時 、 農 山 村 で 問 題 と さ れ て い た 都 市 部 へ の 人 口 流 出 を 食 い 止 め 、 国 土
の 均 衡 あ る 発 展 を 図 る た め 、 山 村 の 主 要 産 業 で あ る 林 業 振 興 が 重 要 な 課
題 と さ れ た 。 こ の よ う な 観 点 も 含 め 、「 林 業 基 本 法 」 は 制 定 さ れ る 。  
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こ の 図 よ り 、 1 9 5 5 年 の 木 材 需 給 量 は 6 5 , 2 0 6 千 ㎥ だ っ た の が 、 1 9 6 7
年 に は 木 材 需 要 量 が 9 2 , 1 0 0 千 ㎥ 、木 材 供 給 量 が 9 0 , 7 7 5 千 ㎥ と な っ
て い る 。1 9 6 7 年 以 降 か ら 木 材 需 要 量 が 木 材 供 給 量 を 上 回 り 、木 材 の
供 給 不 足 と な っ て い く 。こ の よ う な 中 で 、1 9 7 3 年 に は 木 材 需 要 量 は
1 2 1 , 0 2 0 千 ㎥ 、 木 材 供 給 量 は 11 9 , 1 3 9 千 ㎥ と な り 、 木 材 需 給 量 は 高
度 経 済 成 長 期 当 初 か ら 終 盤 に か け て 約 ２ 倍 以 上 に 増 加 し た 。 外 材 輸
入 に 着 目 す る と 、 1 9 5 5 年 は 木 材 自 給 率 9 6 . 1 %、 外 材 率 3 . 9 %と 国 内
の 木 材 供 給 で 木 材 需 要 に 対 応 で き て い た 。 ま た 、 こ の 時 は 外 材 の 価
格 や 海 上 運 賃 が 高 く 、 採 算 が 合 わ な か っ た こ と か ら 特 殊 材 以 外 の 外
材 を 多 く 輸 入 す る こ と は な く 、 輸 入 量 は 限 定 的 で も あ っ た 。 だ が 、
わ が 国 の 森 林 資 源 的 な 制 約 も あ り 、 徐 々 に 国 内 の 木 材 供 給 だ け で は
木 材 需 要 に 対 応 で き な く な っ て い っ た 。 わ が 国 の 木 材 需 給 の 逼 迫 と
木 材 価 格 の 高 騰 や 1 9 6 0 年 の 「 貿 易 為 替 自 由 化 大 綱 」 の 制 定 を 要 因
と し て 、 外 材 輸 入 は 著 し く 上 昇 し て い き 、 1 9 6 7 年 に は 木 材 自 給 率
6 2 . 4 %、 外 材 率 3 6 . 2 %と 増 加 し 、 1 9 6 9 年 に は 国 内 の 木 材 供 給 量 を 外
材 輸 入 量 が 上 回 っ た 。そ し て 、 1 9 7 3 年 に は 木 材 自 給 率 3 5 . 6 %、外 材
率 6 2 . 8 %と な り 、わ が 国 の 木 材 需 給 は 外 材 に 依 存 す る よ う に な っ た 。 
 
 
注 1： 需 給 量 は 、 丸 太 等 の 需 給 量 と 輸 入 し た 製 材 品 、 合 板 、 パ ル プ ・ チ ッ プ
等 の 製 品 を 丸 太 材 積 に 換 算 し た 需 給 量 と を 合 計 し た も の で あ る 。  
注 2：木 材 自 給 率 の 算 出 は 、「自 給 率 =国 内 生 産 量 ÷総 需 給 量 × 1 0 0 」で あ る 。  
出 典 ： 木 材 統 計 調 査 ： 農 林 水 産 省 ： 長 期 累 年 統 計 表 一 覧 ： h t t p : / / w w w. m a f f .  
g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u z a i / ， ( 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ) よ り 著 者 作 成  
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 図 1 - 2 - 2 は 、 高 度 経 済 成 長 期 に お け る 新 設 住 宅 着 工 戸 数 お よ び 木
造 住 宅 と 木 造 率 の 推 移 を 示 し た も の で あ る 。 新 設 住 宅 着 工 戸 数 は 、
戦 後 復 興 期 か ら 続 く 大 量 の 住 宅 需 要 が 発 生 し て い た た め 、 高 度 経 済
成 長 期 中 は 増 加 傾 向 に あ っ た 1 )。1 9 5 5 年 で は 新 設 住 宅 は 2 5 7 , 3 8 8 戸
だ っ た の が 、 高 度 経 済 成 長 期 終 盤 の 1 9 7 3 年 に は 1 , 9 0 5 , 11 2 戸 （ 木
造 率 5 8 . 8 %） に ま で 急 上 昇 し て い る 。 木 造 率 に 着 目 す る と 、 お よ そ
６ ～ ７ 割 で 推 移 し て い る 。し か し 、1 9 6 5 年 以 降 、都 市 建 築 物 の 不 燃
化 の 促 進 が さ れ た こ と で 、 非 木 造 住 宅 が 増 加 傾 向 と な り 、 木 造 率 は
減 少 傾 向 し て い っ た 2 ) 。 そ れ 故 に 、 次 第 に 住 宅 供 給 の 仕 組 み が 変 わ
り だ し 、 住 宅 建 築 施 工 構 造 を 変 化 さ せ て い っ た 。  
 
 
注 1： 1 9 6 4 年 以 前 の 木 造 住 宅 着 工 数 お よ び 木 造 率 の 統 計 は 、 集 計 さ れ て い
な い 。  
注 2： 1 9 7 3 年 よ り 沖 縄 県 分 の 新 設 住 宅 着 工 戸 数 を 含 む 。  
注 3：新 設 住 宅 着 工 戸 数 は 、一 戸 建 て・長 屋 建・共 同 住 宅（ 主 に マ ン シ ョ ン 、
ア パ ー ト 等 ） に お け る 戸 数 を 集 計 し た も の で あ る 。  
出 典：政 府 統 計 の 総 合 窓 口 /住 宅 着 工 統 計： h t t p s : / / w w w. e - s t a t . g o . j p / S G 1 / e s  
t a t / G L 0 8 0 2 0 1 0 1 . d o ? _ t o G L 0 8 0 2 0 1 0 1 _ & t s t a t C o d e = 0 0 0 0 0 1 0 1 6 9 6 6 & r e
q u e s t S e n d e r = s e a r c h ，（ 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ） よ り 著 者 作 成  
図 1 - 2 - 2  高 度 経 済 成 長 期 に お け る 新 設 住 宅 着 工 戸 数 お よ び  
木 造 住 宅 着 工 数 と 木 造 率 の 推 移  
                                                   
1 )  住 宅 供 給 の 対 策 と し て 、 公 営 住 宅 や 公 団 住 宅 が 賃 貸 住 宅 を 中 心 に 、 住 宅
供 給 の 量 的 不 足 の 解 消 に 努 め て い た 。 ま た 、 高 度 経 済 成 長 期 終 盤 に は 、
高 度 成 長 に よ っ て 国 民 所 得 が 上 昇 し た こ と か ら 共 同 住 宅 か ら 持 家 が 推 進
さ れ て い っ た こ と も 要 因 と い え る 。  
2 )  都 市 建 築 物 の 不 燃 化 の 促 進 が さ れ た 理 由 は 、 ① 木 造 建 築 物 の 燃 焼 性 （ 燃
え や す く ）、 ② 都 市 部 に お け る 建 築 物 の 密 集 に よ っ て 、 当 時 は 火 事 が 起 こ
り や す い 状 況 に あ っ た 。 そ の た め 、 代 替 材 と し て 鉄 骨 ・ 鉄 筋 コ ン ク リ ー
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図 1 - 2 - 3 は 、 図 1 - 2 - 1 の 木 材 需 要 量 の 内 訳 と 推 移 を 示 し て お り 、
1 9 5 5 年 は 製 材 用 3 0 , 2 9 5 千 ㎥（ 6 6 . 9 %）、合 板 用 8 , 2 8 5 千 ㎥（ 1 8 . 3 %）、
パ ル プ・チ ッ プ 用 2 , 2 9 7 千 ㎥（ 5 . 1 %）、そ の 他 用 4 , 4 0 1 千 ㎥（ 9 . 7 %）
の 用 材 需 要 量 は 4 5 , 2 7 8 千 ㎥ で あ り 、 薪 炭 材 （ 燃 料 材 ） は 1 9 , 9 2 8 千
㎥ で あ っ た 。 し か し 、 1 9 6 0 年 代 の 「 第 三 次 燃 料 革 命 」 1 )の 影 響 を 受
け 、 1 9 7 3 年 に は 製 材 用 6 7 , 4 7 0 千 ㎥ （ 5 7 . 4 %）、 合 板 用 3 0 , 4 1 5 千 ㎥
（ 2 5 . 9 %）、パ ル プ・チ ッ プ 用 1 7 , 1 5 1 千 ㎥（ 1 4 . 6 %）、そ の 他 用 2 , 5 4 5
千 ㎥ （ 2 . 2 %） と 用 材 需 要 量 は 11 7 , 5 8 1 千 ㎥ ま で 増 加 し 、 薪 炭 材 は
1 , 5 5 8 千 ㎥ に ま で 減 少 し た 。 ま た 、 用 材 需 要 が 高 ま っ た 要 因 は 、 住
宅 需 要 の 増 大 に 伴 う 木 材 需 要 の 構 造 変 化 も 一 因 と い え る 。 つ ま り 、
木 材 利 用 の 合 理 化 を 推 進 し て い た こ と で あ る 2 ) 3 )。こ れ は 、１ つ は 木
材 代 替 資 源 の 使 用 普 及 の 促 進 （ ① 建 築 不 燃 化 の 促 進 、 ② 包 装 の 合 理
化 の 促 進 、③ 家 庭 燃 料 合 理 化 の 促 進 ）、２ つ は 木 材 の 生 産 加 工 の 合 理
化 と 高 度 利 用 の 促 進 （ ① 生 産 加 工 の 合 理 化 の 促 進 、 ② 高 度 利 用 の 促
進 ）、３ つ に 森 林 資 源 の 開 発 と 保 全 の 促 進（ ① 林 道 開 設 の 促 進 、② 森
林 保 護 の 開 発 と 保 全 の 促 進 ） の ３ つ を 目 的 と す る 木 材 需 給 対 策 で あ
っ た 。こ れ に よ り 、合 板 等 の 原 料 の 需 要 は そ れ ぞ れ 増 加 し て い っ た 。
こ こ で 木 材 利 用 に 変 化 が 表 れ て い る 。 す な わ ち 、 加 工 製 品 と し て 合
板 が 増 加 し て い る こ と で あ る 。 そ の 結 果 、 木 材 自 給 率 は 低 下 し 、 外
材 が 増 加 し て い る 。  
                                                   
1 )  第 三 次 燃 料 革 命 と は 、 こ れ ま で 主 燃 料 で あ っ た 石 炭 や 木 質 燃 料 か ら 、 代
替 燃 料 で あ る 石 油 や 天 然 ガ ス へ 転 換 し た こ と で あ る 。 こ れ に よ り 、 石 炭
や 木 質 燃 料 の 利 用 は 減 少 し て い く 。  
2 )  1 9 5 5 年 に 木 材 需 給 対 策 の 一 環 と し て 「 木 材 資 源 の 利 用 合 理 化 方 策 」 を 定
め た 。 森 林 の 過 伐 傾 向 か ら 国 土 の 保 全 を 危 惧 し 、 木 材 資 源 を 枯 渇 さ せ な
い た め に 、 木 材 消 費 の 節 約 と 木 材 利 用 の 合 理 化 を 進 め 、 代 替 資 源 の 活 用
を 図 る と い う 対 策 で あ っ た 。  
3 )  大 日 本 山 林 会 ：『 戦 後 林 政 史 』， 大 日 本 山 林 会 ， ( 2 0 0 0 . 1 1 . 2 1 ) ， p p 3 8 1 - 4 3 5  
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注 1：「 そ の 他 用 」  は 、 構 造 用 集 成 材 ・ 加 工 材 ・ 枕 木 ・ 電 柱 ・ く い 丸 太 ・ 足
場 丸 太 等 で あ る 。  
注 2： 木 材 需 要 率 は 、「 木 材 需 要 率 =各 用 材 需 要 量 ÷用 材 総 需 要 量 × 1 0 0」 で
あ る 。用 材 総 需 要 量 は 、薪 炭 材（ 燃 料 材 ）お よ び し い た け 原 木 を 除 く 、
「 製 材 用 」、「 合 板 用 」、「 パ ル プ ・ チ ッ プ 用 」、「 そ の 他 用 」 を 用 材 と し
て 需 要 量 を 合 計 し た も の で あ る 。  
出 典 ： 木 材 統 計 調 査 ： 農 林 水 産 省 ： 長 期 累 年 統 計 表 一 覧 ： h t t p : / / w w w. m a f f .  
g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u z a i / ， ( 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ) よ り 著 者 作 成  
図 1 - 2 - 3  高 度 経 済 成 長 期 に お け る 木 材 需 要 量 の 内 訳 と 推 移  
 
 次 に 、 高 度 経 済 成 長 期 に お け る 木 材 価 格 の 推 移 を 図 1 - 2 - 4 、 図
1 - 2 - 5、図 1 - 2 - 6 よ り 整 理 す る 。図 1 - 2 - 4 は 山 元 立 木 価 格 を 示 し 、1 9 5 5
年 は ス ギ 4 , 4 7 8 円 /㎥ 、 ヒ ノ キ 5 , 0 4 6 円 /㎥ 、 2 , 9 7 6 円 /㎥ で あ っ た 。
1 9 6 6 年 ま で は 外 材 輸 入 の 急 増 を 受 け 、上 昇 し て い た 木 材 価 格 は 一 時
的 に 横 這 い に 変 化 し た 。 こ れ は 、 一 般 物 価 が 安 定 し て い た に も 関 わ
ら ず 、 木 材 価 格 が 著 し く 高 騰 し つ づ け 、 建 設 業 や 土 木 業 な ど の 幅 広
い 分 野 に お い て コ ス ト ア ッ プ と な り 、 そ れ が 公 共 投 資 や 産 業 成 長 の
足 か せ と な っ て い た た め 、 こ れ を 問 題 視 し た 政 府 が 1 9 6 1 年 に 「 国
有 林 木 材 増 産 計 画 制 定 木 材 価 格 安 定 対 策 」 を 定 め た こ と が 影 響 し た
と い え る 1 ) 2 )。ま た 、こ の 対 策 は 外 材 輸 入 を 助 長 す る も の で あ っ た た
め 、外 材 輸 入 は さ ら に 激 し く な る 。し か し 、 1 9 6 6 年 以 降 、わ が 国 の
                                                   
1 )  木 材 価 格 安 定 対 策 は 、 大 幅 な 木 材 需 要 に 伴 う 木 材 需 給 の ギ ャ ッ プ と 木 材
価 格 の 高 騰 に 対 処 し よ う と 定 め ら れ た 。そ の た め 、① 国 有 林 丸 太 の 増 伐 、
② 輸 入 材 の 増 加 、 ③ 木 材 チ ッ プ の 利 用 促 進 を 骨 組 に 、 拡 大 造 林 や 林 道 開
発 、 木 材 輸 入 施 設 の 拡 充 、 木 材 利 用 合 理 化 の 推 進 を す る も の で あ っ た 。  
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木 材 価 格 は 再 び 上 昇 し た 1 )。 こ れ は 、 1 9 6 0 年 代 後 半 か ら の 大 型 好 況
に よ る 消 費 者 の 国 産 材 志 向 の 強 い 需 要 の 増 加 も あ り 、 外 材 よ り も 国
産 材 、 国 産 材 の 中 で も 高 級 材 と い う 志 向 が 強 ま っ た こ と も 要 因 で あ
っ た 2 )。 さ ら に 、 高 級 材 の 中 で も ヒ ノ キ の 高 騰 が 顕 著 で あ り 、 1 9 6 6
年 の ヒ ノ キ 立 木 価 格 は 11 , 2 8 4 円 /㎥ だ っ た の が 、1 9 6 7 年 に は 1 4 , 3 0 5
円 / ㎥ と 急 激 に 上 昇 し 、 1 9 7 3 年 の 高 度 経 済 成 長 期 終 盤 に は 、 ス ギ
1 6 , 5 7 4 円 /㎥ 、 ヒ ノ キ 2 8 , 1 3 7 円 /㎥ 、 マ ツ 9 , 4 9 9 円 /㎥ に ま で 上 昇 し
た 。 し か し 、 木 材 需 要 は 弱 ま る こ と な く 、 木 材 価 格 も 上 昇 し つ づ け
た た め 、 国 産 材 志 向 は 長 く 継 続 は し な か っ た 。 こ の 段 階 で 、 国 産 材
に つ い て み る と 、 供 給 に 対 し て 需 要 が 過 剰 と な り 、 価 格 が 上 昇 し て
い る の で あ る 。  
ま た 、 図 1 - 2 - 5 お よ び 図 1 - 2 - 6 の 素 材 価 格 ・ 製 材 価 格 も 山 元 立 木
価 格 と 同 様 の 傾 向 で あ っ た 。1 9 6 0 年 の 素 材 価 格 は ス ギ 中 丸 太 11 , 3 0 0
円 /㎥ 、 ヒ ノ キ 中 丸 太 1 2 , 0 0 0 円 /㎥ 、 製 材 価 格 は ス ギ 正 角 1 7 , 8 0 0 円 /
㎥ 、ヒ ノ キ 正 角 2 6 , 4 0 0 円 /㎥ だ っ た の が 、1 9 6 7 年 に は 素 材 価 格 は ス
ギ 中 丸 太 1 8 , 6 0 0 円 /㎥ 、 ヒ ノ キ 中 丸 太 2 9 , 8 0 0 円 /㎥ 、 製 材 価 格 は ス
ギ 正 角 2 9 , 0 0 0 円 /㎥ 、 ヒ ノ キ 正 角 5 5 , 7 0 0 円 /㎥ と な り 、 高 度 経 済 成
長 期 終 盤 に は 、 素 材 価 格 は ス ギ 中 丸 太 2 8 , 5 0 0 円 /㎥ 、 ヒ ノ キ 中 丸 太
5 4 , 5 0 0 円 /㎥ 、 カ ラ マ ツ 中 丸 太 1 5 , 6 0 0 円 /㎥ 、 製 材 価 格 は ス ギ 正 角
6 2 , 7 0 0 円 /㎥ 、 ヒ ノ キ 正 角 1 2 1 , 7 0 0 円 /㎥ 、 エ ゾ マ ツ ・ ト ド マ ツ 正 角
4 3 , 1 0 0 円 /㎥ と 推 移 し た 。 ヒ ノ キ の 製 材 価 格 は 1 9 6 0 年 か ら 1 9 7 3 年
に か け て 、 約 ６ 倍 も 価 格 が 上 昇 し て い る 。 こ れ は 、 前 述 も し た が 国
産 材 の 高 級 材 志 向 に よ っ て 、 良 質 材 と 並 材 の 素 材 ・ 製 材 ・ 製 品 段 階
で 、品 質 に よ る 価 格 格 差 の 拡 大 が あ っ た こ と を 示 し て い る と と も に 、






                                                   
1 )  木 材 価 格 安 定 対 策 に よ っ て 、 国 内 の 木 材 価 格 の 安 定 化 を 図 ろ う と し た が 、
結 果 と し て 価 格 安 定 に は つ な が ら な か っ た 。 逆 に 、 国 内 の 木 材 価 格 の 高
騰 は 、 外 材 の 内 外 価 格 差 を な く し 、 外 材 輸 入 の 促 進 の 役 割 を 果 た し た 。  
2 )  赤 井 英 夫：「 特 集 国 民 経 済 と 森 林・ 林 業 (Ⅵ )林 業 問 題 の 形 成 過 程 (一 )」，『 林
業 経 済 』， 林 業 経 済 研 究 所 ， ( 1 9 9 9 . 4 . 2 0 ) ， v o l . 5 2 ( 4 ) ， p p 9 - 1 7  
3 )  赤 井 英 夫 ：『 木 材 需 給 の 動 向 と 展 望 』， 林 業 経 営 研 究 所 ， ( 1 9 7 2 . 3 . 2 5 ) ，
p p 3 6 - 4 2  
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出 典：日 本 不 動 産 研 究 所：『 山 林 素 地 及 び 山 元 立 木 価 格 調 (平 成 4 年 3 月 末 現
在 )』， 日 本 不 動 産 研 究 所 ， ( 1 9 9 2 . 1 0 . 3 0 ) ， 3 7 P よ り 著 者 作 成  




出 典：木 材 価 格 統 計 調 査：農 林 水 産 省：長 期 累 年 統 計 調 査： h t t p : / / w w w. m a f f .  
g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u r y u / k a k a k u / i n d e x . h t m l ，（ 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ）よ
り 著 者 作 成  
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出 典：木 材 価 格 統 計 調 査：農 林 水 産 省：長 期 累 年 統 計 調 査： h t t p : / / w w w. m a f f .  
g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u r y u / k a k a k u / i n d e x . h t m l ，（ 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ）よ
り 著 者 作 成  
図 1 - 2 - 6  高 度 経 済 成 長 期 に お け る 製 材 価 格 の 推 移  
 
さ ら に 、 図 1 - 2 - 7 は 全 体 の 木 材 価 格 の 推 移 で あ る 。 高 度 経 済 成 長
期 の 木 材 価 格 は 上 昇 し 続 け て い た が 、 最 大 の 上 昇 傾 向 を 示 し た の は
1 9 7 1 年 以 降 で あ る 。 要 因 は 、 1 9 7 1 年 の 「 ニ ク ソ ン ・ シ ョ ッ ク 」 1 )
に よ る 原 油 生 産 制 限 や 石 油 公 示 価 格 の 引 き 上 げ 等 が あ っ た こ と 。 ま
た 、 1 9 7 3 年 の 「 第 一 次 オ イ ル ・ シ ョ ッ ク 」 2 )や 「 円 変 動 相 場 制 」 3 )
へ 移 行 し た こ と 。 高 度 経 済 成 長 期 中 盤 か ら 安 定 成 長 期 中 に お け る 建
築 ブ ー ム も 木 材 価 格 の 上 昇 に 影 響 し た と い え る 。  
                                                   
1 )  ニ ク ソ ン ・ シ ョ ッ ク と は 、「 ア メ リ カ の ニ ク ソ ン 大 統 領 は 1 9 7 1 年 8 月 1 5
日 、 ド ル と 金 と の 交 換 停 止 を 含 む ド ル 防 衛 の た め の 政 策 を 発 表 。 こ れ に
よ り ブ レ ト ン ・ ウ ッ ズ 会 議 で 確 立 し た 1 オ ン ス = 3 5 ド ル を も と に 、 各 国
通 貨 を ド ル と の 関 係 で 、 一 定 幅 内 で 維 持 す る と い う 戦 後 の 世 界 経 済 体 制
は 大 き な 打 撃 を 受 け た 」 出 典 ： 伊 藤 光 晴 ：『 岩 波 現 代 経 済 学 事 典 』， 岩 波
書 店 ， ( 2 0 0 4 . 9 . 1 6 ) ， P 6 0 2  
2 )  第 一 次 オ イ ル ・ シ ョ ッ ク と は 、「 1 9 7 3 年 1 0 月 、 ア ラ ブ 諸 国 と イ ス ラ エ ル
と の 争 い か ら 、 ア ラ ブ を 中 心 と す る 石 油 輸 出 国 機 構 は 結 束 し て 原 油 採 掘
量 を 減 ら し 、イ ス ラ エ ル に 協 力 す る 国 に 輸 出 を 禁 止 し た 。結 果 、 1 バ ー レ
ル 3 ド ル か ら 1 2 ド ル 台 へ と 4 倍 に 跳 ね 上 が っ た 」 出 典 ： 伊 藤 光 晴 ：『 岩
波 現 代 経 済 学 事 典 』， 岩 波 書 店 ， ( 2 0 0 4 . 9 . 1 6 ) ， P 6 9  
3 )  1 9 7 1 年 以 降 、 ド ル に 対 す る 信 頼 は 低 下 し 、 ド ル を 基 軸 通 貨 と し て い た 固
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出 典 1： 日 本 不 動 産 研 究 所 ：『 山 林 素 地 及 び 山 元 立 木 価 格 調 (平 成 4 年 3 月 末
現 在 )』， 日 本 不 動 産 研 究 所 ， ( 1 9 9 2 . 1 0 . 3 0 ) ， 3 7 P よ り 著 者 作 成  
出 典 2：木 材 価 格 統 計 調 査：農 林 水 産 省：長 期 累 年 統 計 調 査：h t t p : / / w w w. m a f f .  
g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u r y u / k a k a k u / i n d e x . h t m l ，（ 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ）
よ り 著 者 作 成  
図 1 - 2 - 7  高 度 経 済 成 長 期 に お け る 木 材 価 格 の 推 移  
 
1 - 2 - 3  高 度 経 済 成 長 期 の 木 材 需 給 曲 線 （ 小 括 ）  
本 項 で は 、 本 節 で 整 理 し た 内 容 と 木 材 需 給 動 向 お よ び 木 材 価 格 の
推 移 よ り 、 図 1 - 2 - 8 の 高 度 経 済 成 長 期 の 木 材 需 給 曲 線 を 作 成 し た 。
こ の 図 よ り 、 高 度 経 済 成 長 期 の 木 材 価 格 の 形 成 と 木 材 利 用 の 変 化 を
整 理 す る 。  
 
出 典 1 ： 都 留 重 人 ：『 サ ム エ ル ソ ン 経 済 学 上 [ 原 書 第 9 版 ] 』， 岩 波 書 店 ，
( 1 9 7 4 . 4 . 2 7 ) ， p p 9 9 - 1 3 3 よ り 著 者 作 成  
出 典 2：高 橋 洋 一：『 た っ た 1 つ の 図 で わ か る ！ 図 解 経 済 学 入 門 』，あ さ 出 版 ，
( 2 0 1 6 . 8 . 1 3 ) ， 2 0 5 P よ り 著 者 作 成  
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図 1 - 2 - 8 は 、 X 軸 を 木 材 需 給 量 、 Y 軸 を 木 材 価 格 と し 、 戦 後 復 興
期 か ら 高 度 経 済 成 長 期 へ と 移 行 し た 際 、 木 材 供 給 曲 線 （ S の 曲 線 ）
と 木 材 需 要 曲 線 （ D の 曲 線 ） の 変 動 に よ っ て 、 木 材 価 格 の 上 昇 ま た
は 下 落 の 変 動 を み た 。 各 曲 線 の 数 値 は 、 筆 者 が 本 節 に お い て 木 材 需
給 動 向 等 の 推 移 を 整 理 し た 結 果 よ り 、 数 値 を 設 定 し て い る 。  
高 度 経 済 成 長 期 の 木 材 需 給 曲 線 を 整 理 す る と 、 木 材 需 要 は 急 激 な
高 度 経 済 成 長 に 影 響 を 受 け て 林 業 生 産 も 活 発 化 し た 。こ の こ と か ら 、
木 材 需 要 は 需 要 拡 大 と な り 、戦 後 復 興 期 D は 右 に シ フ ト し 、高 度 経
済 成 長 期 D へ と 移 行 し た 。こ れ に 対 し 、木 材 供 給 は 国 内 の 森 林 資 源
で は 供 給 が 間 に 合 わ ず 、 木 材 需 要 に 木 材 供 給 が 追 い 付 か な い こ と か
ら 供 給 不 足 と な り 、 戦 後 復 興 期 S は 左 に シ フ ト し 、 高 度 経 済 成 長 期
S へ と 移 行 し た 。 故 に 、 木 材 需 要 拡 大 に 対 し て 木 材 供 給 不 足 と な っ
て 木 材 価 格 は 高 騰 す る 。つ ま り 、戦 後 復 興 期 S と 戦 後 復 興 期 D の 交
点 で あ る 均 衡 価 格 P は 、高 度 経 済 成 長 期 S と 高 度 経 済 成 長 期 D の 交
点 で あ る 均 衡 価 格 P 1 に ま で 上 昇 し た 。 よ っ て 、 X 軸 は A か ら A 1 へ
と 変 動 し 、 需 要 過 剰 を 引 き 起 こ し た 。 ま た 、 Y 軸 は B か ら B 1 へ と
変 動 し 、 価 格 の 急 激 な 高 騰 を 示 し た こ と に な る 。  
 高 度 経 済 成 長 期 の 林 業 政 策 に お け る 木 材 利 用 ・ 木 材 流 通 ・ 森 林 整
備 は 、 木 材 生 産 等 を 主 体 と し た 産 業 政 策 の 推 進 に 特 化 し 、 木 材 需 要
の 増 加 （ 需 要 過 剰 ） と 木 材 価 格 の 上 昇 （ 高 騰 ） の 中 で 、 木 材 供 給 い
わ ゆ る 林 業 生 産 は 高 水 準 に 行 わ れ て い た 。 木 材 供 給 は 急 増 加 す る 木
材 需 要 を 充 足 で き な か っ た が 、 そ の 主 な 理 由 は 森 林 資 源 の 制 約 に よ
る も の で あ っ た 。 ま た 、 こ の 木 材 需 給 の ギ ャ ッ プ を 補 填 す る た め 、
外 材 輸 入 に 頼 り 、 わ が 国 は 外 材 依 存 化 し て い っ た 。 さ ら に 、 森 林 整
備 に 着 目 す る と 、林 業 生 産 と 同 様 に 高 水 準 に 行 わ れ て い た 。こ れ は 、
将 来 的 に 陥 る だ ろ う と 考 え ら れ て い た 木 材 需 給 の 逼 迫 へ の 対 策 で あ
っ た こ と 。 ま た 、 高 騰 し 続 け て い た 国 産 材 価 格 が 持 続 し つ づ け る だ
ろ う と い う 期 待 に よ る も の で あ っ た と い え る 。  
 で は 、当 時 な ぜ 高 水 準 に 林 業 生 産 が で き て い た の か 。そ の 要 因 は 、
１ つ は 木 材 価 格 が 高 く 、 な お か つ 、 高 騰 し つ づ け て い た こ と 。 ２ つ
は 木 材 価 格 が 林 家 所 得 お よ び 山 林 労 働 賃 金 と 比 較 し て 高 か っ た こ と 。
３ つ は 林 家 経 済 が 一 般 的 に 貧 し く 、 森 林 伐 採 に よ る 収 入 に 依 存 し て
い た こ と 。 ４ つ は 再 造 林 コ ス ト （ 林 業 再 生 産 価 格 ） が 安 か っ た こ と
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が 挙 げ ら れ る 1 )。 ま た 、 1 9 6 0 年 代 半 ば ま で は 、 長 伐 期 ・ 大 径 木 生 産
（ 高 級 材 生 産 ） を 目 指 す 一 部 林 業 地 を 除 く と 、 ス ギ ・ ヒ ノ キ の 伐 期
を 4 5 年 と す る 短 伐 優 良 材 生 産 を 目 指 し て い た （ 拡 大 造 林 政 策 の 推
進 ）。し か し 、1 9 6 7 年 を ピ ー ク に 国 産 材 生 産 の 減 少 が 始 ま っ て い く 。
そ の 要 因 は 、 １ つ は 1 9 6 5 年 以 降 か ら 高 齢 級 良 質 材 と 一 般 材 の 価 格
格 差 が 拡 大 し 、 一 般 材 は 外 材 を 原 料 と す る 合 板 利 用 が 拡 大 し 、 国 産
材 供 給 が 減 少 し た こ と 2 )。 ２ つ は 次 節 の 安 定 成 長 期 に も 関 わ る が 、
木 材 需 要 お よ び 木 材 価 格 の 上 昇 が 鈍 化 し 始 め て き た こ と 。 ３ つ は 木
材 需 給 の 逼 迫 と 高 齢 級 良 質 材 の 木 材 利 用 が 大 き く 減 少 し 始 め た こ と 。
４ つ は 林 家 経 済 が 林 業 外 所 得 の 増 加 に よ っ て 次 第 に 豊 か に な り 、 森
林 伐 採 収 入 へ の 依 存 が 低 下 し て き た こ と な ど が 挙 げ ら れ る 3 )。  
 
 
1 - 3  安 定 成 長 期 の 林 業 政 策 と 木 材 利 用 ・ 木 材 流 通 ・ 森 林 整 備  
1 - 3 - 1  安 定 成 長 期 の 経 済 背 景  
 1 9 7 0 年 代 に 入 り 、 わ が 国 の 経 済 基 調 に 大 き な 変 化 が 生 じ て き た 。
高 度 経 済 成 長 を 支 え て き た ブ レ ト ン ・ ウ ッ ズ 体 制 4 )が 崩 れ 、 1 9 7 3 年
に 為 替 レ ー ト は 変 動 相 場 制 に 移 行 し 、 円 高 と な っ て い く 。 ま た 、
O P E C が 原 油 価 格 を 通 常 の ４ 倍 に 引 き 上 げ た た め に 、「 第 一 次 オ イ
ル ・ シ ョ ッ ク 」 が 発 生 し 、 わ が 国 の み な ら ず 先 進 国 経 済 全 体 が ス タ
グ フ レ ー シ ョ ン 5 )と な っ た 。 ま た 、 高 度 経 済 成 長 期 で は 、 政 府 は 成
長 を 優 先 し た 経 済 運 営 を し て い た た め に 、 各 地 で 公 害 問 題 を 引 き 起
                                                   
1 )  赤 井 英 夫：「 特 集 国 民 経 済 と 森 林・ 林 業 (Ⅵ )林 業 問 題 の 形 成 過 程 (一 )」，『 林
業 経 済 』， 林 業 経 済 研 究 所 ， ( 1 9 9 9 . 4 . 2 0 ) ， v o l . 5 2 ( 4 ) ， p p 9 - 1 7  
2 )  消 費 者 の 「 外 材 <国 産 材 （ =並 材 の 中 で も 高 齢 級 良 質 材 利 用 ）」 と い う 傾 向
を 受 け 、 一 部 林 業 地 で 行 わ れ て い た 長 伐 期 ・ 大 径 木 生 産 へ と 施 業 を 変 え
た 。 そ し て 、 高 価 格 な 高 齢 級 良 質 材 生 産 に よ り 、 林 家 所 得 の 収 入 を よ り
高 め よ う と し た 。  
3 )  赤 井 英 夫 ： 前 掲 書 ， p p 9 - 1 7  
4 )  ブ レ ト ン・ウ ッ ズ 体 制 と は 、「ブ レ ト ン・ウ ッ ズ 会 議 で 調 印 さ れ た I M F（ 国
際 通 貨 基 金 ）協 定 と 世 界 銀 行（ 国 際 復 興 開 発 銀 行 ）協 定 の 総 称 」で あ る 。
I M F は 、 加 盟 国 間 の 為 替 相 場 の 安 定 ・ 経 常 取 引 に お け る 外 貨 取 引 の 自 由
化 を 目 的 と し 、 そ の た め の 短 期 的 な 融 資 を 行 う 機 関 。 世 界 銀 行 は 、 大 戦
後 の 復 興 と 発 展 途 上 国 の 開 発 を 目 的 に 長 期 的 な 資 金 を 供 給 す る 機 関 と し
て 設 立 さ れ た 。 こ の 両 機 関 の 会 議 を ブ レ ト ン ・ ウ ッ ズ 会 議 と も 呼 ぶ 。   
出 典 ： 伊 藤 光 晴 ：『 岩 波 現 代 経 済 学 事 典 』， 岩 波 書 店 ， ( 2 0 0 4 . 9 . 1 6 ) ，
p p 6 9 6 - 6 9 7  
5 )  ス タ グ フ レ ー シ ョ ン と は 、「 不 況 下 の 物 価 上 昇 を 指 す 。 不 況 、 景 気 後 退 過
程 は 物 価 の 下 落 過 程 で あ り 、 物 価 が 上 昇 す る こ と は あ り え な い と 考 え ら
れ て い た 。」  出 典 ： 伊 藤 光 晴 ：『 岩 波 現 代 経 済 学 事 典 』， 岩 波 書 店 ，
( 2 0 0 4 . 9 . 1 6 ) ， P 4 4 6  
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こ し て い た 1 )。 よ っ て 、 1 9 7 3 年 を 契 機 に 高 度 経 済 成 長 期 は 破 綻 し 、
安 定 成 長 期 へ と 移 行 す る こ と と な る 。  
1 9 7 8 年 末 か ら 1 9 7 9 年 の イ ラ ン 革 命 に よ っ て 原 油 価 格 は さ ら に ２
倍 に 引 き 上 げ ら れ た 。 こ れ が 「 第 二 次 オ イ ル ・ シ ョ ッ ク 」 で あ る 。
わ が 国 は 、 こ れ ら の オ イ ル ・ シ ョ ッ ク の 影 響 よ り 、 激 し い イ ン フ レ
が 発 生 し 、 経 済 成 長 率 は マ イ ナ ス と な っ た 2 )。 ま た 、 鉄 鋼 や 造 船 、
石 油 な ど エ ネ ル ギ ー 消 費 が 多 い 素 材 産 業 で あ る 重 厚 産 業 が 低 迷 し 、
こ れ ら の 産 業 で は 構 造 不 況 と 呼 ば れ る 不 況 が 到 来 し た 。 重 厚 産 業 が
低 迷 す る か わ り に 、 エ ネ ル ギ ー 消 費 が 少 な い 組 立 加 工 産 業 と し て 、
自 動 車 や 電 気 製 品 、 半 導 体 な ど の 軽 産 業 が 急 速 に 伸 び 、 サ ー ビ ス 化
や ソ フ ト 化 が 進 行 、 情 報 処 理 産 業 や レ ジ ャ ー 産 業 な ど 第 三 次 産 業 が
よ り 発 達 す る こ と と な っ た 。 こ れ ら の 発 展 に よ り 、 安 定 成 長 期 は 高
度 経 済 成 長 期 ほ ど の 急 成 長 を 遂 げ る こ と は な か っ た も の の 、 わ が 国
は 省 エ ネ ル ギ ー 化 や 経 営 の 合 理 化 等 の 推 進 、 大 手 企 業 の 海 外 進 出 な
ど を 行 っ た こ と よ り 、 他 の 先 進 国 の 中 で も 比 較 的 早 い 段 階 で 不 況 を
切 り 抜 け 、 イ ン フ レ の 終 息 と な っ た 。  
 1 9 8 0 年 代 前 半 に な る と 、国 際 政 策 協 調 と し て ア メ リ カ の レ ー ガ ノ
ミ ク ス （ 高 金 利 政 策 ） 3 )に よ る ド ル 高 ・ 円 安 が 進 行 し た 。 こ の 影 響
を 受 け 、 わ が 国 は 高 度 技 術 産 業 を 中 心 に 自 動 車 や 電 気 製 品 等 の 輸 出
が 増 加 し 、 貿 易 黒 字 は 増 大 し た 。 し か し 、 あ ま り の 輸 出 増 加 に よ っ
て 、 諸 外 国 と 貿 易 摩 擦 が 生 じ 、 国 際 問 題 に ま で 発 展 し た 。 こ う し た
貿 易 摩 擦 を 解 消 す る た め 、1 9 8 5 年 に「 プ ラ ザ 合 意 」4 )が 行 わ れ 、1 9 8 5
～ 1 9 8 6 年 で 急 速 に 円 高 が 進 行 し 、円 高 不 況 と な る 。だ が 、依 然 と し
て 、わ が 国 の 大 幅 な 貿 易 黒 字 は 続 き 、貿 易 摩 擦 は 解 決 さ れ ず 、 1 9 9 0
年 代 に お い て ア メ リ カ 等 か ら 農 林 産 物 貿 易 協 議 に よ っ て 、 わ が 国 の
                                                   
1 )  赤 井 英 夫：「 特 集 国 民 経 済 と 森 林・ 林 業 (Ⅵ )林 業 問 題 の 形 成 過 程 (二 )」，『 林
業 経 済 』， 林 業 経 済 研 究 所 ， ( 1 9 9 9 . 5 . 2 0 ) ， v o l . 5 2 ( 5 ) ， p p 1 9 - 2 9  
2 )  前 掲 同 書 ， p p 1 9 - 2 9  
3 )  レ ー ガ ノ ミ ク ス と は 、「 当 時 の ア メ リ カ 大 統 領 で あ る ロ ナ ル ド ・ レ ー ガ ン
が 1 9 8 1 年 に 掲 げ た 自 由 主 義 経 済 政 策 で あ る 。「 財 政 赤 字 → 高 金 利 → ド ル
高 → 経 常 赤 字 」 と い う 双 子 の 赤 字 を 、 各 国 の 協 調 介 入 に よ る ド ル 安 で 解
消 す る こ と を 明 示 的 に 公 約 し た と い う も の で 、 為 替 レ ー ト の 安 定 化 に 関
す る 国 際 協 調 の 画 期 を な す 合 意 で あ っ た 。」  出 典 ： 伊 藤 光 晴 ：『 岩 波 現
代 経 済 学 事 典 』， 岩 波 書 店 ， ( 2 0 0 4 . 9 . 1 6 ) ， P 2 7 3  
4 )  プ ラ ザ 合 意 と は 、「 1 9 8 5 年 9 月 2 2 日 、 ニ ュ ー ヨ ー ク の プ ラ ザ ホ テ ル で 開
催 さ れ た 先 進 5 か 国（ ア メ リ カ ・ イ ギ リ ス ・ フ ラ ン ス ・ 西 ド イ ツ ・ 日 本 ）
の 蔵 相 ・ 中 央 銀 行 総 裁 に よ る 会 議 （ G 5） に お い て 、 ド ル 高 を 是 正 す る と
し た 合 意 。こ れ に よ り 、ア メ リ カ ・ 西 ド イ ツ ・ 日 本 の 協 調 介 入 が 行 わ れ 、
ド ル 高 は 急 速 に 是 正 さ れ た 。」 出 典：伊 藤 光 晴：『 岩 波 現 代 経 済 学 事 典 』，
岩 波 書 店 ， ( 2 0 0 4 . 9 . 1 6 ) ， P 6 8 8  
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市 場 の 開 放 や 輸 出 規 制 の 緩 和 の 要 求 が 強 ま っ た 。 こ の 円 高 不 況 を 乗
り 切 る た め に 、 日 本 銀 行 は 低 金 利 政 策 1 ) を 実 施 し 、 円 高 不 況 対 策 を
行 っ た 。 こ れ に よ り 、 資 金 調 達 が 容 易 と な り 、 過 剰 な 流 動 性 が 起 こ
り 、 多 額 の 資 金 が 株 や 不 動 産 に 流 れ 、 大 幅 な 地 価 ・ 株 価 の 高 騰 が 発
生 し た 。 ま た 、 円 高 を 背 景 と し て 、 わ が 国 の 企 業 に よ る 国 外 企 業 や
不 動 産 な ど の 買 収 も 進 ん だ 。こ れ が 1 9 8 6 年 か ら 1 9 9 1 年 ま で の 安 定
成 長 期 終 盤 ま で 続 く 「 バ ブ ル 景 気 」 で あ る 。 し か し 、 そ の 後 、 資 産
価 格 の 急 上 昇 に よ る ひ ず み や 大 蔵 省 の バ ブ ル 対 策 2 )の 失 敗 よ り 、 地
価 や 株 価 は 暴 落 し 、1 9 9 1 年 に バ ブ ル 景 気 が 崩 壊 す る の で あ る 。バ ブ
ル 景 気 の 崩 壊 よ り 、 安 定 成 長 期 も 終 わ り を 迎 え 、 以 後 は 「 失 わ れ た






















                                                   
1 )  日 本 銀 行 は 、大 幅 な 金 融 緩 和 対 策 と し て 、公 定 歩 合 を 2 . 5 %に 引 き 下 げ た 。  
2 )  大 蔵 省 は バ ブ ル 対 策 と し て 、 総 量 規 制 や 金 融 引 き 締 め 策 を 実 行 し 、 土 地
関 連 融 資 の 規 制 や 公 定 歩 合 の 相 次 ぐ 引 き 上 げ を し た 。  
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1 - 3 - 2  安 定 成 長 期 の 林 業 政 策 の 展 開 と 木 材 需 給 動 向  
表 1 - 3 - 1 は 、1 9 8 0 年 代 以 降 に お け る 林 業 政 策 の 展 開 を 示 し て い る 。 
 
表 1 - 3 - 1  安 定 成 長 期 に お け る 林 業 政 策 の 展 開  
 
出 典 1：半 田 良 一：『 現 代 の 林 学・1 林 政 学 』，文 永 堂 出 版 ，( 1 9 9 0 . 7 . 1 5 ) ，p p 2 6 - 9 4
よ り 著 者 作 成  
出 典 2：赤 井 英 夫：「 特 集 国 民 経 済 と 森 林・林 業 (Ⅵ )林 業 問 題 の 形 成 過 程 (一 )」，
『 林 業 経 済 』， 林 業 経 済 研 究 所 ， ( 1 9 9 9 . 4 . 2 0 ) ， v o l . 5 2 ( 4 ) ， p p 9 - 1 7 よ
り 著 者 作 成  
出 典 3：林 野 庁 /林 政 年 表：h t t p : / / w w w. r i n y a . m a f f . g o . j p / j / k o u h o u / n e n p y o u . h  
t m l ，（ 2 0 1 7 . 8 . 7 ） よ り 著 者 作 成  
 
1 )  安 定 成 長 期 の 森 林 ・ 林 業 政 策  
 わ が 国 経 済 は 1 9 7 0 年 代 に は 、 完 全 に 国 際 自 由 貿 易 体 制 の 中 へ 組
み 込 ま れ 、 第 一 次 お よ び 第 二 次 オ イ ル ・ シ ョ ッ ク を 契 機 に わ が 国 の
木 材 需 要 は 頭 打 ち・横 這 い ま た は 減 少 傾 向 へ と 転 じ て い っ た 。ま た 、
国 産 材 よ り も 外 材 の 供 給 量 が 逐 年 増 加 傾 向 と な り 、1 9 7 3 年 以 降 の わ
が 国 の 木 材 自 給 率 は 3 5 %を 下 回 っ て い く 。 さ ら に 、 外 材 主 導 の 木 材
需 給 調 整 と 価 格 形 成 は 、 わ が 国 の 木 材 価 格 の 大 幅 な 下 落 へ と つ な が
り 、 か つ て の 高 度 経 済 成 長 期 に あ っ た 木 材 需 要 圧 は 鳴 り を 潜 め て い
っ た 。 こ の よ う な 情 勢 下 で 、 木 材 需 給 と 木 材 価 格 の 基 調 が 変 化 し 、






　 サ ー ビ ス 化
　 コ ン ピ ュ ー タ ー や I C を 中 心 と し た 先 端 技 術 の 成 長
　 1 9 8 5 年 よ り 、 拡 大 造 林 へ の 助 成 開 始
　 属 地 的 協 業 の 促 進 等 を 通 ず る 林 業 総 生 産 の 増 大  →  地 域 内 の 多 様 な 担 い 手
　 森 林 施 業 が 長 伐 期 ・ 大 径 木 生 産 へ と 移 行  →  高 級 木 生 産 を 目 指 す
　 除 伐 ・ 間 伐 の 推 進 に よ る 森 林 整 備  →  安 定 し た 原 木 供 給 が 求 め ら れ る
　 ・ 林 業 生 産 性 の 向 上
　 ・ 林 業 従 事 者 の 所 得 の 向 上
　 ・ 地 域 林 業 の 組 織 化 を 通 じ た 総 合 的 な 林 産 物 の 供 給 体 制 づ く り
　 ・ 森 林 組 合 が 計 画 生 産 の 担 い 手 と し て 地 位 を 高 め る
　 木 材 市 場 の 構 造 が 売 手 市 場 か ら 買 手 市 場
　 　 （ 森 林 所 有 者 （ 山 元 ）  →  木 材 商 社 等 ）
　 →  1 9 8 0 年 代 前 半 ： 丸 太 を 基 軸 に し た 買 手 市 場
　 　 　 1 9 8 0 年 代 後 半 ： 製 材 品 を 基 軸 と し た 買 手 市 場
　 素 材 加 工 に 重 点 が 置 か れ 始 め る （ 製 品 ）
　 外 材 へ の 対 抗 し 、 国 産 材 の シ ェ ア 拡 大 を 目 指 す
　 外 材 製 品 に 対 抗 し 、 低 コ ス ト ・ 量 産 化










　 　 　 　 　 1 9 7 5 年  石 油 備 蓄 法 成 立
　 　 　 　 　 1 9 7 7 年  輸 出 自 主 規 制
　   　 　 　 1 9 7 9 年  第 二 次 オ イ ル シ ョ ッ ク
　 　 　 　 　 1 9 8 5 年  プ ラ ザ 合 意
　 1 9 8 5 - 1 9 8 6 年  円 高 不 況
　 　 　 　 　 1 9 8 9 年  消 費 税 導 入
　 　 　 　 　 1 9 9 0 年  バ ブ ル 崩 壊
　 1 9 8 6 - 1 9 9 1 年  バ ブ ル 景 気
　 1 9 7 3 年  「 新 た な 森 林 施 業 」  赤 字 の 恒 常 化 > 改 善 計 画
　 1 9 7 4 年  森 林 法 改 正 （ 林 地 開 発 許 可 制 度 の 創 設 、 4 整 備 目 標 面 積 ）
　 1 9 7 6 年  林 業 改 善 資 金 助 成 法 制 定
　 1 9 7 8 年  国 有 林 野 事 業 改 善 特 別 措 置 法 制 定
　 　 　 　 　 　 国 有 林 野 事 業 に 関 す る 改 善 計 画 策 定
　 　 　 　 　 　 森 林 組 合 法 制 定 （ 森 林 法 か ら 独 立 ）
　 　 　 　 　 　 松 く い 虫 防 除 特 別 措 置 法 （ 1 9 8 2 年  「 松 く い 虫 被 害 対 策 特 別 措 置 法 」 へ ）
　 1 9 7 9 年  森 林 資 源 基 本 計 画 改 定
　 1 9 8 0 年  森 林 法 改 正 （ 森 林 整 備 計 画 制 度 の 創 設 等 ）
　 1 9 8 3 年  分 収 造 林 特 別 措 置 法 改 定 （ 分 収 育 林 制 度 の 創 設 ）
　 　 　 　 　 　 保 安 林 整 備 臨 時 措 置 法 改 正 （ 特 定 保 安 林 制 度 の 創 設 ）
　 1 9 8 4 年  国 有 林 野 法 改 正 （ 国 有 林 野 の 分 収 育 林 制 度 の 創 設 ）
　 　 　 　 　 　 国 有 林 野 事 業 改 善 特 別 措 置 法 改 正
　 　 　 　 　 　 国 有 林 野 事 業 5 9 年 改 善 計 画 策 定
　 1 9 8 7 年  国 有 林 野 事 業 改 善 特 別 措 置 法 改 正
　 　 　 　 　 　 国 有 林 野 事 業 6 2 年 改 善 計 画 策 定
　 　 　 　 　 　 林 政 審 議 会 答 申 「 今 後 の 林 政 の 展 開 方 向 と 国 有 林 野 事 業 の 経 営 改 善 」
　 　 　 　 　 　 森 林 資 源 基 本 計 画 改 定
　 1 9 9 0 年  森 林 法 改 正 （ 国 有 林 野 の 地 域 別 の 森 林 計 画 、 得 的 森 林 施 業 計 画 制 度 の 創 設 ）
　 1 9 9 1 年  森 林 の 流 域 管 理 シ ス テ ム
　 　 　 　 　 　 国 有 林 野 事 業 改 善 特 別 措 置 法 改 正
　 　 　 　 　 　 国 有 林 野 事 業 3 年 改 善 計 画
　 1 9 7 8 年  林 業 等 振 興 資 金 融 通 暫 定 措 置 法 制 定
　 1 9 8 2 年  木 材 産 業 再 編 整 備 緊 急 対 策 事 業 創 設
　 1 9 8 5 年  森 林 ・ 林 業 ・ 木 材 産 業 活 力 回 復 5 か 年 計 画 策 定
　 1 9 9 0 年  国 産 材 流 通 体 制 整 備 総 合 対 策 事 業 創 設
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林 業 採 算 が 悪 化 し て い た が 、 林 業 を 産 業 と し て の 存 続 を は か る た め
に は 、 高 度 経 済 成 長 期 の 資 源 開 発 ・ 木 材 増 産 政 策 と は 逆 に 、 中 ・ 長
期 的 に 需 要 拡 大 、短 期 的 に 市 況 維 持 を 目 指 す 政 策 が 必 要 と さ れ た 1 )。
ま た 、外 材 輸 入 が 激 化 し て き た 高 度 経 済 成 長 期 半 ば（ 1 9 6 0 年 代 後 半 ）
か ら 安 定 成 長 期 に 移 行 し て い く 中 で 、 幅 広 く 行 わ れ て き た 拡 大 造 林
地 （ 人 工 林 地 帯 ） の 主 産 地 形 成 に 着 目 さ れ は じ め た 2 )。 ま た 、 わ が
国 の 外 材 依 存 に よ る 外 材 支 配 体 制 下 に お け る 国 産 材 の 産 地 形 成 へ の
基 盤 整 備 も 行 わ れ て い く 。 こ れ ら の 要 因 は 、 １ つ は 、 良 質 材 と 並 材
と の 市 場 性 の 価 格 格 差 が 顕 著 に 表 面 化 し は じ め た こ と （ 国 産 材 の 高
級 材 志 向 ）。２ つ は 、産 地 間 競 争 が 激 化 し て き た（ 先 進 林 業 地 以 外 の
林 業 地 に よ る も の ） た め で あ る 。 そ の た め 、 並 材 の 産 地 化 と 産 地 市
場 の 合 理 化・近 代 化 と 市 場 の 組 織 化 が 重 要 な 課 題 と な っ て い っ た 3 )。 
こ の 間 に お け る 林 業 政 策 は 、 戦 後 に 造 林 さ れ た 林 分 が 伐 期 を 迎 え
る よ う に な っ た こ と や 、 そ れ ら 森 林 資 源 の 利 活 用 を め ぐ っ て の 政 策
の 展 開 、 さ ら に 1 9 9 0 年 代 か ら は 環 境 問 題 も ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ る
よ う に な っ た 。そ の よ う な 中 で 、「森 林 計 画 制 度 」の 改 正 と「 林 業 基
本 法 」に 基 づ き 策 定 さ れ る「 森 林 資 源 基 本 計 画 」は 、 1 9 7 3 年・ 1 9 7 9
年・1 9 8 7 年 の 数 次 に 渡 る 改 定 が さ れ た 。具 体 的 な 制 度 と し て は 、「団
地 共 同 森 林 施 業 計 画 」 4 )や 「 森 林 整 備 計 画 制 度 」 の 新 設 等 で あ る 。
ま た 、こ れ ら の 制 度 の 事 業 実 施 の 受 け 皿 と な る 森 林 組 合 の 制 度（「 森
林 組 合 法 」） を 「 森 林 法 」 か ら 独 立 さ せ 、 単 独 法 と し て 制 度 化 し た 。
上 述 の 取 組 に よ り 、１ つ は 伐 採 年 齢 の 多 様 化（ 長 伐 期 化 ）、２ つ は 複
層 林 施 業 お よ び 育 成 天 然 林 施 業 の 推 進 、 ３ つ は 森 林 の 総 合 的 利 用 の
推 進 の ３ 点 に 重 点 を 置 き 、 こ の 方 向 性 で 森 林 整 備 を 図 っ て い く こ と
と し た 5 )。さ ら に 、民 有 林 に 対 し て 、造 林 補 助 事 業 を 単 層 林 整 備（ 人
工 造 林 、保 育 お よ び 作 業 路 ）、複 層 林 整 備（ 受 光 伐 、樹 下 植 栽 、保 育
お よ び 作 業 路 ）、育 成 天 然 林 整 備（ 改 良 、保 育 お よ び 作 業 路 ）の ３ つ
の 事 業 区 分 を 再 編 し 、 木 材 生 産 ・ 水 源 涵 養 ・ 山 地 災 害 防 止 ・ 保 健 保
                                                   
1 )  半 田 良 一 ：『 現 代 の 林 学 ・ 1 林 政 学 』， 文 永 堂 出 版 ， ( 1 9 9 0 . 7 . 1 5 ) ， p p 8 4 - 9 4  
2 )  九 州 大 学 公 開 講 座 委 員 会 ：『 九 州 大 学 公 開 講 座 9 新 し い 林 業 ・ 林 産 業 』，
九 州 大 学 出 版 会 ，（ 1 9 8 3 . 1 2 . 2 0 )， p p 1 4 7 - 1 7 4  
3 )  前 掲 同 書 ， p p 1 4 7 - 1 7 4  
4 )  小 規 模 か つ 零 細 な 森 林 所 有 者 の 生 産 性 を 向 上 さ せ る こ と を 目 的 に 、 協 業
経 営 や 森 林 組 合 等 の 協 業 組 織 に よ る 森 林 団 地 を 対 象 と し た 集 約 的 施 業 の
推 進 を す る た め の 制 度 で あ る 。 資 本 装 備 の 高 度 化 に 対 応 し 、 属 地 的 に 作
業 範 囲 を 設 け 、 そ の 団 地 内 の 複 数 の 森 林 所 有 者 等 が 一 致 協 力 し て 一 つ の
経 営 単 位 と 同 様 の 作 業 体 系 の 構 築 を 目 指 し た 。  
5 )  半 田 良 一 ： 前 掲 書 ， p p 8 4 - 9 4  
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全 の 各 機 能 の 森 林 整 備 目 標 面 積 を 示 す と と も に 拡 大 し 、「森 林 の 有 す
る 多 面 的 機 能 」 に 対 す る 社 会 の 要 請 に 応 え た 1 )。  
こ の よ う な 動 向 の 中 で 、今 後 の 林 業 の 発 展 の た め に 、1 9 7 6 年 度 お
よ び 1 9 7 9 年 度 の『 林 業 白 書 』で「 林 業 の 地 域 的 発 展 を め ぐ る 課 題 」、
「 地 域 林 業 の 担 い 手 育 成 を め ぐ る 課 題 」 に お い て 、 地 域 林 業 形 成 の
必 要 性 を 提 唱 し 、 育 林 ‐ 伐 出 ‐ 素 材 流 通 ‐ 製 材 加 工 ‐ 製 品 流 通 （ 森
林 所 有 者 、 素 材 生 産 業 者 、 流 通 ・ 加 工 業 者 等 ） が 個 々 に 活 動 す る の
で は な く 地 域 と い う 一 定 の 圏 域 の 中 で 林 業 政 策 の 計 画 化 ・ 組 織 化 を
進 め る と と も に 、 川 上 か ら 川 下 ま で を 相 互 関 連 的 に 改 善 す る 必 要 が
あ る 、い わ ゆ る「 森 林 の 流 域 管 理 シ ス テ ム 」を 進 め た 2 ) 3 )。こ の 考 え
方 は 、 戦 前 ・ 戦 中 か ら 戦 後 復 興 期 、 高 度 経 済 成 長 期 中 の 造 林 等 に 重
点 を 置 い た 森 林 資 源 政 策 か ら の 変 化 で あ り 、 森 林 経 営 （ 育 林 経 営 ）
か ら 素 材 生 産 業 や 製 材 加 工 業 を 重 点 と す る 考 え 方 に シ フ ト し 、 地 域
林 業 政 策 は 提 起 さ れ た 。 地 域 林 業 政 策 の 要 点 は 、 拡 大 造 林 に よ っ て
造 成 さ れ た 約 1 , 0 0 0 万 h a の 人 工 林 が 徐 々 に 成 熟 過 程 （ 間 伐 期 ） に
入 り 、 そ の 木 材 利 用 （ 木 材 供 給 体 制 の 改 善 ） を 属 地 的 協 業 の 促 進 か
ら 試 み た 。 ま た 、 地 域 林 業 の 自 立 ・ 組 織 化 を 担 う 主 体 と し て 森 林 組
合 の 多 様 な 展 開 が 必 要 と な っ た 4 ) 5 )。 具 体 的 な 動 き は 、 1 9 8 0 年 度 に
創 設 さ れ た 「 林 業 振 興 地 域 整 備 計 画 」 か ら で 、 地 域 林 業 政 策 が 強 化
さ れ て い く 過 程 で 1 9 9 1 年 の 「 森 林 の 流 域 管 理 シ ス テ ム 」 な ど が 整
備 さ れ て い っ た 6 )。 つ ま り 、 わ が 国 の 零 細 所 有 小 規 模 分 散 的 な 林 業
経 営 と い う 特 徴 を 、 い わ ば 資 本 装 備 と 基 盤 整 備 を 進 め た 規 模 拡 大 路
線 を 進 め る こ と と な っ た 。  
 ち な み に 、 高 度 経 済 成 長 期 か ら 安 定 成 長 期 中 に お け る 一 般 的 な 木
材 流 通 経 路 を 整 理 す る と 、 図 1 - 3 - 1 の よ う に な る 。  
 
                                                   
1 )  半 田 良 一 ：『 現 代 の 林 学 ・ 1 林 政 学 』， 文 永 堂 出 版 ， ( 1 9 9 0 . 7 . 1 5 ) ， p p 8 4 - 9 4  
2 )  赤 井 英 夫：「 特 集 国 民 経 済 と 森 林・ 林 業 (Ⅵ )林 業 問 題 の 形 成 過 程 (二 )」，『 林
業 経 済 』， 林 業 経 済 研 究 所 ， ( 1 9 9 9 . 5 . 2 0 ) ， v o l . 5 2 ( 5 ) ， p p 1 9 - 2 9  
3 )  遠 藤 日 雄 ：『 ス ギ の 新 戦 略 Ⅱ 地 域 森 林 管 理 編 』， 日 本 林 業 調 査 会 ，
( 2 0 0 0 . 6 . 3 0 ) ， p p 2 8 - 4 3  
4 )  森 田 学 ：『 日 本 林 業 の 市 場 問 題 -日 本 林 業 の 「 危 機 」 と 産 地 化 ・ 組 織 化 - 』，
日 本 林 業 調 査 会 ， ( 1 9 9 0 . 2 . 1 0 ) ， p p 1 3 - 2 7  
5 )  地 域 林 業 を 構 成 す る 主 体 機 能 の 欠 落 箇 所 を 森 林 組 合 が 補 う 。 森 田 氏 は 、
こ の 補 助 の 形 を 4 類 型「 育 林 生 産 代 行 機 能 中 心 型 」、「多 角 事 業 多 機 能 型 」、
「 素 材 生 産 代 行 ・ 流 通 機 能 型 」、「 全 面 生 産 代 行 ・ 流 通 機 能 型 」に 区 分 し 、
整 理 し て い る 。 前 掲 同 書 ， p p 1 9 - 2 0  
6 )  遠 藤 日 雄 ： 前 掲 書 ， p p 2 8 - 4 3  
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出 典 1 ： 大 日 本 山 林 会 ：『 戦 後 林 政 史 』， 大 日 本 山 林 会 ， ( 2 0 0 0 . 1 1 . 2 1 ) ，
p p 4 3 7 - 5 2 3 よ り 著 者 作 成  
出 典 2： 林 野 庁 ：『 木 材 需 給 と 木 材 工 業 の 現 況 (昭 和 5 5 年 版 )』， 林 産 行 政 研
究 会 ， ( 1 9 8 0 . 6 . 3 0 ) ， p p 8 5 - 1 6 6 よ り 著 者 作 成  
図 1 - 3 - 1  安 定 成 長 期 に お け る 木 材 流 通 経 路  
 
わ が 国 の 森 林 所 有 者 の 規 模 は 零 細 で あ り 、 生 産 資 本 が 小 規 模 分 散
的 か つ 流 通 資 本 も 多 段 階 で あ っ た 1 )。 し か し 、 こ の 形 態 が 地 域 の 森
林 資 源 が 生 産 量 と 加 工 を 規 定 し 、多 く の 場 合 が 山 元 で の 生 産・加 工・
流 通 が 確 立 さ れ て い た 2 )。 す な わ ち 、 こ の よ う な 素 材 の 小 規 模 分 散
型 生 産 や 多 段 階 型 流 通 に お い て は 、 産 地 間 競 争 が 激 化 し て は い た も
の の 、 産 地 を 明 確 に す る こ と が 可 能 で あ っ た 。 だ が 、 わ が 国 の 農 林
産 物 輸 入 の 拡 大 政 策 に よ り 、 木 材 需 給 構 造 が 外 材 主 導 型 に 転 換 す る
中 で 、 国 産 材 の 安 定 供 給 体 制 は 弱 体 化 し た 3 )。 こ う し た 中 で 、 わ が
国 の 国 産 材 素 材 の 生 産 ・ 流 通 の 現 状 を 改 善 す る た め に 、 地 域 の 実 態
に 応 じ た 近 代 的 な 素 材 生 産 、 集 荷 、 配 給 機 能 を 有 す る 素 材 生 産 ・ 流
通 体 制 の 確 立 を 図 る こ と が 急 務 と さ れ た 4 )。 そ し て 、 前 述 の 地 域 林
業 政 策 の 推 進 や「 森 林 の 流 域 管 理 シ ス テ ム 」、次 節 で 説 明 す る が「 新
生 産 シ ス テ ム 」等 の 木 材 産 業 対 策 が 展 開 さ れ て い っ た 。こ れ に よ り 、
                                                   
1 )  大 日 本 山 林 会 ：『 戦 後 林 政 史 』， 大 日 本 山 林 会 ， ( 2 0 0 0 . 1 1 . 2 1 ) ， p 3 8 1 - 5 2 3  
2 )  林 野 庁 ：『 木 材 需 給 と 木 材 工 業 の 現 況 (昭 和 5 5 年 版 )』， 林 産 行 政 研 究 会 ，
( 1 9 8 0 . 6 . 3 0 ) ， p p 8 5 - 1 6 6  
3 )  森 田 学：『 現 代 の 林 学・1 1 林 産 経 済 学 』，文 永 堂 出 版 ，( 1 9 9 4 . 1 0 . 2 0 ) ，p p 5 7 - 6 0  
4 )  林 野 庁 ：『 木 材 需 給 と 木 材 工 業 の 現 況 (昭 和 5 5 年 版 )』， 林 産 行 政 研 究 会 ，
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木 材 の 供 給 体 制 の 整 備 、 木 材 流 通 コ ス ト の 縮 減 、 地 場 需 要 を 重 視 し
た 流 通 体 制 の 整 備 な ど が 求 め ら れ 、 育 林 か ら 加 工 流 通 過 程 で 一 貫 し
た 連 携 を 目 指 す こ と が 追 及 さ れ た 1 )。 こ う し た 林 業 政 策 は 、 あ る 意
味 、 わ が 国 の 林 業 構 造 改 革 の よ う に み え る が 、 一 方 で 国 産 材 供 給 が
間 に 合 わ な い こ と か ら 外 材 の 受 け 皿 と な っ て い る と こ ろ も 少 な く な
い 。  
 
2）  安 定 成 長 期 の 木 材 産 業 政 策 と 木 材 需 給 動 向  
安 定 成 長 期 に お け る 経 済 情 勢 の 変 化 の 中 で 、 木 材 需 給 の 様 相 も 一
変 す る 。1 9 7 3 年 を 境 に し て 木 材 需 要 は 減 少 し 、林 業 生 産 も 縮 小 す る 。
他 方 、 木 材 利 用 は 高 度 化 し て い っ た 。 高 度 経 済 成 長 期 の 急 激 な 木 材
需 要 は 、 大 量 の 都 市 建 築 需 要 ま た 住 宅 建 築 施 工 構 造 を 変 化 さ せ 、 商
品 と し て の 住 宅 を 供 給 す る 多 数 の 住 宅 産 業 を 成 立 さ せ た 2 )。1 - 2 で も
述 べ た が 、 高 度 経 済 成 長 期 の 終 盤 に 国 産 材 の 高 級 志 向 が 高 ま っ た の
は 、住 宅 産 業 の 急 激 な 成 長 に あ っ た と い え る 。こ の 急 成 長 は 、地 価 ・
建 築 コ ス ト の 高 騰 下 に お け る 住 宅 産 業 の 販 売 競 争 に よ る 住 宅 の 多 様
化 と 高 級 化 の 影 響 で あ る 。住 宅 の 多 様 化 は 住 宅 建 築 様 式 を 変 化 さ せ 、
伝 統 的 に 用 い ら れ て い た 木 造 軸 組 工 法 （ 在 来 法 ） か ら 1 9 7 3 年 以 降
に 木 造 枠 組 壁 工 法（ ２ ×４ 工 法（ ツ ー バ イ フ ォ ー 工 法 ））が 取 り 入 れ
ら れ 、 構 造 材 と し て の 柱 材 の 位 置 づ け を 低 下 さ せ た （ 製 材 の 減 少 ）。
一 方 で 、 各 種 新 建 材 や 代 替 材 な ど の 発 展 に よ り 、 住 宅 の 木 材 の 均 質
化 ・ 規 格 化 を 促 進 す る こ と に な り 、 集 成 材 や 合 板 等 の 部 材 利 用 が 進
み（ 部 材 の 増 加 ）、木 質 系 お よ び 非 木 質 系 建 材 と の 市 場 競 争 の 激 化 を
招 い た 。 ま た 、 各 種 新 建 材 等 に 用 い る 建 材 と し て 、 ヒ ノ キ 柱 角 ・ ス
ギ 割 角 ・ ス ギ 磨 き 丸 太 ・ 張 り 天 井 や 集 成 材 な ど の 「 良 質 材 」 や 「 銘
木 」 等 の 高 付 加 価 値 材 の 需 要 を 増 大 さ せ 、 そ の 原 料 と し て の 良 質 丸
太 、 特 に ヒ ノ キ 丸 太 に 対 し て 通 常 の 価 格 形 成 と は 異 な っ た 、 も と も
と 成 立 し て い た ブ ラ ン ド 材 価 格 を 生 む こ と と な っ た 3 )。  
安 定 成 長 期 の 木 材 需 給 は 減 少 傾 向 に あ る 中 で 、 木 材 需 給 の 拡 大 手
法 と し て 、 ① 木 材 の 新 用 途 の 開 発 4 )、 ② 用 途 を 同 じ く す る 外 材 や 非
                                                   
1 )  大 日 本 山 林 会 ：『 戦 後 林 政 史 』， 大 日 本 山 林 会 ， ( 2 0 0 0 . 1 1 . 2 1 ) ， p 3 8 1 - 5 2 3  
2 )  森 田 学 ：『 日 本 林 業 の 市 場 問 題 -日 本 林 業 の 「 危 機 」 と 産 地 化 ・ 組 織 化 - 』，
日 本 林 業 調 査 会 ， ( 1 9 9 0 . 2 . 1 0 ) ， p p 1 3 - 2 7  
3 )  前 掲 同 書 ， p p 1 3 - 2 7  
4 )  高 度 経 済 成 長 期 に 推 進 さ れ た 拡 大 造 林 の 成 果 と し て 、 増 産 さ れ つ つ あ る
間 伐 材 や 小 径 木 の 利 用 を 重 点 に 、 新 技 術 や 新 製 品 の 開 発 が 進 め ら れ る 。  
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木 質 資 材 に 対 抗 す る た め の 生 産 費 の 引 き 下 げ （ 低 コ ス ト 化 ） が 挙 げ
ら れ た 。 ま た 、 市 況 維 持 と し て 素 材 生 産 の 調 整 が 課 題 と さ れ た 。 た
だ し 、 育 林 生 産 を 担 う 林 家 （ 森 林 所 有 者 ） は 、 そ も そ も 保 有 山 林 を
家 産 と み な し て い た た め 、 兼 業 化 の 進 展 に よ る 林 家 所 得 の 上 昇 は 、
概 ね 施 業 の 質（ 伐 採 傾 向 ）は 低 下 す る と 考 え ら れ て い た 1 )。さ ら に 、
木 材 価 格 の 低 迷 す る 中 で は 、い っ そ う 施 業 を 控 え る 傾 向 が あ る た め 、
特 別 な 生 産 調 整 を 実 施 す る こ と は な か っ た 。 こ れ に 対 し 、 木 材 加 工
流 通 の 担 い 手 は 零 細 企 業 が 多 く 、 生 産 を 増 加 さ せ る た め に は 加 工 面
で の 政 策 的 措 置 が 必 要 と な っ た 。 故 に 、 高 度 経 済 成 長 期 に は 政 策 対
象 外 に あ っ た 木 材 産 業 に 対 す る 施 策 が 、 合 板 や 製 材 工 場 の 過 剰 な 設
備 廃 棄 を 促 進 す る た め の 金 融 措 置 2 )な ど の 形 で 始 ま っ た 3 )。  
さ ら に 、 1 9 8 5 年 の「 プ ラ ザ 合 意 」を 契 機 に 、円 高 ・ ド ル 安 基 調 下
で の 外 材 製 品 輸 入 の 増 加 等 が 起 こ り 、 も は や 国 内 完 結 型 の 森 林 ・ 林
業 政 策 で は 国 際 化 に 太 刀 打 ち が で き な い ほ ど 、 木 材 需 給 構 造 の 変 化
は す さ ま じ い も の だ っ た と い え る 。 故 に 、 木 材 産 地 は 外 材 依 存 か ら
外 材 支 配 体 制 下 へ と 移 り 、 産 地 間 競 争 を 強 い ら れ る よ う に な っ た 。
こ の よ う な 流 通 構 造 に よ る 産 地 形 成 の 対 応 と 外 材 と の 市 場 競 争 を 意
識 し 、 1 9 9 1 年 の 「 森 林 の 流 域 管 理 シ ス テ ム 」 が 登 場 す る 4 )。 流 域 管
理 シ ス テ ム は 、 地 域 林 業 政 策 の 強 化 版 と い う 位 置 づ け に あ り 、 ① 森
林 整 備 水 準 の 向 上 、 ② 低 コ ス ト 安 定 供 給 が 可 能 な 国 産 材 産 地 形 成 を
推 進 す る た め の シ ス テ ム の 確 立 が 目 的 と さ れ た 。  
こ の よ う な 動 向 は 、 図 1 - 3 - 2 の 安 定 成 長 期 に お け る 木 材 需 給 量 の
推 移 、 図 1 - 3 - 3 の 安 定 成 長 期 に お け る 新 設 住 宅 着 工 戸 数 お よ び 木 造
住 宅 着 工 数 と 木 造 率 の 推 移 、 図 1 - 3 - 4 の 木 材 需 要 量 の 内 訳 と 推 移 か
ら み て も わ か る 。 安 定 成 長 期 に お け る 木 材 需 給 動 向 は 鈍 化 し 、 ま た
減 少 傾 向 を 示 し て い る 。1 9 7 4 年 の 木 材 需 要 量 は 11 6 , 4 2 6 千 ㎥ 、木 材
供 給 量 は 11 4 , 5 7 6 千 ㎥ （ 木 材 自 給 率 3 4 . 6 %、 外 材 率 6 3 . 8 %） で あ っ
た が 、 1 9 8 0 年 の 木 材 需 要 量 は 11 2 , 2 11 千 ㎥ 、木 材 供 給 量 は 11 0 , 1 6 4
千 ㎥ （ 木 材 自 給 率 3 1 . 1 %、 外 材 率 6 7 . 1 %） を 頭 打 ち に 木 材 需 給 量 は
横 這 い 傾 向 と な っ た 。  
 
                                                   
1 )  半 田 良 一 ：『 現 代 の 林 学 ・ 1 林 政 学 』， 文 永 堂 出 版 ， ( 1 9 9 0 . 7 . 1 5 ) ， p p 8 4 - 9 4  
2 )  1 9 8 2 年 の 「 木 材 産 業 再 編 整 備 緊 急 対 策 事 業 」 な ど  
3 )  半 田 良 一 ： 前 掲 書 ， p p 8 4 - 9 4  
4 )  遠 藤 日 雄 ：『 ス ギ の 新 戦 略 Ⅱ 地 域 森 林 管 理 編 』， ㈱ 日 本 林 業 調 査 会 ，
( 2 0 0 0 . 6 . 3 0 ) ， p p 2 8 - 4 3  
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注 1： 需 給 量 は 、 丸 太 等 の 需 給 量 と 輸 入 し た 製 材 品 、 合 板 、 パ ル プ ・ チ ッ プ
等 の 製 品 を 丸 太 材 積 に 換 算 し た 需 給 量 と を 合 計 し た も の で あ る 。  
注 2：木 材 自 給 率 の 算 出 は 、「自 給 率 =国 内 生 産 量 ÷総 需 給 量 × 1 0 0 」で あ る 。  
出 典：木 材 統 計 調 査：農 林 水 産 省：長 期 累 年 統 計 表 一 覧：h t t p : / / w w w. m a f f . g o .  
j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u z a i / ， ( 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ) よ り 著 者 作 成  
図 1 - 3 - 2  安 定 成 長 期 に お け る 木 材 需 給 量 の 推 移  
 
 図 1 - 3 - 3 は 、 安 定 成 長 期 に お け る 新 設 住 宅 着 工 戸 数 お よ び 木 造 住
宅 着 工 数 と 木 造 率 の 推 移 で あ る 。新 設 住 宅 着 工 戸 数 は 、1 9 7 3 年 の「 第
一 次 オ イ ル・シ ョ ッ ク 」を 契 機 に 減 少 傾 向 を 示 し て お り 、 1 9 7 3 年 に
1 , 9 0 5 , 11 2 戸 （ 木 造 率 5 8 . 8 %） だ っ た も の が 、 翌 年 （ 1 9 7 4 年 ） に は
1 , 3 1 6 , 1 0 0 戸 （ 木 造 率 6 6 . 1 %） と 大 幅 に 減 少 し て い る 。 た だ し 、 安
定 成 長 期 終 盤 で あ る 1 9 8 6 年 か ら は じ ま っ た 「 バ ブ ル 景 気 」 に よ っ
て 、 一 時 的 に 新 設 住 宅 着 工 戸 数 は 回 復 傾 向 を 示 し た 。 し か し 、 バ ブ
ル 景 気 が 崩 壊 し た 1 9 9 1 年 に は 再 び 減 少 傾 向 を 示 し て い る 。 ま た 、
木 造 住 宅 お よ び 木 造 率 に 着 目 す る と 、 安 定 成 長 期 の 初 め は 約 ６ 割 で
推 移 し て い た が 、 徐 々 に 減 少 傾 向 と な り 、 安 定 成 長 期 終 盤 に は 約 ４
割 に ま で 減 少 し て い る 。 と い う の も 、 先 述 の よ う に 安 定 成 長 期 中 は
住 宅 の 大 量 供 給 よ り も 品 質 が 重 視 さ れ 、 住 宅 産 業 が 急 激 に 成 長 し た
こ と か ら 、 住 宅 の 多 様 化 と 高 級 化 が 進 み 、 住 宅 産 業 の 販 売 競 争 の 中
で 建 築 技 術 の 革 新 （ 各 種 新 建 材 な ど の 発 展 ） や 建 築 様 式 の 変 化 （ 住
宅 の 木 材 の 均 質 化 ・ 規 格 化 ） が 起 こ っ た こ と で 、 木 造 住 宅 お よ び 木







































- 29 - 
 
注 1： 1 9 6 4 年 以 前 の 木 造 住 宅 着 工 数 お よ び 木 造 率 の 統 計 は 、 集 計 さ れ て い
な い 。  
注 2： 1 9 7 3 年 よ り 沖 縄 県 分 の 新 設 住 宅 着 工 戸 数 を 含 む 。  
注 3：新 設 住 宅 着 工 戸 数 は 、一 戸 建 て・長 屋 建・共 同 住 宅（ 主 に マ ン シ ョ ン 、
ア パ ー ト 等 ） に お け る 戸 数 を 集 計 し た も の で あ る 。  
出 典：政 府 統 計 の 総 合 窓 口 /住 宅 着 工 統 計： h t t p s : / / w w w. e - s t a t . g o . j p / S G 1 / e s  
t a t / G L 0 8 0 2 0 1 0 1 . d o ? _ t o G L 0 8 0 2 0 1 0 1 _ & t s t a t C o d e = 0 0 0 0 0 1 0 1 6 9 6 6 & r e
q u e s t S e n d e r = s e a r c h ，（ 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ） よ り 著 者 作 成  
図 1 - 3 - 3  安 定 成 長 期 に お け る 新 設 住 宅 着 工 戸 数 お よ び  
木 造 住 宅 着 工 数 と 木 造 率 の 推 移  
 
ま た 、 木 材 需 要 量 の 内 訳 を み る と 、 前 述 し た 住 宅 産 業 の 急 成 長 を
要 因 と す る 木 材 利 用 の 高 度 化 に よ り 、 1 9 7 4 年 の 製 材 用 6 0 , 7 3 4 千 ㎥
（ 5 3 . 7 %）、合 板 用 3 4 , 9 5 7 千 ㎥（ 3 0 . 9 %）、パ ル プ ・ チ ッ プ 用 1 4 , 4 8 1
千 ㎥ （ 1 2 . 8 %）、 そ の 他 用 2 , 8 6 8 千 ㎥ （ 2 . 5 %） は 、 1 9 8 0 年 に 5 6 , 7 1 3
千 ㎥（ 5 2 %）、合 板 用 3 5 , 8 6 8 千 ㎥（ 3 2 . 9 %）、パ ル プ・チ ッ プ 用 1 2 , 8 4 0
千 ㎥（ 11 . 8 %）、そ の 他 用 3 , 5 4 3 千 ㎥（ 3 . 3 %）と な っ た 。そ し て 、1 9 8 5
年 の 「 プ ラ ザ 合 意 」 に よ っ て 「 バ ブ ル 景 気 」 を 迎 え 、 安 定 成 長 期 終
盤 で あ る 1 9 9 1 年 に は 木 材 需 要 量 は 11 4 , 1 7 4 千 ㎥ 、 木 材 供 給 量 は
11 2 , 7 5 1 千 ㎥ （ 木 材 自 給 率 2 4 . 8 %、 外 材 率 7 3 . 9 %） と 木 材 需 給 は 若
干 の 増 加 を す る が 、 外 材 製 品 輸 入 の 増 加 が 大 き な 要 因 で あ り 、 国 産
材 の 供 給 力 は 約 ２ 割 に ま で 低 迷 し た 。ま た 、1 9 9 1 年 の 木 材 需 要 量 の
内 訳 は 製 材 用 5 2 , 2 3 0 千 ㎥ （ 4 6 . 5 %）、 合 板 用 4 4 , 2 4 5 千 ㎥ （ 3 9 . 4 %）、
パ ル プ・チ ッ プ 用 1 4 , 2 1 6 千 ㎥（ 1 2 . 7 %）、そ の 他 用 1 , 5 1 2 千 ㎥（ 1 . 3 %）
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注 1：「 そ の 他 用 」  は 、 構 造 用 集 成 材 ・ 加 工 材 ・ 枕 木 ・ 電 柱 ・ く い 丸 太 ・ 足
場 丸 太 等 で あ る 。  
注 2： 木 材 需 要 率 は 、「 木 材 需 要 率 =各 用 材 需 要 量 ÷用 材 総 需 要 量 × 1 0 0」 で
あ る 。用 材 総 需 要 量 は 、薪 炭 材（ 燃 料 材 ）お よ び し い た け 原 木 を 除 く 、
「 製 材 用 」、「 合 板 用 」、「 パ ル プ ・ チ ッ プ 用 」、「 そ の 他 用 」 を 用 材 と し
て 需 要 量 を 合 計 し た も の で あ る 。  
注 3： 1 9 8 8 年 か ら 「 貿 易 総 計 」 の 品 目 分 類 が 改 訂 さ れ た こ と に 伴 い 、 鉋 が
け 材 を 「 製 材 用 」 へ 含 め た た め 、 接 続 し な い 部 分 が あ る 。  
出 典 ： 木 材 統 計 調 査 ： 農 林 水 産 省 ： 長 期 累 年 統 計 表 一 覧 ： h t t p : / / w w w. m a f f .  
g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u z a i / ， ( 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ) よ り 著 者 作 成  
図 1 - 3 - 4  安 定 成 長 期 に お け る 木 材 需 要 量 の 内 訳 と 推 移  
 
 次 に 、 安 定 成 長 期 に お け る 木 材 価 格 の 推 移 に つ い て 、 図 1 - 3 - 5 は
山 元 立 木 価 格 、図 1 - 3 - 6 は 素 材 価 格 、図 1 - 3 - 7 は 製 材 価 格 、図 1 - 3 - 8
は 全 体 の 木 材 価 格 の 推 移 を 示 し た も の で あ る 。  
安 定 成 長 期 に お け る 木 材 価 格 の 推 移 は 、 木 材 需 給 動 向 と 同 様 に 鈍
化 し 下 落 傾 向 に あ る 。 こ の 下 落 傾 向 の 中 で も 最 も 林 業 に 問 題 が あ っ
た の は 、立 木 価 格 の 顕 著 な 下 落 で あ る 。 1 9 7 3 年 を 境 に し て 、立 木 価
格 は 素 材 価 格 や 製 材 価 格 に 対 し て 、相 対 的 に 下 落 傾 向 を 示 す 。 1 9 7 4
年 の 立 木 価 格 は ス ギ 1 9 , 6 2 5 円 /㎥ 、ヒ ノ キ 3 4 , 1 6 3 円 /㎥ 、マ ツ 11 , 7 5 4
円 /㎥ 。 素 材 価 格 は ス ギ 中 丸 太 3 2 , 8 0 0 円 /㎥ 、 ヒ ノ キ 中 丸 太 6 5 , 3 0 0
円 /㎥ 、 カ ラ マ ツ 中 丸 太 1 5 , 8 0 0 円 /㎥ 。 製 材 価 格 は ス ギ 正 角 6 1 , 8 0 0
円 /㎥ 、 ヒ ノ キ 正 角 1 2 4 , 2 0 0 円 /㎥ 、 エ ゾ マ ツ ・ ト ド マ ツ 正 角 3 6 , 2 0 0
円 /㎥ で あ っ た 。 各 図 に お け る 木 材 価 格 の ピ ー ク と な っ た 1 9 8 0 年 は
木 材 需 給 量 が 頭 打 ち と な っ た 時 で あ り 、 立 木 価 格 は ス ギ 2 2 , 7 0 7 円 /
㎥ 、 ヒ ノ キ 4 2 , 9 4 7 円 /㎥ 、 マ ツ 11 , 1 6 2 円 /㎥ 。 素 材 価 格 は ス ギ 中 丸
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円 /㎥ 。 製 材 価 格 は ス ギ 正 角 7 2 , 7 0 0 円 /㎥ 、 ヒ ノ キ 正 角 1 4 6 , 7 0 0 円 /
㎥ 、 エ ゾ マ ツ ・ ト ド マ ツ 正 角 5 6 , 5 0 0 円 /㎥ と な っ た 。 そ し て 、 1 9 8 5
年 の 「 プ ラ ザ 合 意 」 以 降 は 「 バ ブ ル 景 気 」 と な っ て 、 安 定 成 長 期 終
盤 か つ 「 バ ブ ル 景 気 」 の 崩 壊 後 の 1 9 9 1 年 に は 、 立 木 価 格 は ス ギ
1 4 , 2 0 6 円 /㎥ 、 ヒ ノ キ 3 3 , 1 5 3 円 /㎥ 、 マ ツ 7 , 4 7 6 円 /㎥ 。 素 材 価 格 は
ス ギ 中 丸 太 2 5 , 6 0 0 円 /㎥ 、 ヒ ノ キ 中 丸 太 6 5 , 7 0 0 円 /㎥ 、 カ ラ マ ツ 中
丸 太 1 4 , 2 0 0 円 /㎥ 。 製 材 価 格 は ス ギ 正 角 6 0 , 5 0 0 円 /㎥ 、 ヒ ノ キ 正 角
11 5 , 9 0 0 円 /㎥ 、 エ ゾ マ ツ ・ ト ド マ ツ 正 角 4 6 , 5 0 0 円 /㎥ と な っ た 。  
 
 
出 典：日 本 不 動 産 研 究 所：『 山 林 素 地 及 び 山 元 立 木 価 格 調 (平 成 4 年 3 月 末 現
在 )』， 日 本 不 動 産 研 究 所 ， ( 1 9 9 2 . 1 0 . 3 0 ) ， 3 7 P よ り 著 者 作 成  
図 1 - 3 - 5  安 定 成 長 期 に お け る 山 元 立 木 価 格 の 推 移  
 
 
出 典：木 材 価 格 統 計 調 査：農 林 水 産 省：長 期 累 年 統 計 調 査： h t t p : / / w w w. m a f f .  
g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u r y u / k a k a k u / i n d e x . h t m l ，（ 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ）よ
り 著 者 作 成  
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出 典：木 材 価 格 統 計 調 査：農 林 水 産 省：長 期 累 年 統 計 調 査： h t t p : / / w w w. m a f f .  
g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u r y u / k a k a k u / i n d e x . h t m l ，（ 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ）よ
り 著 者 作 成  
図 1 - 3 - 7  安 定 成 長 期 に お け る 製 材 価 格 の 推 移  
 
 
出 典 1： 日 本 不 動 産 研 究 所 ：『 山 林 素 地 及 び 山 元 立 木 価 格 調 (平 成 4 年 3 月 末
現 在 )』， 日 本 不 動 産 研 究 所 ， ( 1 9 9 2 . 1 0 . 3 0 ) ， 3 7 P よ り 著 者 作 成  
出 典 2：木 材 価 格 統 計 調 査：農 林 水 産 省：長 期 累 年 統 計 調 査：h t t p : / / w w w. m a f f .  
g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u r y u / k a k a k u / i n d e x . h t m l ，（ 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ）
よ り 著 者 作 成  
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1 - 3 - 3  安 定 成 長 期 の 木 材 需 給 曲 線 （ 小 括 ）  
 図 1 - 3 - 9 は 安 定 成 長 期 の 木 材 需 給 曲 線 を 作 成 し た 。 こ の 需 給 曲 線
よ り 、 安 定 成 長 期 の 木 材 価 格 の 形 成 と 木 材 利 用 の 変 化 を 整 理 す る 。  
 安 定 成 長 期 の 木 材 需 給 曲 線 を 整 理 す る と 、 木 材 需 要 は 維 持 ま た は
減 少 傾 向 で あ っ た 。 ま た 、 安 定 成 長 期 中 の 木 材 利 用 の 形 態 は 丸 太 や
無 垢 材 、 高 級 製 材 品 等 を 利 用 し て い た が 、 安 定 成 長 期 終 盤 か ら は 集
成 材 ・ 合 板 等 の 部 材 化 へ と 変 化 し て い く 。 こ の こ と か ら 、 木 材 需 要
曲 線 は 高 度 経 済 成 長 期 D か ら 左 へ シ フ ト し 、安 定 成 長 期 D へ と 移 行
す る 。 こ れ に 対 し 、 木 材 供 給 曲 線 は 外 材 輸 入 に よ る 木 材 需 給 の 補 填
（ 外 材 依 存 ） に よ り 外 材 支 配 下 体 制 で あ る こ と か ら 、 国 産 材 供 給 体
制 を 予 測 す る と 、森 林 資 源 の 人 工 林 は そ の 大 半 が 伐 採 年 齢（ 間 伐 期 ）
を 迎 え 、 森 林 蓄 積 は 増 加 し つ つ あ る 。 し た が っ て 、 原 料 と し て の 需
要 量 は 過 剰 ぎ み に 推 移 す る こ と と な る 。 つ ま り 、 外 材 輸 入 の 補 填 に
よ っ て 、 結 果 的 に は 木 材 の 過 剰 供 給 と な っ て い る 。 故 に 、 国 産 材 の
木 材 供 給 曲 線 は 高 度 経 済 成 長 期 S か ら 右 へ シ フ ト し 、安 定 成 長 期 S 1
へ と 移 行 す る 。 し か し 、 外 材 輸 入 も 含 め た 木 材 供 給 曲 線 を み る と 、
高 度 経 済 成 長 期 S か ら 左 へ シ フ ト し 、安 定 成 長 期 S へ と 移 行 す る こ
と に な る 。  
 
 
出 典 1 ： 都 留 重 人 ：『 サ ム エ ル ソ ン 経 済 学 上 [ 原 書 第 9 版 ] 』， 岩 波 書 店 ，
( 1 9 7 4 . 4 . 2 7 ) ， p p 9 9 - 1 3 3 よ り 著 者 作 成  
出 典 2：高 橋 洋 一：『 た っ た 1 つ の 図 で わ か る ！ 図 解 経 済 学 入 門 』，あ さ 出 版 ，
（ 2 0 1 6 . 8 . 1 3 ）， 2 0 5 P よ り 著 者 作 成  
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 こ の よ う に 、 近 年 の 国 産 材 の 木 材 価 格 は 、 木 材 利 用 の 多 様 化 の 中
で 部 材 化 が 進 ん で い る こ と 。 さ ら に は 、 戦 後 の 人 工 林 が 成 熟 し て い
る こ と か ら 、 常 に 需 要 を 供 給 が 上 回 っ て い る こ と と な り 、 価 格 は 下
落 し つ づ け る こ と と な っ て い る 。 そ れ は 、 戦 後 か ら の 拡 大 造 林 （ 人
工 林 造 成 ） に よ っ て 森 林 資 源 量 が 毎 年 約 8 , 0 0 0 万 ㎥ を 越 え る 成 長 量
を 示 し 、 伐 採 が 2 , 7 0 0 万 ㎥ と い う こ と か ら 過 熟 に な り つ つ あ る こ と
か ら も 明 ら か で あ る 。  
安 定 成 長 期 に お け る 林 業 政 策 の 展 開 は 、 森 林 資 源 政 策 か ら 素 材 生
産 ・ 素 材 加 工 に 特 化 す る 政 策 に 変 化 し て い っ た 。 こ れ は 、 林 業 に と
っ て の 主 問 題 が 将 来 の 木 材 需 給 の 逼 迫 へ の 対 処 で は な く 、 国 産 材 の
販 路 拡 大 に 変 わ っ て い っ た と い え る だ ろ う 。 さ ら に 、 伐 採 減 少 → 木
材 供 給 体 制 の 改 善 の 困 難 → 労 働 賃 金 の コ ス ト 上 昇 → 立 木 価 格 の 下 落
→ 伐 採 の 一 層 の 減 少 と い う 木 材 供 給 体 制 の 改 善 を 阻 む 悪 循 環 を 招 い
て い た と い え る 。  
 
 
1 - 4  低 成 長 期 の 林 業 政 策 と 木 材 利 用 ・ 木 材 流 通 ・ 森 林 整 備  
1 - 4 - 1  低 成 長 期 の 経 済 背 景  
 1 9 9 1 年 に「 バ ブ ル 景 気 」が 崩 壊 し 、資 産 価 格（ 株 価 、地 価 ）は 一
気 に 下 落 し た 。 こ れ に よ っ て 、 安 定 成 長 期 の 時 代 が 終 わ り 、 経 済 の
停 滞 期 で あ る 低 成 長 期 の 時 代 と な る 。そ の た め 、1 9 9 1 年 を 境 に し て 、
経 済 成 長 は 著 し く 低 下 す る 。こ の 低 下 は 、１ つ は 経 済 成 長 の 成 熟 化 、
２ つ は 冷 戦 の 終 結 に 伴 い 、 世 界 的 な 大 競 争 時 代 の 到 来 、 ３ つ は バ ブ
ル 景 気 の 崩 壊 に よ る 不 良 資 産 の 増 大 （ 平 成 不 況 ） と い っ た 構 造 的 な
問 題 で あ る 1 )。 従 来 、 一 般 的 な 景 気 対 策 は 財 政 の 拡 大 と 金 利 の 引 き
下 げ で あ る が 、 こ れ ら に よ っ て も 低 成 長 期 中 の 経 済 成 長 の 低 下 を 食
い 止 め る こ と は で き な か っ た 。 財 政 再 建 が 課 題 と さ れ 、 政 府 は 公 共
事 業 等 の 財 政 支 出 を 著 し く 拡 大 し た が 、 景 気 を 戻 す こ と は 出 来 ず 、
さ ら に 、 深 刻 な 財 政 危 機 を 招 く 結 果 を つ く り 、 か え っ て 社 会 経 済 の
構 造 に ひ ず み を も た ら し た の で あ る 2 ) 。 こ の よ う な 動 向 の 中 で 、 わ
が 国 の 経 済 の 衰 退 を 防 ぐ た め に は 、 速 や か に 不 良 資 産 を 解 消 す る と
と も に 、社 会 構 造 の 変 革 が 必 要 と な っ た 。変 革 の 基 本 的 な 方 向 性 は 、
                                                   
1 )  赤 井 英 夫：「 特 集 国 民 経 済 と 森 林・ 林 業 (Ⅸ )林 業 問 題 の 形 成 過 程 (三 )」，『 林
業 経 済 』， 林 業 経 済 研 究 所 ， ( 1 9 9 9 . 7 . 2 0 ) ， v o l . 5 2 ( 7 ) ， p p 1 6 - 2 9  
2 )  前 掲 同 書 ， p p 1 6 - 2 9  
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従 来 の 中 央 集 権 的 な 行 政 主 導 体 制 か ら 市 場 原 理 を 重 視 し た 体 制 に 変
化 さ せ る こ と で あ る 1 )。  
し か し 、 1 9 9 7 年 に バ ブ ル 崩 壊 後 に 積 み 重 な っ た 不 良 債 権 問 題 に 、
「 ア ジ ア 通 貨 危 機 」2 )が 加 わ り 、金 融 危 機 が 発 生 し た 。と い う の も 、
大 手 金 融 機 関 3 )な ど が 相 次 い で 破 綻 す る 中 で 、 大 手 金 融 機 関 同 士 の
合 併 ・ 統 合 が 進 ん だ こ と 。 ま た 、 経 済 成 長 率 は 戦 後 最 悪 の － １ %を
記 録 し 、 ジ ャ パ ン ・ プ レ ミ ア ム 4 )に よ っ て 、 邦 銀 ・ 国 内 企 業 の 海 外
に お け る 資 金 調 達 が 困 難 に な っ た の で あ る 。 こ れ に 対 し 、 政 府 は 巨
額 の 財 政 赤 字 ・ 財 政 支 出 で 経 済 対 策 5 ) を 実 施 し た 。 し か し 、 こ う し
た 金 融 ・ 経 済 政 策 を 実 施 し た に も 関 わ ら ず 、 景 気 の 浮 揚 効 果 は 小 さ
か っ た 。  
2 0 0 0 年 に な る と 、 B R I C s 諸 国 が 台 頭 し 始 め 、 貿 易 相 手 国 は ア メ
リ カ か ら 中 国 に 変 化 し た 。 こ れ ら の 経 済 発 展 に 牽 引 さ れ る 形 で 海 外
需 要 が 伸 び た こ と 。 規 制 緩 和 ・ 金 融 緩 和 に よ る 経 済 活 性 化 6 )、 I T 化
の 普 及 に よ る 企 業 経 営 の 効 率 化 や 新 興 産 業 の 隆 盛 、 公 的 資 金 注 入 に
よ る 金 融 機 関 の 財 務 健 全 化 に よ っ て 、 不 良 債 権 処 理 が 進 み 、 民 間 企
業 の 過 剰 な 設 備 ・ 雇 用 ・ 負 債 が 解 消 さ れ た こ と も あ り 、 不 況 時 に 生
ま れ た 諸 問 題 を 解 消 し た 。 さ ら に 、 2 0 0 1 年 に 誕 生 し た 小 泉 内 閣 は 、
市 場 原 理 を 重 視 し 、「小 さ な 政 府 」へ の 回 帰 を 目 指 す 構 造 改 革 を 進 め
た 。 具 体 的 に 行 っ た 改 革 は 、 １ つ は 不 良 債 権 問 題 の 処 理 、 ２ つ は 郵
政 民 営 化 、３ つ は 特 殊 法 人 改 革 で あ る 。こ う し た 政 策 に よ り 、 2 0 0 6
年 に は 経 済 成 長 率 は ２ %に 景 気 回 復 の 傾 向 を 示 し た 。 し か し 、 2 0 0 7
年 に ア メ リ カ で 「 サ ブ プ ラ イ ム ロ ー ン 問 題 」 7 )が 顕 在 化 し は じ め 、
                                                   
1 )  赤 井 英 夫：「 特 集 国 民 経 済 と 森 林・ 林 業 (Ⅸ )林 業 問 題 の 形 成 過 程 (三 )」，『 林
業 経 済 』， 林 業 経 済 研 究 所 ， ( 1 9 9 9 . 7 . 2 0 ) ， v o l . 5 2 ( 7 ) ， p p 1 6 - 2 9  
2 )  ア ジ ア 通 貨 危 機 と は 、 資 本 逃 避 の こ と を 指 し 、「 経 済 や 政 治 情 勢 の 悪 化 な
ど を 背 景 と し て 、 海 外 投 資 家 が 資 金 を 引 き 上 げ た り 、 国 内 居 住 者 が 自 国
通 貨 建 て 資 産 を 外 国 通 貨 建 て 資 産 に シ フ ト し た り す る こ と 」 出 典 ： 伊 藤
光 晴 ：『 岩 波 現 代 経 済 学 事 典 』， 岩 波 書 店 ， ( 2 0 0 4 . 9 . 1 6 ) ， P 3 6 3  
3 )  1 9 9 7 年 に 日 産 生 命 、山 一 證 券 、北 海 道 拓 殖 銀 行 が 破 綻 に 追 い 込 ま れ 、1 9 9 8
年 に 日 本 長 期 信 用 銀 行 、 日 本 債 券 信 用 銀 行 が 事 実 上 破 綻 し た 。  
4 )  日 本 の 金 融 機 関 が 海 外 の 金 融 市 場 か ら 資 金 調 達 す る 際 に 上 乗 せ さ れ た 、
諸 外 国 の 金 融 機 関 よ り 高 い 金 利 の こ と 。  
5 )  緊 急 経 済 対 策 に よ る 社 会 資 本 整 備 ・ 減 税 ・ 雇 用 対 策 や 、 日 本 銀 行 に よ る
金 融 緩 和 策 、 金 融 シ ス テ ム の 安 定 化 策 な ど 、 金 融 の 自 由 化 が 進 ん だ 。  
6 )  具 体 的 に 、 1 9 9 3 年 に G A T T（ 関 税 お よ び 防 衛 器 に 関 す る 一 般 協 定 ）・ ウ ル
グ ア イ ・ ラ ウ ン ド （ 多 角 的 貿 易 交 渉 ） に よ る 農 業 の 自 由 化 。 大 規 模 小 売
店 舗 法 の 緩 和 ・ 廃 止 。 純 粋 持 ち 株 会 社 が 解 禁 な ど 。  
7 )  サ ブ プ ラ イ ム ロ ー ン と は 、 優 良 顧 客 と 比 較 し て 、 信 用 度 の 低 い 顧 客 へ の
高 利 貸 付 制 度 の こ と を い う 。 ア メ リ カ で は 低 所 得 者 向 け の 住 宅 ロ ー ン に
利 用 さ れ て い た 。  
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住 宅 産 業 企 業 の 中 に は 破 綻 す る も の が 出 始 め 、「 世 界 金 融 危 機 」 1 )
に 見 舞 わ れ た 。 さ ら に 、 2 0 0 8 年 の 「 リ ー マ ン ・ シ ョ ッ ク 」 2 )に よ っ
て 、世 界 同 時 不 況 へ と 陥 り 、わ が 国 も そ の 影 響 を 受 け た 。リ ー マ ン ・
シ ョ ッ ク が 起 こ っ た 2 0 0 8 年 以 降 に は 、 派 遣 労 働 者 の 大 量 解 雇 が 問
題 と な っ た 。 こ の た め 、 政 府 は 財 政 出 動 を 伴 う 景 気 対 策 を 行 う こ と
と な り 、 エ コ ポ イ ン ト ・ エ コ カ ー 減 税 ・ エ コ カ ー 補 助 金 な ど を 策 定
し 、 エ コ 関 連 の 商 品 等 を 促 進 す る こ と と な っ た 。 こ れ に よ り 、 若 干
で は あ る が 景 気 悪 化 を 食 い 止 め る と と も に 、 安 定 成 長 期 中 か ら 環 境
問 題 に 対 し て 国 民 の 意 識 の 高 ま り は 強 ま っ て い た が 、 低 成 長 期 に な
り 環 境 問 題 が わ が 国 の み な ら ず 、 世 界 レ ベ ル で 着 目 さ れ る よ う に な
り 、よ り 森 林 の 有 す る 多 面 的 機 能 に 対 し て 関 心 が 高 ま っ た の で あ る 。 
こ の よ う な 世 界 同 時 不 況 か ら 、 わ が 国 の 低 迷 が 続 く 経 済 復 活 の た
め 、2 0 1 2 年 に 安 陪 内 閣 は「 ア ベ ノ ミ ク ス 」と 称 す る 政 策 を 打 ち 出 し
た 。 １ つ は 大 胆 な 金 融 緩 和 、 ２ つ は 機 動 的 な 財 政 政 策 、 ３ つ は 民 間
投 資 を 喚 起 す る 成 長 戦 略 の ３ つ の 柱 で 構 成 さ れ る 。 主 に 、 １ つ 目 の
大 胆 な 金 融 緩 和 に よ っ て 、急 速 な 円 安・株 高 が 起 こ り 、2 0 1 3 年 に「 リ
ー マ ン ・ シ ョ ッ ク 」 以 前 の 水 準 に 株 価 は 戻 っ た た め 、 大 手 企 業 を 中
心 に 景 気 回 復 の 兆 し と な っ た 。し か し 、2 0 1 4 年 に 消 費 税 増 税 が 施 行
さ れ た こ と で 、 国 民 の 消 費 が 再 び 停 滞 す る こ と と な り 、 デ フ レ か ら












                                                   
1 )  「 サ ブ プ ラ イ ム ロ ー ン 問 題 」 を 契 機 と し て 、 2 0 0 7 年 の ア メ リ カ の 住 宅 バ
ブ ル 崩 壊 に 端 す る 国 際 的 な 金 融 危 機 の こ と 。  
2 )  リ ー マ ン ・ シ ョ ッ ク と は 、 ア メ リ カ の 投 資 銀 行 で あ る リ ー マ ン ・ ブ ラ ザ
ー ズ ・ ホ ー ル デ ィ ン グ ス が 経 営 破 綻 し た こ と に よ っ て 、 連 鎖 的 に 世 界 的
金 融 危 機 が 発 生 し た 事 象 の こ と 。  
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1 - 4 - 2  低 成 長 期 の 林 業 政 策 の 展 開 と 木 材 需 給 動 向  
表 1 - 4 - 1 は 、 低 成 長 期 に お け る 林 業 政 策 の 展 開 を 示 し て い る 。  
 
表 1 - 4 - 1  低 成 長 期 に お け る 林 業 政 策 の 展 開  
 
出 典 1：半 田 良 一：『 現 代 の 林 学・1 林 政 学 』，文 永 堂 出 版 ，( 1 9 9 0 . 7 . 1 5 ) ，p p 2 6 - 9 4
よ り 著 者 作 成  
出 典 2：赤 井 英 夫：「 特 集 国 民 経 済 と 森 林・林 業 (Ⅵ )林 業 問 題 の 形 成 過 程 (一 )」，
『 林 業 経 済 』， 林 業 経 済 研 究 所 ， ( 1 9 9 9 . 4 . 2 0 ) ， v o l . 5 2 ( 4 ) ， p p 9 - 1 7 よ
り 著 者 作 成  
出 典 3：林 野 庁 /林 政 年 表：h t t p : / / w w w. r i n y a . m a f f . g o . j p / j / k o u h o u / n e n p y o u . h  
t m l ，（ 2 0 1 7 . 8 . 7 ） よ り 著 者 作 成  
 
1）  低 成 長 期 の 森 林 ・ 林 業 政 策  
 1 9 9 1 年 に 「 バ ブ ル 景 気 」 の 崩 壊 を 契 機 に 、 わ が 国 は 「 失 わ れ た
2 0 年 」 と い う 経 済 の 停 滞 期 に 突 入 し た 。 こ の よ う な 中 で 、 1 9 9 1 年
以 降 の 林 業 政 策 の 課 題 は 、 １ つ は 林 業 採 算 の 悪 化 が さ ら に 進 み 、 森
林 資 源 が 成 熟 化 し つ つ あ る も の の 、 林 業 生 産 は 一 層 低 迷 し 、 手 入 不
足 の 人 工 林 が 増 加 し て い た 。 こ れ に よ り 、 森 林 の 有 す る 多 面 的 機 能
の 発 揮 に 支 障 を き た す 恐 れ が 生 じ て い た 。 ２ つ は わ が 国 の 経 済 全 体





　 I T 化
　 平 成 不 況 　 「 失 わ れ た 2 0 年 」
　 　 森 林 の 手 入 れ 不 足 が 目 立 ち 、 間 伐 等 へ の 補 助 が 増 加 傾 向
　 　 　 →  国 民 の 環 境 問 題 へ の 関 心 が 高 ま っ た こ と も 一 因
　 　 ・ 地 域 の 森 林 資 源 の 成 熟 度 、 資 源 の 循 環 利 用
　 　 ・ 特 色 を 最 大 限 に 活 か し た 林 業 ・ 山 村 の 活 性 化
　 　 ・ 「 森 林 の 流 域 管 理 シ ス テ ム 」 の 推 進
　 　 ・ 林 業 の 経 営 基 盤 を 強 化 、 地 域 産 業 と し て 維 持 ・ 強 化
　 　 ・ 森 林 経 営 の 集 約 化
　 　 ・ 就 業 者 の 育 成 ・ 確 保 を 総 合 的 に 促 進
　 1 9 8 0 年 代 以 降 、 国 際 間 競 争 が 熾 烈 化  →  生 産 費 の 削 減
　 木 材 産 業 等 の 規 模 拡 大 （ 集 約 化 ）
　 個 人 経 営 が 困 難 に な る  →  供 給 の 計 画 化 ・ 組 織 化
　 　 （ 組 合 間 協 業 ・ 組 合 大 型 化 ）
　 供 給 主 体 の 規 模 拡 大  →  市 場 対 応 を 有 効 に す る
　 グ ロ ー バ ル 下 の エ ン ジ ニ ア ― ド ・ ウ ッ ド を 基 軸 と し た 買 手 市 場










　 1 9 9 1 - 1 9 9 3 年  平 成 不 況
　 　 　 　 　 1 9 9 2 年  国 連 環 境 開 発 会 議 （ 地 球 サ ミ ッ ト ）
　 　 　 　 　 1 9 9 5 年  阪 神 ・ 淡 路 大 震 災
　 　 　 　 　 1 9 9 6 年  行 改 革 プ ロ グ ラ ム

























　 1 9 9 5 年  緑 の 募 金 に よ る 森 林 整 備 等 の 推 進 に 関 す る 法 律 制 定
　 1 9 9 6 年  森 林 資 源 基 本 計 画 改 定
　 　 　 　 　 　 林 業 経 営 基 盤 の 強 化 等 の 促 進 の た め の 資 金 の 融 通 に 関 す る 暫 定 措 置 法 改 正
　 　 　 　 　 　 林 業 労 働 力 の 確 保 の 促 進 に 関 す る 法 律 制 定
　 1 9 9 7 年  林 政 審 議 会 答 申 「 林 政 の 基 本 方 向 と 国 有 林 野 の 抜 本 的 改 革 」
　 　 　 　 　 　 森 林 病 害 中 等 防 除 法 改 正
　 　 　 　 　   森 林 組 合 合 併 助 成 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 制 定
　 1 9 9 8 年  国 有 林 野 事 業 の 改 革 の た め の 特 別 措 置 法 制 定
　 　 　 　 　   国 有 林 野 事 業 の 改 革 の た め の 関 係 法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 制 定
　 　 　 　 　 　 森 林 法 改 正 （ 市 町 村 森 林 整 備 計 画 制 度 の 拡 充 等 ）
　 1 9 9 9 年  営 林 局 ・ 営 林 署 か ら 森 林 管 理 局 ・ 署 へ 名 称 変 更
　 　 　 　 　 　 中 央 森 林 審 議 会 答 申 「 今 後 の 森 林 の 新 た な 利 用 の 方 向 」
　 　 　 　 　 　 緑 資 源 公 団 発 足
　 2 0 0 0 年  林 政 審 議 会 取 り 纏 め 「 新 た な 林 政 の 展 開 に つ い て 」
　 　 　 　 　 　 林 政 改 革 大 綱 及 び 林 政 改 革 プ ロ グ ラ ム 公 表
　 2 0 0 1 年  森 林 総 合 研 究 所 、 林 木 育 種 セ ン タ ー を 独 立 行 政 法 人 化
　 　 　 　 　 　 森 林 ・ 林 業 基 本 法 、 森 林 法 、 林 業 経 営 規 範 強 化 資 金 暫 定 措 置 法 の 改 正
　 　 　 　 　 　 森 林 ・ 林 業 基 本 計 画 決 定
　 2 0 0 2 年  地 域 温 暖 化 防 止 森 林 吸 収 源 1 0 ヶ 年 対 策 の 策 定
　 2 0 0 3 年  林 業 改 善 資 金 助 成 法 改 正 （ 貸 付 資 金 の 拡 充 等 ）
　 　 　 　 　 　 森 林 法 改 正 ( 森 林 整 備 保 全 事 業 計 画 の 策 定 等 )
　 　 　 　 　 　 国 有 林 野 の 管 理 経 営 に 関 す る 基 本 計 画 改 定
　 　 　 　 　 　 独 立 行 政 法 人 緑 資 源 機 構 の 設 置
　 2 0 0 4 年  森 林 法 改 正 ( 特 定 保 安 林 制 度 の 恒 久 化 、 普 及 指 導 職 員 の 一 元 化 等 )
　 　 　 　 　 　 国 有 林 野 事 業 の 組 織 機 構 の 再 編 ( 分 局 の 廃 止 、 森 林 環 境 保 全 ふ れ あ い セ ン タ ー の 設 置 等 )
　 2 0 0 5 年  地 球 温 暖 化 防 止 森 林 吸 収 源 1 0 ヶ 年 対 策 改 定
　 　 　 　 　 　 森 林 組 合 法 改 正 ( 事 業 範 囲 の 拡 大 等 )
　 2 0 0 6 年  森 林 ・ 林 業 基 本 計 画 策 定
　 2 0 0 7 年  美 し い 森 林 づ く り 推 進 国 民 運 動 の 展 開
　 　 　 　 　 　 森 林 総 合 研 究 所 と 林 木 育 種 セ ン タ ー 統 合
　 2 0 0 8 年  森 林 の 間 伐 等 の 実 施 の 促 進 に 関 す る 特 別 措 置 法 制 定
　 2 0 0 9 年  森 林 ・ 林 業 再 生 プ ラ ン 公 表
　 2 0 1 1 年  森 林 法 改 正 ( 森 林 施 業 計 画 ・ 森 林 経 営 計 画 の 変 更 、 森 林 の 土 地 の 所 有 者 届 出 制 度 の 新 設 等 )
　 2 0 1 2 年  国 有 林 野 の 管 理 経 営 に 関 す る 法 律 改 正 ( 国 有 林 野 事 業 特 別 会 計 の 廃 止 等 )
　 2 0 1 3 年  国 有 林 野 事 業 の 一 般 会 計 化
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が 成 長 力 を 失 い 、 経 済 構 造 の 抜 本 的 な 変 革 を 必 要 と し て い た 。 つ ま
り 、 林 業 政 策 の 基 本 的 な 方 向 性 は 、 森 林 の 有 す る 多 面 的 機 能 の 発 揮
と こ れ を 達 成 す る た め の 条 件 整 備 で あ っ た 1 )。 こ れ ら の 課 題 に 対 応
す る た め に 、 安 定 成 長 期 終 盤 に 森 林 ・ 林 業 政 策 は 地 域 林 業 政 策 の 強
化 版 と し て 「 森 林 の 流 域 管 理 シ ス テ ム 」 を 実 施 し 、 こ れ が 低 成 長 期
初 期 の 森 林 ・ 林 業 ・ 木 材 産 業 政 策 の 基 調 と な っ た 。  
高 度 経 済 成 長 期 に 制 定 さ れ た「 林 業 基 本 法 」は 、低 成 長 期 に は 4 0
年 近 く 経 ち 、 経 済 情 勢 等 と の 状 況 変 化 よ り 政 策 内 容 の 見 直 し 作 業 が
必 要 と さ れ 、 2 0 0 0 年 の「 林 政 改 革 大 綱 」お よ び「 林 政 改 革 プ ロ グ ラ
ム 」に よ っ て 公 表 さ れ た 2 )。見 直 し が 検 討 さ れ た 理 由 は 、１ つ は「 林
業 基 本 法 」 の 方 向 性 が 、 林 家 の 適 切 な 林 業 生 産 活 動 に よ り 、 結 果 と
し て 森 林 保 全・森 林 整 備 に つ な が る と い う も の で 、「林 業 基 本 法 」が
描 い た 方 向 と は 異 な る も の に 変 化 し た こ と 。 ２ つ は 国 民 の 森 林 に 対
す る 要 望 が 多 様 化 し 、 国 土 保 全 や 水 源 涵 養 機 能 な ど の 森 林 の 有 す る
多 面 的 機 能 の 発 揮 に つ い て 、 森 林 ・ 林 業 政 策 に 反 映 さ せ る こ と が 必
要 と な っ た た め で あ る 3 )。こ れ ら の 経 緯 を 踏 ま え 、2 0 0 1 年 に は 、「林
業 基 本 法 」の 題 名 改 正 が 実 施 さ れ 、「森 林・林 業 基 本 法 」が 公 布 さ れ
た 。 森 林 の 有 す る 多 面 的 機 能 の 持 続 的 か つ 循 環 型 の 利 用 を 求 め る 政
策 内 容 （ 森 林 資 源 政 策 ） へ の 転 換 が 図 ら れ た 。  
「 森 林 ・ 林 業 基 本 法 」 の 基 本 理 念 は 、 １ つ は 森 林 の 多 面 的 機 能 の
持 続 的 発 揮 、 ２ つ は 林 業 の 健 全 な 発 揮 、 ３ つ は 林 産 物 の 供 給 お よ び
利 用 の 確 保 を 目 指 す こ と で 、 国 民 の 生 活 の 安 定 お よ び 国 民 経 済 の 健
全 な 発 展 に 寄 与 す る 環 境 重 視 を 基 調 と す る 政 策 内 容 で あ っ た 4 )。 ま
た 、 環 境 重 視 と し な が ら も 、 素 材 生 産 （ 木 材 産 業 ） に つ い て も 明 確
な 基 本 方 針 を 打 ち 出 し て お り 、 国 際 競 争 （ 外 材 ） に 勝 つ た め に 地 域
特 性 を 活 か し な が ら 国 産 利 用 生 産 体 制 を 整 備 し 、 １ つ は 徹 底 的 な 低
コ ス ト 化 ・ ロ ッ ト の 確 保 お よ び 品 質 ・ 性 能 の 明 確 化 、 ２ つ は 大 消 費
地 に お け る 国 際 競 争 の 中 で 製 品 の 安 定 供 給 、 ３ つ は 顔 の 見 え る 木 材
                                                   
1 )  赤 井 英 夫：「 特 集 国 民 経 済 と 森 林・ 林 業 (Ⅸ )林 業 問 題 の 形 成 過 程 (三 )」，『 林
業 経 済 』， 林 業 経 済 研 究 所 ， ( 1 9 9 9 . 7 . 2 0 ) ， v o l . 5 2 ( 7 ) ， p p 1 6 - 2 9  
2 )  遠 藤 日 雄 ：『 ス ギ の 新 戦 略 Ⅱ 地 域 森 林 管 理 編 』， 日 本 林 業 調 査 会 ，
( 2 0 0 0 . 6 . 3 0 ) ， p p 2 8 - 4 3  
3 )  1 9 9 2 年 に 「 国 連 環 境 開 発 会 議 （ 地 球 サ ミ ッ ト ）」 が 開 催 さ れ 、 そ こ で 世 界
的 に 地 球 温 暖 化 等 の 環 境 問 題 が ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ た 。わ が 国 で は 、1 9 9 7
年 に 「 京 都 議 定 書 」 が 採 択 さ れ 、 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 の 削 減 等 を 目 指 す
こ と と な り 、故 に 、国 民 の 森 林 に 期 待 さ れ る 役 割 は 大 き な も の に な っ た 。  
4 )  遠 藤 日 雄  編 著 ：『 現 代 森 林 政 策 学 』， 日 本 林 業 調 査 会 ，（ 2 0 0 8 . 3 . 1 6 ），
p p 4 7 - 6 1  
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で の 家 づ く り を 通 じ て 、 最 終 消 費 者 の 多 様 な ニ ー ズ に 応 え る （ 産 地
形 成 ） で あ る 。 ま た 、 木 材 流 通 に つ い て は 、 国 産 材 の 小 規 模 ・ 零 細
で 多 段 階 か つ 複 雑 な 流 通 過 程 を 合 理 化 し 、 情 報 化 や 短 絡 化 等 に よ る
機 能 強 化 を 推 進 し 、 木 材 価 格 や 流 通 過 程 の 透 明 性 の 確 保 、 品 質 ・ 規
格 ・ 認 証 等 の 導 入 や 見 直 し を 掲 げ て い る 1 )。 し か し 、「 森 林 ・ 林 業 基
本 法 」 公 布 以 降 に 、 わ が 国 の 森 林 ・ 林 業 ・ 木 材 産 業 の 情 勢 は 変 化 し
た 。 そ の 変 化 と は 、 １ つ は 戦 後 の 拡 大 造 林 し た 人 工 林 の 齢 級 が 6 0
年 生 以 上 に な り 、森 林 資 源 が 急 激 に 充 実 す る こ と が 見 込 ま れ て い る 。
一 方 で 、 安 定 成 長 期 中 に す べ き で あ っ た 間 伐 等 が 十 分 に さ れ て い な
か っ た こ と 。２ つ は 1 9 9 7 年 の「 京 都 議 定 書 」 2 )の 目 標 達 成 の た め の
森 林 吸 収 源 対 策 の 推 進 が 課 題 と な っ た こ と 。 ３ つ は 木 材 価 格 の 中 で
も 山 元 立 木 価 格 が 安 定 成 長 期 中 よ り も さ ら に 下 落 し 、 森 林 所 有 者 の
不 在 村 化 ・ 高 齢 化 ・ 林 業 所 得 へ の 依 存 度 の 低 下 な ど 、 人 工 林 資 源 の
充 実 化 と は 裏 腹 に 林 業 生 産 活 動 が 停 滞 し て い た こ と 。 ４ つ は 外 材 の
丸 太 輸 入 が 減 少 し 、 製 品 輸 入 が 増 加 す る 中 で 、 国 産 材 供 給 の 増 加 傾
向 と な っ た こ と 。 ５ つ は プ レ カ ッ ト 加 工 の 進 展 な ど 、 木 材 の 需 要 は
品 質 ・ 性 能 の 明 確 化 、 安 定 的 な 供 給 を 求 め る も の へ 転 換 し た 3 )。  
 こ の よ う な 動 向 の 中 で 、 林 野 庁 の モ デ ル 事 業 と し て 2 0 0 4～ 2 0 0 6
年 ま で の 「 新 流 通 ・ 加 工 シ ス テ ム 」 4 )お よ び 2 0 0 6～ 2 0 1 0 年 ま で の
「 新 生 産 シ ス テ ム 」 5 )が 実 施 さ れ た 。 こ れ に よ り 、低 質 材（ B 材 ・ C
材 ・ D 材 ） と さ れ る 素 材 の 供 給 お よ び 利 用 の 拡 大 お よ び 小 規 模 ・ 零
細 か つ 分 散 的 な 森 林 所 有 者 の 集 約 化 や 製 材 工 場 等 の 加 工 工 場 等 の 大
規 模 化 ・ 団 地 化 が 進 ん だ 。 そ れ 故 に 、 国 内 の 集 成 材 ・ 合 板 等 の 部 材
利 用 が 増 加 し 、木 材 供 給 が 増 加 傾 向 を 示 し だ し た 。つ ま り 、「 森 林 ・
林 業 基 本 法 」 で 定 め た 環 境 重 視 の 森 林 資 源 政 策 よ り も 高 度 経 済 成 長
期 等 で 推 進 し て い た 木 材 産 業 政 策 （ 両 事 業 ） が 勢 い に 乗 り 出 し た 。  
 ま た 、2 0 0 9 年 に「 森 林・林 業 再 生 プ ラ ン 」が 公 表 さ れ た 。こ れ は 、
                                                   
1 )  遠 藤 日 雄  編 著 ：『 現 代 森 林 政 策 学 』， 日 本 林 業 調 査 会 ，（ 2 0 0 8 . 3 . 1 6 ），
p p 1 8 7 - 2 1 7  
2 )「 京 都 議 定 書 」 よ る 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 の 削 減 を 目 標 と し て 掲 げ た が 、 わ
が 国 の 温 室 効 果 ガ ス は 、 2 0 0 1 年 の 時 点 で 削 減 す る よ り も 増 加 に 転 じ た 。
そ の た め 、 議 定 書 の 目 標 達 成 を す る こ と が 困 難 と い う 問 題 を 抱 え て い た 。 
3 )  遠 藤 日 雄  編 著 ： 前 掲 書 ， p p 4 7 - 6 1  
4 )  新 流 通 ・ 加 工 シ ス テ ム は 、 ① 低 質 材 （ B 材 ・ C 材 ） の 安 定 的 な 供 給 （ シ ス
テ ム 販 売 の 取 組 強 化 ）、 ② 高 性 能 林 業 機 械 の 導 入 、 ③ 集 成 材 ・ 合 板 工 場 の
製 造 施 設 の 整 備 等 の 推 進 な ど に 取 り 組 ん だ も の 。  
5 )  新 生 産 シ ス テ ム は 、 ① 小 規 模 ・ 零 細 ・ 分 散 的 な 森 林 所 有 者 の 集 約 化 、 ②
流 通 の 合 理 化 を 図 る た め 製 材 工 場 等 の 大 規 模 化 と 団 地 化 、 ③ 生 産 者 と 加
工 工 場 の 協 定 取 引 に よ る 直 送 販 売 な ど に 取 り 組 ん だ も の 。  
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わ が 国 の 成 熟 化 し て い る 森 林 資 源 の 活 用 に 向 け 、 国 内 の 加 工 や 流 通
構 造 の 改 革 、木 材 利 用 の 拡 大 に 関 す る 具 体 的 な 対 策 を 検 討 す る こ と 。
つ ま り 、 こ れ ま で の 森 林 ・ 林 業 政 策 を 見 直 し た 上 で 、 国 産 材 の 一 層
の 安 定 供 給 体 制 の 構 築 と 大 規 模 加 工 工 場 の 整 備 な ど を 目 指 し た の で
あ る 1 )。 具 体 的 な 内 容 は 、 １ つ は 林 業 を 担 う 人 材 育 成 （ 施 業 プ ラ ン
ナ ー 、 フ ォ レ ス タ ー な ど ）、 ２ つ は 林 業 作 業 の 効 率 化 （ 路 網 整 備 ）、
３ つ は 施 業 の 集 約 化（ 森 林 経 営 計 画 制 度 の 導 入 ）、４ つ は 大 規 模 な 加
工 ・ 流 通 体 制 の 整 備 、 ５ つ は 非 木 造 建 築 で あ る 公 共 施 設 等 へ の 木 材
利 用 の 推 進（ 2 0 1 0 年「 公 共 建 築 物 等 に お け る 木 材 の 利 用 の 促 進 に 関
す る 法 律 」制 定 ）、６ つ は 木 質 バ イ オ マ ス と し て の エ ネ ル ギ ー 利 用 の
推 進（ 林 地 残 材 の 利 用 、バ イ オ マ ス 発 電 の 促 進 ）、７ つ は 補 助 金 等 の
見 直 し で あ っ た 。 さ ら に は 、 2 0 2 0 年 ま で に 木 材 自 給 率 5 0 %（ 2 0 0 9
年 時 点 で 2 7 . 4 %） を 目 指 す こ と を 掲 げ て お り 、 森 林 の 有 す る 多 面 的
機 能 の 確 保 を 図 り つ つ 、 人 工 林 資 源 を 積 極 的 に 活 用 す る こ と 。 さ ら
に 、 雇 用 の 増 大 を 通 じ た 山 村 の 活 性 化 、 木 材 利 用 を 通 じ た 低 炭 素 社
会 の 構 築 を 図 る こ と と し て い る 2 )。つ ま り 、「森 林・林 業 再 生 プ ラ ン 」
は 、「 新 流 通 ・ 加 工 シ ス テ ム 」や「 新 生 産 シ ス テ ム 」の 両 事 業 が 木 材
産 業 政 策 的 な も の で あ っ た が 、 そ れ を 踏 襲 す る こ と な く 、 育 林 過 程
（ 森 林 整 備 ） に 特 化 し た 森 林 資 源 政 策 を 推 進 し た 。 し か し 、 森 林 資
源 政 策 を 推 進 し た と い っ て も 、 具 体 的 な 内 容 を 整 理 す る と 、 森 林 の
保 育 に 関 連 す る 内 容 の も の は 少 な く 、 伐 出 過 程 （ 林 業 生 産 ） に 関 連
す る 人 材 育 成 に 力 点 が 置 か れ て い る 。 故 に 、 林 業 経 営 ・ 森 林 経 営 の
基 本 で あ る 適 正 な 森 林 管 理 に つ な が る 人 材 育 成 は 疎 か な も の で あ る 。 
低 成 長 期 中 に お け る 上 述 し て き た 取 組 や 対 策 は 一 定 の 成 果 を あ げ
つ つ あ る 。 木 材 自 給 率 は 2 0 1 5 年 時 点 で 3 2 . 7 %に 回 復 傾 向 を 示 し て
い る 。 と は い え 、 木 材 自 給 率 の 回 復 は 木 材 総 需 要 量 の 縮 小 か ら の 増
加 で あ り 、 国 産 材 の 質 や 保 証 そ し て 適 正 な 価 値 形 成 に は 至 っ て お ら
ず 、 森 林 の 適 切 な 管 理 ・ 経 営 か ら す る と 、 木 材 価 格 の 低 迷 か ら 手 入
不 足 の 林 分 が 増 加 す る 傾 向 に あ る 。 つ ま り 、 森 林 経 営 と 森 林 資 源 の
長 期 的 な 利 用 に 関 す る 健 全 性 は 損 な わ れ 、 低 質 材 利 用 ・ 低 木 材 価 格
の 形 成 の も と で 森 林 施 業 は 長 伐 期 化 し 、 森 林 資 源 の 再 造 林 は 先 送 り
と な っ て い る の が 、 2 0 1 7 年 現 在 ま で の 現 状 で あ る 。  
                                                   
1 )  林 野 庁 ：『 平 成 2 3 年 度 版 森 林 ・ 林 業 白 書 』， 農 林 統 計 協 会 ， ( 2 0 1 1 . 6 . 3 ) ，
p p 1 2 6 - 1 2 8  
2 )  前 掲 同 書 ， p p 1 2 6 - 1 2 8  
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ち な み に 、2 0 0 0 年 代 に お け る 木 材 流 通 構 造 を 整 理 す る と 、図 1 - 4 - 1
の と お り に な る 。  
 
 
出 典 1 ： 大 日 本 山 林 会 ：『 戦 後 林 政 史 』， 大 日 本 山 林 会 ， ( 2 0 0 0 . 1 1 . 2 1 ) ，
p p 4 3 7 - 5 2 3 よ り 著 者 作 成  
出 典 2： 日 本 住 宅 ・ 木 材 技 術 セ ン タ ー ：『 木 材 需 給 と 木 材 工 業 の 現 況 (平 成 1 2
年 版 )』， 日 本 住 宅 ・ 木 材 技 術 セ ン タ ー ， ( 2 0 0 1 . 9 . 5 ) ， p p 6 8 - 1 1 9 よ り
著 者 作 成  
図 1 - 4 - 1  2 0 0 0 年 代 に お け る 木 材 流 通 経 路  
 
2 0 0 1 年 の 「 森 林 ・ 林 業 基 本 法 」 の 公 布 か ら 2 0 1 7 年 現 在 に 至 る ま
で 、 高 性 能 林 業 機 械 の 導 入 な ど 機 械 化 に よ る 集 約 的 木 材 生 産 が 進 め
ら れ 、 生 産 性 の 向 上 や 労 働 力 の 確 保 と い っ た 取 り 組 み が 活 発 化 し て
き た 1 )。こ れ ら は 、1 9 8 0 年 代 以 降 か ら 取 り 組 ま れ た 木 材 産 業 対 策（ 地
域 林 業 政 策 な ど ）が 本 格 化 し 、「新 生 産 シ ス テ ム 」が 実 施 さ れ た こ と
に も 基 づ い て い る 。ま た 、「森 林・林 業 再 生 プ ラ ン 」な ど の 後 押 し も
あ り 2 )、生 産 手 段 や 生 産 関 係 の 共 同 化・集 約 化 が 行 わ れ た 。加 え て 、
大 規 模 木 工 団 地 の 整 備 な ど 大 量 加 工 お よ び 流 通 体 制 が 進 め ら れ る と
と も に 、 森 林 組 合 の 大 型 合 併 な ど さ ら な る 集 約 化 が 進 め ら れ た 3 ) 。
こ れ に よ り 、 木 材 流 通 経 路 は 集 約 化 や 木 材 加 工 の 大 型 合 併 、 複 雑 多
岐 な 木 材 利 用 形 態 の 増 加 を 要 因 と し て 、 木 材 の 川 上 か ら 川 下 な ど の
産 地 を 明 確 に 追 う こ と は 難 し く な っ て い る 。  
                                                   
1 )  日 本 住 宅・木 材 技 術 セ ン タ ー：『 木 材 需 給 と 木 材 工 業 の 現 況 (平 成 1 2 年 版 )』，
日 本 住 宅 ・ 木 材 技 術 セ ン タ ー ， ( 2 0 0 1 . 9 . 5 ) ， p p 6 8 - 1 1 9  
2 )  林 野 庁 ：『 平 成 2 3 年 度 版 森 林 ・ 林 業 白 書 』， 農 林 統 計 協 会 ， ( 2 0 1 1 . 6 . 3 ) ，
p p 1 2 6 - 1 2 8  
3 )  前 掲 同 書 ， p p 1 2 6 - 1 2 8  
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2）  低 成 長 期 の 木 材 産 業 政 策 と 木 材 需 給 動 向  
 低 成 長 期 の 経 済 情 勢 は 総 需 要 を 縮 小 さ せ 、 木 材 需 給 動 向 は そ れ に
よ っ て 顕 著 に 減 少 す る こ と と な っ た 。 低 成 長 脱 却 の 措 置 と し て 、 低
金 利 政 策 が 行 わ れ て い た に も 関 わ ら ず 、 木 材 需 給 動 向 に は あ ま り 影
響 が み ら れ て い な い 。 ど ち ら か と い う と 、 木 材 価 格 の 下 落 、 特 に 山
元 立 木 価 格 の 大 幅 な 下 落 に よ っ て 、 木 材 供 給 は 減 少 し て い っ た と い
え る 。ま た 、こ の 下 落 傾 向 は 木 材 利 用 の 変 化 に よ る も の で も あ っ た 。  
図 1 - 4 - 2、 図 1 - 4 - 3、 図 1 - 4 - 4 は 、 低 成 長 期 に お け る 木 材 需 給 量 の
推 移 、 新 設 住 宅 着 工 戸 数 お よ び 木 造 住 宅 着 工 数 と 木 造 率 の 推 移 、 木
材 需 要 量 の 内 訳 の 推 移 を 示 し た も の で 、 こ の 動 向 か ら み て も 低 成 長
期 に お け る 木 材 利 用 の 変 化 を 整 理 で き る 。 1 9 9 2 年 の 木 材 需 要 量 は
11 0 , 5 4 5 千 ㎥ 、 木 材 供 給 量 は 1 0 9 , 1 7 1 千 ㎥ （ 木 材 自 給 率 2 4 . 9 %、 外
材 率 7 3 . 8 %）で あ り 、1 9 9 7 年 ま で は 木 材 需 給 量 は 維 持 し て 推 移 し て
い た 。し か し 、 1 9 9 7 年 に 起 こ っ た「 ア ジ ア 通 貨 危 機 」を 契 機 と し た
金 融 危 機 に 伴 う 円 高 に よ っ て 、 木 材 価 格 が 下 落 し 、 国 内 の 総 需 要 の
低 迷 に よ り 木 材 需 給 量 も 減 少 し た 。金 融 危 機 が 起 こ っ た 翌 年 の 1 9 9 8
年 の 木 材 需 要 量 は 9 3 , 8 11 千 ㎥ 、 木 材 供 給 量 は 9 2 , 8 3 1 千 ㎥ （ 木 材 自
給 率 2 0 . 9 %、 外 材 率 7 8 . 1 %） と 、 前 年 か ら 約 1 5 %減 少 し た 。 外 材 輸
入 に つ い て も 、 金 融 危 機 を 契 機 に 減 少 傾 向 を 示 し て い る が 、 外 材 製
品 の 輸 入 が 増 加 し て い る 。と い う の も 、 1 9 9 5 年 に 起 こ っ た「 阪 神 ・
淡 路 大 震 災 」を 契 機 と し た 、 1 9 9 9 年 に「 住 宅 の 品 質 確 保 の 推 進 等 に
関 す る 法 律（ 品 確 法 ）」の 制 定 に よ り 、住 宅 の 耐 震 性 、品 質 保 証 等 の
義 務 づ け が 制 度 化 さ れ 、 消 費 者 の 建 築 用 材 に 対 す る ニ ー ズ が 変 化 し
た の で あ る 。 故 に 、 木 造 住 宅 に 使 用 す る 柱 ・ 土 台 ・ 梁 な ど の 構 造 材
は 、 精 度 ・ 強 度 ・ 品 質 な ど の 性 能 重 視 と な り 、 こ の 条 件 を 満 た し た
の が 外 材 の 構 造 用 集 成 材 等 で あ っ た 。 こ の こ と か ら 、 木 材 需 給 量 は
減 少 傾 向 に あ る 中 で 国 内 の 木 材 自 給 率 は 減 少 し つ づ け 、 外 材 率 は 上
昇 傾 向 と な っ て い る 。そ し て 、 2 0 0 2 年 に 木 材 自 給 率 1 8 . 1 %、外 材 率
8 1 . 2 %と い う 最 低 値 を 示 し た 。 し か し 、 国 内 に お い て 消 費 者 ニ ー ズ
に 沿 う た め に 「 新 流 通 ・ 加 工 シ ス テ ム 」 や 「 新 生 産 シ ス テ ム 」 を 実
施 し 、 国 産 材 を 利 用 し た 集 成 材 ・ 合 板 を 増 加 さ せ る こ と に 成 功 し て
い る 。故 に 、 2 0 0 9 年 の「 森 林 ・ 林 業 再 生 プ ラ ン 」の 公 表 が さ れ た と
き に は 、 木 材 需 要 量 は 6 4 , 7 9 9 千 ㎥ 、 木 材 供 給 量 は 6 4 , 2 5 6 千 ㎥ （ 木
材 自 給 率 2 7 . 4 %、 外 材 率 7 1 . 8 %） と 木 材 需 給 量 は 減 少 し て い る も の
の 、木 材 自 給 率 は 増 加 し 、外 材 率 は 減 少 傾 向 を 示 し て い る 。そ し て 、
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再 生 プ ラ ン の 影 響 等 も あ り 、 2 0 1 5 年 時 点 で 木 材 需 要 量 は 7 5 , 1 6 0 千
㎥ 、 木 材 供 給 量 は 7 4 , 8 4 5 千 ㎥ （ 木 材 自 給 率 3 2 . 7 %、 外 材 率 6 6 . 8 %）
と 木 材 需 給 量 は 若 干 で は あ る も の の 増 加 傾 向 を 示 し 、 木 材 自 給 率 も
増 加 傾 向 を 示 し て い る 。  
 
 
注 1： 需 給 量 は 、 丸 太 等 の 需 給 量 と 輸 入 し た 製 材 品 、 合 板 、 パ ル プ ・ チ ッ プ
等 の 製 品 を 丸 太 材 積 に 換 算 し た 需 給 量 と を 合 計 し た も の で あ る 。  
注 2：木 材 自 給 率 の 算 出 は 、「自 給 率 =国 内 生 産 量 ÷総 需 給 量 × 1 0 0 」で あ る 。  
出 典 ： 木 材 統 計 調 査 ： 農 林 水 産 省 ： 長 期 累 年 統 計 表 一 覧 ： h t t p : / / w w w. m a f f .  
g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u z a i / ， ( 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ) よ り 著 者 作 成  
図 1 - 4 - 2  低 成 長 期 に け る 木 材 需 給 量 の 推 移  
 
 図 1 - 4 - 3 は 、 低 成 長 期 に お け る 新 設 住 宅 着 工 戸 数 お よ び 木 造 住 宅
着 工 数 と 木 造 率 の 推 移 で あ る 。 低 成 長 期 で は 木 材 需 給 量 の 推 移 と 同
様 に 新 設 住 宅 着 工 戸 数 も 減 少 を 続 け て い る 。1 9 9 2 年 に 1 , 4 0 2 , 5 9 0 戸
（ 木 造 率 4 7 . 8 %）で あ っ た の が 、 1 9 9 7 年 に は 1 , 3 8 7 , 0 1 4 戸（ 木 造 率
4 4 . 1 %） と な り 、 ゆ る や か に 減 少 傾 向 と な っ て い く 。 さ ら に 、 2 0 0 7
年 の 「 リ ー マ ン ・ シ ョ ッ ク 」 を 契 機 に 新 設 住 宅 着 工 戸 数 は 、
1 0 , 6 0 7 , 7 4 1 戸 （ 木 造 率 4 7 . 6 % ） へ と 急 激 に 減 少 し 、 2 0 1 3 年 に は
9 8 7 , 2 5 4 戸 （ 木 造 率 5 5 . 7 %） に ま で 減 少 し て い る 。 し か し 、 木 造 率
に 着 目 す る と 上 昇 傾 向 を 示 し て い る 。と い う の も 、先 述 し て い る が 、
1 9 9 5 年 に 起 こ っ た「 阪 神 淡 路 大 震 災 」を 契 機 に 住 宅 の 耐 震 性 や 品 質
保 証 等 の 義 務 づ け が 制 度 化 さ れ た （ 品 確 法 ） 。 こ れ に よ り 、 建 築 用
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注 1： 1 9 6 4 年 以 前 の 木 造 住 宅 着 工 数 お よ び 木 造 率 の 統 計 は 、 集 計 さ れ て い
な い 。  
注 2：新 設 住 宅 着 工 戸 数 は 、一 戸 建 て・長 屋 建・共 同 住 宅（ 主 に マ ン シ ョ ン 、
ア パ ー ト 等 ） に お け る 戸 数 を 集 計 し た も の で あ る 。  
出 典：政 府 統 計 の 総 合 窓 口 /住 宅 着 工 統 計： h t t p s : / / w w w. e - s t a t . g o . j p / S G 1 / e s  
t a t / G L 0 8 0 2 0 1 0 1 . d o ? _ t o G L 0 8 0 2 0 1 0 1 _ & t s t a t C o d e = 0 0 0 0 0 1 0 1 6 9 6 6 & r e
q u e s t S e n d e r = s e a r c h ，（ 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ） よ り 著 者 作 成  
図 1 - 4 - 3  低 成 長 期 に お け る 新 設 住 宅 着 工 戸 数 お よ び  
木 造 住 宅 着 工 数 と 木 造 率 の 推 移  
 
次 に 、 図 1 - 4 - 4 の 木 材 需 要 量 の 内 訳 を み る と 、 1 9 9 2 年 は 製 材 用
5 0 , 5 5 1 千 ㎥ （ 4 6 . 4 %）、 合 板 用 4 2 , 7 6 0 千 ㎥ （ 3 9 . 4 %）、 パ ル プ ・ チ ッ
プ 用 1 3 , 8 0 0 千 ㎥ （ 1 2 . 7 %）、 そ の 他 用 1 , 4 2 0 千 ㎥ （ 1 . 3 %） で あ っ た
の が 、 1 9 9 8 年 に は 製 材 用 3 7 , 1 6 1 千 ㎥ （ 4 0 . 4 %）、 合 板 用 4 2 , 1 4 0 千
㎥（ 4 5 . 8 %）、パ ル プ・チ ッ プ 用 11 , 1 4 6 千 ㎥（ 1 2 . 1 %）、そ の 他 用 1 , 6 11
千 ㎥ （ 1 . 7 %） と な り 、 合 板 用 が 製 材 用 を 逆 転 し た 。 こ の 要 因 は 前 述
し た と お り で あ り 、 こ の 年 か ら 2 0 1 7 年 現 在 ま で 製 材 用 よ り も 合 板
用 の 供 給 量 が 多 い ま ま 推 移 し て い る 。  
ま た 、 低 成 長 期 に お け る 用 材 以 外 の 木 材 需 要 で 着 目 し た い 点 は 、
薪 炭 材 （ 燃 料 材 ） 量 で あ る 。 環 境 問 題 へ の 高 ま り か ら 木 質 バ イ オ マ
ス エ ネ ル ギ ー の 利 用 お よ び 推 進 が さ れ る よ う に な り 、1 9 9 2 年 に 6 4 0
千 ㎥ で あ っ た の が 、2 0 0 9 年 の「 森 林・林 業 再 生 プ ラ ン 」に よ り 1 , 0 4 7
千 ㎥ に ま で 増 加 し た 。そ し て 、2 0 1 5 年 時 点 で は 3 , 9 6 2 千 ㎥ に ま で 増
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注 1：「 そ の 他 用 」  は 、 構 造 用 集 成 材 ・ 加 工 材 ・ 枕 木 ・ 電 柱 ・ く い 丸 太 ・ 足
場 丸 太 等 で あ る 。  
注 2： 木 材 需 要 率 は 、「 木 材 需 要 率 =各 用 材 需 要 量 ÷用 材 総 需 要 量 × 1 0 0」 で
あ る 。用 材 総 需 要 量 は 、薪 炭 材（ 燃 料 材 ）お よ び し い た け 原 木 を 除 く 、
「 製 材 用 」、「 合 板 用 」、「 パ ル プ ・ チ ッ プ 用 」、「 そ の 他 用 」 を 用 材 と し
て 需 要 量 を 合 計 し た も の で あ る 。  
注 3： 1 9 8 8 年 か ら 「 貿 易 総 計 」 の 品 目 分 類 が 改 訂 さ れ た こ と に 伴 い 、 鉋 が
け 材 を 「 製 材 用 」 へ 含 め た た め 、 接 続 し な い 部 分 が あ る 。  
注 4： 2 0 0 8 年 か ら 「 貿 易 統 計 」 の 「 そ の 他 の 木 製 品 」 の 項 目 に 「 木 製 パ ネ
ル 」 が 追 加 さ れ た こ と か ら 「 輸 入 の そ の 他 」 に 計 上 し て い る 。 ま た 、
国 内 の 丸 太 等 か ら 生 産 さ れ た ペ レ ッ ト に つ い て 、2 0 1 1 年 か ら 2 0 1 3 年
は 薪 炭 材 ・ 薪 用 材 に 、 2 0 1 4 年 か ら は 燃 料 材 ・ 燃 料 用 チ ッ プ 等 用 材 に
計 上 し て い る 。  
注 5： 2 0 1 4 年 か ら 木 質 バ イ オ マ ス 発 電 施 設 等 に お い て 、 エ ネ ル ギ ー 利 用 さ
れ た 燃 料 用 チ ッ プ を 「 薪 炭 材 」 に 新 た に 計 上 す る こ と と し 、 項 目 名 を
「 薪 炭 材 」 か ら 「 燃 料 材 」 に 変 更 し た 。 こ の た め 、 2 0 1 3 年 以 前 に つ
い て は 「 薪 炭 材 」 の 数 量 を 、 2 0 1 4 年 に つ い て は 「 燃 料 材 」 の 数 値 を
記 載 し て い る 。  
出 典 ： 木 材 統 計 調 査 ： 農 林 水 産 省 ： 長 期 累 年 統 計 表 一 覧 ： h t t p : / / w w w. m a f f .  
g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u z a i / ， ( 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ) よ り 著 者 作 成  

















































- 46 - 
 次 に 、 低 成 長 期 に お け る 木 材 価 格 の 推 移 に つ い て 、 図 1 - 4 - 5 は 山
元 立 木 価 格 、 図 1 - 4 - 6 は 素 材 価 格 、 図 1 - 4 - 7 は 製 材 価 格 、 図 1 - 4 - 8
は 全 体 の 木 材 価 格 の 推 移 を 示 し た も の で あ る 。 低 成 長 期 に お け る 木
材 価 格 は 経 済 情 勢 と と も に 下 落 傾 向 を 示 し て い る 。1 9 9 2 年 の 立 木 価
格 は ス ギ 1 3 , 0 6 0 円 /㎥ 、 ヒ ノ キ 3 0 , 3 1 4 円 /㎥ 、 マ ツ 6 , 8 8 0 円 /㎥ 。 素
材 価 格 は ス ギ 中 丸 太 2 3 , 2 0 0 円 /㎥ 、 ヒ ノ キ 中 丸 太 5 9 , 1 0 0 円 /㎥ 、 カ
ラ マ ツ 中 丸 太 1 3 , 4 0 0 円 /㎥ 。 製 材 価 格 は ス ギ 正 角 6 0 , 4 0 0 円 /㎥ 、 ヒ
ノ キ 正 角 11 0 , 4 0 0 円 /㎥ 、エ ゾ マ ツ・ト ド マ ツ 正 角 4 6 , 1 0 0 円 /㎥ で あ
っ た 。1 9 9 7 年 は 横 這 い に て 推 移 し て い た も の の 、金 融 危 機 が 起 こ り 、
そ の 翌 年 の 1 9 9 8 年 に は 、 ス ギ 9 , 1 9 1 円 /㎥ 、 ヒ ノ キ 2 1 , 4 3 6 円 /㎥ 、
マ ツ 4 , 4 0 5 円 /㎥ 。素 材 価 格 は ス ギ 中 丸 太 1 8 , 9 0 0 円 /㎥ 、ヒ ノ キ 中 丸
太 4 3 , 2 0 0 円 /㎥ 、 カ ラ マ ツ 中 丸 太 1 2 , 0 0 0 円 /㎥ 。 製 材 価 格 は ス ギ 正
角 4 7 , 5 0 0 円 /㎥ 、 ヒ ノ キ 正 角 7 5 , 6 0 0 円 /㎥ 、 エ ゾ マ ツ ・ ト ド マ ツ 正
角 4 9 , 7 0 0 円 /㎥ と 大 幅 に 下 落 し た 。 ま た 、 消 費 者 の 建 築 用 材 の ニ ー
ズ 変 化 か ら 精 度・品 質 等 が 重 要 視 さ れ は じ め た こ と か ら 、K D 材（ 人
工 乾 燥 材 ） が 高 値 安 定 的 に 求 め ら れ 、 そ れ 故 に 1 9 9 8 年 の ス ギ 正 角
（ 乾 燥 ） は 6 1 , 5 0 0 円 /㎥ 、 ヒ ノ キ 正 角 （ 乾 燥 ） 9 3 , 7 0 0 円 /㎥ と 通 常
の 製 材 価 格（ グ リ ー ン 材（ 未 乾 燥 材 ））と 比 較 し て も 、乾 燥 さ せ て い
る こ と が 高 付 加 価 値 と な っ て い る 。そ し て 、「新 流 通・加 工 シ ス テ ム 」
や 「 新 生 産 シ ス テ ム 」、「 森 林 ・ 林 業 再 生 プ ラ ン 」 等 に よ る 国 産 材 の
安 定 し た 木 材 供 給 体 制 の 構 築 に よ っ て 、 低 質 材 利 用 が 増 加 し 、 そ の
結 果 と し て 、2 0 0 9 年 に は 立 木 価 格 は ス ギ 2 , 5 4 8 円 /㎥ 、ヒ ノ キ 7 , 8 5 0
円 /㎥ 、 マ ツ 1 , 4 6 6 円 /㎥ 。 素 材 価 格 は ス ギ 中 丸 太 1 0 , 9 0 0 円 /㎥ 、 ヒ
ノ キ 中 丸 太 2 1 , 3 0 0 円 /㎥ 、 カ ラ マ ツ 中 丸 太 1 0 , 1 0 0 円 /㎥ 。 製 材 価 格
は ス ギ 正 角 4 1 , 7 0 0 円 /㎥ 、 ヒ ノ キ 正 角 6 6 , 3 0 0 円 /㎥ 、 エ ゾ マ ツ ・ ト
ド マ ツ 正 角 5 0 , 5 0 0 円 /㎥ 、 ス ギ 正 角 （ 乾 燥 ） 5 9 , 7 0 0 円 /㎥ 、 ヒ ノ キ
正 角 （ 乾 燥 ） 7 9 , 9 0 0 円 /㎥ と 、 立 木 価 格 お よ び 素 材 価 格 は 大 幅 に 下
落 傾 向 を 示 し た 。 し か し 、 製 材 価 格 に つ い て は 若 干 の 下 落 に 留 ま っ
て お り 、 ど ち ら か と い う と 高 値 安 定 し た 価 格 形 成 を し て い る 。 そ し
て 、2 0 1 3 年 時 点 に お い て も 立 木 価 格 お よ び 素 材 価 格 は 若 干 の 下 落 な
い し 横 這 い に あ る の に 対 し て 、 製 材 価 格 は 上 昇 傾 向 に あ る 。  
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出 典 1： 日 本 不 動 産 研 究 所 ：『 山 林 素 地 及 び 山 元 立 木 価 格 調 (平 成 4 年 3 月 末
現 在 )』， 日 本 不 動 産 研 究 所 ， ( 2 0 0 5 . 1 0 . 3 0 ) ， p p 1 - 1 0 よ り 著 者 作 成  
出 典 2： 2 0 0 5 年 以 降 、『 ポ ケ ッ ト 農 林 水 産 統 計 』 の 平 成 1 6 年 度 か ら 平 成 2 6
年 度 版 を 参 考 に し 、 著 者 作 成  
図 1 - 4 - 5  低 成 長 期 に お け る 山 元 立 木 価 格 の 推 移  
 
 
出 典：木 材 価 格 統 計 調 査：農 林 水 産 省：長 期 累 年 統 計 調 査： h t t p : / / w w w. m a f f .  
g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u r y u / k a k a k u / i n d e x . h t m l ，（ 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ）よ
り 著 者 作 成  
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出 典：木 材 価 格 統 計 調 査：農 林 水 産 省：長 期 累 年 統 計 調 査： h t t p : / / w w w. m a f f .  
g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u r y u / k a k a k u / i n d e x . h t m l ，（ 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ）よ
り 著 者 作 成  
図 1 - 4 - 7  低 成 長 期 に お け る 製 材 価 格 の 推 移  
 
 
出 典 1： 日 本 不 動 産 研 究 所 ：『 山 林 素 地 及 び 山 元 立 木 価 格 調 (平 成 4 年 3 月 末
現 在 )』， 日 本 不 動 産 研 究 所 ， ( 2 0 0 5 . 1 0 . 3 0 ) ， p p 1 - 1 0 よ り 著 者 作 成  
出 典 2： 2 0 0 5 年 以 降 に お け る 山 元 立 木 価 格 に つ い て は 、『 ポ ケ ッ ト 農 林 水 産
統 計 』 の 平 成 1 6 年 度 か ら 平 成 2 6 年 度 版 を 参 考 に し 、 著 者 作 成  
出 典 3：木 材 価 格 統 計 調 査：農 林 水 産 省：長 期 累 年 統 計 調 査：h t t p : / / w w w. m a f f .  
g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u r y u / k a k a k u / i n d e x . h t m l ，（ 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ）
よ り 著 者 作 成  
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1 - 4 - 3  低 成 長 期 の 木 材 需 給 曲 線 （ 小 括 ）  
 本 項 で は 、 本 節 で 整 理 し た 内 容 と 木 材 需 給 動 向 お よ び 木 材 価 格 の
推 移 よ り 、 図 1 - 4 - 9 の 低 成 長 期 の 木 材 需 給 曲 線 を 作 成 し た 。 こ の 図
よ り 、 低 成 長 期 の 木 材 価 格 の 形 成 と 木 材 利 用 の 変 化 を 整 理 す る 。  
 低 成 長 期 の 木 材 需 給 曲 線 を 整 理 す る と 、木 材 需 要 は 低 迷 し て お り 、
減 少 傾 向 を 示 し て い る 。 ま た 、 安 定 成 長 期 終 盤 か ら 木 材 利 用 は 部 材
利 用 へ と 変 化 し た が 、 低 成 長 期 に お い て も そ れ は 継 続 ・ 推 進 さ れ て
お り 、 集 成 材 や 合 板 の 利 用 の ほ か に も 、 木 質 バ イ オ マ ス 利 用 や 新 た
な 製 品 利 用 （ C LT） な ど が 増 加 傾 向 に あ る 。 こ の こ と か ら 、 木 材 需
要 は 安 定 成 長 期 D が 左 に シ フ ト し 、低 成 長 期 D へ と 移 行 し た 。こ れ
に 対 し 、木 材 供 給 も 木 材 需 要 と 同 様 に 減 少 傾 向 を 示 し て い る 。ま た 、
安 定 成 長 期 と 同 様 に 低 成 長 期 に お い て も 外 材 支 配 下 体 制 は 続 い て い
る が 、 戦 後 に 植 林 し た 人 工 造 林 が 伐 期 を 迎 え 、 森 林 蓄 積 量 は 安 定 成
長 期 と 比 較 し て よ り 増 加 し て い る 。 木 材 需 要 を 充 足 で き る 供 給 力 と
な っ て は い る も の の 、 外 材 主 導 の 木 材 利 用 の ま ま で あ る た め に 、 木
材 は 過 剰 供 給 の 状 態 と な っ て い る 。 故 に 、 総 体 的 に み る と 木 材 供 給
は そ も そ も の 供 給 が 減 少 し て い る た め に 、安 定 成 長 期 S は 右 に シ フ
ト し 、 低 成 長 期 S へ と 移 行 し た 。 ま た 、 実 際 の 森 林 資 源 の 蓄 積 量 は
安 定 成 長 期 と 比 較 し て 、 よ り 増 加 し た こ と か ら 、 さ ら に 右 へ シ フ ト
し 、低 成 長 期 S 1 へ と 移 行 し て い る 。よ っ て 、低 成 長 期 の 木 材 価 格 は
安 定 成 長 期 に お け る 均 衡 価 格 P 2 か ら 低 成 長 期 D と 低 成 長 期 S の 交
点 で あ る 均 衡 価 格 P 4 へ と 下 降 し て い る 。ま た 、実 質 的 に は 低 成 長 期
D と 低 成 長 期 S 1 の 交 点 で あ る 均 衡 価 格 P 5 ま で 下 降 し て お り 、 木 材
価 格 は 顕 著 に 下 落 し て い る こ と が 明 ら か で あ る 。  
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出 典 1 ： 都 留 重 人 ：『 サ ム エ ル ソ ン 経 済 学 上 [ 原 書 第 9 版 ] 』， 岩 波 書 店 ，
( 1 9 7 4 . 4 . 2 7 )， p p 9 9 - 1 3 3 よ り 著 者 作 成  
出 典 2：高 橋 洋 一：『 た っ た 1 つ の 図 で わ か る ！ 図 解 経 済 学 入 門 』，あ さ 出 版 ，
（ 2 0 1 6 . 8 . 1 3 ）， 2 0 5 P よ り 著 者 作 成  
図 1 - 4 - 9  低 成 長 期 の 木 材 需 給 曲 線  
 
1 - 5  木 材 流 通 構 造 の 変 遷 と 木 材 利 用 お よ び 森 林 整 備 の 関 係 性  
 本 節 で は 、 本 章 で 整 理 し て き た こ と か ら 、 木 材 流 通 構 造 の 変 遷 と
木 材 利 用 お よ び 森 林 整 備 の 関 係 性 に つ い て ま と め 、 次 章 以 降 へ の 問
題 提 起 と し た い 。  
ま た 、 こ こ ま で の 結 果 を 整 理 す る と 、 わ が 国 の 林 業 政 策 の 展 開 過
程 に よ る 経 済 情 勢 は 表 1 - 5 - 1、 戦 後 復 興 期 か ら 低 成 長 期 ま で の 木 材
需 給 量 ・ 新 設 住 宅 着 工 戸 数 等 ・ 木 材 需 要 量 ・ 木 材 価 格 の 推 移 は 図
1 - 5 - 1 か ら 図 1 - 5 - 4 の と お り と な る 。 さ ら に 、 図 1 - 5 - 1 か ら 図 1 - 5 - 4
の 結 果 を 一 覧 表 と し て 整 理 し た も の が 、 表 1 - 5 - 2 の と お り で あ る 。  
 
表 1 - 5 - 1  わ が 国 の 林 業 政 策 の 展 開 過 程 と 経 済 情 勢 の 整 理  
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注 1： 需 給 量 は 、 丸 太 等 の 需 給 量 と 輸 入 し た 製 材 品 、 合 板 、 パ ル プ ・ チ ッ プ
等 の 製 品 を 丸 太 材 積 に 換 算 し た 需 給 量 と を 合 計 し た も の で あ る 。  
注 2：木 材 自 給 率 の 算 出 は 、「自 給 率 =国 内 生 産 量 ÷総 需 給 量 × 1 0 0 」で あ る 。  
出 典 ： 木 材 統 計 調 査 ： 農 林 水 産 省 ： 長 期 累 年 統 計 表 一 覧 ： h t t p : / / w w w. m a f f .  
g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u z a i / ， ( 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ) よ り 著 者 作 成  
図 1 - 5 - 1  わ が 国 に お け る 木 材 需 給 量 の 推 移  
 
注 1： 1 9 6 4 年 以 前 の 木 造 住 宅 着 工 数 お よ び 木 造 率 の 統 計 は 、 集 計 さ れ て い
な い 。  
注 2： 1 9 7 3 年 よ り 、 沖 縄 県 分 の 新 設 住 宅 着 工 戸 数 を 含 む 。  
注 3：新 設 住 宅 着 工 戸 数 は 、一 戸 建 て・長 屋 建・共 同 住 宅（ 主 に マ ン シ ョ ン 、
ア パ ー ト 等 ） に お け る 戸 数 を 集 計 し た も の で あ る 。  
出 典：政 府 統 計 の 総 合 窓 口 /住 宅 着 工 統 計： h t t p s : / / w w w. e - s t a t . g o . j p / S G 1 / e s  
t a t / G L 0 8 0 2 0 1 0 1 . d o ? _ t o G L 0 8 0 2 0 1 0 1 _ & t s t a t C o d e = 0 0 0 0 0 1 0 1 6 9 6 6 & r e
q u e s t S e n d e r = s e a r c h ，（ 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ） よ り 著 者 作 成  
図 1 - 5 - 2  わ が 国 に お け る 新 設 住 宅 着 工 戸 数 お よ び  











































































注 1：「 そ の 他 用 」  は 、 構 造 用 集 成 材 ・ 加 工 材 ・ 枕 木 ・ 電 柱 ・ く い 丸 太 ・ 足
場 丸 太 等 で あ る 。  
注 2： 木 材 需 要 率 は 、「 木 材 需 要 率 =各 用 材 需 要 量 ÷用 材 総 需 要 量 × 1 0 0」 で
あ る 。用 材 総 需 要 量 は 、薪 炭 材（ 燃 料 材 ）お よ び し い た け 原 木 を 除 く 、
「 製 材 用 」、「 合 板 用 」、「 パ ル プ ・ チ ッ プ 用 」、「 そ の 他 用 」 を 用 材 と し
て 需 要 量 を 合 計 し た も の で あ る 。  
注 3： 1 9 8 8 年 か ら 「 貿 易 総 計 」 の 品 目 分 類 が 改 訂 さ れ た こ と に 伴 い 、 鉋 が
け 材 を 「 製 材 用 」 へ 含 め た た め 、 接 続 し な い 部 分 が あ る 。  
注 4： 2 0 0 8 年 か ら 「 貿 易 統 計 」 の 「 そ の 他 の 木 製 品 」 の 項 目 に 「 木 製 パ ネ
ル 」 が 追 加 さ れ た こ と か ら 「 輸 入 の そ の 他 」 に 計 上 し て い る 。 ま た 、
国 内 の 丸 太 等 か ら 生 産 さ れ た ペ レ ッ ト に つ い て 、2 0 1 1 年 か ら 2 0 1 3 年
は 薪 炭 材 ・ 薪 用 材 に 、 2 0 1 4 年 か ら は 燃 料 材 ・ 燃 料 用 チ ッ プ 等 用 材 に
計 上 し て い る 。  
注 5： 2 0 1 4 年 か ら 木 質 バ イ オ マ ス 発 電 施 設 等 に お い て 、 エ ネ ル ギ ー 利 用 さ
れ た 燃 料 用 チ ッ プ を 「 薪 炭 材 」 に 新 た に 計 上 す る こ と と し 、 項 目 名 を
「 薪 炭 材 」 か ら 「 燃 料 材 」 に 変 更 し た 。 こ の た め 、 2 0 1 3 年 以 前 に つ
い て は 「 薪 炭 材 」 の 数 量 を 、 2 0 1 4 年 に つ い て は 「 燃 料 材 」 の 数 値 を
記 載 し て い る 。  
出 典 ： 木 材 統 計 調 査 ： 農 林 水 産 省 ： 長 期 累 年 統 計 表 一 覧 ： h t t p : / / w w w. m a f f .  
g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u z a i / ， ( 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ) よ り 著 者 作 成  
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出 典 1： 日 本 不 動 産 研 究 所 ：『 山 林 素 地 及 び 山 元 立 木 価 格 調 (平 成 4 年 3 月 末
現 在 )』， 日 本 不 動 産 研 究 所 ， ( 2 0 0 5 . 1 0 . 3 0 ) ， p p 1 - 1 0 よ り 著 者 作 成  
出 典 2： 2 0 0 5 年 以 降 に お け る 山 元 立 木 価 格 に つ い て は 、『 ポ ケ ッ ト 農 林 水 産
統 計 』 の 平 成 1 6 年 度 か ら 平 成 2 6 年 度 版 を 参 考 に し 、 著 者 作 成  
出 典 3：木 材 価 格 統 計 調 査：農 林 水 産 省：長 期 累 年 統 計 調 査：h t t p : / / w w w. m a f f .  
g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u r y u / k a k a k u / i n d e x . h t m l ，（ 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ）
よ り 著 者 作 成  
図 1 - 5 - 4  わ が 国 に お け る 木 材 価 格 の 推 移  
 
表 1 - 5 - 2  戦 後 に お け る わ が 国 の 木 材 需 給 ・ 住 宅 動 向 ・ 木 材 利 用 ・
木 材 価 格 ・ 森 林 整 備 の 変 遷  
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 こ れ ら の 木 材 流 通 構 造 の 変 遷 よ り 、 特 徴 的 な こ と を 整 理 す る と 、
１ つ は 、 高 度 経 済 成 長 期 に お い て は 、 木 材 の 利 用 が 国 産 材 の 丸 太 や
製 材 品 の 需 要 が 主 体 と な り 、 国 産 材 の 供 給 不 足 か ら 価 格 の 高 騰 と な
っ て 、 森 林 整 備 も 拡 大 造 林 政 策 と と も に 推 進 さ れ た こ と 。 ２ つ は 、
安 定 成 長 期 に は 外 材 支 配 体 制 と な る 中 で 、 国 産 材 の 高 級 材 と し て の
利 用 、 外 材 の 合 板 利 用 な ど 差 別 化 が 図 ら れ て い る こ と 。 し か し 、 外
材 に よ る ２ ×４ 工 法 や 合 板 な ど に よ っ て 、国 産 材 の 価 格 は 下 落 す る 。
国 産 材 価 格 の 下 落 は あ っ た も の の 、 国 内 森 林 資 源 が 成 熟 途 上 に あ る
こ と か ら 、 製 材 品 や 乾 燥 材 品 な ど は 高 値 に 推 移 し て い た 。 し た が っ
て 、 森 林 整 備 も 除 間 伐 を 主 体 に 保 育 が 進 む 傾 向 に あ っ た 。 ３ つ は 、
木 材 利 用 が 合 板 や 集 成 材 に 移 行 し つ つ あ る 現 在 で は 、 国 産 材 に 対 す
る ニ ー ズ と は 裏 腹 に 、 ス ギ ・ ヒ ノ キ で の 集 成 材 加 工 が 可 能 に な っ た
こ と を 受 け 、 国 産 材 の 大 半 は そ れ ら の 原 料 と し て 利 用 さ れ る よ う に
な っ て い く 。 他 方 、 国 内 森 林 資 源 は 伐 期 に 達 し て い る 林 分 も 少 な く
な い こ と か ら 、 供 給 過 剰 に あ っ て 木 材 価 格 は 常 に 下 落 す る 傾 向 に あ
る 。 こ の よ う な 中 で は 、 森 林 荒 廃 が 進 む 傾 向 に あ る と 考 え ら れ る 。  
ま た 、木 材 利 用 の 形 態 と そ の 位 置 づ け は 大 ま か に ３ つ に 区 分 さ れ 、
図 1 - 5 - 5 の と お り に 整 理 で き た 1 )。 １ つ は 、 戦 前 ・ 戦 中 か ら 戦 後 復
興 期 で 、 木 材 利 用 の 形 態 と し て 、 丸 太 や 製 材 品 （ 無 垢 材 や 役 物 ） を
産 出 す る 森 林 と 密 着 し た「 森 林 産 物 的 銘 柄 形 成 」（地 域 特 性 を 活 か し 、
自 然 ・ 歴 史 的 条 件 を 満 た し た 良 質 材 利 用 ） で あ っ た 。 し た が っ て 、
森 林 整 備 は 適 正 に 進 め ら れ て い た 。 ま た 、 木 材 利 用 の 形 態 の 位 置 づ
け は 、「森 林 産 物 的 銘 柄 形 成 」の み で あ っ た 。２ つ は 、高 度 経 済 成 長
期 に 入 る と 、 木 材 資 本 は 生 産 資 本 か ら 木 材 商 社 資 本 や 加 工 資 本 等 へ
と 移 り 、 製 品 基 軸 の 買 手 市 場 と な り 、 製 材 産 地 （ 加 工 工 場 の 場 所 ）
を 産 地 と す る「 加 工 製 品 的 銘 柄 形 成 」（外 材 支 配 下 の 対 抗 と し て 、外
材 と 市 場 競 争 し な い 無 節 な ど の 役 物 等 を 利 用 し た 高 級 製 材 品 利 用 ）
が 主 体 と な っ た 。 森 林 整 備 は 条 件 の 不 利 な と こ ろ か ら 放 置 さ れ る 傾
向 に あ っ た と 考 え ら れ る 。ま た 、木 材 利 用 の 形 態 の 位 置 づ け は 、「森
林 産 物 的 銘 柄 形 成 」 を 主 体 と し な が ら も 、 そ の 中 に 「 加 工 製 品 的 銘
柄 形 成 」を 高 付 加 価 値 材 と し て 、「一 般 材 」と 差 別 化 し な が ら 木 材 利
用 を し て い た と 考 え ら れ る 。３ つ に 、 1 9 8 0 年 代 以 降 、 G AT T や 日 米
                                                   
1 )  既 存 研 究 の 論 点 整 理 に よ り 著 者 が 区 分 わ け し た 。 既 存 研 究 は 、 主 に 林 業
地 域 の 構 造 問 題 や 林 業 資 本 蓄 積（ 鈴 木 尚 夫 氏・半 田 良 一 氏 ）、林 業 産 地 化 ・
地 域 林 業 組 織 化 （ 森 田 学 氏 ・ 安 藤 嘉 友 氏 ） な ど で あ る 。 参 考 文 献 等 に つ
い て は 、 序 論 お よ び 本 論 文 巻 末 の 参 考 文 献 リ ス ト に 記 載 す る 。  
- 55 - 
林 産 物 協 議 等 の 中 で 、 木 材 の 製 品 輸 入 が 拡 大 し 、 住 宅 メ ー カ ー が 直
接 的 に 外 材 輸 入 を 促 進 す る よ う に な る と 、 高 級 製 材 品 よ り も 大 量 生
産 ・ 低 価 格 の 製 品 が 求 め ら れ 、 高 級 製 材 品 の 市 場 が 縮 小 し 、 低 質 材
の 利 用 や 一 般 製 材 品 の 商 品 差 別 化 を 激 化 さ せ な が ら 、 並 材 の 安 定 し
た 生 産 を 目 的 と し た「 多 種 加 工 製 品 的 産 地 形 成 」（複 雑 多 岐 な 木 材 利
用 に 対 応 し 、 多 段 階 の 品 質 と 規 格 基 準 を 設 定 し た 部 材 （ 集 成 材 ・ 合
板 ・ C LT あ る い は 木 質 バ イ オ マ ス 等 ） 利 用 ） が 確 立 さ れ た 。 ま た 、
木 材 利 用 の 形 態 の 位 置 づ け は 、 ２ つ 目 の 位 置 づ け か ら 「 多 種 加 工 製
品 的 産 地 形 成 」 を 主 体 と す る 位 置 づ け に 転 換 し 、 そ の 中 に 「 森 林 産
物 的 銘 柄 形 成 」 と 「 加 工 製 品 的 銘 柄 形 成 」 に よ っ て 、 高 付 加 価 値 材
生 産 と し て 発 展 し 、 現 在 に 至 る と 考 え ら れ る 。 さ ら に 、 森 林 整 備 で
は 先 述 し て き た 木 材 価 格 の 形 成 （ 価 格 の 大 幅 な 下 落 傾 向 ） で は 、 林
業 離 れ が 急 速 に 進 む と い え 、 適 正 な 森 林 整 備 に は つ な が っ て い な い
と い え る だ ろ う 。  
 
 
出 典 ： 既 存 研 究 の 整 理 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 1 - 5 - 5  戦 後 に お け る わ が 国 の 木 材 流 通 構 造 の 変 遷 と  
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 さ ら に 、 木 材 流 通 構 造 の 変 遷 と 木 材 利 用 形 態 の 変 化 に つ い て 整 理
し た が 、 こ れ ら を 本 章 で 用 い て き た 木 材 需 給 曲 線 と の 関 わ り で み る
と 、 図 1 - 5 - 6 の よ う に な る 。  
 
出 典 1 ： 都 留 重 人 ：『 サ ム エ ル ソ ン 経 済 学 上 [ 原 書 第 9 版 ] 』， 岩 波 書 店 ，
( 1 9 7 4 . 4 . 2 7 ) ， p p 9 9 - 1 3 3 よ り 著 者 作 成  
出 典 2：高 橋 洋 一：『 た っ た 1 つ の 図 で わ か る ！ 図 解 経 済 学 入 門 』，あ さ 出 版 ，
（ 2 0 1 6 . 8 . 1 3 ）， 2 0 5 P よ り 著 者 作 成  
図 1 - 5 - 6  戦 後 に お け る わ が 国 の 木 材 需 給 曲 線 の 変 遷  
 
こ の 図 よ り 、 ① 戦 後 復 興 期 は 、 木 材 需 要 は 戦 後 の 復 興 資 材 の た め
に 需 要 が 拡 大 す る（ 右 シ フ ト ）。こ れ に 対 し 、木 材 供 給 は 軍 需 特 需 や
復 興 資 材 特 需 に よ っ て 、森 林 資 源 が 制 約 を 受 け 、供 給 不 足 と な る（ 左
シ フ ト ）。す な わ ち 、需 要 拡 大 に 供 給 不 足 と な っ て 木 材 価 格 は 高 騰 す
る 。 ② 高 度 経 済 成 長 期 で は 、 戦 後 経 済 か ら 急 激 な 高 度 成 長 を 遂 げ 、
林 業 生 産 も 活 発 化 し た こ と か ら 、 木 材 需 要 は 需 要 拡 大 と な る （ 右 シ
フ ト：高 度 経 済 成 長 期 D）。こ れ に 対 し 、国 内 の 森 林 資 源 で は 供 給 が
間 に 合 わ ず 、 需 要 に 供 給 が 追 い 付 か ず 供 給 不 足 と な っ て 木 材 価 格 は
上 昇 す る（ 左 シ フ ト：高 度 経 済 成 長 期 S、木 材 価 格 は 均 衡 価 格 P 1）。
③ 安 定 成 長 期 は 、 木 材 需 要 は 維 持 ま た 若 干 減 少 （ 安 定 成 長 期 D） す
る が 、 木 材 利 用 の 形 態 が 合 板 等 の 部 材 化 に シ フ ト す る 。 こ う し た 中
で 、 木 材 供 給 は 外 材 輸 入 に よ る 木 材 需 給 の 補 填 （ 外 材 依 存 ） に よ っ
て 、 国 産 材 は 資 源 的 に 十 分 充 足 し て い る も の の （ 安 定 成 長 期 S 1）、
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格 は 無 垢 材 は 高 値 で 推 移 す る が 、 一 般 材 は 下 落 す る （ 木 材 価 格 は 均
衡 価 格 P 2、実 際 は 均 衡 価 格 P 3）。④ 低 成 長 期 は 、木 材 需 要 は 低 迷（ 左
シ フ ト ： 低 成 長 期 D） す る と と も に 、 木 材 利 用 が 合 板 や 集 成 材 が 台
頭 し 、近 年 で は 木 質 バ イ オ マ ス 利 用 や C LT な ど 、国 産 材 が 利 用 さ れ
る よ う に な る 中 で 、 戦 後 に 植 林 し た 人 工 林 が 伐 期 と な り 、 森 林 蓄 積
量 が 成 熟 す る も の の 、 実 質 的 に は 外 材 利 用 と な る た め 過 剰 供 給 の 状
態 に あ る （ 右 シ フ ト ： 低 成 長 期 S、 木 材 価 格 は 均 衡 価 格 P 4）。 無 垢
材 の 利 用 が 期 待 さ れ ず に 合 板 や 集 成 材 ・ C LT な ど が 増 加 す る と 、長
期 的 な 木 材 供 給 過 剰 が 続 く こ と と な り 、 木 材 価 格 は 低 迷 を 続 け る こ
と が 予 測 さ れ る（ さ ら に 右 シ フ ト ： 低 成 長 期 S 1、木 材 価 格 は 均 衡 価
格 P 5）。  
 以 上 の こ と か ら 、 木 材 価 格 の 形 成 は 、 外 材 依 存 （ 外 材 支 配 下 ） に
あ っ て 、 木 材 利 用 の 形 態 変 化 も 一 因 だ と 考 え ら れ る 。 ま た 、 持 続 的
な 森 林 整 備 に つ い て は 、森 林 経 営 者 の 安 定 し た 所 得 の 確 保 が 必 要 で 、
そ の た め に は 安 定 し た 木 材 価 格 の 形 成 と 再 生 産 に 必 要 な 林 業 所 得 を
得 る こ と が 必 要 で あ ろ う 。 整 理 し た 結 果 よ り 、 安 定 し た 木 材 価 格 の
形 成 を 期 待 で き る の は 、「森 林 産 物 的 銘 柄 形 成 」お よ び「 加 工 製 品 的
銘 柄 形 成 」 で あ っ た 。 こ の 木 材 利 用 形 態 を 進 め て い る の は 戦 後 復 興
期 お よ び 高 度 経 済 成 長 期 で あ り 、 林 業 所 得 も 十 分 に 得 る こ と が で き
て お り 、 林 業 再 生 産 も 継 続 的 に 行 わ れ て い た 。 つ ま り 、 地 域 特 性 い
わ ば 地 域 に 密 着 し て 生 産 さ れ る 良 質 材 ま た は 高 級 製 材 品 （ 高 付 加 価
値 材 ） の 木 材 利 用 形 態 の 時 は 、 林 業 が 産 業 と し て 成 り 立 ち 、 な お か
つ 、 森 林 整 備 が 進 む 傾 向 に あ っ た と い え る の で は な い か 。  
 故 に 、本 章 の 結 果 を 踏 ま え 、本 研 究 で は 、「森 林 の 適 正 な 整 備 に は
生 産 資 本 部 分 に 再 生 産 の た め の 費 用 を 捻 出 す る 必 要 が あ る 」 こ と 。
そ の た め に 、「木 材 流 通 部 分 に 森 林 整 備 に 関 わ る 費 用 の 一 部 が 、持 続
的 に 還 元 さ れ る こ と に よ っ て 、 適 正 な 森 林 整 備 が 達 成 さ れ る 」 と い
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２  都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 導 入 と 森 林 整 備 の 現 状 と 課 題  
 １ 章 で は 、 既 存 研 究 や 資 料 等 の 整 理 を 行 っ た 上 で 、 戦 後 に お け る
わ が 国 の 林 業 政 策 の 展 開 と 木 材 利 用 ・ 木 材 流 通 構 造 ・ 森 林 整 備 の 変
遷 に つ い て 整 理 し た 。 ま た 、 戦 後 の 木 材 価 格 の 形 成 を 木 材 利 用 の 変
化 と の 関 係 で 明 ら か に し た 。 明 ら か に し た こ と は 、 木 材 価 格 の 形 成
は 木 材 利 用 の 形 態 変 化 も 一 因 で あ る こ と 。 ま た 、 森 林 整 備 に 着 目 し
た と き 、「森 林 産 物 的 銘 柄 形 成 」ま た「 加 工 製 品 的 銘 柄 形 成 」の 形 態 、
つ ま り 、 地 域 特 性 い わ ば 地 域 に 密 着 し て 生 産 さ れ る 地 域 材 、 そ の 中
で も 良 質 材 や 高 級 製 材 品（ 高 付 加 価 値 材 ）の 利 用 形 態 の 時 で あ れ ば 、
林 業 が 産 業 と し て 成 り 立 ち 、 森 林 整 備 が 進 む 傾 向 に あ っ た 。  
こ の こ と か ら 、 本 章 で は 、 現 代 の 木 材 利 用 の 形 態 で あ る 「 多 種 加
工 製 品 的 産 地 形 成 」 の 取 り 組 み の 中 で 、 森 林 ・ 林 業 の 再 生 産 や 適 正
な 森 林 整 備 、 木 材 の 利 用 拡 大 の た め と し て 、 各 都 道 府 県 が 実 施 し て
い る 「 都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 」 に 着 目 し 、 都 道 府 県 ご と の 本 制 度 の
意 義 や 有 効 性 に つ い て 、意 識 お よ び 実 態 調 査 を 行 い 、そ の 結 果 よ り 、
現 代 の 木 材 利 用 形 態 の 推 進 し て い る 本 制 度 の 現 状 と 森 林 整 備 の 関 係
を 明 ら か に す る 1 )。  
 
2 - 1  都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 成 り 立 ち  
 2 0 1 7 年 現 在 、わ が 国 で は 森 林 に 対 す る 期 待 が 環 境 問 題 に 対 す る 関
心 ・ 意 識 の 高 ま り な ど に よ り 多 様 化 し て い る 。 他 方 、 戦 後 に 植 林 さ
れ た 約 1 , 0 0 0 万 h a の 人 工 林 は 樹 齢 7 0 年 を 超 す も の が 大 半 を 占 め る
な ど 、 人 工 林 を 中 心 に 森 林 資 源 が 成 熟 し て い る 。 し か し 、 森 林 の 適
正 な 管 理 ・ 経 営 の 進 捗 は 、 戦 後 に お け る 一 貫 し た 農 林 産 物 輸 入 の 拡
大 政 策 等 に よ っ て 芳 し く な い 状 況 で あ る 。  
 こ れ ら を 背 景 と し て 、 各 都 道 府 県 で は 独 自 に 「 都 道 府 県 産 材 認 証
制 度（ 以 下 、県 産 材 認 証 制 度 ）」を 策 定 お よ び 施 行 を は じ め た 。県 産
材 認 証 制 度 は 、 １ つ は 木 材 の 質 を 保 証 で き る こ と 。 ２ つ は 、 木 材 の
安 定 供 給 を 可 能 と し 、木 材 利 用 を 活 性 化 さ せ る こ と 。３ つ は 、「持 続
可 能 な 森 林 経 営 」 を 目 指 す こ と 。 ４ つ は 、 消 費 者 の 木 材 購 入 の 意 欲
向 上 に つ な が る こ と を 目 的 と し て い る 。2 0 1 5 年 時 点 で は 、ほ ぼ 全 県
に わ た り 制 度 化 さ れ て い る が 、 実 際 の 木 材 流 通 や 森 林 整 備 等 に ど れ
                                                   
1 )  本 章 は 、窪 江 優 美：「 県 産 材 認 証 制 度 の 有 効 性 -関 東 圏 を 対 象 と し て -」，『東
京 農 業 大 学 修 士 論 文 』， 東 京 農 業 大 学 大 学 院 農 学 研 究 科 林 学 専 攻 ，
（ 2 0 1 5 . 3 . 2 0 ）， 7 3 p を 基 に し 、 加 筆 修 正 を し た も の で あ る 。  
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ほ ど 寄 与 し て い る か 否 か は 定 か で は な い 。  
 さ ら に 、 既 住 の 研 究 を 概 観 す る と 、 県 産 材 需 給 お よ び そ れ ら を 認
証 す る 制 度 の 実 態 に つ い て は 、 全 国 を 網 羅 す る 資 料 や 研 究 成 果 は 乏
し く 、 特 定 の 都 道 府 県 を 事 例 と し た 県 産 材 や 地 域 材 の 利 用 に 着 目 す
る と 、全 国 林 業 改 良 普 及 協 会 1 )や 高 橋 伸 幸 ら 2 )の 研 究 成 果 が 散 見 さ れ
る の み で あ る 。一 方 、地 域 材 の ブ ラ ン ド 化 に つ い て は 松 隈 久 昭 3 )が 、
ブ ラ ン ド 材 の 地 域 に お け る 木 材 流 通 戦 略 等 に 関 す る も の は 黒 瀧 秀 久
4 )が 論 及 し て い る 。 ま た 、 県 産 材 以 外 の 呼 称 で 呼 ば れ る 材 の 位 置 づ
け や 利 用 に つ い て は ウ ッ ド マ イ ル ズ 研 究 会 5 ) 6 ) や 山 内 一 矢 ら 7 ) が 発
表 し て い る 。 さ ら に 、 県 産 材 の 供 給 に つ い て は 尾 谷 寅 雄 8 ) が 経 営 者
視 点 か ら 論 じ て い る 。 そ の ほ か 、 藤 原 敬 9 ) 1 0 )の 木 材 の 高 付 加 価 値 化
に 関 す る 制 度 的 な 取 組 等 の 研 究 が あ る 。 こ の よ う に 全 国 を 俯 瞰 す る
研 究 に つ い て は 不 十 分 な 現 状 に あ り 、 2 0 1 4 年 に 根 本 昌 彦 1 1 )が 県 産
材 認 証 制 度 の 特 徴 に 関 し て 述 べ て は い る も の の 、 木 材 流 通 や 森 林 整
備 と の 関 連 す る も の は な い 。  
 
 
                                                   
1 )  全 国 林 業 改 良 普 及 会 ：「 環 境 配 慮 と ト レ ー サ ビ リ テ ィ を P R し た 地 域 材 の
商 流 を 創 る -徳 島 県 美 馬 地 域 (特 集 森 林 認 証 を 支 援 す る 普 及 活 動 )  -」，『現 代
林 業 』， 全 国 林 業 改 良 普 及 協 会 ， ( 2 0 0 9 ) ， 5 1 7 ： p p 2 0 - 2 5  
2 )  高 橋 伸 幸：「 県 産 材 の 需 要 拡 大 へ -「 渋 川 県 産 材 セ ン タ ー 」の 取 組 み -」，『山
林 』， 大 日 本 山 林 会 ， ( 2 0 1 2 ) ， № 1 5 3 2： p p 2 8 - 3 6  
3 )  松 隈 久 昭 ：「 国 産 材 の ブ ラ ン ド 化 と マ ー ケ テ ィ ン グ 戦 略 」，『 大 分 大 学 経 済
論 集 』， 大 分 大 学 ， ( 2 0 0 6 ) ， 5 8： ( 3 )， p p 3 7 - 5 9  
4 )  黒 瀧 秀 久 ：「 広 域 連 携 を 通 じ た 森 林 認 証 取 得 に よ る 林 業 再 生 -綱 走 西 部 流
域 の 取 り 組 み を 中 心 に -」，『山 林 』，大 日 本 山 林 会 ， ( 2 0 1 3 ) ，№ 1 5 4 6： p p 2 - 9  
5 )  ウ ッ ド マ イ ル ズ 研 究 会 ：『 地 場 産 材 の 定 義 を 考 え る -地 場 産 材 の 信 用 状 況
と 流 通 把 握 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 、 及 び ウ ッ ド マ イ ル ズ の 視 点 か ら の
地 場 産 材 の 定 義 の 提 案 -』，ウ ッ ド マ イ ル ズ 研 究 ノ ー ト ，( 2 0 0 6 ) ，(そ の 1 5 )，
p p 1 - 1 7  
6 )  ウ ッ ド マ イ ル ズ 研 究 会 ：『 ウ ッ ド マ イ ル ズ 地 元 の 木 を 使 う こ れ だ け の 理
由 』， 農 山 漁 村 文 化 協 会 ， ( 2 0 0 7 . 3 . 1 5 )  
7 )  山 内 一 矢 ・ 浅 野 良 晴 ・ 高 村 秀 紀 ：「 地 場 産 材 を 使 用 し た 住 宅 に お け る 木 材
の ラ イ フ サ イ ク ル ア セ ス メ ン ト に 関 す る 基 礎 調 査 」，『 日 本 建 築 学 会 北 陸
支 部 研 究 報 告 書 』， 日 本 建 築 学 会 ， ( 2 0 0 9 )， ( 5 2 )， p 2 9 9 - 3 0 2  
8 )  尾 谷 寅 雄 ：「 地 域 の 木 を ニ ー ズ に 応 え て お 客 さ ま の も と へ -所 有 山 林 の 経
営 か ら 伐 出・製 材 、工 務 店 と の 連 携 ま で -」，『山 林 』，大 日 本 山 林 会 ，( 2 0 1 3 ) ，
№ 1 5 4 9： p p 1 0 - 1 6  
9 )  藤 原 敬 ：「 県 産 材 認 証 と F S C 認 証 の 間 地 域 材 認 証 に グ ロ ー バ ル ス タ ン ダ
ー ド の 視 点 を ． 日 本 の 森 林 を 考 え る 」， ( 2 0 0 1 ) ， 通 巻 1 2 号 ： p p 5 0 ‐ 5 6  
1 0 )  藤 原 敬 ：「 地 域 材 利 用 の 推 進 と 森 林 認 証 」，『 森 林 科 学 』， ( 2 0 0 4 ) ， 4 2：
p p 6 5 - 7 0  
1 1 )  根 本 昌 彦：「 都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 現 状 と 課 題 － 自 律 的 な 品 質 認 証 か ら
囲 い 込 み の 隘 路 へ － 」，『木 材 情 報 』，日 本 木 材 総 合 情 報 セ ン タ ー ，( 2 0 1 4 . 4 ) ，
(４ )： p p 1 0 - 1 7  
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2 - 2  都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 概 要  
 全 国 に お け る 県 産 材 認 証 制 度 の 現 状 の 把 握 、 ま た 、 県 産 材 に 関 す
る 意 識 を 明 ら か に す る た め 、 4 7 都 道 府 県 （ 4 8 部 署 ） 1 )お よ び 3 4 認
証 団 体 の 計 8 2 件 を 対 象 に 、 質 問 紙 法 を 用 い た 意 識 調 査 お よ び イ ン
タ ー ネ ッ ト に よ る 調 査 2 )を 実 施 し た 3 )。  
な お 、 本 研 究 に お け る 認 証 団 体 と は 、 行 政 機 関 が 県 産 材 認 証 制 度
に つ い て 委 託 ま た は 協 同 し て 取 り 組 む 県 産 材 推 進 協 議 会 や 県 産 材 認
証 セ ン タ ー 等 の 名 称 を 持 つ 機 関 を 指 し て い る 。ま た 、2 0 1 2 年 の 時 点
で 4 7 都 道 府 県 中 3 4 件 が 認 証 団 体 を 設 置 し て い た 4 )。  
ま た 、 既 述 の 調 査 結 果 よ り 、 各 都 道 府 県 に み ら れ た 要 綱 ・ 要 領 ・
条 例 か ら 各 制 度 に み ら れ る 目 的 ・ 対 象 ・ 効 果 に つ い て 分 析 し 、 県 産
材 認 証 制 度 の 現 状 把 握 を 行 っ た 5 )。 さ ら に 、 各 都 道 府 県 の 県 産 材 認
証 制 度 に 関 す る 要 綱 ・ 要 領 ・ 条 例 の 内 容 を 項 目 ご と に 整 理 し た 6 ) 。
整 理 内 容 は 、１ つ は「 都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 有 無 等 」、２ つ は「 都
道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 目 的 お よ び 対 象 認 証 範 囲 」、３ つ は「 都 道 府 県
産 材 認 証 制 度 の 利 用 要 件 お よ び 期 待 で き る 効 果 」、４ つ は「 都 道 府 県
産 材 認 証 制 度 の 意 識 に つ い て 」 の ４ つ で あ る 。  
上 述 の 調 査 概 要 お よ び 調 査 回 答 者 一 覧 の 詳 細 を 表 2 - 2 - 1 お よ び 表
2 - 2 - 2 に 示 し た 。 質 問 紙 法 に よ る 調 査 票 の 送 付 日 は 、 2 0 1 2 年 ７ 月 ５
日 で あ り 、 回 答 期 限 を ７ 月 2 7 日 と し 、 回 収 数 は 6 5 件 （ 8 3 %（ 行 政
機 関 は 8 7 . 5 %、認 証 団 体 は 7 6 . 6 %））と な っ た 。な お 、得 ら れ た 結 果
の 中 で 、 都 道 府 県 と 認 証 団 体 が 回 答 を 協 議 し 、 内 容 を 一 つ に 再 整 理
し た も の が ４ 県 （ 宮 城 県 ・ 山 形 県 ・ 山 口 県 ・ 鹿 児 島 県 ） あ り 、 こ れ
ら に つ い て は 、 １ 件 の 回 答 と し て 扱 い 、 県 か ら の 回 答 内 容 と 見 な し
た 7 ) 。 ま た 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し た 認 証 団 体 を 対 象 と す る 調 査
に つ い て は 、 3 4 団 体 中 2 3 団 体 か ら の 回 答 が 得 ら れ た 。  
                                                   
1 )  4 7 都 道 府 県 を 対 象 と し て い る が 、 愛 媛 県 に 県 産 材 に つ い て 担 当 す る 課 が
2 部 署 あ り 、 2 通 の 調 査 票 を 送 付 し た た め 、 実 質 は 4 8 都 道 府 県 で あ る 。  
2 )  イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 調 査 は 、 一 部 の 不 明 点 を 補 う も の で あ る 。  
3 )  認 証 団 体 を 調 査 対 象 に 含 め た の は 、 行 政 機 関 と 認 証 団 体 で は 県 産 材 認 証
制 度 ・ 県 産 材 利 用 に 対 す る 考 え 方 に 差 異 が あ る の で は な い か と 推 測 し た
た め で あ る 。  
4 )  4 7 都 道 府 県 お よ び 県 森 連 ・ 県 木 連 の ホ ー ム ペ ー ジ よ り 著 者 が 確 認 し た 。  
5 )  本 節 は 、 窪 江 優 美 ・ 前 川 洋 平 ・ 関 岡 東 生 ・ 宮 林 茂 幸 ：「 県 産 材 認 証 の 現 状
と 課 題 ― 認 証 制 度 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 よ り ― 」，『 東 京 農 業 大
学 農 学 集 報 第 5 8 巻 第 4 号 』，東 京 農 業 大 学 ，（2 0 1 4 . 3 . 5 ）, 5 8 ( 4 )：p p 1 9 9 - 2 0 6
を 基 に 、 加 筆 修 正 し た も の で あ る 。  
6 )  本 分 析 で は 、 地 域 材 等 と 呼 称 さ れ る も の も 含 め て 、 県 産 材 と し て い る 。  
7 )  回 答 内 容 の 真 偽 を 電 話 に よ る 聞 き 取 り に よ っ て 確 認 し 、 再 調 整 を 行 っ た 。 
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 ま た 、調 査 票 は 大 き な 設 問 ５ 題 の 小 項 目 2 6 題 で 構 成 さ れ て お り 、
大 ま か な 調 査 内 容 と し て 、１ つ は 回 答 者 に つ い て 、２ つ は 制 度 概 要 、
３ つ は 林 業 事 業 体 に つ い て 、 ４ つ は P R 活 動 に つ い て 、 ５ つ は 県 産
材 の 今 後 に つ い て で あ る 。  
 
 
表 2 - 2 - 1  「 県 産 材 ・ 地 域 材 認 証 制 度 の 現 状 に 関 す る 調 査 」 の 概 要  
 
注 ： 4 8 部 署 は 、 愛 媛 県 に 対 し て 2 通 の 調 査 票 を 送 付 し た た め で あ る 。  
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表 2 - 2 - 2  8 2 件 の 意 識 調 査 の 調 査 回 答 者 一 覧  
 
注 1： 宮 城 県 （ № 4・ 5 1）、 山 形 県 （ № 6・ 5 3）、 山 口 県 （ № 3 5・ 7 5）、 鹿 児 島
県 （ № 4 6・ 8 2） は 、 回 答 内 容 を 協 議 し 、 回 答 を 1 つ に し た 県 で あ る 。 
注 2： 愛 媛 県 （ № 3 8・ 7 7） は 、 2 通 の 調 査 票 を 送 付 し た 。  
出 典 ： 各 都 道 府 県 お よ び 各 認 証 団 体 の ホ ー ム ペ ー ジ よ り 著 者 作 成  
№ 都道府県 № 認証団体
1 北海道 水産林務部 林業木材課 48 北海道木材産業協同組合連合会
2 青森県 農林水産部 林政課 49 青森県森林組合連合会　【青森県産材認証推進協議会】
3 岩手県 農林水産部 林業振興課 木材担当 50 岩手県森林・林業会議　【岩手県産材認証推進協議会】
4 宮城県 農林水産部 林業振興課 51 宮城県木材協同組合　【みやぎ材利用センター】
5 秋田県 農林水産部 林業木材産業課 木材利用推進班 52 あきた県産材利用センター
6 山形県 農林水産部 森林課 林業振興担当 53 山形県木材産業協同組合　【やまがた県産木材利用センター】
7 福島県 農林水産部 林業振興課 54 福島県木材協同組合連合会　【福島県ブランド材生産協同組合】
8 茨城県 農林水産部 林政課 森づくり推進室 55 栃木県木材業協同組合連合会
9 栃木県 環境森林部 林業振興課 木材利用推進班 56 林業労働災害防止協会群馬県支部　【ぐんま優良木材品質認証センター】
10 群馬県 環境森林部 林業振興課 県産木材振興係 57 一般社団法人埼玉県木材協会　【さいたま県産木材認証センター】
11 埼玉県 農産部 森林づくり課 58 千葉県木材振興協会　【ちばの木認証センター】
12 千葉県 農林水産部 森林課 林業振興室 59 東京都森林組合日の出支所　【多摩産材認証協議会】
13 東京都森林事務所 森林産業課 振興係 60 神奈川県森林組合連合会　【かながわ森林・林材業活性化協議会】
14 神奈川県 環境農政局 水・緑部 森林再生課 県産木材グループ 61 新潟県木材組合連合会　【越後杉ブランド協議会】
15 新潟県 農林水産部 林政課 木材振興係 62 石川県木材産業振興協会
16 富山県 農林水産部 森林政策課 木材利用推進係 63 福井県木材協同組合連合会　【福井県間伐材活用推進会議】
17 石川県 農林水産部 森林管理課 県産材利用促進グループ 64 （社）山梨県木材協会　【山梨県産材認証センター】
18 福井県 農林水産部 県産材活用課 65 長野県木材協同組合連合会　【信州木材認証製品センター】
19 山梨県 森林環境部 林業振興課 木材流通・バイオマス担当 66 静岡県木材協同組合連合会　
20 長野県 林務部 信州の木振興課 県産材推進室 67 静岡県森林協同組合連合会
21 岐阜県 林政部　県産材流通課 68 名古屋木材組合　【愛知県産材認証機構事務局】
22 静岡県 経済産業部　農林業局　林業振興課 69 三重県木材協組連合会　【「三重の木」利用推進協議会】
23 愛知県 農林水産部 林務課 70 滋賀県森林組合連合会　【県産木材活用推進協議会】
24 三重県 農林水産部 森林・林業経営課 木材利用Ｇ 71 兵庫県木材業協同組合連合会
25 滋賀県 琵琶湖環境部 森林政策課 県産材流通推進室 72 奈良県木材会館　【奈良県地域材認証センター】
26 京都府 農林水産部 林務課 林産振興担当 73 鳥取県木材協同組合連合会　【鳥取県産材活用協議会】
27 大阪府 環境農林水産部 みどり・都市環境室 みどり推進課森づくり支援グループ 74 島根県木材協同組合連合会　【しまねの木認証センター】
28 兵庫県 農政環境部 農林水産局 林務課 県産木材係 75 林材業労災防止協会山口県支部　【やまぐち県産木材認証センター】
29 奈良県 農林部 奈良の木ブランド課 76 徳島県木材協同組合連合会　【徳島県木材認証機構】
30 和歌山県 農林水産部 森林・林業局 林業振興課 77 愛媛県中予地方局久万高原森林林業課 
31 鳥取県 農林水産部 森林・林業総室 県産材・林産物需要拡大室 78 福岡県木材組合連合会
32 島根県 農林水産部 林業課 79 佐賀県木材協会
33 岡山県 農林水産部 林政課 林業木材班 80 （社）長崎県木材組合連合会　【長崎県産木材供給体制整備推進協議会】
34 広島県 農林水産局 林業課 81 大分県木材協同組合連合会　【大分県産材流通情報センター】
35 山口県 農林水産部　森林企画課 82 鹿児島県林材協会連合会　【かごしま材認証協議会】
36 徳島県 農林水産部 林業飛躍局 林業戦略課 木材需要担当
37 香川県 環境森林部 みどり整備課
38 愛媛県 農林水産部 林業政策課
39 高知県 林業振興・環境部  木材産業課
41 佐賀県 農林水産商工本部 林業課 林産振興担当
43 熊本県 農林水産部 林業振興課 県産材利用推進班
46 鹿児島県 環境林務部 かごしま材振興課 木材利用推進係
47 沖縄県 農林水産部 森林緑地課
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2 - 2 - 1  都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 有 無 等  
 本 項 で は 、「都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 有 無 等 」を 基 礎 項 目 と し て 整
理 し た 。 表 2 - 2 - 3 は 、 調 査 結 果 お よ び 各 都 道 府 県 の 制 度 要 領 等 に 加
え 、 ホ ー ム ペ ー ジ の 記 載 内 容 か ら ① 県 産 材 認 証 制 度 の 有 無 、 ② 制 度
概 要 を 記 載 の 要 綱・要 領・条 例 の 有 無 、③ 県 産 材 の 名 称 定 義 の 有 無 、
④ 認 証 団 体 の 有 無 、 ⑤ 施 行 日 の ５ 項 目 に 分 類 し 、 整 理 を 行 っ た も の
で あ る 。  
 
表 2 - 2 - 3  4 7 都 道 府 県 の 都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 等 の 有 無  
 
注 1： 要 綱 等 の 有 無 は 、 要 領 ・ 条 例 も 含 む 。  
注 2： 表 中 の 「 ○ 」 や 「 ×」 は 、 各 項 目 の 有 無 を 表 す 。 ま た 、 県 産 材 お よ び
地 域 材 の 欄 は 、 ど ち ら の 呼 称 で 使 用 さ れ て い る か を 示 し て い る 。  
出 典 ： 調 査 結 果 ・ 各 制 度 要 綱 等 ・ ホ ー ム ペ ー ジ 等 よ り 著 者 作 成  
 
こ れ ら の 調 査 結 果 を 整 理 す る と 以 下 の と お り で あ る 。  
 一 つ は 、県 産 材 認 証 制 度 の 導 入 時 期 は 1 9 9 3 年 か ら 2 0 1 2 年 ま で と
幅 が あ る 。は じ め て 制 度 を 導 入 し た の は 福 島 県 お よ び 長 野 県 で あ り 、
そ の 後 、各 都 道 府 県 に お い て も 徐 々 に 取 り 組 ま れ て い る 。2 0 1 2 年 ７
月 時 点 で は 3 9 都 道 府 県 が 策 定 お よ び 施 行 し て い る 。 ま た 、 制 度 未
制 定 の ８ 県 の う ち 、 ２ 県 （ 茨 城 県 ・ 宮 崎 県 ） に つ い て は 、 制 度 を 策
定 予 定 と す る 回 答 が 得 ら れ て い る 。 ま た 、 制 度 に 応 じ た 要 綱 等 に つ
い て は 、 制 度 を 有 す る す べ て の 都 道 府 県 に 存 在 し て い た 。  
 二 つ は 、 各 都 道 府 県 が 県 産 材 あ る い は 地 域 材 を 認 証 材 と し て 明 確
№ 都道府県名 制度有無 要綱等有無 県産材 地域材 認証団体有無 施行年 № 都道府県名 制度有無 要綱等有無 県産材 地域材 認証団体有無 施行年
1 北海道 〇 〇 - 〇 〇 2004年 〇 〇 〇 - 〇 2005年
2 青森県 〇 〇 〇 - 〇 2006年 〇 〇 〇 - 〇 2010年
3 岩手県 〇 〇 〇 - 〇 2004年 25 滋賀県 〇 〇 - 〇 〇 2006年
4 宮城県 〇 〇 〇 - 〇 2006年 26 京都府 〇 〇 〇 - × 2004年
5 秋田県 〇 〇 〇 - 〇 2001年 27 大阪府 〇 〇 - 〇 × 2012年
6 山形県 〇 〇 〇 - 〇 2009年 28 兵庫県 〇 〇 〇 - 〇 2010年
〇 〇 〇 - 〇 2002年 29 奈良県 〇 〇 〇 - 〇 2006年
〇 〇 〇 - 〇 1993年 30 和歌山県 〇 〇 〇 - × 2010年
8 茨城県 × × 〇 - × 策定予定 31 鳥取県 〇 〇 〇 - 〇 2002年
9 栃木県 〇 〇 〇 - 〇 2003年 32 島根県 〇 〇 〇 - 〇 2004年
10 群馬県 〇 〇 〇 - 〇 1998年 33 岡山県 × × - 〇 × -
11 埼玉県 〇 〇 〇 - 〇 2002年 34 広島県 〇 〇 〇 - 〇 2005年
12 千葉県 〇 〇 〇 - 〇 2006年 35 山口県 〇 〇 〇 - 〇 2006年
13 東京都 〇 〇 - 〇 〇 2006年 36 徳島県 〇 〇 〇 - 〇 2006年
14 神奈川県 〇 〇 〇 - 〇 2001年 37 香川県 × × 〇 - × -
15 新潟県 〇 〇 〇 - 〇 2001年 38 愛媛県 〇 〇 - 〇 × 2011年
16 富山県 × × 〇 - × - 39 高知県 × × 〇 - × -
17 石川県 〇 〇 〇 - 〇 2008年 40 福岡県 〇 〇 〇 - 〇 2002年
18 福井県 〇 〇 〇 - 〇 2003年 41 佐賀県 〇 〇 〇 - 〇 2004年
19 山梨県 〇 〇 〇 - 〇 2004年 42 長崎県 〇 〇 〇 - 〇 2004年
20 長野県 〇 〇 〇 - 〇 1993年 43 熊本県 × × 〇 - × -
21 岐阜県 〇 〇 〇 - × 2007年 44 大分県 〇 〇 - 〇 〇 2011年
〇 〇 〇 - 〇 2002年 45 宮崎県 × × 〇 - × 策定予定
〇 〇 〇 - 〇 2001年 46 鹿児島県 〇 〇 - 〇 〇 2004年
23 愛知県 〇 〇 〇 - 〇 2009年 47 沖縄県 × × 〇 - × -
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に 定 義 し て い る か 否 か に つ い て 整 理 し た 。 分 類 方 法 は 、 要 綱 等 に 県
産 材 の 定 義 を 明 確 に 記 載 し て い る 場 合 に は 、 そ れ に 準 じ 分 類 し 、 記
載 が な い 場 合 に は 、 文 章 中 に 「 地 域 か ら 生 産 さ れ る 」 等 の 表 現 が 確
認 さ れ た 場 合 を 地 域 材 と し て 分 類 し た 。そ の 結 果 、未 策 定 を 含 む 4 1
府 県 が 県 産 材 、 ８ 都 道 県 が 地 域 材 と し て い る 。  
 三 つ は 、 認 証 団 体 の 有 無 は 、 制 度 を 有 す る 3 9 都 道 府 県 の う ち 3 4
都 道 県 に 存 在 し て い る 。 ま た 、 認 証 団 体 は 県 産 材 推 進 協 議 会 や 県 産
材 認 証 セ ン タ ー 等 の 名 称 を 持 ち 、 主 な 運 営 を 各 都 道 府 県 の 森 林 組 合
連 合 会 （ 県 森 連 ） や 木 材 協 同 組 合 （ 県 木 連 ） の ど ち ら か の 団 体 、 あ
る い は 、 協 同 に よ っ て 運 営 し て い る 場 合 が 多 い と い う 特 徴 が あ る 。  
 
2 - 2 - 2  都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 目 的 お よ び 対 象 認 証 範 囲  
 本 項 で は 、 都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 目 的 お よ び 対 象 認 証 範 囲 に つ
い て 整 理 す る 。 各 都 道 府 県 の 制 度 は 認 証 内 容 や 条 件 等 が そ れ ぞ れ 異
な っ て い る が 、 制 度 目 的 お よ び 対 象 と な る 範 囲 を 要 綱 等 や ホ ー ム ペ
ー ジ を 基 に 内 容 を 確 認 す る と 以 下 の よ う に な っ た 。  
 県 産 材 認 証 制 度 の 目 的 は 、 各 都 道 府 県 に お い て 大 き な 差 異 は み ら
れ な か っ た 。し か し 、そ の 目 的 は お よ そ ３ つ に 分 類 す る こ と が で き 、
① 地 域 の 森 林 ・ 林 業 の 再 生 お よ び 公 益 的 な 機 能 の 再 生 を 目 指 し 、 地
産 地 消 を 目 指 す 。 ② 持 続 可 能 な 森 林 経 営 ・ 管 理 が で き る 社 会 形 成 を
目 指 す こ と 。 ③ 木 材 自 給 率 お よ び 木 材 価 値 の 向 上 に 資 す る こ と 。 で
あ っ た （ 表 2 - 2 - 4）。  
ま た 、 県 産 材 認 証 制 度 の 対 象 範 囲 を 整 理 す る と 、 大 半 の 都 道 府 県
が 原 木 お よ び 木 材 製 品 （ 製 材 、 集 成 材 、 合 板 等 ） を 認 証 の 対 象 と し
て い る こ と 。 さ ら に は 、 建 材 や プ レ カ ッ ト 加 工 な ど 、 住 宅 建 材 の 加
工 段 階 も 認 証 対 象 と し て い る 。 ま た 、 西 日 本 の 一 部 の 府 県 で は 、 設
計 や 施 工 段 階 も 認 証 対 象 と し て い る （ 表 2 - 2 - 5）。  
 こ れ ら の こ と か ら 、 県 産 材 認 証 制 度 が 対 象 と す る 事 業 者 は 、 素 材
生 産 か ら 加 工 お よ び 施 工 に 至 る ま で の 広 範 囲 に 及 び 、 都 道 府 県 に よ
り 少 な か ら ず 幅 が あ り 、 ま た 、 多 段 階 に わ た る 認 証 制 度 と な っ て い
る 。 な お 、 県 産 材 の 範 囲 は 表 2 - 2 - 6 の よ う に 、 お よ そ ３ 通 り に 整 理
す る こ と が で き る 。 こ れ ら の う ち 、 制 度 と し て 最 も 多 か っ た の は 、
２ つ 目 の「 そ の 土 地 に お い て 、樹 木 が 生 育 し 、原 木 生 産 さ れ 、製 材 ・
加 工 さ れ た も の 」 で あ っ た 。  
 ま た 、 複 数 の 制 度 を 有 す る 県 に お い て は 、 そ の 制 度 に よ っ て 制 度
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の 目 的 を 満 足 す る も の で あ る こ と も 併 せ て 確 認 で き た 。 さ ら に 、 複
数 の 制 度 内 容 に は 、 品 質 保 証 や 生 産 ・ 流 通 過 程 の 管 理 、 事 業 者 や 工
場 等 の 認 証 と い っ た 内 容 が 盛 り 込 ま れ て お り 、 そ れ ぞ れ の 制 度 の 機
能 ・ 効 果 を 高 め る た め に 区 別 さ れ て い る 。  
 
表 2 - 2 - 4  都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の ３ つ の 目 的  
 
注：制 度 要 綱・要 領・条 例 等 か ら 、目 的 と し て 記 載 し て い る も の を 抜 粋 し た 。  
出 典 ： 調 査 結 果 ・ 各 制 度 要 綱 等 ・ ホ ー ム ペ ー ジ 等 よ り 著 者 作 成  
 
表 2 - 2 - 5  都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 対 象 範 囲  
 
出 典 ： 調 査 結 果 ・ 各 制 度 要 綱 等 ・ ホ ー ム ペ ー ジ 等 よ り 著 者 作 成  
 
表 2 - 2 - 6  県 産 材 の ３ 通 り の 範 囲  
 
注：制 度 要 綱 等 に 記 載 さ れ て い る 、制 度 の 対 象 範 囲 か ら 抜 粋 し た 。も し く は 、
制 度 の 認 証 条 件 や 認 証 経 路 等 か ら 抜 粋 し た も の を 整 理 し た 。  














建材 プレカット 設計 施工
木材産地証明制度 「三重の木」認証制度 〇 〇 〇
(道産材表示システム確立事業) あかね材認証制度 〇 〇
2 青森県 青森県産材認証制度 〇 〇 〇 〇 〇 25 滋賀県 びわ湖材産地証明制度 〇 〇 〇 〇
3 岩手県 岩手県産材証明制度 〇 〇 〇 〇 26 京都府 京都府産木材認証制度 〇 〇 〇 〇 〇 〇
4 宮城県 優良みやぎ材製品認証 〇 〇 〇 〇 27 大阪府 おおさか材認証制度 〇 〇 〇 〇
5 秋田県 乾燥秋田スギ認証制度 〇 28 兵庫県 ひょうご県産木材認証制度 〇 〇 〇 〇
6 山形県 「やまがたの木」認証制度 〇 〇 〇 〇 29 奈良県 奈良県地域材認証制度 〇 〇 〇 〇
県産材証明制度 〇 〇 〇 〇 〇 30 和歌山県 紀州材認証システム 〇
福島県ブランド材製品認証 〇 31 鳥取県 鳥取県産材産地証明制度 〇 〇 〇 〇 〇
8 茨城県 ― 32 島根県 しまねの木認証制度 〇 〇 〇
9 栃木県 栃木県産出材証明制度 〇 〇 〇 〇 33 岡山県 ―
10 群馬県 ぐんま優良木材品質認証制度 〇 〇 34 広島県 広島県産材産地証明制度 〇 〇 〇 〇
11 埼玉県 さいたま県産木材認証制度 〇 〇 〇 〇 35 山口県 優良県産木材認証制度 〇 〇
12 千葉県 ちばの木認証制度 〇 〇 〇 〇 36 徳島県 徳島県木材認証制度 〇 〇 〇 〇
13 東京都 多摩産材認証制度 〇 〇 〇 37 香川県 ―
14 神奈川県 かながわ県産木材産地認証制度 〇 〇 久万地域材認証制度
15 新潟県 越後杉ブランド認証 〇 〇 (中予地域材認証制度)
16 富山県 ― 39 高知県 ―
17 石川県 県産材産地及び合法木材証明制 〇 〇 〇 〇 40 福岡県 福岡県産木材証明制度 〇 〇
18 福井県 福井県産間伐材認証制度 〇 〇 41 佐賀県 佐賀県産乾燥木材認証 〇
19 山梨県 山梨県産材認証 〇 〇 〇 42 長崎県 長崎県産木材認証制度 〇 〇 〇 〇
20 長野県 信州木材認証制度 〇 〇 〇 〇 43 熊本県 ―
21 岐阜県 岐阜証明材推進制度 〇 〇 〇 〇 44 大分県 大分方式乾燥材生産工場認証 〇
静岡県産材証明制度 〇 〇 〇 〇 45 宮崎県 ―
しずおか優良木材認証制度 〇 〇 〇 〇 46 鹿児島県 認証かごしま材認証制度 〇 〇
あいち認証材 47 沖縄県 ―








認証制度の対象(木材製品(製材，集成材，合板等)) 認証制度の対象(製品段階) 認証制度の対象(木材製品(製材，集成材，合板等)) 認証制度の対象(製品段階)
北海道 三重県
23 〇 〇 〇
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2 - 2 - 3  都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 利 用 要 件 お よ び 期 待 で き る 効 果  
 本 項 で は 、 都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 利 用 要 件 お よ び 期 待 で き る 効
果 に つ い て 整 理 す る 。  
表 2 - 2 - 7 は 、 利 用 要 件 お よ び 期 待 で き る 効 果 を 制 度 利 用 者 で あ る
事 業 者 の 視 点 か ら 整 理 し た も の で あ る 。 整 理 方 法 は 、 利 用 要 件 お よ
び 期 待 で き る 効 果 を 制 度 利 用 者 の 属 性 ご と に 分 類 し た 。具 体 的 に は 、
素 材 生 産 業 者 、 製 材 業 者 、 大 工 ・ 工 務 店 で あ る 1 )。 つ ま り 、 原 木 生
産 段 階 ・ 加 工 段 階 ・ 施 工 段 階 の ３ 通 り に 段 階 区 分 し 、 さ ら に 各 過 程
に お い て 、 県 産 材 認 証 制 度 を 利 用 す る た め に 最 も 必 要 と す る 条 件 は
何 か を 考 察 し た 。  
 制 度 の 利 用 要 件 と し て 、 主 に ４ 通 り に 分 類 す る こ と が で き る 。 そ
れ は 、① 産 地 保 証（ 生 産 地 を 保 証 す る た め 証 明 書 や 納 品 書 等 の 添 付 ）、
② 合 法 性 証 明 （ 法 的 に 認 可 さ れ た も の が 証 明 書 や 納 品 書 等 の 添 付 ）、
③ 品 質 保 証 （ 寸 法 ・ 乾 燥 ・ 強 度 ・ 曲 が り 等 の 定 め ら れ た 基 準 を 満 た
し 、証 明 書 の 添 付 ）、④ 業 者 登 録（ 県 産 材 を 扱 え る 業 者 で あ る こ と の
登 録 を 必 要 書 類 に よ っ て 申 請 ） で あ る 。  
 ま ず 、 素 材 生 産 者 に お い て は 、 ① 産 地 保 証 を 要 件 に 置 い て お り 、
生 産 地 へ の 帰 属 効 果 を 期 待 し て い る と 考 え ら れ る 。 次 に 、 製 材 業 者
に お い て は 、 ② 合 法 性 証 明 、 ③ 品 質 保 証 、 ④ 業 者 登 録 等 を 要 件 に 置
い て お り 、 加 工 お よ び 製 品 へ の 認 識 効 果 を 期 待 し て い る と 考 え ら れ
る 。 ま た 、 大 工 ・ 工 務 店 に お い て は 、 製 材 業 者 と 同 様 の 要 件 に 重 点
を 置 い て い る 。 こ れ は 、 木 材 の ラ ベ リ ン グ 等 に よ る 県 産 材 利 用 拡 大
と 消 費 拡 大 を 期 待 し て い る と も 考 え ら れ る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 各
属 性 の 利 用 要 件 は 各 段 階 で 異 な っ て は い る が 、 そ れ ぞ れ が 期 待 す る
効 果 を 得 る た め の 制 度 要 綱 が 整 備 さ れ て お り 、 い ず れ の 属 性 に お い
て も 制 度 要 綱 に 定 め ら れ た 基 準 を 満 た す こ と が 可 能 な も の と な っ て
い る 。 ま た 、 ④ 業 者 登 録 は 3 7 都 道 府 県 と 最 も 多 く 設 定 さ れ て い る
利 用 要 件 で あ る 。  
 次 に 、 期 待 さ れ る 効 果 に つ い て は 、 前 述 の 制 度 利 用 者 の 属 性 ご と
に 整 理 す る 。 ま ず 、 素 材 生 産 者 は 県 産 材 の 名 称 で 素 材 を 販 売 す る こ
と が 可 能 と な り 、 原 木 等 の 商 品 へ の 信 頼 性 が 高 ま る こ と が 期 待 で き
る 。 次 に 、 製 材 業 者 は 、 認 証 業 者 と し て 販 売 す る 木 材 に 合 法 性 の 証
明 お よ び 品 質 保 証 が 付 加 さ れ 、 な お か つ 、 ラ ベ リ ン グ も 可 能 と な る
                                                   
1 )  各 制 度 要 綱 等 か ら 制 度 利 用 者 を 記 載 の 場 合 、 そ れ を 抜 粋 し 、 ま た は 制 度
の 認 証 条 件 や 認 証 経 路 等 か ら 抜 粋 し た 。  
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こ と か ら 、材 料 の 信 頼 性 に つ な が る こ と が 期 待 さ れ る 。ま た 、大 工 ・
工 務 店 に お い て は 、 県 産 材 を 利 用 お よ び 販 売 す る 際 に 、 ラ ベ リ ン グ
さ れ た 信 頼 性 の あ る 材 を 使 う こ と で 、 大 工 ・ 工 務 店 自 体 の 信 頼 性 の
向 上 に つ な が る こ と が 期 待 さ れ る 。 さ ら に 、 行 政 機 関 に よ る 県 産 材
利 用 拡 大 の た め の 住 宅 関 連 事 業 や 県 産 材 使 用 に よ る 補 助 ・ 助 成 金 制
度 な ど 他 の 事 業 や 制 度 と の 連 携 が 可 能 と な る こ と が 期 待 さ れ て い る 。 
 こ れ ら の こ と か ら 、 期 待 で き る 効 果 は 、 結 果 的 に 県 産 材 と し て の
付 加 価 値 が 得 ら れ る こ と 。 さ ら に 、 木 材 流 通 に お け る 選 択 肢 を 広 範
囲 に し 、 県 産 材 利 用 拡 大 を 戦 略 的 に 進 め よ う と し て い る こ と が 挙 げ
ら れ 、 ま た 、 制 度 利 用 者 お よ び 最 終 消 費 者 の 両 者 に 向 け て 、 品 質 保
証 や 合 法 性 証 明 な ど の 効 果 が 期 待 で き る も の と 考 え ら れ る 。  
 
表 2 - 2 - 7  都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 利 用 要 件 お よ び 期 待 で き る 効 果  
 
注 1： 表 中 の ① ～ ④ は 、 制 度 の 利 用 要 件 と し て の 手 順 を 示 す 。 す べ て の 都 道
府 県 に 当 て は ま る も の で は な い が 、 こ の 手 順 が 最 も 多 い 流 れ で あ る 。 
注 2： 表 2 - 2 - 5 に お い て 、 制 度 が 2 つ 存 在 す る 県 は 、 表 2 - 2 - 7 に お い て も 2
つ の 制 度 の 利 用 要 件 お よ び 期 待 さ れ る 効 果 を 調 査 し 、 記 載 し て い る 。 
出 典 ： 調 査 結 果 ・ 各 制 度 要 綱 等 ・ ホ ー ム ペ ー ジ 等 よ り 著 者 作 成  
 
 
①産地保証 ②合法性証明 ③品質保証 ④業者登録 ラベリング 住宅関連 ①産地保証 ②合法性証明 ③品質保証 ④業者登録 ラベリング 住宅関連
1 北海道 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
2 青森県 〇 〇 〇 〇 〇 〇
3 岩手県 〇 〇 〇 25 滋賀県 〇 〇 〇 〇 〇
4 宮城県 〇 〇 〇 〇 〇 〇 26 京都府 〇 〇 〇 〇
5 秋田県 〇 〇 〇 〇 27 大阪府 〇 〇 〇
6 山形県 〇 〇 〇 〇 28 兵庫県 〇 〇
〇 〇 29 奈良県 〇 〇 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 〇 30 和歌山県 〇 〇 〇 〇
8 茨城県 31 鳥取県 〇 〇
9 栃木県 〇 〇 〇 〇 32 島根県 〇 〇 〇 〇
10 群馬県 〇 〇 〇 〇 〇 〇 33 岡山県
11 埼玉県 〇 〇 〇 34 広島県 〇 〇 〇
12 千葉県 〇 〇 〇 〇 35 山口県 〇 〇 〇 〇
13 東京都 〇 〇 〇 〇 36 徳島県 〇 〇 〇 〇 〇
14 神奈川県 〇 〇 〇 〇 37 香川県
15 新潟県 〇 〇 〇 〇 〇 〇 38 愛媛県 〇 〇 〇 〇
16 富山県 39 高知県
17 石川県 〇 〇 〇 〇 40 福岡県 〇 〇 〇
18 福井県 〇 〇 〇 41 佐賀県 〇 〇 〇 〇
19 山梨県 〇 〇 〇 〇 〇 42 長崎県 〇 〇 〇
20 長野県 〇 〇 〇 〇 43 熊本県
21 岐阜県 〇 〇 〇 〇 44 大分県 〇 〇 〇 〇
〇 〇 〇 45 宮崎県
〇 〇 〇 〇 〇 46 鹿児島県 〇 〇 〇 〇 〇
23 愛知県 〇 〇 47 沖縄県
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2 - 2 - 4  都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 意 識 調 査 の 結 果  
 本 項 で は 、 都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 意 識 に つ い て を 整 理 す る 。 整
理 方 法 は 、 2 - 2 の 各 項 で 整 理 し て き た 内 容 か ら 、 県 産 材 認 証 制 度 の
運 用 の あ り 方 、 ま た 、 県 産 材 に 関 す る 意 識 の 現 状 と 県 産 材 の 今 後 の
あ り 方 に つ い て 明 ら か に す る 。  
 
1 )  今 後 の 県 産 材 利 用 に つ い て  
図 2 - 2 - 1 は 、 今 後 の 県 産 材 利 用 に つ い て 県 内 利 用 す る 木 材 は 、 す
べ て 県 産 材 で 賄 え る の か 否 か に つ い て 問 う た 結 果 で あ る 1 )。  
 回 答 結 果 と し て 、「県 内 利 用 す る 木 材 は 県 産 材 で 賄 え る（ ① は い ）」
が 11 件（ 都 道 府 県 行 政 ８ 件 、認 証 団 体 ３ 件 ）で あ り 、「賄 え な い（ ②
い い え ）」 が 5 3 件 （ 都 道 府 県 行 政 3 1 件 、 認 証 団 体 1 9 件 ） と 、 ８ 割
が 県 産 材 だ け で は 賄 え な い と い う 回 答 を し て い る 。 こ の こ と か ら 、
自 県 内 の 木 材 は 県 産 材 以 外 の 他 県 材 や 外 材 に よ っ て 賄 う こ と を 意 識
し て い る こ と が 考 え ら れ る 。  
 次 に 、 図 2 - 2 - 1 に お い て 「 賄 え る 」 と 回 答 し た 各 県 に 着 目 し 、 な
ぜ 、 こ の よ う な 回 答 に 至 っ た の か に つ い て 考 察 し た 。 表 2 - 2 - 8 は 、
図 2 - 2 - 1 に お い て「 賄 え る 」と 回 答 し た 各 県 2 ) 3 )の 森 林 率 お よ び 素 材
需 要 を 示 し た も の で あ る 。  
各 県 と も 森 林 率 が ６ 割 を 超 え て い る こ と 。 ま た 、 自 県 材 率 が ５ 割
を 超 え て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 こ れ ら の 県 は 、 他 県 材 や 外 材
に 頼 る こ と な く 、 自 県 内 に お い て 全 て の 木 材 供 給 が 可 能 で あ る と 考
え て い る 。  
 
                                                   
1 )  こ の 設 問 は 、 各 都 道 府 県 の 森 林 資 源 量 お よ び 木 材 需 給 量 等 は 考 慮 し て い
な い た め 、 回 答 者 の 意 識 に よ る 回 答 と な っ て い る 。  
2 )  都 道 府 県 行 政 8 県 ： 青 森 県 ・ 福 島 県 ・ 山 梨 県 ・ 静 岡 県 ・ 愛 媛 県 ・ 熊 本 県 ・
大 分 県 ・ 宮 崎 県  
3 )  認 証 団 体 3 県 ： 秋 田 県 ・ 奈 良 県 ・ 宮 崎 県  
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注 ： 単 数 回 答 （ 総 数 6 5）。 都 道 府 県 行 政 （ 総 数 4 2）、 認 証 団 体 （ 総 数 2 3）  
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 2 - 2 - 1  県 内 利 用 す る 木 材 は 県 産 材 で 賄 え る か 否 か  
 
表 2 - 2 - 8  「 県 内 利 用 す る 木 材 は 県 産 材 で 賄 え る 」 と 回 答 し た  
各 県 の 森 林 率 お よ び 素 材 供 給 （ 2 0 1 0 年 度 ）  
 
注 1： 自 県 材 率 お よ び 他 県 材 率 は 、 材 種 別 素 材 需 要 量 よ り 算 出 し 、 ま た 、 国
産 材 率 は 、 こ の 2 つ の 合 計 値 で 示 し て い る 。  
注 2： 宮 崎 県 は 、 両 団 体 が 同 回 答 を し た た め 、 数 値 が 一 致 し て い る 。  
出 典 1：国 土 地 理 院 H P『 2 0 1 0 年 度 都 道 府 県 別 面 積 』： h t t p : / / w w w. g s i . g o . j p / c  
o m m o n / 0 0 0 0 6 4 5 3 5 . p d f ， ( 2 0 1 3 . 2 . 1 0 ) よ り 著 者 作 成  
出 典 2： 農 林 水 産 省 H P 都 道 府 県 別 統 計 書 ： h t t p : / / w w w. m a f f . g o . j p / j / t o k e i / c  
e n s u s / a f c / 2 0 1 0 / d a i 1 k a n . h t m l ， ( 2 0 1 3 . 2 . 1 0 )  
出 典 3： 農 林 水 産 省 大 臣 官 房 統 計 部 ：『 平 成 2 1 年 木 材 需 給 報 告 書 』， 財 団 法
人 農 林 統 計 協 会 ，（ 2 0 1 2 . 7 ）， p p 5 0 - 5 1 よ り 著 者 作 成  
 
2 )  自 県 材 以 外 に 意 識 し て い る 木 材  
 こ こ で は 、 図 2 - 2 - 1 の 「 県 内 利 用 す る 木 材 は 県 産 材 で 賄 え な い 」
と 回 答 し た 都 道 府 県 に 着 目 す る 。 図 2 - 2 - 2 は 、 図 2 - 2 - 1 で 「 賄 え な
い 」 と 回 答 の 場 合 、 県 産 材 で 賄 え な い 分 を 何 材 で 補 う か を 問 う た も
の で あ る 。  















№ 都道府県行政 森林率 人工林率 国産材率 自県材率 他県材率 外材率
1 青森県 64 45 95 82 13 5
2 福島県 68 37 87 68 19 13
3 山梨県 78 44 94 83 11 6
4 静岡県 63 58 71 68 4 29
5 愛媛県 70 62 59 51 9 41
6 熊本県 61 62 94 64 30 6
7 大分県 71 53 98 73 25 2
8 宮崎県 76 61 98 87 10 2
№ 認証団体 森林率 人工林率 国産材率 自県材率 他県材率 外材率
1 秋田県 71 50 90 71 19 10
2 奈良県 77 61 64 54 10 36
3 宮崎県 76 61 98 87 10 2
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す る 回 答 が ９ 件 と 多 く 、「 ⑥ そ の 他 」 の 回 答 （ 1 4 件 ） で は 、 自 県 材
お よ び 他 県 材 を 使 い 分 け て い く が 半 数 以 上 を 占 め て い る 。 ま た 、 認
証 団 体 は 、「 ③ 具 体 的 に は わ か ら な い 」 が ４ 件 、「 ① 他 の 都 道 府 県 の
県 産 材 」お よ び「 ② 外 材 」が ３ 件 の 回 答 で あ っ た 。「 ⑥ そ の 他 」の 回
答 （ ８ 件 ） で は 、 消 費 者 等 の 木 材 ニ ー ズ に 合 わ せ て 使 用 し て い く と
い う も の が 多 か っ た 。  
 こ の こ と か ら 、 自 県 産 材 で 賄 え な い 場 合 、 都 道 府 県 行 政 は 自 県 産
材 お よ び 他 県 産 材 を 利 用 し た い と い う 、 い わ ゆ る 、 国 産 材 利 用 の 意
識 が 高 い 。 他 方 、 認 証 団 体 は 他 県 材 お よ び 外 材 の 利 用 を し て い く と
い う 、 消 費 者 ニ ー ズ に 合 わ せ た 利 用 に 関 す る 意 識 が 高 く な っ て い る
と い え る 。  
 
 
注 ： 単 数 回 答 （ 総 数 6 5）。 都 道 府 県 行 政 （ 総 数 4 2）、 認 証 団 体 （ 総 数 2 3）  
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 2 - 2 - 2  県 産 材 以 外 の 何 材 で 補 う か  
 
3 )  自 県 産 材 の 推 進 に ど れ ほ ど 意 欲 が あ る か  
 次 に 、 図 2 - 2 - 3 で は 、 自 県 産 材 の 推 進 に ど れ ほ ど 意 欲 が あ る か に
着 目 し 、 他 県 に 対 す る 自 県 産 材 普 及 の 意 向 を 問 う た も の で あ る 。  
 都 道 府 県 行 政 で は 、「 ① 積 極 的 に 推 進 し た い 」 が 1 7 件 、「 推 進 し
た い 」 が 11 件 と 、 約 ４ 割 の 都 道 府 県 行 政 が 自 県 産 材 を 広 域 的 に 推
進 し た い と い う 意 識 を 持 つ 。  
 認 証 団 体 で は 、「② 推 進 し た い 」が ８ 件 、「③ ど ち ら と も い え な い 」
が ９ 件 と 、 自 県 産 材 の 推 進 は し た い が 、 一 方 で 、 ど ち ら と も い え な
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注 ： 単 数 回 答 （ 総 数 6 5）。 都 道 府 県 行 政 （ 総 数 4 2）、 認 証 団 体 （ 総 数 2 3）  
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 2 - 2 - 3  他 県 に 対 し て 自 県 の 県 産 材 を 推 進 し た い か  
 
4 )  広 域 的 な 推 進 に 取 組 み た い か  
 次 に 、 図 2 - 2 - 4 で は 、 広 域 的 な 市 場 形 成 お よ び 制 度 設 立 ・ 協 定 の
締 結 に 関 す る 意 向 や 、 他 県 へ の 自 県 産 材 を 推 進 す る た め に 必 要 な 手
段 に つ い て 問 う た も の で あ る 。 こ れ は 、 現 段 階 で の 県 産 材 の 広 域 的
な 利 用 は あ ま り さ れ て い な い こ と 。 ま た 、 先 行 研 究 に お い て も 、 地
産 地 消 で の 利 用 に つ い て の も の が 多 か っ た こ と か ら 、 広 域 的 な 手 段
に つ い て 意 識 し て い る か を 調 査 す る た め の も の で あ る 。  
 回 答 結 果 は 、 都 道 府 県 行 政 お よ び 認 証 団 体 と も に 、 設 定 し た 選 択
肢 へ の 回 答 は 少 な く 、「 ⑥ そ の 他 」 へ の 回 答 が 4 0 件 （ 都 道 府 県 行 政
2 8 件 、 認 証 団 体 1 2 件 ） と 最 も 多 か っ た 。 こ の 結 果 か ら 、 ど ち ら と
も 広 域 的 な 市 場 形 成 や 制 度 ・ 協 定 等 の 設 立 に は 積 極 的 で は な い こ と
が 明 ら か と な っ た 。そ こ で 、実 際 に ど の よ う な 考 え で あ る か を 、「⑥
そ の 他 」 で 得 ら れ た 回 答 内 容 を 整 理 し 、 分 析 を 行 っ た 。  
 表 2 - 2 - 9 は 、 図 2 - 2 - 4 の 「 ⑥ そ の 他 」 の 回 答 を 整 理 し た も の で あ
る 。こ の 内 容 は 、大 き く ６ つ に 分 類 す る こ と が で き 、「① 不 必 要 な も
の 」、「 ② 自 県 産 材 の 需 要 拡 大 」、「 ③ 県 外 へ の 自 県 産 材 の 利 用 拡 大 推
進 」、「 ④ 課 題 を 優 先 」、「 ⑤ そ の 他 」、「 ⑥ 無 回 答 」 で あ る 。  
 都 道 府 県 行 政 に お い て は 、「 ② 自 県 産 材 の 需 要 拡 大 」 が 1 0 件 と 最
も 多 く 、ま た 、「③ 県 外 へ の 自 県 産 材 の 利 用 拡 大 推 進 」の 回 答 も ６ 件
で あ っ た 。他 方 、認 証 団 体 に お い て は 、「① 否 定 的 な も の 」が ４ 件 と
多 く 、 次 い で 、 都 道 府 県 行 政 と 同 様 に 「 ② 自 県 産 材 の 需 要 拡 大 」 が
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３ 件 、「 ③ 県 外 へ の 自 県 産 材 の 利 用 拡 大 推 進 」 が ３ 件 で あ っ た 。  
 こ の 回 答 の 中 で 、 推 進 手 段 に つ い て 言 及 し た 回 答 は １ 件 の み で あ
っ た 。 こ の こ と か ら 、 都 道 府 県 行 政 お よ び 認 証 団 体 と も 、 県 産 材 の
推 進 手 段 の 意 識 は 極 め て 薄 い も の と な っ て い る 。  
 
注 ： 単 数 回 答 （ 総 数 6 5）。 都 道 府 県 行 政 （ 総 数 4 2）、 認 証 団 体 （ 総 数 2 3）  
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 2 - 2 - 4  他 県 へ 自 県 産 材 を 推 進 す る た め の 必 要 な 手 段  
 
表 2 - 2 - 9  図 2 - 2 - 4 の 「 ⑥ そ の 他 」 の 回 答 内 容  
 
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
 
2 - 2 - 5  都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 と 認 証 内 容 に つ い て  
 前 節 で 4 7 都 道 府 県 の 都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 現 状 把 握 を 行 っ て
き た 。 本 節 で は 、 こ れ ら の 結 果 よ り 、 県 産 材 認 証 制 度 に お け る 認 証
内 容 の 認 証 パ タ ー ン を お よ そ ３ 通 り に 分 類 し 、 整 理 し た 。 そ れ を 示


























№ 都道府県行政（26件中23件回答） 主な回答 都道府県名








4 　課題の優先：2件 　県産材流通整備。風評被害防止。 　福島県・富山県
5 　その他：3件 　ニーズに合わせる。B.C材加工ができない。－圏エリアのため。 　神奈川県・山梨県・滋賀県
6 　無回答：3件 ― 　宮城県・山形県・山口県・鹿児島県
№ 認証団体(12件中12件) 主な回答 都道府県名
1 　不必要：4件 　木材消費県のため、推進まで考えていない。価格と量で負ける。 　秋田県・埼玉県・東京都・鳥取県
2 　県外への自県産材の利用拡大推進：3件 　消費者のニーズに合わせながら。自県内の県産材利用が大切。　 　北海道・山口県・長崎県
3 　県外への自県材推進：3件 　木材供給県だから。販路拡大する。広範囲な木材推進をすべき。　 　山形県・三重県・徳島県
4 　課題の優先：1件 　安全性のPRに尽きる． 　福島県
5 　その他：2件 　自県のPRをする。地産地消が目的であり広範囲の利用は難しい。 　岩手県・静岡県
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注 1： 矢 印 は 、 木 材 流 通 経 路 で は な く 認 証 内 容 の 経 路 を 示 す 。  
注 2： 認 証 内 容 の 経 路 は 、 生 産 か ら 消 費 に 流 れ る ほ ど 内 容 が 深 ま る 。  
出 典 ： 調 査 結 果 ・ 各 制 度 要 綱 等 よ り 著 者 作 成  
図 2 - 2 - 5  都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 に お け る 認 証 内 容 の 認 証 パ タ ー ン  
 
 図 2 - 2 - 5 よ り 、 都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 認 証 内 容 の 認 証 パ タ ー ン
は 、 ① 産 地 認 証 ま た は 合 法 性 認 証 を 行 う 産 地 型 、 ② 産 地 認 証 お よ び
合 法 性 認 証 が 複 合 し た 産 地 合 法 型 、 ③ 産 地 お よ び 合 法 性 認 証 に 品 質
ま た は 製 品 認 証 が 付 加 さ れ て い る 産 地 品 質 型 の ３ 通 り で あ る 。  
 ま た 、 こ れ ら の 分 類 以 外 に 、 県 産 材 認 証 制 度 を 有 す る 各 都 道 府 県
で は 、 認 証 取 得 が 可 能 で あ る 事 業 者 や 工 場 を 認 証 す る ④ 事 業 者 ・ 工
場 認 証 と い っ た 内 容 も 併 せ て 整 備 し て い た 。 し か し 、 都 道 府 県 ご と
に よ り 県 産 材 認 証 制 度 の 整 備 状 況 は 異 な る た め 、 認 証 内 容 も 変 化 す
る こ と が わ か っ て い る 。  
 
2 - 2 - 6  都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 意 識 調 査 の 現 状 と 課 題  
 本 項 で は 、 2 - 2 の 各 項 で 整 理 し て き た こ と か ら 、 １ つ は 全 国 に お
け る 県 産 材 認 証 制 度 の 現 状 、２ つ は 県 産 材 の 利 用 に 関 す る 意 識 調 査 、
３ つ に 県 産 材 利 用 の 課 題 に つ い て 整 理 す る 。  
 １ つ は 、 全 国 に お け る 県 産 材 認 証 制 度 の 現 状 は 、 県 産 材 の 認 証 要
件 で あ る 認 証 範 囲 は 、 育 林 生 産 過 程 に ま で 遡 る も の 、 製 材 過 程 に 留
ま る も の な ど 、素 材 生 産 か ら 施 工 段 階 の 広 範 囲 に 及 ん で い た 。ま た 、
そ れ は 「 ① そ の 土 地 に お い て は 、 樹 木 が 生 育 し 、 原 木 生 産 さ れ た も
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加 工 さ れ た も の 」、「 ③ 事 業 体 や 製 材 工 場 を 認 証 し 、 認 証 事 業 体 や 認
証 製 材 工 場 が 製 材 ・ 加 工 し た も の 」 の ３ つ に 整 理 で き た 。 し か し 、
一 般 に は 「 そ の 土 地 に お い て 、 樹 木 が 生 育 し 、 原 木 生 産 ・ 製 材 ・ 加
工 さ れ た も の 」 と い う ３ つ の 対 象 範 囲 の す べ て を 網 羅 す る も の が 大
勢 を 占 め て い る 。 そ し て 、 そ の 目 的 は 、「 持 続 可 能 な 林 業 の 構 築 」、
「 地 域 社 会 の 活 性 化 」、「 循 環 型 社 会 の 形 成 」 等 、 県 産 材 の 利 用 拡 大
と そ れ に よ る 林 業 の 振 興 お よ び 健 全 な 森 林 整 備 に 置 か れ て い る こ と
も 併 せ て 確 認 し た 。 ま た 、 総 じ て 「 産 地 形 成 」、「 品 質 保 証 」、「 合 法
性 の 証 明 」、「 製 品 の 安 全 性 」 等 に 関 し て 都 道 府 県 な ど の 公 的 機 関 が
認 証 す る と い う 手 法 を と っ て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。  
 県 産 材 認 証 制 度 は 、 多 段 階 に わ た る 制 度 で あ り 、 ま た 、 期 待 さ れ
る 効 果 は 、 木 材 利 用 に 対 す る 価 値 が 立 木 ・ 原 木 ・ 製 品 ・ 施 工 の 各 段
階 で 向 上 す る こ と が 特 徴 で あ り 、 そ れ ぞ れ の 段 階 に お い て 、 県 産 材
利 用 の 意 欲 が 高 ま る こ と を 期 待 す る 制 度 と い え る 。 ま た 、 制 度 利 用
者 は 木 材 利 用 の 向 上 と 木 材 販 売 に お け る 売 上 の 促 進 を 狙 い と し て 制
度 を 利 用 し て い る 。 こ の こ と か ら 、 県 産 材 認 証 制 度 は 木 材 の 販 売 戦
略 の 一 つ と な っ て い る 。 一 方 、 県 産 材 等 の 用 語 や 意 味 、 区 別 は 曖 昧
な も の で あ り 、 多 様 な 名 称 が あ る こ と も 明 ら か と な っ て い る 。  
 ２ つ に 、 県 産 材 に 関 す る 意 識 調 査 は 、 考 え 方 、 意 識 の 持 ち 方 に 差
異 が あ っ た 。し か し 、今 後 の 自 県 内 に お け る 木 材 利 用 で は 、「県 産 材
だ け で は 賄 え な い 」と 意 識 し て い る こ と 。一 方 で 、「自 県 内 に お け る
自 県 産 材 の 利 用 拡 大 の 推 進 を 優 先 」と す る こ と 。ま た 、「自 県 外 へ の
自 県 産 材 の 利 用 の 推 進 も 行 い た い 」 と い う 漠 然 と し た 意 識 を も つ こ
と が 明 ら か と な っ た 。 し か し 、 自 県 外 と い う 広 域 的 な 推 進 手 段 に つ
い て は 考 え て い な か っ た 。な ぜ 、推 進 手 段 を 考 え な い の か 。こ れ は 、
木 材 需 給 量 や ロ ッ ト 、コ ス ト 面 に お い て 優 位 性 が な い こ と な ど か ら 、
利 用 拡 大 に つ い て 、 そ も そ も 意 識 し て い な い こ と が 考 え ら れ る 。  
 ３ つ に 、 県 産 材 利 用 の 課 題 は 、 各 都 道 府 県 と も 森 林 資 源 の 成 熟 化
に よ っ て 、 県 産 材 の 需 要 拡 大 を 図 る 必 要 性 が あ る と し て い る 。 そ の
た め に 、 県 産 材 認 証 制 度 の 確 立 お よ び 導 入 を 行 い 、 県 産 材 流 通 に 活
か す こ と が 必 須 と さ れ た 。 し か し 、 制 度 の 認 識 が 極 め て 脆 弱 で あ る
こ と や 、 制 度 利 用 の 内 容 あ る い は 制 度 の 中 身 が 都 道 府 県 に よ っ て 多
様 で あ る こ と か ら 、 現 状 で は 木 材 利 用 、 ひ い て は 、 県 産 材 利 用 の 拡
大 に 向 け て 、 よ り 強 い イ ン セ ン テ ィ ブ に 成 り 得 て い な い こ と が 考 え
ら れ る 。  
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2 - 3  関 東 圏 （ １ 都 ６ 県 ） に お け る 県 産 材 認 証 制 度 の 実 態  
 2 - 2 に お い て 、 全 国 に お け る 都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 現 状 把 握 を
行 い 、 そ の 結 果 、 全 国 的 に 県 産 材 認 証 制 度 は 活 発 化 し て お り 、 産 地
化 を 図 る 流 通 戦 略 の １ つ と し て 期 待 さ れ て い る こ と を 明 ら か と し た
1 )。ま た 、既 住 の 研 究 で は 、全 国 的 な も の を 2 0 1 4 年 に 根 本 昌 彦 が 県
産 材 認 証 制 度 の 運 用 実 態 の 整 理 を 行 い 2 )、ま た 、 2 0 1 5 年 １ 月 に 県 産
材 認 証 制 度 の 実 態 と 問 題 点 に 関 す る 調 査 報 告 書 が 報 告 さ れ て い る 3 ) 。 
 こ れ ら の 動 向 か ら 、県 産 材 認 証 制 度 を よ り 明 ら か に す る た め に は 、
全 国 規 模 で は な く 地 方 区 分 に よ る 実 証 的 調 査 研 究 を 行 い 、 制 度 の 動
向 を 整 理 す る 必 要 が あ る と い え よ う 。  
 本 節 で は 、 2 - 2 に お い て 明 ら か に し た 県 産 材 認 証 制 度 の 意 識 調 査
の 結 果 お よ び 認 証 内 容 の 分 類 化 を 用 い て 、 県 産 材 認 証 制 度 の メ リ ッ
ト お よ び デ メ リ ッ ト を 明 ら か に す る 。 そ の た め に 、 木 材 消 費 地 が 密
集 し て い る 関 東 圏 （ １ 都 ６ 県 ： 茨 城 県 ・ 栃 木 県 ・ 群 馬 県 ・ 埼 玉 県 ・
千 葉 県 ・ 東 京 都 ・ 神 奈 川 県 ） を 対 象 に 、 県 産 材 認 証 の 現 状 を 概 観 す
る と と も に 、 木 材 需 給 動 向 お よ び 素 材 交 流 の 現 状 の 整 理 を 行 う 4 ) 。
整 理 手 法 は 、 １ つ は 関 東 圏 に お け る 県 産 材 認 証 の 実 態 を 得 る こ と 。
２ つ は 県 産 材 お よ び 県 産 認 証 材 5 )の 動 向 を 明 ら か に し 、 課 題 を 分 析





                                                   
1 )  窪 江 優 美 ・ 前 川 洋 平 ・ 関 岡 東 生 ・ 宮 林 茂 幸 ：「 県 産 材 認 証 の 現 状 と 課 題 ―
認 証 制 度 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 よ り ― 」，『 東 京 農 業 大 学 農 学 集
報 第 5 8 巻 第 4 号 』， 東 京 農 業 大 学 ， ( 2 0 1 4 . 3 . 5 ) ， 5 8 ( 4 )： p p 1 9 9 - 2 0 6  
2 )  根 本 昌 彦 ：「 都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 現 状 と 課 題 － 自 律 的 な 品 質 認 証 か ら
囲 い 込 み の 隘 路 へ － 」，『木 材 情 報 』，日 本 木 材 総 合 情 報 セ ン タ ー ，( 2 0 1 4 . 4 ) ，
( 4 )： p p 1 0 - 1 7  
3 )  日 本 木 材 総 合 情 報 セ ン タ ー ：『 県 産 材 認 証 制 度 の 実 態 と 問 題 点 に 関 す る 調
査 報 告 書 』， 日 本 木 材 総 合 情 報 セ ン タ ー ， ( 2 0 1 4 . 1 )  
4 )  本 節 は 、 2 0 1 4 年 3 月 2 9 日 の 第 1 2 5 回 日 本 森 林 学 会 大 会 に お い て 口 頭 発
表 し た も の （ 窪 江 優 美 ・ 前 川 洋 平 ・ 関 岡 東 生 ・ 宮 林 茂 幸 ：「 関 東 圏 に お け
る 県 産 材 認 証 の 現 状 と 課 題 」，『 第 1 2 5 回 日 本 森 林 学 会 講 演 要 旨 集 』，日 本
森 林 学 会 ，（ 2 0 1 4 ）， p 1 8 6 ） お よ び 窪 江 優 美 ・ 宮 林 茂 幸 ：「 全 国 に お け る 素
材 交 流 の 動 向 と 県 産 材 流 通 に 関 す る 一 考 察 」，『関 東 森 林 研 究 第 6 6 第 2 号 』，
関 東 森 林 学 会 ，（ 2 0 1 5 . 7 ），6 6 ( 2 )： p p 2 1 5 - 2 1 9 を 加 筆 修 正 し た も の で あ る 。  
5 )  著 者 の 研 究 を 基 に 、 県 産 認 証 材 を 「 貴 都 道 府 県 が 実 施 し て い る 都 道 府 県
産 材 認 証 制 度 に よ り 、 定 め ら れ た 基 準 ・ 規 格 や 規 定 に 沿 っ て 生 産 ・ 加 工
さ れ た 木 材 」 と 定 義 す る 。  
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表 2 - 3 - 1  関 東 圏 に お け る 県 産 材 認 証 制 度 の 調 査 概 要
 
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
 
 
2 - 3 - 1  関 東 圏 に お け る 県 産 材 認 証 制 度 の 概 要  
1）  調 査 概 要  
 各 都 県 の 県 産 材 認 証 制 度 の メ リ ッ ト お よ び デ メ リ ッ ト を 明 ら か に
す る た め 、 2 - 2 の 調 査 結 果 よ り 、 県 産 材 認 証 制 度 を 基 礎 項 目 、 認 証
内 容 、 認 証 機 関 、 認 証 取 得 、 県 産 材 利 用 に 関 す る 補 助 事 業 等 で 再 整
理 し た 。こ れ ら よ り 、各 都 県 の 制 度 認 証 パ タ ー ン を 分 類 し た 。ま た 、
聞 き 取 り 調 査 を 実 施 し 、 そ の 結 果 を 問 題 点 ・ 課 題 ・ 今 後 の 見 通 し ・
目 標 ・ メ リ ッ ト ・ デ メ リ ッ ト 等 に 整 理 し た 。  
 さ ら に 、 県 産 材 の 流 通 動 向 を 明 ら か に す る た め に 、 各 都 県 に お け
る 木 材 需 要 の 自 給 率 を 算 出 し 、 県 産 材 率 ・ 他 県 材 率 ・ 外 材 率 の 推 移
を 追 っ た 。 そ し て 、 関 東 圏 と 全 国 県 間 に お け る 素 材 交 流 の 整 理 を 行
い 、 各 都 県 の 県 産 材 の 移 出 入 の 傾 向 を 明 ら か に し た 。  
 調 査 対 象 と 調 査 年 月 日 は 、 表 2 - 3 - 2 に 示 し た 。 対 象 は 各 都 県 の 行
政 機 関 お よ び 森 林 組 合 連 合 会 （ 以 下 、 県 森 連 ） ま た は 木 材 協 同 組 合
連 合 会 （ 以 下 、 県 木 連 ） で あ る 1 )。 こ れ ら の 対 象 に 、 2 0 1 2 年 に 実 施
し た 意 識 調 査 結 果 に 基 づ い て 聞 き 取 り 調 査 を 行 っ た 。 ま た 、 各 都 県
の 木 材 需 給 の 動 向 お よ び 素 材 交 流 の 現 状 を 明 ら か に す る た め 、 調 査





                                                   
1 )  各 都 県 の 県 森 連 ま た は 県 木 連 を 対 象 と し た の は 、 県 産 材 推 進 協 議 会 や 県
産 材 認 証 セ ン タ ー 等 の 名 称 で 、 事 務 局 を 運 営 し て い る た め で あ る 。  
2 )  主 に 用 い た 統 計 書 は 、 農 林 水 産 省 が 監 修 ・ 出 版 し て い る 『 木 材 需 給 報 告
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表 2 - 3 - 2  聞 き 取 り 調 査 の 調 査 対 象 お よ び 調 査 年 月 日  
 
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
 
2）  １ 都 ６ 県 に お け る 県 産 材 認 証 制 度  
表 2 - 3 - 3 は 、 １ 都 ６ 県 の 県 産 材 認 証 制 度 の 基 礎 項 目 を 整 理 し た も
の で あ る 。 基 礎 項 目 は 、 ① 制 度 有 無 、 ② 施 行 年 、 ③ 県 産 材 の 定 義 を
明 文 化 す る も の 、 ④ 呼 称 、 ⑤ 認 証 機 関 （ 事 務 局 ） の ５ つ で あ る 。 こ
の 表 よ り 、 次 の こ と が 明 ら か と な っ た 。  
１ つ は 、 関 東 圏 で は 茨 城 県 を 除 く １ 都 ５ 県 が 制 度 を 有 し て い る こ
と 1 )。１ 都 ５ 県 の う ち 、初 め に 県 産 材 認 証 制 度 を 施 行 し た の は 、1 9 9 8
年 の 群 馬 県 か ら で あ り 、次 い で 、神 奈 川 県（ 2 0 0 1 年 ）、埼 玉 県（ 2 0 0 2
年 ）、 栃 木 県 （ 2 0 0 3 年 ）、 千 葉 県 ・ 東 京 都 （ 2 0 0 5 年 ） の 順 で 施 行 さ
れ て い る 。 ま た 、 神 奈 川 県 の み 、 制 度 施 行 年 が ３ つ 記 載 さ れ て い る
が 、こ れ は 複 数 の 制 度 を 有 す る こ と を 示 し て お り 、 2 0 0 1 年 に「 か な
が わ 県 産 木 材 産 地 認 証 制 度 」、 2 0 0 5 年 に 「 か な が わ 県 産 木 材 住 宅 建
設 工 務 店 認 証 制 度 」、 2 0 11 年 に 「 か な が わ ブ ラ ン ド 県 産 木 材 品 質 認
証 制 度 」 と 産 地 認 証 ・ 工 務 店 認 証 ・ 品 質 認 証 と い っ た 内 容 の 制 度 を
別 年 度 に 整 備 し て い る か ら で あ る 。  
 ２ つ に は 、 県 産 材 の 定 義 を 明 文 化 す る も の と し て 、 １ 都 ５ 県 は 制
度 要 綱・要 領 に 記 述 が な さ れ て い た 。主 な 定 義 は 、「自 県 で 生 産 さ れ
る 素 材 お よ び 自 県 の 素 材 を 加 工 し た 製 品 」 で あ る 。 茨 城 県 で は 、 明
文 化 す る 書 類 は 存 在 し て い な い が 、 聞 き 取 り 調 査 よ り 、 各 都 県 と 同
等 の 定 義 と し て い る 。 さ ら に 、 栃 木 県 で は 、 記 述 の 定 義 に 付 随 し て
「 加 工 は 県 内 外 問 わ な い 」 と も 記 載 し て い る 。  
                                                   
1 )  茨 城 県 は 、2 章 の 調 査 結 果 に お い て 、今 後 制 度 を 策 定 予 定 と し て い た た め 、
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 ３ つ に は 、 県 産 材 認 証 制 度 の 認 証 機 関 に つ い て 、 関 東 圏 で は 県 産
材 認 証 セ ン タ ー や 県 産 材 認 証 協 議 会 が 中 心 と な り 、 事 務 局 と し て 運
営 を 行 っ て い る 。 こ れ ら の 事 務 局 は 、 各 都 県 の 県 森 連 や 県 木 連 が 兼
任 し て い る 。 ま た 、 行 政 機 関 は 、 主 に 運 営 補 助 等 の オ ブ ザ ー バ ー と
し て の 位 置 づ け に あ る 。  
 
表 2 - 3 - 3  １ 都 ６ 県 に お け る 県 産 材 認 証 制 度 の 基 礎 項 目  
 
出 典 ： 各 都 県 の 制 度 要 綱 ・ 要 領 、 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
 
次 に 、 表 2 - 3 - 4 は １ 都 ６ 県 に お け る 県 産 材 認 証 制 度 の 認 証 に 関 す
る 項 目 の 整 理 （ 概 要 ） を し た も の で あ る 。 認 証 項 目 は 、 ① 認 証 内 容
と 分 類 型 、 ② 県 外 認 証 の 可 否 、 ③ 認 証 総 取 得 数 、 ④ 県 外 認 証 の 取 得
数 ： 都 道 府 県 名 、 ⑤ 県 産 材 に 関 す る 補 助 事 業 ・ 制 度 の ５ つ に 整 理 し
た 。 表 2 - 3 - 4 よ り 、 次 の こ と が 明 ら か に な っ た 。  
 １ つ は 、 関 東 圏 に お け る 県 産 材 認 証 制 度 の 認 証 内 容 に つ い て で あ
る 。 2 - 2 - 5 で 県 産 材 認 証 制 度 に お け る 認 証 内 容 の 分 類 を 行 っ た が 、
そ の 分 類 型 を １ 都 ６ 県 に 当 て は め る と 、 ① 制 度 を 有 し て い な い 茨 城
県 、 ② 産 地 お よ び 合 法 性 認 証 を 行 う 産 地 型 の 埼 玉 県 お よ び 東 京 都 、
③ 産 地 お よ び 合 法 性 認 証 が 複 合 し た 産 地 合 法 型 の 栃 木 県 お よ び 千 葉
県 、 ④ 産 地 お よ び 合 法 性 認 証 に 品 質 や 製 品 認 証 が 付 加 さ れ て い る 産
地 品 質 型 の 群 馬 県 お よ び 神 奈 川 県 の ４ つ に 分 類 で き た 。  
 ２ つ に 、 県 外 認 証 可 否 に つ い て 、 １ 都 ５ 県 は 県 外 認 証 を 可 能 と し
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て い る 。 し か し 、 実 際 は 県 外 認 証 を 行 い た く な い と い う 意 向 を 持 っ
て い た 。 県 外 認 証 を 認 め ざ る お え な い 要 因 と し て 、 消 費 者 ニ ー ズ の
変 化 に よ り 、 自 県 で 生 産 で き な い 製 品 を 県 外 に 依 頼 す る こ と が 増 加
し て い る こ と が 挙 げ ら れ た 。 そ の た め 、 品 質 認 証 を 持 つ 群 馬 県 1 ) お
よ び 神 奈 川 県 2 )で は 、 認 証 要 件 を 県 内 と 県 外 と で 区 別 し 、 厳 し く 定
め て い る 。  
 ３ つ に は 、 １ 都 ５ 県 の 認 証 総 取 得 数 お よ び 県 外 認 証 の 取 得 数 で あ
る 。 各 都 県 の 取 得 数 は 、 栃 木 県 は 3 2 8 事 業 体 （ 県 外 ６ 事 業 体 ）、 群
馬 県 は 3 8 工 場（ 県 外 ３ 工 場 ）、埼 玉 県 は 2 4 1 事 業 体 お よ び ４ 工 務 店
（ 県 外 2 5 事 業 体 ）、千 葉 県 は 2 6 0 取 扱 事 業 体（ 県 外 １ 取 扱 事 業 体 ）、
東 京 都 は 1 0 2 事 業 体 （ 県 外 1 8 事 業 体 ）、 神 奈 川 県 は 3 7 生 産 事 業 体
お よ び 2 2 工 務 店 （ 県 外 １ 生 産 事 業 体 ） と な っ て い る 。 ま た 、 各 都
県 と も 県 外 認 証 の 取 得 数 は 少 な い こ と が 明 ら か と な っ て い る が 、 東
北 地 方 か ら 近 畿 地 方 と 幅 広 い 素 材 交 流 と な っ て い る 。 さ ら に 、 埼 玉
県 お よ び 千 葉 県 で は 「 木 材 利 用 ポ イ ン ト 制 度 （ 2 0 1 3 年 ）」 の 影 響 を
受 け 、 お お よ そ 2 0 1 2 年 か ら 2 0 1 3 年 ま で に 、 埼 玉 県 は 4 4 事 業 体 、
千 葉 県 は 1 0 0 取 扱 事 業 体 と 増 加 し て い る 。  
 ４ つ に は 、 県 産 材 に 関 す る 補 助 事 業 お よ び 制 度 を 整 理 し た 。 各 都
県 と も に 公 共 建 築 物 に 関 す る 事 業 が 多 く 制 定 さ れ て い た 。そ の ほ か 、
最 終 消 費 者 に 向 け た 住 宅 （ 新 築 ・ 改 築 ） の 補 助 金 に 関 す る 制 度 や 、
企 業 に 向 け に 環 境 等 の エ コ 認 証 な ど 、C S R に 関 す る 事 業 と 組 み 合 わ







                                                   
1 )  群 馬 県 の 県 外 認 証 要 件 は 、 ① J A S 認 定 工 場 で あ る こ と 。 ② 木 材 ・ 木 材 製
品 の 合 法 性 ・ 持 続 可 能 性 の 証 明 に 係 る 事 業 者 認 定 を 取 得 し て い る こ と 。
③ 群 馬 県 の 素 材 を 必 ず 使 用 し 、 群 馬 県 に 製 品 を リ リ ー ス す る こ と 。 ④ 集
成 材 ・ 構 造 用 合 板 と も に 毎 月 の 入 荷 量 お よ び 製 品 の 出 荷 量 の 報 告 を 義 務
付 け ら れ て い る 。  
2 )  神 奈 川 県 の 県 外 認 証 要 件 は 、 前 提 に 県 内 で 生 産 お よ び 加 工 で き な い 製
品 ・ 技 術 ・ 新 製 品 で な い 限 り は 、 県 外 認 証 を 行 わ な い 。 そ の 上 で 、 ① 県
庁 ・ 協 議 会 ・ 認 証 取 得 対 象 者 と の 三 角 間 協 定 を 結 ぶ こ と 。② 3 年 以 上 の 売
買 契 約 を 行 う こ と 。 ③ 契 約 期 間 中 は 、 か な が わ 県 産 木 材 を 買 い 、 加 工 し
た 製 品 を 必 ず 県 内 に リ リ ー ス す る こ と が 条 件 で あ る 。  
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表 2 - 3 - 4  １ 都 ６ 県 に お け る 県 産 材 認 証 制 度 の 概 要  
 
注 1： 茨 城 県 は 、 制 度 を 有 し て い な い た め 、 未 記 入 （ ‐ ） と し て い る 。  
注 2： 県 外 認 証 可 否 が △ の 群 馬 県 は 、 本 来 は 認 証 を 認 め て い な い 。 だ が 、 自
県 で 生 産 で き な い 製 品 （ 集 成 材 ・ 構 造 用 合 板 ） を 、 他 県 の 工 場 に 頼 ら
な け れ ば な ら な い た め 、 認 め て い る 状 況 に あ る 。  
注 3： 県 外 認 証 可 否 が △ の 神 奈 川 県 は 、 基 本 的 に は 認 め て い な い 。 だ が 、 自
県 で 生 産 で き な い 製 品 （ 集 成 材 ・ 構 造 用 合 板 ） に 関 し て は 、 県 外 事 業
者 に 依 頼 す る 。  
注 4： 認 証 内 容 の 分 類 型 、 ① 制 度 な し 、 ② 産 地 型 、 ③ 産 地 合 法 型 、 ④ 産 地 品
質 型 を 示 す 。  
出 典 ： 各 都 県 の 制 度 要 綱 ・ 要 領 、 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
 
2 - 3 - 2  関 東 圏 に お け る 県 産 材・県 産 材 認 証 制 度 に 対 す る 期 待 と 課 題  
 本 項 で は 、 関 東 圏 の 県 産 材 認 証 制 度 の 運 用 実 態 に つ い て 聞 き 取 り
調 査 の 結 果 を 整 理 し た 。 ま た 、 前 項 の 2 - 3 - 1 に お け る 各 都 県 の 県 産
材 認 証 制 度 の 概 要 の 結 果 と と も に 、 県 産 材 認 証 制 度 に 対 す る 期 待 と
課 題 に つ い て 分 析 す る 。  
 １ 都 ６ 県 の 県 産 材 認 証 制 度 に 関 す る 聞 き 取 り 調 査 結 果 を 表 2 - 3 - 5
に 整 理 し た 。 そ の 内 容 は 、 ① 県 産 材 認 証 の メ リ ッ ト お よ び デ メ リ ッ
ト 、 ② 問 題 点 ・ 課 題 、 ③ 今 後 の 見 通 し ・ 目 標 、 ④ そ の 他 で あ る 。 ま
た 、 茨 城 県 に 関 し て は 、 県 産 材 認 証 制 度 を 有 し て は い な い が 、 将 来
的 に は 策 定 予 定 と し て い た た め 、 そ の 理 由 等 に つ い て 整 理 し た 。  
 ま ず 、 茨 城 県 は 、 2 - 2 の 調 査 結 果 （ 2 0 1 2 年 実 施 ） か ら 制 度 を 策 定
予 定 と し て い た が 、 聞 き 取 り 調 査 を 実 施 し た 2 0 1 3 年 に お い て も 制
度 は 策 定 し て い な か っ た 。 今 後 に 策 定 予 定 と し た 理 由 は 、 主 に 県 産
材 の 利 用 拡 大 と 木 材 の 品 質 の 向 上 を 進 め た い と し て い た か ら で あ る 。
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品 質 認 証 を 作 成 し た い と い う 意 向 を 持 っ て お り 、 そ の 理 由 は 、 県 産
の 木 材 を 品 質 証 明 す る こ と で 、 品 質 お よ び 産 地 を 明 確 に す る こ と 。
ま た 、 さ ら な る 県 産 材 の 利 用 拡 大 に つ な が る と 考 え て い る た め で あ
る 。 県 産 材 認 証 制 度 の 策 定 を 目 指 す に あ た り 、 他 県 の 県 産 材 認 証 制
度 を 参 考 と し て い る が 、 他 県 の 制 度 と 連 携 す る つ も り は な く 、 あ く
ま で も 県 内 の 県 産 材 利 用 拡 大 を 推 進 し て い た 。 ま た 、 現 在 は 県 産 材
認 証 制 度 を 有 し て い な い た め 、 国 の 定 め る 合 法 木 材 認 証 制 度 を 推 進
し 、 J A S 認 定 を 受 け た 製 品 や 乾 燥 材 （ K D 材 ） な ど 、 品 質 の よ い 木
材 や 製 品 の 普 及 に 努 め て い る と し て い た 。  
 次 に 、 １ 都 ５ 県 の 聞 き 取 り 調 査 結 果 を 整 理 す る 。  
 １ つ は 、メ リ ッ ト お よ び デ メ リ ッ ト で あ り 、「メ リ ッ ト は 特 に な い 」
と す る 回 答 を １ 都 ４ 県（ 栃 木 県・群 馬 県・埼 玉 県・千 葉 県・東 京 都 ）
か ら 得 ら れ た 。 デ メ リ ッ ト の 回 答 は 、 メ リ ッ ト よ り も 多 く 得 ら れ 、
「 県 産 認 証 材 の 管 理 等 の 業 務 面 が 複 雑 多 岐 で あ る 」こ と 。「県 産 認 証
材 の 木 材 価 格 や 流 通 コ ス ト が 高 く つ く 」こ と を 挙 げ て い た（ 群 馬 県・
埼 玉 県・東 京 都 ）。そ の た め 、外 材 や 他 県 材 を 利 用 す る こ と で 、安 く
抑 え て い る 状 況 に あ る と し て い た 。 ま た 、 県 産 認 証 材 で あ る こ と を
証 明 す る 認 証 ラ ベ ル に つ い て は 、 作 業 工 程 の 中 で 貼 付 す る こ と が で
き な い こ と も 挙 げ て い た（ 埼 玉 県・千 葉 県 ）。さ ら に 、東 京 都 で は 品
質 認 証 が あ る か 否 か に よ り 、 J A S 規 格 製 品 や 品 質 を 保 証 さ れ て い る
ブ ラ ン ド 材 な ど 、 品 質 認 証 の あ る 県 産 材 と 産 地 認 証 の み の 県 産 材 で
は 付 加 価 値 に 差 異 が あ る た め 、 木 材 販 売 に 制 約 を 受 け る 可 能 性 が あ
る こ と を 指 摘 し て い た 。  
 ２ つ は 、 問 題 点 ・ 課 題 で あ り 、 １ 都 ２ 県 で 販 売 お よ び 流 通 経 路 が
追 え な い こ と を 問 題 と し て お り 、 県 産 認 証 材 が 実 際 に 自 県 材 と し て
流 通 し て い る か を 明 確 に 表 す こ と が で き な い と し て い た （ 群 馬 県 ・
埼 玉 県・東 京 都 ）。ま た 、１ 都 ４ 県 で は 質 の よ い 自 県 材 が 県 外 業 者 に
買 い 付 け ら れ 、他 県 材 と し て 販 売 さ れ て い る こ と を 問 題 視 し て い る 。
さ ら に 、 品 質 認 証 を も た な い 都 県 で は 林 家 等 か ら 独 自 の 品 質 規 格 を
設 け て ほ し い と 期 待 さ れ て い る 。 そ の た め 、 品 質 認 証 制 度 に つ い て
考 え て は い る が 、 制 度 化 に 対 し て 経 費 等 の 金 銭 面 の 問 題 が あ る た め
厳 し い と し て い る （ 千 葉 県 ・ 東 京 都 ）。  
 ３ つ は 、 今 後 の 見 通 し ・ 目 標 で あ り 、 各 都 県 と も に 制 度 の 普 及 促
進 と 県 産 材 の 利 用 拡 大 と し て い る 。 さ ら に 、 県 と 国 の 補 助 事 業 で タ
イ ア ッ プ を し て い き た い と 述 べ て い る （ 栃 木 県 ・ 群 馬 県 ・ 埼 玉 県 ）。
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理 由 は 、 さ ら な る 県 産 材 の 利 用 拡 大 と 県 の 経 費 の 補 助 と し て 支 援 し
て ほ し い と し て い る 。 ま た 、 栃 木 県 お よ び 千 葉 県 で は 、 木 材 販 路 を
県 内 お よ び 県 外 問 わ ず 、 広 域 に す る こ と が 望 ま し い と し て い る 。 こ
の た め 、 制 度 を 現 在 の も の よ り 広 範 に 利 用 可 能 な も の に す る こ と を
検 討 す る 必 要 性 が あ る と 指 摘 し て い た 。  
 ４ つ は 、 そ の 他 で あ り 、 聞 き 取 り 調 査 対 象 者 か ら の 意 見 で あ る 。
主 に 、 県 産 認 証 材 の 利 用 方 法 に つ い て の 回 答 が 多 く 、 新 築 住 宅 以 外
に 改 築 ・ リ フ ォ ー ム で フ ロ ー リ ン グ に 県 産 認 証 材 を 使 用 で き な い か
と 期 待 し て い た（ 群 馬 県 ・ 埼 玉 県 ・ 神 奈 川 県 ）。そ の た め 、フ ロ ー リ
ン グ 等 に 県 産 認 証 材 を 利 用 で き る よ う な 仕 組 み や 取 り 組 み を 作 成 し
て い き た い と 考 え て い る 。 ま た 、 栃 木 県 お よ び 千 葉 県 で は 、 今 後 の
見 通 し ・ 目 標 で 述 べ て い た 木 材 販 路 の 広 域 化 に 関 連 し て 、 県 産 認 証
材 や ブ ラ ン ド 化 に こ だ わ る 必 要 性 が あ る か 否 か を 問 い か け て い た 。  
 
表 2 - 3 - 5  １ 都 ６ 県 の 聞 き 取 り 調 査 結 果  
 
出 典 ： 各 都 県 の 制 度 要 綱 ・ 要 領 、 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
 
2 - 3 - 3  関 東 圏 に お け る 木 材 需 給 動 向  
 本 項 で は 、 関 東 圏 に お け る 県 産 材 お よ び 県 産 認 証 材 の 木 材 流 通 動
向 を 明 ら か に す る 。 ま た 、 明 ら か に し た こ と か ら 、 県 産 材 認 証 制 度
が 木 材 流 通 に 影 響 が あ る の か 否 か に つ い て 分 析 す る 。 そ の た め 、 関
東 圏 の 木 材 需 給 を 各 木 材 自 給 率 （ 県 産 材 率 ・ 他 県 材 率 ・ 外 材 率 ） の
推 移 で 整 理 す る 。  
№ 県名 県産材認証制度の有無 策定理由 他県の県産材制度の関係性 県産材認証に変わる制度有無
1 茨城県 策定予定 品質認証と県産材の利用拡大 参考とはするが、他県との連携はしない 合法木材認証制度
№ 県名 メリット デメリット 問題点・課題 今後の見通し・目標 その他
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関 東 圏 に お け る 木 材 需 給 動 向 の 推 移 を 整 理 す る た め 、 図 2 - 3 - 1 は
県 産 材 率 、 図 2 - 3 - 2 は 他 県 材 率 、 図 2 - 3 - 3 外 材 率 の 各 木 材 自 給 率 の
推 移 を 示 し た 。 こ れ ら の 図 よ り 、 県 産 材 認 証 制 度 の 施 行 が 各 木 材 自
給 率 に ど の よ う な 影 響 が あ っ た か を み て い く 。 ま た 、 各 図 に は 黒 色
の 長 方 形 に 各 都 県 名 を 記 載 し て い る が 、 こ れ は １ 都 ５ 県 の 県 産 材 認
証 制 度 の 施 行 年 を 示 し て い る 1 )。 ま た 、 １ 都 ４ 県 は 県 産 認 証 材 の 木
材 需 給 量 を 正 確 に 把 握 し て い な か っ た た め 、 県 産 認 証 材 の 流 通 動 向
を 追 う こ と が で き な か っ た 。 そ の た め 、 農 林 水 産 省 が 作 成 お よ び 出
版 し て い る 『 木 材 需 給 報 告 書 』 に よ る 県 産 材 の 素 材 需 給 量 よ り 各 木
材 自 給 率 を 算 出 し た 。 た だ し 、 県 産 認 証 材 の 流 通 動 向 を 整 理 し て い
た 群 馬 県 お よ び 埼 玉 県 の み 、 2 - 3 - 5 に お い て 述 べ る こ と と す る 。  
図 2 - 3 - 1、 図 2 - 3 - 2、 図 2 - 3 - 3 の ３ つ よ り 、 各 都 県 と も 県 産 材 認 証
制 度 の 施 行 は 、 各 木 材 自 給 率 に 影 響 を 与 え て い な か っ た 。 ど の 図 か
ら も 制 度 の 施 行 に よ る 木 材 自 給 率 の 増 減 は な く 、 現 状 を 維 持 し て い
る 傾 向 に あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。  
 で は 、図 2 - 3 - 1 お よ び 図 2 - 3 - 2 の 県 産 材 率 と 他 県 材 率 の 推 移 か ら 、
1 9 9 5 年 か ら 2 0 0 5 年 頃 ま で 大 き な 変 動 が な く 推 移 し て い る 。県 産 材
率 は 、「 新 流 通 ・ 加 工 シ ス テ ム （ 2 0 0 4～ 2 0 0 6 年 ）」 や 「 新 生 産 シ ス
テ ム （ 2 0 0 6 年 ）」、「 森 林 ・ 林 業 再 生 プ ラ ン （ 2 0 0 9 年 ）」 等 の 木 材 産
業 対 策 に よ り 、 １ 都 ３ 県 で は 増 加 傾 向 で あ っ た 。 し か し 、 残 り ２ 県
の 茨 城 県 お よ び 神 奈 川 県 で は 減 少 傾 向 で あ っ た 。 他 県 材 率 は 、 各 都
県 と も 1 9 9 5 年 か ら 2 0 11 年 に か け て ４ 割 以 下 で 推 移 し て い る 。  
 次 に 、 図 2 - 3 - 3 の 外 材 率 の 推 移 を み る と 、 1 9 9 5 年 か ら 2 0 0 7 年 ま
で は 大 き な 変 動 も な く 維 持 し て い た 。し か し 、2 0 0 7 年 に ア メ リ カ で
サ ブ プ ラ イ ム ロ ー ン 問 題 が 起 こ り 、そ の 影 響 を 受 け て 、2 0 0 8 年 の リ
ー マ ン ・ シ ョ ッ ク を 契 機 に 急 激 に 外 材 率 は 減 少 し た 。 し か し 、 茨 城
県 お よ び 神 奈 川 県 で は 外 材 率 は 増 加 傾 向 に あ っ た 。 茨 城 県 お よ び 神
奈 川 県 の ２ 県 が 、 １ 都 ３ 県 と 異 な る 傾 向 を み せ る 理 由 と し て 、 県 内
に 木 材 港 が あ り 、 外 材 を 輸 入 す る 機 会 が 他 県 と 比 較 し て 容 易 で あ る
こ と 。 ま た 、 自 県 材 を 使 用 す る よ り も コ ス ト が か か ら な い た め 、 外
材 を 購 入 し て い る 可 能 性 が 高 い と 考 え ら れ る 。  
 こ れ ら の こ と か ら 、 各 都 県 の 木 材 需 給 は 県 産 材 お よ び 外 材 で 賄 え
て い る こ と が 推 測 で き る 。  
                                                   
1 )  関 東 圏 で は 、群 馬 県 の 1 9 9 8 年 が 最 も 早 く 県 産 材 認 証 制 度 を 施 行 し た た め 、
1 9 9 5 年 か ら 2 0 1 1 年 ま で の 木 材 需 給 動 向 の 推 移 を み て い る 。  
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注 ： 県 名 が 記 載 し て あ る 長 方 形 は 、 県 産 材 認 証 制 度 の 施 行 年 を 示 す 。  
出 典：木 材 統 計 調 査：農 林 水 産 省（ 1 9 9 5 年 ~ 2 0 1 1 年 ）：h t t p : / / w w w. m a f f . g o . j p /  
j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u z a i / ， ( 2 0 1 3 . 1 1 . 2 4 ) よ り 著 者 作 成  
図 2 - 3 - 1  関 東 圏 に お け る 県 産 材 率 の 推 移  
 
 
注 ： 県 名 が 記 載 し て あ る 長 方 形 は 、 県 産 材 認 証 制 度 の 施 行 年 を 示 す 。  
出 典：木 材 統 計 調 査：農 林 水 産 省（ 1 9 9 5 年 ~ 2 0 1 1 年 ）：h t t p : / / w w w. m a f f . g o . j p /  
j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u z a i /， ( 2 0 1 3 . 1 1 . 2 4 ) よ り 著 者 作 成  
図 2 - 3 - 2  関 東 圏 に お け る 他 県 材 率 の 推 移  
 
 
注 ： 県 名 が 記 載 し て あ る 長 方 形 は 、 県 産 材 認 証 制 度 の 施 行 年 を 示 す 。  
出 典：木 材 統 計 調 査：農 林 水 産 省（ 1 9 9 5 年 ~ 2 0 1 1 年 ）：h t t p : / / w w w. m a f f . g o . j p /  
j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u z a i / ， ( 2 0 1 3 . 1 1 . 2 4 ) よ り 著 者 作 成  
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2 - 3 - 4  関 東 圏 に お け る 全 国 素 材 交 流 の 動 向  
 本 項 で は 、 関 東 圏 に お け る 県 産 材 お よ び 県 産 認 証 材 の 流 通 経 路 を
明 ら か に し 、 そ の 傾 向 を 整 理 す る 。 そ の た め に 、 農 林 水 産 省 編 『 木
材 需 給 報 告 書 』 の 素 材 交 流 実 績 表 を 用 い て 、 都 道 府 県 間 に お け る 素
材 の 交 流 実 態 の 動 向 を 把 握 し 、 関 東 圏 に 着 目 し た 全 国 県 間 素 材 交 流
の 傾 向 を 明 ら か に す る 。 ま た 、 県 産 材 認 証 制 度 の 認 証 内 容 に お け る
パ タ ー ン お よ び 木 材 流 通 経 路 の 整 理 を 行 う 。  
 
1）  都 道 府 県 お よ び 関 東 圏 に お け る 県 間 素 材 交 流 の 実 態  
 関 東 圏 に 着 目 す る 前 に 、 都 道 府 県 間 に お け る 素 材 交 流 の 実 態 を 整
理 す る 。 整 理 方 法 は 、 農 林 水 産 省 が 監 修 お よ び 出 版 す る 『 木 材 需 給
報 告 書 』 に お け る 「 素 材 交 流 表 」 を 用 い て 、 2 0 0 2 年 か ら 2 0 11 年 の
過 去 1 0 年 間 の 素 材 交 流 量 か ら 県 間 交 流 の 傾 向 を 明 ら か に す る 。 ま
た 、こ こ で い う「 素 材 」と は 、農 林 水 産 省 の 実 施 す る 木 材 統 計 調 査 1 )
に 規 定 さ れ る 「 用 材 （ 薪 炭 材 及 び し い た け 原 木 を 除 く ） に 供 さ れ る
丸 太 及 び そ ま 角 を い い 、 輸 入 木 材 に あ っ て は 、 大 中 角 、 盤 及 び 「 そ
の 他 の 半 製 品 」 を 含 め た 。」 2 )も の を 指 し て い る 。  
 で は 、 各 都 道 府 県 間 に お け る 過 去 1 0 年 間 （ 2 0 0 2～ 2 0 11 年 ） の 素
材 交 流 動 向 を 示 し た も の が 図 2 - 3 - 4 で あ る 。こ の 図 は 、 4 7 都 道 府 県
を 軸 に 、 縦 軸 を 入 荷 県 、 横 軸 を 生 産 県 と し た マ ト リ ク ス 図 で 、 表 中
の 黒 色 は 「 自 県 」 を 示 し 、 二 重 丸 （ ◎ ） は 「 相 互 に 素 材 の 生 産 お よ
び 入 荷 を 行 う 」、 バ ツ 印 （ ×） は 「 素 材 の 生 産 の み を 行 う 」、 三 角 印
（ △ ） は 「 素 材 の 入 荷 の み を 行 う 」 こ と を 示 し て い る 3 )。  
図 2 - 3 - 4 の 結 果 と し て 、 各 都 道 府 県 の 周 辺 で あ る 、 い わ ゆ る 近 隣 範
囲 で の 相 互 の 素 材 生 産 お よ び 入 荷 （ ◎ ） が 行 わ れ て い る こ と が 明 ら
か と な っ た 。 ま た 、 生 産 の み （ ×） お よ び 入 荷 の み （ △ ） に 着 目 す
る と 、 全 国 へ と 広 域 に 広 が り を み せ て い る 。 さ ら に 、 相 互 に 素 材 生
産 お よ び 入 荷 （ ◎ ） は 、 大 ま か に 「 東 北 ・ 関 東 地 方 」、「 中 部 ・ 近 畿
地 方 」、「 四 国 ・ 九 州 地 方 」 の ３ つ の 区 分 に 分 類 す る こ と が で き る と
考 え ら れ る 。  
                                                   
1 )  木 材 統 計 調 査 と は 「 素 材 生 産 及 び 木 材 製 品 の 生 産 、 出 荷 等 に 関 す る 実 態
を 明 ら か に し 、 森 林 ・ 林 業 行 政 の 推 進 等 に 資 す る 資 料 を 整 備 す る こ と を
目 的 と す る 」も の で あ る 。 出 典：木 材 統 計 調 査：農 林 水 産 省：h t t p : / / w w w.  
m a f f . g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u z a i / ， ( 2 0 1 3 . 1 1 . 2 4 ) よ り 、  
2 )  木 材 統 計 調 査：農 林 水 産 省：h t t p : / / w w w. m a f f . g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u  
z a i /， ( 2 0 1 3 . 1 1 . 2 4 )   
3 )  図 2 - 3 - 4 お よ び 図 2 - 3 - 5 は 、素 材 の 量 的 な 流 通 動 向 を 追 っ た も の で は な い 。  
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注 1：『 木 材 需 給 報 告 書 』 の 「 素 材 交 流 表 」 よ り 、 過 去 1 0 年 間 の う ち 、 1 度
の み の 生 産 お よ び 入 荷 に お い て も 素 材 交 流 を し た と み な し た 。  
注 2： 素 材 交 流 量 は 、 国 産 材 の み を 対 象 と し た 。  
注 3： 縦 軸 ・ 横 軸 の 生 産 県 お よ び 入 荷 県 は 、 素 材 を 生 産 し た の か 、 ま た は 、
入 荷 し た の か を 示 す 。  
出 典 ： 農 林 水 産 省 「 木 材 需 給 報 告 書 」 か ら 各 年 度 （ 2 0 0 2～ 2 0 1 1 年 ） の 「 素
材 交 流 表 」 を 、 ホ ー ム ペ ー ジ （ 2 0 1 4 . 2 . 2 3 ） か ら 取 得 し 、 著 者 作 成  
図 2 - 3 - 4  都 道 府 県 に お け る 過 去 1 0 年 間 の 全 国 県 間 素 材 交 流 一 覧  
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47
1 ◎ ◎ × ◎ × × ◎ ◎ × × × × × × × × × × ◎ × × × × × × × × × × × × × × × × × × 1 北海道
2 ◎ ◎ × ◎ × × ◎ × × × × × × × × × × × × × × × × × 2 青森県
3 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × × × × ◎ ◎ × × × × × × × × × × × × × 3 岩手県
4 × × ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ △ △ △ ◎ × △ △ ◎ △ ◎ × × △ × △ 4 宮城県
5 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ × × ◎ ◎ ◎ ◎ × × ◎ × ◎ × ◎ ◎ × × × × × △ × △ ◎ ◎ × × 5 秋田県
6 × × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × △ × ◎ ◎ ◎ × × △ × × 6 山形県
7 × × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × △ × × △ × × △ ◎ × × × × × × × 7 福島県
8 ◎ ◎ × ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × ◎ ◎ △ ◎ △ × × × × × × × △ 8 茨城県
9 × ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ ◎ × ◎ ◎ ◎ × ◎ × × × × 9 栃木県
10 ◎ × ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ × ◎ × × ◎ ◎ ◎ × × × × △ × 10 群馬県
11 × × × △ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × × × ◎ 11 埼玉県
12 × × × △ ◎ × ◎ ◎ △ × ◎ ◎ ◎ × × × ◎ △ △ × × × × × △ 12 千葉県
13 × × △ ◎ △ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎ × × ◎ ◎ △ × × ◎ × × ◎ ◎ × × △ 13 東京都
14 × ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ △ ◎ △ × ◎ × × × × 14 神奈川県
15 × × ◎ × ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ × × △ ◎ ◎ ◎ △ × × ◎ × △ △ △ 15 新潟県
16 × × × × × × × × × ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ △ △ △ △ 16 富山県
17 × × × ◎ △ × × × × ◎ ◎ ◎ △ △ ◎ △ △ ◎ × △ × △ × 17 石川県
18 × ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ △ × × × 18 福井県
19 × △ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × 19 山梨県
20 × × × △ × ◎ △ △ ◎ ◎ ◎ △ ◎ △ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ × ◎ ◎ × × × × × × △ 20 長野県
21 × × × ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ △ × △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ △ × × × × ◎ ◎ × × ◎ × 21 岐阜県
22 ◎ × △ × × × △ ◎ ◎ △ × ◎ × ◎ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × × ◎ ◎ ◎ ◎ × × △ △ × 22 静岡県
23 × × × ◎ △ × × ◎ × × × ◎ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × ◎ ◎ ◎ ◎ × × × × ◎ × × × △ × ◎ 23 愛知県
24 × × × ◎ ◎ ◎ × ◎ × ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ 24 三重県
25 × × × × × × × × × × ◎ × × ◎ × ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ △ △ ◎ △ △ △ △ ◎ △ △ △ 25 滋賀県
26 × × × × × × × × ◎ ◎ × ◎ ◎ × × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ △ ◎ △ × △ △ 26 京都府
27 × △ × ◎ × × × ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ × × × △ ◎ × ◎ △ ◎ × 27 大阪府
28 × × × × × ◎ × ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ △ △ ◎ △ △ △ △ △ ◎ 28 兵庫県
29 × △ × × × × × ◎ × △ △ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ × ◎ ◎ × × × ◎ × × ◎ △ ◎ 29 奈良県
30 × × × × ◎ △ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ × × △ ◎ ◎ × × × 30 和歌山県
31 × × × △ × △ × △ ◎ × △ ◎ △ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ × × × 31 鳥取県
32 × × × △ △ △ ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ △ ◎ ◎ △ ◎ △ △ 32 島根県
33 × × × × × × △ △ × × × ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ △ ◎ △ ◎ 33 岡山県
34 × × × × × × × × × △ △ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ △ 34 広島県
35 × × × × × × △ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × ◎ ◎ ◎ △ 35 山口県
36 × △ × × × × × × × ◎ △ ◎ × ◎ × × ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ◎ △ × 36 徳島県
37 × △ × × △ × △ × △ ◎ △ ◎ ◎ ◎ × △ 37 香川県
38 × ◎ △ △ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × △ △ ◎ ◎ ◎ 38 愛媛県
39 △ × × × ◎ △ ◎ ◎ ◎ × ◎ △ ◎ ◎ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × × × ◎ × × 39 高知県
40 × ◎ △ ◎ × × × × ◎ △ ◎ ◎ × × × × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 40 福岡県
41 ◎ × △ △ × ◎ ◎ ◎ × △ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 41 佐賀県
42 × △ × × △ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 42 長崎県
43 × × ◎ △ × × × △ × × △ △ ◎ ◎ × △ ◎ ◎ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 43 熊本県
44 × △ × × △ △ △ △ △ × ◎ △ ◎ ◎ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 44 大分県
45 × × × × ◎ × × × × △ ◎ × × ◎ △ ◎ ◎ ◎ × × △ ◎ ◎ ◎ △ ◎ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 45 宮崎県
46 × × × × △ △ × ◎ × △ △ △ × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 46 鹿児島県
47 △ ◎ ◎ 47 沖縄県
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 次 に 、 関 東 圏 に 着 目 し 、 全 国 県 間 素 材 交 流 の 実 態 を 整 理 す る 。 前
述 の 図 2 - 3 - 4 よ り 関 東 圏 （ １ 都 ６ 県 ） の 箇 所 を 抜 き 出 し た も の が 図
2 - 3 - 5 で あ る 。こ の 図 で は 、横 軸 を １ 都 ６ 県 、縦 軸 を 4 7 都 道 府 県 で
示 し た 。 図 2 - 3 - 5 よ り 、 関 東 圏 の 素 材 交 流 は 、 主 に 近 隣 県 と の 相 互
生 産 お よ び 入 荷 （ ◎ ） を 行 っ て い る 傾 向 が 多 い こ と が 明 ら か と な っ
た 。 相 互 に 生 産 お よ び 入 荷 し て い る 都 道 府 県 に 着 目 す る と 、 北 海 道
か ら 三 重 県 の 範 囲 と 幅 広 く 、 東 日 本 で の 素 材 交 流 が 主 流 で あ る こ と
が 推 測 で き る 。 さ ら に 、 全 国 各 地 で み る と 、 生 産 の み （ ×） ま た は
入 荷 の み（ △ ）で の 交 流 を 行 っ て い る こ と が 明 ら か と な っ た 。ま た 、
関 東 圏 内 （ １ 都 ６ 県 ） の み の 素 材 交 流 に 着 目 す る と 、 栃 木 県 と 神 奈
川 県 は 素 材 交 流 を 行 っ て い な か っ た が 、 そ れ 以 外 は 全 都 県 で 素 材 交
流 が 行 わ れ て い た 。  
 こ れ ら の こ と か ら 、 各 都 道 府 県 の 素 材 （ 県 産 材 ） 交 流 は 、 あ る 一
定 の 場 所 や 地 域 に 特 化 す る の で は な く 、 全 国 各 地 と 幅 広 く 交 流 し て
お り 、 特 に 近 隣 地 域 と の 素 材 交 流 が 盛 ん で あ る こ と が い え る 。 こ れ
は 、 関 東 圏 と い う 範 囲 で も 同 様 の 傾 向 で あ る と い え る 。  
つ ま り 、 県 産 材 お よ び 県 産 認 証 材 の 流 通 経 路 は 、 近 隣 県 を 越 え て
全 国 的 に 幅 広 く 行 わ れ て い る 。 し か し 、 県 産 材 や 県 産 認 証 材 の 流 通
経 路 や 販 売 経 路 を 追 う こ と は 、 県 産 材 認 証 制 度 の 認 証 過 程 が ラ ベ リ
ン グ や 伝 票 の み の 証 明 で あ る た め に 1 ) 、 非 常 に 困 難 で あ る こ と が 考












                                                   
1 )  窪 江 優 美 ・ 前 川 洋 平 ・ 関 岡 東 生 ・ 宮 林 茂 幸 ：「 県 産 材 認 証 の 現 状 と 課 題 ―
認 証 制 度 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 よ り ― 」，『 東 京 農 業 大 学 農 学 集
報 第 5 8 巻 第 4 号 』， 東 京 農 業 大 学 ，（ 2 0 1 4 . 3 . 5 ） , 5 8 ( 4 ) ： p p 1 9 9 - 2 0 6  
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注 1：『 木 材 需 給 報 告 書 』 の 「 素 材 交 流 表 」 よ り 、 過 去 1 0 年 間 の う ち 、 1 度
の み の 生 産 お よ び 入 荷 に お い て も 素 材 交 流 を し た と み な し た 。  
注 2： 素 材 交 流 量 は 、 国 産 材 の み を 対 象 と し た 。  
注 3：「 生 産 の み (× )」 お よ び 「 入 荷 の み (△ )」 に 記 載 し て い る 数 値 は 、 総 県
数 で あ る 。ま た 、か っ こ 内 に 記 載 し て い る 数 値 は 相 互 生 産 お よ び 入 荷
し て い る 県 を 差 し 引 い た も の で あ る 。  
出 典 ： 農 林 水 産 省 「 木 材 需 給 報 告 書 」 か ら 各 年 度 （ 2 0 0 2～ 2 0 1 1 年 ） の 「 素
材 交 流 表 」 を 、 ホ ー ム ペ ー ジ （ 2 0 1 4 . 2 . 2 3 ） か ら 取 得 し 、 著 者 作 成  
図 2 - 3 - 5  １ 都 ６ 県 に お け る 過 去 1 0 年 間 の 素 材 交 流 一 覧  
 
№ 県名 茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県
1 北海道 ◎ ◎ × × × ×
2 青森県 ◎ × × ×
3 岩手県 × × × × × ◎
4 宮城県 ◎ ◎ ◎ △ △ △ ◎
5 秋田県 △ △ × × ◎ ◎ ◎
6 山形県 ◎ ◎ × △ ×
7 福島県 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
8 茨城県 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
9 栃木県 ◎ ◎ ◎ △ △
10 群馬県 ◎ ◎ ◎ × ◎ ×
11 埼玉県 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
12 千葉県 ◎ △ × ◎ ◎ ◎
13 東京都 ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎
14 神奈川県 ◎ × ◎ ◎ ◎
15 新潟県 × ◎ ◎ ◎ × × △ ・・・自県を示す
16 富山県 × × × ×
17 石川県 × × × × ◎ ・・・相互に生産および入荷を行う
18 福井県 ◎
19 山梨県 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ × ・・・生産のみ行う
20 長野県 △ ◎ ◎ ◎ △ ◎ △
21 岐阜県 ◎ ◎ ◎ ◎ △ × △ ・・・入荷のみ行う
22 静岡県 △ ◎ ◎ △ × ◎
23 愛知県 × × ◎ × × ・・・生産また入荷、どちらも行っていない
24 三重県 × ◎ × ◎ ×
25 滋賀県 × ×
26 京都府 × × ×
27 大阪府
28 兵庫県 ×
29 奈良県 × × × × × ◎ ×
30 和歌山県 × ◎
31 鳥取県 ×
32 島根県
33 岡山県 × ×
34 広島県 ×
35 山口県
36 徳島県 × ×
37 香川県 ×
38 愛媛県





44 大分県 × △ ×
45 宮崎県 × ◎ × ×
46 鹿児島県 × △ △
47 沖縄県 △
生産のみ(×) 23(10) 18(7) 23(11) 23(9) 20(13) 22(10) 18(8)
入荷のみ(△) 17(4) 14(3) 13(1) 15(1) 12(5) 17(5) 12(2)
相互(◎) 13 11 12 14 7 12 10
素材交流
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2）  県 産 材 認 証 制 度 の 認 証 パ タ ー ン と 木 材 流 通 経 路  
 図 2 - 3 - 6 は 、 県 産 材 認 証 制 度 の 認 証 構 造 を 示 し て お り 、 県 産 材 認
証 制 度 に お け る 認 証 内 容 の 認 証 パ タ ー ン（ 2 - 2 - 5 の 図 2 - 2 - 5）に 、県
産 材 認 証 制 度 の 制 度 利 用 者 お よ び 認 証 対 象 、 こ れ ま で 整 理 し て き た
一 般 的 な 木 材 流 通 構 造 を 付 け 加 え た も の で あ る（ 1 - 3 - 2 の 図 1 - 3 - 1）。 
 こ の 図 よ り 、 制 度 利 用 者 お よ び 認 証 対 象 に お け る 流 通 形 態 は 複 雑
多 岐 で あ る こ と が わ か る 。 し か し 、 認 証 内 容 の 流 通 形 態 は 大 ま か な
も の で あ り 、 ま た 、 各 都 道 府 県 の 認 証 の 証 明 方 法 は 、 木 材 へ の ラ ベ
リ ン グ や 木 材 購 入 時 の 伝 票 や 明 細 書 な ど で あ る 1 )。 こ の こ と か ら 、
制 度 利 用 者 お よ び 認 証 対 象 の 木 材 流 通 形 態 は 細 か く 分 散 し て い る に
も 関 わ ら ず 、 認 証 内 容 に お け る 流 通 形 態 は 大 ま か な も の で あ り 、 そ
の 証 明 方 法 に 関 し て も 正 確 性 が 低 く 、 産 地 証 明 を す る こ と は 難 し い
と い え よ う 。  
 各 都 道 府 県 間 お よ び 関 東 圏 に お け る 全 国 県 間 素 材 交 流 の 実 態 を 図
2 - 3 - 4、 図 2 - 3 - 5、 図 2 - 3 - 6 よ り 整 理 し て き た 。 そ の 結 果 、 各 都 道 府
県 と も に 全 国 と 幅 広 く 素 材 交 流 が 行 わ れ て お り 、 そ の 中 で 、 特 に 近
隣 県 等 の 地 域 範 囲 に お け る 交 流 が 盛 ん に 行 わ れ て い た こ と 。 ま た 、
各 都 道 府 県 の 素 材 は 県 産 材 認 証 制 度 が あ り な が ら も 、 産 地 が 不 明 確
に な る 可 能 性 が 非 常 に 高 い こ と が 明 ら か と な っ た 。  
                                                   
1 )  全 国 の 各 都 道 府 県 へ の 意 識 調 査 ( 2 0 1 2 年 実 施 )お よ び 関 東 圏 へ の 実 態 調 査
( 2 0 1 3 年 実 施 )に よ る 調 査 結 果 よ り  
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注 1： 認 証 内 容 の 矢 印 は 、 木 材 流 通 経 路 で は な く 認 証 行 程 の 経 路 を 示 す 。  
注 2： 認 証 内 容 の 経 路 は 、 生 産 か ら 消 費 に 流 れ る ほ ど 内 容 が 深 ま る 。  
出 典 1： 各 制 度 要 綱 等 、 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
出 典 2 ： 大 日 本 山 林 会 ：『 戦 後 林 政 史 』， 大 日 本 山 林 会 ， ( 2 0 0 0 . 1 1 . 2 1 ) ，
p p 4 3 7 - 5 2 3 よ り 著 者 作 成  
出 典 3： 日 本 住 宅 ・ 木 材 技 術 セ ン タ ー ：『 木 材 需 給 と 木 材 工 業 の 現 況 (平 成 1 2
年 版 )』， 日 本 住 宅 ・ 木 材 技 術 セ ン タ ー ， ( 2 0 0 1 . 9 . 5 ) ， p p 6 8 - 1 1 9 よ り
著 者 作 成  
図 2 - 3 - 6  県 産 材 認 証 制 度 に お け る 認 証 構 造  
 
2 - 3 - 5  関 東 圏 に お け る 県 産 認 証 材 の 動 向  
 2 - 3 - 3 や 2 - 3 - 4 に お い て 、 関 東 圏 に お け る 県 産 材 お よ び 県 産 認 証
材 の 木 材 需 給 動 向 や 流 通 経 路 を 明 ら か に し て き た 。 本 項 で は 、 県 産
認 証 材 の 動 向 を よ り 明 ら か に す る た め 、 群 馬 県 お よ び 埼 玉 県 を 事 例
と し て 1 )、県 産 認 証 材 の 推 移 に つ い て 整 理 す る 。さ ら に 、前 述 の 2 - 3 - 4
で 整 理 し た 県 産 材 認 証 制 度 の 認 証 構 造 を 用 い て 、 群 馬 県 お よ び 埼 玉
県 の 認 証 流 通 構 造 を 整 理 す る 。 こ れ に よ り 、 県 産 材 認 証 制 度 に よ っ
て 産 地 を 明 確 に で き る か 否 か を 検 討 す る 。  
                                                   
1 )  群 馬 県 お よ び 埼 玉 県 を 事 例 と し た の は 、 こ の 2 県 の み が 県 産 認 証 材 の 取
扱 量 を 正 確 に 把 握 し て い た か ら で あ る 。  
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1）  群 馬 県 に お け る 県 産 認 証 材 の 動 向 と 認 証 流 通 構 造  
図 2 - 3 - 7 お よ び 表 2 - 3 - 6 は 、 群 馬 県 に お け る 県 産 材 量 お よ び 県 産
認 証 材 量 の 推 移 と そ の 割 合 を 示 し た も の で あ る 。 群 馬 県 の 県 産 材 認
証 制 度 は 1 9 9 8 年 か ら 施 行 さ れ た が 、県 産 認 証 材 量 は 2 0 0 7 年 以 降 か
ら の デ ー タ と な っ て い る 1 )。 こ の 図 表 か ら 、 例 年 の 県 産 材 率 は 約 ９
割 、 県 産 認 証 材 率 は 約 １ 割 の 推 移 で あ り 、 認 証 材 の 使 用 率 は 極 め て
低 い 。 ま た 、 群 馬 県 の 県 産 認 証 材 の 目 的 の 一 つ に 「 消 費 者 の 木 材 購
入 の 意 欲 向 上 」が 挙 げ ら れ て い る が 、目 指 す 方 向 と は な っ て い な い 。
ま た 、 群 馬 県 の 県 産 材 認 証 制 度 を 運 用 し て い る 事 務 局 は 、 県 産 認 証
材 の 流 通 経 路 を 追 う こ と が で き な い こ と を 問 題 視 し て い た 2 ) 3 )。  
 ま た 、 図 2 - 3 - 8 は 群 馬 県 に お け る 県 産 材 認 証 制 度 の 認 証 構 造 を 整
理 し た も の で あ る 。 群 馬 県 の 県 産 材 認 証 制 度 は 産 地 品 質 型 お よ び 製
品 ・ 工 場 認 証 の ２ 通 り で あ り 、 産 地 認 証 い わ ゆ る 素 材 に 関 す る 認 証
は 行 っ て い な い 。 こ れ ま で の 調 査 結 果 か ら 、 群 馬 県 の 県 産 材 認 証 制
度 は 、 素 材 認 証 が な い た め に 産 地 を 明 確 に す る こ と が 困 難 で あ る こ
と 。 ま た 、 県 産 認 証 材 の 目 的 の 一 つ が 「 消 費 者 の 木 材 購 入 の 意 欲 向
上 」 を 挙 げ て は い る も の の 、 こ れ に は つ な が っ て い な い と い え る 。
さ ら に 、 木 材 供 給 側 の 渋 川 県 産 材 セ ン タ ー 4 )、 木 材 需 要 側 の ぐ ん ま
優 良 木 材 品 質 認 証 セ ン タ ー 5 )の 両 機 関 で 相 互 連 携 は 薄 い と い う こ と
を 要 因 と し て 、 群 馬 県 の 県 産 材 認 証 制 度 は 必 ず し も 本 来 の 機 能 を 発




                                                   
1 )  デ ー タ が 2 0 0 7 年 以 降 か ら の 理 由 は 、群 馬 県 の 補 助 事 業 で あ る「 ぐ ん ま の
木 で 家 づ く り 支 援 事 業 」が 2 0 0 7 年 に 施 行 さ れ た こ と よ り 、県 産 認 証 材 量
を 把 握 す る よ う に な っ た と 考 え ら れ る 。  
2 )  窪 江 優 美 ・ 前 川 洋 平 ・ 関 岡 東 生 ・ 宮 林 茂 幸 ：「 群 馬 県 産 材 流 通 と 県 産 材 認
証 制 度 の 現 状 と 課 題 」，『 関 東 森 林 研 究 第 6 5 第 2 号 』， 関 東 森 林 学 会 ，
( 2 0 1 4 . 9 ) ， 6 5 ( 2 ) ： p p 2 7 3 - 2 7 6  
3 )  窪 江 優 美 ・ 前 川 洋 平 ・ 関 岡 東 生 ・ 宮 林 茂 幸 ：「 関 東 圏 に お け る 県 産 材 認 証
の 現 状 と 課 題 」，『 第 1 2 5 回 日 本 森 林 学 会 講 演 要 旨 集 』， 日 本 森 林 学 会 ，
（ 2 0 1 4）， p 1 8 6  
4 )  群 馬 県 森 林 組 合 連 合 会 の 系 統 流 津 施 設 の 1 つ と し て 、 2 0 1 1 年 4 月 よ り 稼
働 し た 。 森 林 組 合 の 提 案 型 集 約 化 施 業 指 導 事 業 の 一 環 を 担 う 組 織 で あ る 。 
5 )  群 馬 県 の 県 産 材 認 証 制 度 「 ぐ ん ま 優 良 木 材 品 質 認 証 制 度 」 の 運 営 事 務 局
で あ る 。 群 馬 県 木 材 組 合 連 合 会 が 事 務 局 を 担 っ て い る 。  
6 )  窪 江 優 美 ・ 前 川 洋 平 ・ 関 岡 東 生 ・ 宮 林 茂 幸 ： 前 掲 書 ， p p 2 7 3 - 2 7 6  
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出 典 1： 木 材 統 計 調 査 ： 農 林 水 産 省 （ 1 9 9 5 年 ~ 2 0 1 1 年 ）： h t t p : / / w w w. m a f f .  
g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u z a i / ， ( 2 0 1 3 . 1 1 . 2 4 ) よ り 著 者 作 成  
出 典 2： ぐ ん ま 優 良 木 材 品 質 認 証 セ ン タ ー の 業 務 報 告 書 よ り 著 者 作 成  
図 2 - 3 - 7  群 馬 県 に お け る 県 産 材 量 お よ び 県 産 認 証 材 量 の 推 移  
 
 
表 2 - 3 - 6  群 馬 県 に お け る 県 産 材 率 お よ び 県 産 認 証 材 率 の 推 移  
 
注 1： 県 産 認 証 材 率 の 「 － 」 は 、 デ ー タ を 保 持 し て い な い こ と を 示 す 。  
注 2： 県 産 認 証 材 率 は 、 県 産 材 率 を 1 0 0 %と し た と き の 数 値 で あ る 。  
出 典 1： 木 材 統 計 調 査 ： 農 林 水 産 省 （ 1 9 9 5 年 ~ 2 0 1 1 年 ）： h t t p : / / w w w. m a f f .  
g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u z a i / ， ( 2 0 1 3 . 1 1 . 2 4 ) よ り 著 者 作 成  

























年 県産材率 県産認証材率 他県材率 外材率
1998年 49.7 - 7.3 43.0
1999年 49.3 - 7.8 42.9
2000年 49.4 - 7.6 43.0
2001年 47.2 - 11.8 41.0
2002年 52.1 - 9.4 38.5
2003年 54.5 - 6.9 38.6
2004年 56.7 - 6.4 36.9
2005年 59.2 - 6.5 34.3
2006年 68.7 - 9.9 21.4
2007年 74.0 92.8 （7.2） 5.7 20.3
2008年 73.1 91.6 （8.4） 10.2 16.7
2009年 76.2 90.2 （9.8） 7.1 16.7
2010年 77.9 86.1 （13.9） 9.9 12.2
2011年 82.3 88.7 （11.3） 8.3 9.4
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注 1： 認 証 内 容 の 矢 印 は 、 木 材 流 通 経 路 で は な く 認 証 行 程 の 経 路 を 示 す 。  
注 2： 認 証 内 容 の 経 路 は 、 生 産 か ら 消 費 に 流 れ る ほ ど 内 容 が 深 ま る 。  
出 典 ： 各 制 度 要 綱 等 、 意 識 調 査 、 実 態 調 査 の 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 2 - 3 - 8  群 馬 県 に お け る 県 産 材 認 証 制 度 の 認 証 構 造  
 
2）  埼 玉 県 に お け る 県 産 認 証 材 の 動 向 と 認 証 流 通 構 造  
図 2 - 3 - 9 お よ び 表 2 - 3 - 7 は 、 埼 玉 県 に お け る 県 産 材 量 お よ び 県 産
認 証 材 量 の 推 移 と そ の 割 合 を 示 し た も の で あ る 。 埼 玉 県 の 県 産 材 認
証 制 度 は 、 2 0 0 2 年 か ら 施 行 さ れ 始 め た が 、 県 産 認 証 材 量 の 把 握 は
2 0 0 4 年 以 降 か ら で あ る 1 )。こ の 図 表 よ り 、群 馬 県 同 様 に 埼 玉 県 に お
い て も 県 産 認 証 材 の 使 用 率 は 低 い こ と が わ か る 。2 0 0 6 年 、2 0 1 0 年 、
2 0 11 年 の 県 産 認 証 材 量 が 若 干 増 加 し て い る が 、こ れ は 埼 玉 県 内 で 公
共 建 築 物 の 工 事 が 多 く あ っ た た め と し て い た 。 ま た 、 埼 玉 県 に お い
て も 県 産 認 証 材 の 流 通 経 路 を 追 う こ と が 困 難 で あ り 、 自 県 の よ い 木
材 が 県 外 業 者 に 買 い 付 け ら れ 、 他 県 材 と し て 販 売 さ れ て い る こ と を
                                                   
1 )  デ ー タ が 2 0 0 4 年 以 降 か ら の 理 由 は 、 2 0 0 4 年 に 「 公 共 建 築 物 等 に お け る
木 材 の 利 用 に 関 す る 法 律 」 が 定 め ら れ た こ と に よ り 、 埼 玉 県 に お い て も
「 県 有 施 設 の 木 造 化 ・ 木 質 化 に 関 す る 指 針 」 を 同 年 に 施 策 し た 。 こ れ に
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問 題 視 し て い る 1 )。  
 ま た 、図 2 - 3 - 1 0 は 埼 玉 県 に お け る 県 産 材 認 証 制 度 の 認 証 構 造 を 示
し て い る 。 埼 玉 県 の 県 産 材 認 証 制 度 は 産 地 認 証 の 産 地 型 の み と な っ
て い る 。 つ ま り 、 埼 玉 県 で は 素 材 認 証 を 主 体 に 行 っ て い る た め 、 産
地 を 明 確 に す る こ と は 可 能 だ と 考 え ら れ る 。 し か し 、 実 際 は 素 材 認
証 後 の 過 程 を 支 援 し て お ら ず 、 実 質 的 に は 木 材 流 通 経 路 を 追 え な い
現 状 が あ り 、 埼 玉 県 の 県 産 材 認 証 制 度 の あ り 方 に 問 題 が あ る と い え
る 。 事 実 、 群 馬 県 お よ び 埼 玉 県 の 両 県 の 県 産 認 証 材 の 動 向 を 整 理 し
て き た が 、 ど ち ら と も 県 産 認 証 材 の 使 用 量 は 微 々 た る も の で あ り 、
県 産 認 証 材 の ブ ラ ン ド 価 値 は 高 く な い こ と が 明 ら か と な っ て い る 。  
 こ れ ま で の こ と か ら 、 両 県 な ら び に 関 東 圏 、 ま た 、 全 国 的 に み て
も 県 産 認 証 材 の ブ ラ ン ド 価 値 は 極 め て 薄 い と い う こ と が 考 え ら れ る 。
こ れ は 、 県 産 材 認 証 制 度 を 取 得 し た と し て も 、 県 産 材 ま た 県 産 認 証
材 の 木 材 流 通 経 路 が 追 え な い こ と 。 さ ら に 、 県 産 認 証 材 の 使 用 量 が
少 量 で 推 移 し て い る こ と は 、 認 証 さ れ て い な い 県 産 材 が 多 く 生 産 さ
れ 、 流 通 さ れ て い る と い う こ と 。 故 に 、 県 産 材 認 証 制 度 の 有 効 性 は
極 め て 薄 い と い え る 。  
 
 
出 典 1： 木 材 統 計 調 査 ： 農 林 水 産 省 （ 1 9 9 5 年 ~ 2 0 1 1 年 ）： h t t p : / / w w w. m a f f .  
g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u z a i / ， ( 2 0 1 3 . 1 1 . 2 4 ) よ り 著 者 作 成  
出 典 2： 埼 玉 県 の 木 材 統 計 報 告 書 よ り 著 者 作 成  
図 2 - 3 - 9  埼 玉 県 に お け る 県 産 材 量 お よ び 県 産 認 証 材 量 の 推 移  
 
                                                   
1 )  窪 江 優 美 ・ 前 川 洋 平 ・ 関 岡 東 生 ・ 宮 林 茂 幸 ：「 関 東 圏 に お け る 県 産 材 認 証
の 現 状 と 課 題 」，『 第 1 2 5 回 日 本 森 林 学 会 講 演 要 旨 集 』， 日 本 森 林 学 会 ，
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表 2 - 3 - 1 0  埼 玉 県 に お け る 県 産 材 率 お よ び 県 産 認 証 材 率 の 推 移  
 
注 1： 県 産 認 証 材 率 の 「 － 」 は 、 デ ー タ を 保 持 し て い な い こ と を 示 す 。  
注 2： 県 産 認 証 材 率 は 、 県 産 材 率 を 1 0 0 %と し た と き の 数 値 で あ る 。  
出 典 1： 木 材 統 計 調 査 ： 農 林 水 産 省 （ 1 9 9 5 年 ~ 2 0 1 1 年 ）： h t t p : / / w w w. m a f f .  
g o . j p / j / t o k e i / k o u h y o u / m o k u z a i / ， ( 2 0 1 3 . 1 1 . 2 4 ) よ り 著 者 作 成  
出 典 2： 埼 玉 県 の 木 材 統 計 報 告 書 よ り 著 者 作 成  
 
 
注 1： 認 証 内 容 の 矢 印 は 、 木 材 流 通 経 路 で は な く 認 証 行 程 の 経 路 を 示 す 。  
注 2： 認 証 内 容 の 経 路 は 、 生 産 か ら 消 費 に 流 れ る ほ ど 内 容 が 深 ま る 。  
出 典 ： 各 制 度 要 綱 等 、 意 識 調 査 、 実 態 調 査 の 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 2 - 3 - 1 0  埼 玉 県 に お け る 県 産 材 認 証 制 度 の 認 証 構 造  
単位：％
年 県産材率 県産認証材率 他県材率 外材率
2002年 42.0 - 19.6 38.4
2003年 50.4 - 20.9 28.7
2004年 54.6 93.2 (6.8) 26.9 18.5
2005年 57.4 95.0 (5.0) 31.7 10.9
2006年 55.2 85.6 (14.4) 33.3 11.5
2007年 54.9 89.3 (10.7) 34.1 11.0
2008年 59.1 95.6 (4.4) 33.0 8.0
2009年 70.9 90.9 (9.1) 24.1 5.1
2010年 72.4 79.2 (20.8) 23.0 4.6
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2 - 3 - 6  関 東 圏 に お け る 県 産 材 認 証 制 度 の 実 態 と 課 題  
本 項 で は 、 2 - 3 の 各 項 で 整 理 し て き た こ と か ら 、 関 東 圏 に お け る
県 産 材 認 証 制 度 の 実 態 と 課 題 を 整 理 す る 。  
第 一 に 、 関 東 圏 に お け る 県 産 材 認 証 制 度 の 特 徴 で あ る 。 関 東 圏 の
県 産 材 認 証 制 度 は 、 1 9 9 8 年 に 群 馬 県 か ら 整 備 し 始 め 、 2 0 1 5 年 に は
茨 城 県 を 除 く １ 都 ５ 県 が 制 度 を 施 行 し て い る 。 ま た 、 各 都 県 の 制 度
認 証 内 容 を 整 理 す る と 、① 産 地 型（ 埼 玉 県・東 京 都 ）、② 産 地 合 法 型
（ 栃 木 県 ・ 千 葉 県 ）、③ 産 地 品 質 型（ 群 馬 県 ・ 神 奈 川 県 ）の ３ つ に 分
類 で き た 。 さ ら に 、 県 外 認 証 の 可 否 は 各 都 県 と も 可 能 と し て い る 。
し か し 、 産 地 品 質 型 の 群 馬 県 お よ び 神 奈 川 県 の み 、 認 証 要 件 を 県 内
外 と で 明 確 に 要 件 を 区 別 し 、 定 め て い た 。 各 都 県 と も に 、 県 産 材 認
証 制 度 と と も に 県 産 材 利 用 拡 大 の た め の 補 助 事 業 等 も 整 備 し て い る
こ と も 明 ら か と な っ た 。  
第 二 に 、 関 東 圏 に お け る 県 産 材 認 証 制 度 の 期 待 と 課 題 で あ る 。 県
産 認 証 材 や 県 産 材 は 県 外 業 者 の 買 い 付 け に よ り 、 他 県 材 と な っ て 販
売 さ れ て い る こ と 。 ま た 、 制 度 を 取 得 し た と し て も 産 地 お よ び 加 工
に 関 す る 流 通 経 路 ・ 販 売 販 路 を 追 え な い こ と を 問 題 視 し て い た 。 ま
た 、 品 質 認 証 を も た な い 都 県 の 林 家 等 は 、 独 自 の ブ ラ ン ド 化 や 価 値
形 成 を 期 待 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 さ ら に 、 関 東 圏 で は 、
木 材 の ブ ラ ン ド 化 を 図 り 、 付 加 価 値 を 付 け る こ と で 、 林 家 等 の 意 識
の 向 上 を 図 ろ う と し て い る 。 し か し 、 現 状 で は 困 難 で あ る こ と が 考
え ら れ る 。 こ れ ら の こ と か ら 、 産 地 ・ 品 質 ・ 合 法 性 認 証 と い っ た 制
度 内 容 で は 、 ブ ラ ン ド 化 を 図 る こ と は で き な い 。 こ れ は 、 各 都 県 と
も 同 様 の 認 証 制 度 の 内 容 で あ る こ と か ら 、 県 産 認 証 材 の 差 別 化 が 困
難 で あ る こ と が 要 因 で は な い だ ろ う か 。  
第 三 に 、 関 東 圏 に お け る 木 材 需 給 動 向 で あ る 。 ２ 県 （ 群 馬 県 ・ 埼
玉 県 ） を 除 く 各 都 県 は 県 産 認 証 材 量 を 把 握 し て い な か っ た 。 ま た 、
近 年 は 県 産 材 の 利 用 量 は 増 加 傾 向 に あ っ た 。 さ ら に 、 関 東 圏 の 過 去
1 0 年 間 の 素 材 交 流 動 向 を み る と 、近 隣 県 の み な ら ず 、全 国 的 に 素 材
交 流 を し て い る こ と が 明 ら か と な っ た 。 こ の こ と か ら 、 県 産 認 証 材
の 流 通 経 路 を 追 う こ と は 非 常 に 難 し い 。 す な わ ち 、 木 材 需 給 動 向 や
木 材 流 通 経 路 、 木 材 販 売 販 路 等 の 問 題 か ら 県 産 材 認 証 制 度 を 取 得 し
て も 、 有 利 な 価 値 形 成 と は な っ て い な い こ と が 考 え ら れ る 。  
 以 上 の こ と か ら 、 関 東 圏 に お け る 現 段 階 の 県 産 材 認 証 制 度 は 、 産
地 化 を 図 る 流 通 戦 略 に は な っ て い な い と 考 え ら れ る 。  
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2 - 4  都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 有 効 性  
 本 節 で は 、 こ れ ま で の 各 節 で 整 理 し て き た こ と か ら 、 都 道 府 県 産
材 認 証 制 度 の 有 効 性 と 県 産 材・県 産 認 証 材 の 課 題 に つ い て 整 理 す る 。 
 2 0 1 4 年 時 点 で 、 都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 は 3 9 都 道 府 県 が 制 定 し て
お り 、 そ の 目 的 は 主 に 自 県 材 の 利 用 拡 大 と し て い た 。 し か し 、 そ の
実 態 は 制 度 内 容 や 運 用 に 関 し て 、 各 都 道 府 県 に よ り 多 様 で あ る こ と
が 明 ら か と な っ た 。 そ の よ う な 中 で 、 関 東 圏 に お け る 県 産 材 認 証 制
度 は 、県 産 材 利 用 拡 大 の た め の 補 助 事 業 等 を 整 備 し て い る 。一 方 で 、
県 産 材 が 県 外 業 者 の 買 い 付 け に よ り 、 他 県 材 と な っ て 販 売 さ れ る こ
と や 、 県 産 材 認 証 制 度 を 取 得 し て も 産 地 お よ び 加 工 に 関 す る 販 路 が
追 え な い こ と を 課 題 と し て い る 。 ま た 、 品 質 認 証 を も た な い 都 県 の
林 家 等 は 、 独 自 の ブ ラ ン ド 化 や 価 値 形 成 を 期 待 し て い た 。 さ ら に 、
各 都 道 府 県 と も に 全 国 各 地 に 素 材 の 生 産 お よ び 入 荷 を 行 っ て お り 、
近 隣 県 等 の 地 域 に よ る 相 互 の 素 材 生 産 お よ び 入 荷 が 盛 ん で あ る こ と 。
ま た 、 実 態 調 査 か ら 県 産 認 証 材 は 微 々 た る 量 で の 推 移 で あ る こ と 。
県 産 材 認 証 制 度 を 取 得 し て い な い 県 産 材 と の 差 異 は み ら れ な い と い
う 問 題 点 が 浮 き 彫 り と な っ た 。  
 都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 は 、 １ つ は 、 産 地 化 を 図 る 流 通 戦 略 を 目 的
と し て 施 行 さ れ 始 め た が 、 そ の 目 的 は 達 成 さ れ て お ら ず 、 課 題 も 多
く 存 在 し て い る 。 素 材 で は 県 産 材 と し て も 、 県 産 材 が 製 品 に な る と
各 地 の 材 が 混 ざ っ て 存 在 し 、 特 定 の 県 産 材 と し て の ブ ラ ン ド は 見 え
に く く な っ て い る 。 ２ つ に は 、 木 材 流 通 や 木 材 利 用 の 範 囲 が 複 雑 多
岐 に わ た り 、 素 材 の 広 域 的 で 多 様 な 移 出 ・ 移 入 が 行 わ れ る 中 で は 、
産 地 形 成 は 困 難 で あ る 。 ３ つ は 、 県 産 認 証 材 の ブ ラ ン ド 価 値 は 希 薄
で あ り 、都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 の 有 効 性 は 極 め て 低 い も の で あ っ た 。 
故 に 、 都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 に よ っ て 産 地 形 成 は 困 難 で あ り 、 製
品 を 利 用 す る と き 産 地 を 特 定 化 す る こ と が で き な い こ と か ら 、 県 産
材 を 産 出 す る 都 道 府 県 の 森 林 に 対 す る 関 心 は 低 い と い え る 。よ っ て 、
森 林 整 備 の 促 進 に つ な が ら な い と 考 え ら れ る 。つ ま り 、「多 種 加 工 製
品 的 産 地 形 成 」 で は 、 適 正 な 森 林 整 備 を 図 る こ と 。 ま た 、 県 産 材 に
よ る ブ ラ ン ド 形 成 を す る こ と は 難 し い と い え る だ ろ う 。  
こ の こ と を 踏 ま え 、「都 道 府 県 よ り 小 規 模 な 範 囲 で 生 産 と 消 費 が 明
ら か に な る 「 地 域 材 」 の 利 用 拡 大 に よ っ て 、 持 続 的 か つ 健 全 な 森 林
整 備 に つ な が る 」 を 次 章 以 降 の 小 仮 説 と し 、 本 研 究 の 仮 説 と と も に
検 証 し て い く 。  
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３  都 道 府 県 に お け る 地 域 材 利 用 と 森 林 整 備 の 現 状 と 課 題  
 ２ 章 で は 、「多 種 加 工 製 品 的 産 地 形 成 」の 取 組 の 一 つ で あ る「 都 道
府 県 産 材 認 証 制 度 」 の 有 効 性 に つ い て 研 究 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 本
制 度 の 有 効 性 は な く 、 県 産 材 ま た 県 産 認 証 材 へ の ブ ラ ン ド 価 値 は 希
薄 で あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。 そ の 理 由 と し て 、 木 材 利 用 の 構 造
が 従 来 の も の か ら 、 新 た な 利 用 形 態 が 多 様 に 増 え た こ と で 、 産 地 形
成 が 困 難 に な っ て い る こ と が 挙 げ ら れ る 。 こ の こ と か ら 、 都 道 府 県
と い う 範 囲 で は 、 山 元 に 十 分 な 利 益 が 還 元 さ れ ず 、 ま た 、 持 続 的 か
つ 適 正 な 森 林 整 備 を 図 る こ と が で き な い 状 況 で あ る と い え る 。  
 こ の こ と か ら 、「都 道 府 県 よ り 小 規 模 な 範 囲 で 生 産 と 消 費 が 明 ら か
に な る 「 地 域 材 」 の 利 用 拡 大 に よ っ て 、 持 続 的 か つ 健 全 な 森 林 整 備
に つ な が る 」 と 小 仮 説 を 立 て た 。  
本 章 は 、 こ の 小 仮 説 を 検 証 す る た め の 前 段 階 と し て 、 個 別 の 地 域
に 着 目 す る 前 に 、各 都 道 府 県（ 行 政 ）が「 地 域 材 」や「 ブ ラ ン ド 材 」、
「 森 林 整 備 」に 対 し て 、ど の よ う な 意 識 が あ る の か 明 ら か に す る 1 )。
そ の 結 果 か ら 、 次 章 で は 地 域 を 選 定 し 、 事 例 調 査 を 行 い 、 そ の 調 査
結 果 を 整 理 し て い く 。  
 
3 - 1  「 地 域 材 の 利 用 と 流 通 お よ び 森 林 の 整 備 に 関 す る 調 査 」 の 概 要  
 本 調 査 は 、 4 7 都 道 府 県 行 政 の 木 材 利 用・流 通 ・森 林 整 備 に 関 連 す
る 課 な い し 係 を 対 象 に 、 郵 送 に よ る 質 問 紙 法 を 用 い て 「 地 域 材 の 利
用 と 流 通 お よ び 森 林 の 整 備 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 」 を 実 施 し た 。
調 査 目 的 や 手 法 等 ま た 調 査 回 答 者 一 覧 は 、 表 3 - 1 - 1 お よ び 表 3 - 1 - 2
に 示 し た と お り で あ る 。  
 質 問 紙 法 に よ る 調 査 票 の 送 付 は 、2 0 1 6 年 ８ 月 ８ 日 に 送 付 し 、回 答
期 限 を 2 0 1 6 年 ９ 月 1 2 日 と し た 。 結 果 、 4 7 都 道 府 県 行 政 の う ち 3 9
都 道 府 県 行 政 か ら 回 収 で き 、 8 2 . 9 %の 回 収 率 で あ っ た 。  
 調 査 項 目 は 、 大 設 問 ４ 題 の 小 項 目 2 1 題 で 構 成 さ れ 、 大 ま か な 内
容 は 、 １ つ は 回 答 者 、 ２ つ は 地 域 材 お よ び ブ ラ ン ド 材 、 ３ つ は 木 材
利 用 と 流 通 、４ つ は 森 林・林 業 政 策 お よ び 森 林 整 備 に つ い て で あ る 。  
 
 
                                                   
1 )  本 章 は 、 2 0 1 7 年 3 月 2 8 日 の 第 1 2 8 回 日 本 森 林 学 会 大 会 に お い て 口 頭 発
表 （ 窪 江 優 美 ・ 宮 林 茂 幸 ：「 地 域 材 ブ ラ ン ド と 森 林 整 備 に 関 す る 一 考 察 」，
『 第 1 2 8 回 日 本 森 林 学 会 大 会 学 術 講 演 集 』，鹿 児 島 大 学 農 学 部 ，（2 0 1 7 . 3 ），
P 1 9 8 ） し た も の を 、 加 筆 修 正 し た も の で あ る 。  
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表 3 - 1 - 1  意 識 調 査 に 関 す る 調 査 概 要  
 
出 典 ： 著 者 作 成  
 
表 3 - 1 - 2  3 9 都 道 府 県 の 意 識 調 査 の 調 査 回 答 者 一 覧  
 














1 北海道 水産林務部 林務局 林業木材課
2 青森県 農林水産部 林政課 林産振興グループ
3 岩手県 ①農林水産部林業振興課　②農林水産部森林整備課
4 宮城県 農林水産部 林業振興課 みやぎ材流通推進班
5 秋田県 農林水産部 林業木材産業課 木材利用推進班
6 山形県 農林水産部 林業振興課課 ①林政企画担当 ②木材産業振興担当
7 福島県 農林水産部 林業振興課
8 茨城県 農林水産部 林政課
9 栃木県 環境森林部 林業振興課
10 群馬県 環境森林部 林業振興課 県産木材振興係
11 埼玉県 農林部森づくり課
12 千葉県 農林水産部 森林課
13 東京都 産業労働局 農林水産部 森林課
14 神奈川県 環境農政局 緑政部 森林再生課 県産木材グループ
15 新潟県 農林水産部 林政課
16 福井県 県産材活用課
17 山梨県 森林環境部 林業振興課 木材資源活用担当
18 長野県 林務部 森林政策課 信州の木活用課(県産材利用推進室)
19 岐阜県 林政部 県産材流通課
20 静岡県 経済産業部 森林・林業局林業振興課
21 愛知県 農林水産部 農林基盤局 林務課 木材生産・流通G
22 三重県 農林水産部 森林・林業経営課 木材利用推進班
23 滋賀県 琵琶湖環境部 森林政策課
24 京都府 農林水産部 林務課
25 大阪府 森づくり課
26 兵庫県 農政環境部 農林水産局 林務課
27 奈良県 農林部 奈良の木ブランド課
28 島根県 農林水産部 林業課
29 岡山県 農林水産部 林政課 林業木材班
30 山口県 農林水産部 森林企画課
31 徳島県 農林水産部 林業戦略課 新次元プロジェクト推進室
32 香川県 環境森林部 みどり整備課
33 愛媛県 農林水産部 森林局 林業政策課
34 高知県 木材産業振興課
35 福岡県 林業振興課
36 熊本県 農林水産部 森林局 林業振興課
37 大分県 農林水産部 ①林務管理課 ②林産振興室
38 宮崎県 環境森林部 山村・木材振興課 みやざきスギ活用推進室
39 沖縄県 森林管理課
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ま た 、本 調 査 を 実 施 す る 上 で 、「県 産 材 」、「県 産 認 証 材 」、「地 域 材 」、
「 地 域 認 証 材 」、「 ブ ラ ン ド 材 」 の ５ つ の 用 語 を 著 者 の 先 行 研 究 結 果
よ り 定 義 し た 1 ) 2 ) 3 )。 ５ つ の 用 語 を 定 義 し た 理 由 は 、 都 道 府 県 ご と に
各 用 語 の 定 義 は 異 な り 、 ま た 、 各 用 語 自 体 も 曖 昧 な 区 分 で あ る こ と
は 、 既 住 の 先 行 研 究 で も 明 ら か で あ る 4 ) 。 そ の た め 、 曖 昧 な 回 答 を
避 け 、 各 都 道 府 県 の 調 査 結 果 を 統 一 し た 見 解 と し て 整 理 す る こ と 。
ま た 、調 査 回 答 者 の 共 通 認 識 と す る た め に 用 語 の 定 義 づ け を 行 っ た 。
表 3 - 1 - 2 は 、 ５ つ の 用 語 の 定 義 を 示 し て い る 。  
 
表 3 - 1 - 3  意 識 調 査 の た め の ５ つ の 用 語 定 義
 
出 典 ： 著 者 の 先 行 研 究 結 果 よ り 作 成  
 
3 - 2  調 査 結 果 １ ： 地 域 材 お よ び ブ ラ ン ド 材 の 概 要  
 本 節 で は 、 大 設 問 ２ で あ る 地 域 材 お よ び ブ ラ ン ド 材 の 概 要 に つ い
て 、 ４ つ の 視 点 か ら 整 理 し て い く 。 １ つ は 「 地 域 材 有 無 お よ び 地 域
材 の 認 証 規 定 有 無 」、２ つ は「 地 域 材 お よ び 地 域 認 証 材 の 存 在・指 定
目 的 」、３ つ は「 ブ ラ ン ド 材 と し て 認 識 し て い る 県 内 産 材 」、４ つ「 ブ
ラ ン ド 材 を 形 成 す る 必 要 性 」 で あ る 。  
 ま た 、本 節 で 3 9 都 道 府 県 行 政 の 回 答 を 整 理 す る た め に 、「地 域 材 」、
「 地 域 認 証 材 」、「 地 域 材 な し 」 と い う ３ 類 型 を 行 っ た （ 類 型 方 法 は
3 - 2 - 1 に 記 載 ）。 こ の ３ 類 型 を 用 い て 、 本 節 お よ び 3 - 3、 3 - 4 の 調 査
結 果 を 整 理 し て い く 。  
                                                   
1 )  窪 江 優 美 ・ 前 川 洋 平 ・ 関 岡 東 生 ・ 宮 林 茂 幸 ：「 県 産 材 認 証 の 現 状 と 課 題 -
認 証 制 度 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 の 結 果 よ り -」，『 東 京 農 業 大 学 農 学 集 報
第 5 8 巻 第 4 号 』， 東 京 農 業 大 学 ，（ 2 0 1 4 . 3 . 5 ）， 5 8 ( 4 )： p p 1 9 9 - 2 0 6  
2 )  窪 江 優 美 ・ 前 川 洋 平 ・ 関 岡 東 生 ・ 宮 林 茂 幸 ：「 群 馬 県 産 材 流 通 と 県 産 材 認
証 制 度 の 現 状 と 課 題 」，『 関 東 森 林 研 究 第 6 5 第 2 号 』， 関 東 森 林 学 会 ，
（ 2 0 1 4 . 9 ）， 6 5 ( 2 ) ： p p 2 7 3 - 2 7 6  
3 )  窪 江 優 美 ・ 宮 林 茂 幸 ：「 全 国 に お け る 素 材 交 流 の 動 向 と 県 産 材 流 通 に 関 す
る 一 考 察 」，『関 東 森 林 研 究 第 6 6 第 2 号 』，関 東 森 林 学 会 ，（2 0 1 5 . 7 ），6 6 ( 2 )：
p p 2 1 5 - 2 1 9  
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3 - 2 - 1  地 域 材 の 有 無 お よ び 地 域 材 の 認 証 規 定 の 有 無  
 地 域 材 の 有 無 お よ び 地 域 材 の 認 証 規 定 1 ) の 有 無 の 結 果 は 表 3 - 2 - 1
の と お り で あ る 。 地 域 材 の 存 在 有 無 は 、「 あ る 」 と 回 答 し た の が 2 9
都 道 府 県 で あ り 、「な い 」と 回 答 し た の が ９ 府 県 で あ っ た 。ま た 、宮
城 県 の み が 「 わ か ら な い 」 と 回 答 し て い る 。 さ ら に 、 地 域 材 の 認 証
規 定 有 無 で は 、「 規 定 し て い る 」 と 回 答 し た の が 1 7 都 府 県 で あ り 、
「 規 定 し て い な い 」 と 回 答 し た の が 1 6 道 県 で あ っ た 。 ま た 、 地 域
材 規 定 有 無 欄 に お け る △ の 府 県 は 、福 島 県 は「 制 度 を 作 成 中 」、京 都
府 は 「 ど ち ら も あ る 」、 奈 良 県 は 「 ど ち ら で も な い 」 と 回 答 し た 。  
 
表 3 - 2 - 1  3 9 都 道 府 県 に お け る 地 域 材 の 有 無 お よ び 認 証 規 定 の 有 無  
 
注 1： ○ ： あ る 、 ×： な し 、 △ ： そ の 他 （ 備 考 ）、 － ： 無 回 答 を 示 す 。  
注 2：№ 4 宮 城 県 の △ は「 わ か ら な い 」、№ 7 福 島 県 の △ は「 制 度 を 作 成 中 」、
№ 2 4 京 都 府 の △ は「 ど ち ら も あ る 」、№ 2 7 奈 良 県 の △ は「 ど ち ら で も
な い 」 こ と を 示 す 。  
注 3： № 2 1 愛 知 県 の 成 立 年 月 日 に 「 2 0 0 4～ 2 0 0 7 年 、 2 0 0 6～ 2 0 1 1 年 」 と 記
述 し て い る が 、 以 前 は 認 証 材 と し て 認 定 し て い た が 、 2 0 1 7 年 現 在 で
は 認 定 し て い な い た め 、 地 域 認 証 材 か ら 地 域 材 と な っ た こ と を 示 す 。 
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
                                                   
1 )  認 証 規 定 と は 、「 地 域 材 を 認 証 制 度 等 の 制 度 に よ っ て 規 定 し て い る の か 否
























2 青森県 × - - - 22 三重県 ○ × 1 不明
3 岩手県 ○ - 2 不明 23 滋賀県 × - - -





5 秋田県 × - - - 25 大阪府 × - - -
6 山形県 ○ × 3 不明 26 兵庫県 ○ × 1 不明
7 福島県 ○ △ 2 制度作成中 27 奈良県 ○ △ 3 不明
8 茨城県 ○ × 2 1993年1月 28 島根県 ○ ○ 1 2007年
9 栃木県 ○ × 4 不明 29 岡山県 × ○ - -
10 群馬県 ○ ○ 1 2008年4月 30 山口県 × - - -
11 埼玉県 ○ × 1 1600年代 31 徳島県 ○ × - -
12 千葉県 ○ × 1 約1760年代 32 香川県 ○ × 1 不明
13 東京都 ○ - 1 2006年4月 33 愛媛県 ○ ○ 13 2009～2014年





15 新潟県 ○ ○ 1 2008年8月20日 35 福岡県 ○ × 3 不明
16 福井県 ○ × - - 36 熊本県 ○ × - -
17 山梨県 ○ ○ 1 2009年1月16日 37 大分県 × ○ - -
18 長野県 × ○ - - 38 宮崎県 ○ × 1 2002年4月
19 岐阜県 ○ ○ 1 1991年3月25日 39 沖縄県 ○ × - -
20 静岡県 × ○ - -
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 次 に 、 表 3 - 2 - 1 の 地 域 材 数 お よ び 地 域 認 証 材 、 成 立 年 月 日 に 着 目
す る 。 図 3 - 2 - 1 は 認 証 規 定 の 有 無 の 結 果 を 用 い て 、 認 証 規 定 さ れ て
い な い 地 域 材 数 お よ び 規 定 さ れ た 地 域 認 証 材 数 を 示 し た も の で あ る 。
さ ら に 、 図 3 - 2 - 1 の 詳 細 内 容 と し て 地 域 材 ・ 地 域 認 証 材 名 、 実 施 自
治 体 名 、 制 度 名 、 成 立 年 月 日 を 表 3 - 2 - 2 お よ び 表 3 - 2 - 3 に 示 し た 。  
 こ れ ら の 図 表 よ り 、地 域 材 数 は 1 6 府 県 中 3 4 の 地 域 材 が 存 在 し て
お り 、伝 統 林 業 地 と し て 名 が 知 れ て い る も の が 多 く 回 答 さ れ て い た 。
ま た 、 成 立 年 月 日 は 「 古 く か ら 存 在 す る 」 や 「 不 明 」 が 多 く 回 答 さ
れ て い る 。 さ ら に 、 実 施 主 体 が 地 域 材 を 生 産 で き る 地 域 や 協 議 会 が
担 っ て い る こ と が わ か っ た 。 地 域 認 証 材 数 は 、 11 都 府 県 中 2 6 の 地
域 認 証 材 が 存 在 し て い た 。 ほ と ん ど の 地 域 認 証 材 が 2 0 0 0 年 代 以 降
に 成 立 し て い る こ と が わ か る 。こ れ は 、1 9 9 0 年 代 以 降 よ り 実 施 さ れ
た 各 種 の 木 材 産 業 対 策 の 推 進 に よ る も の だ と 推 測 で き る 。 そ の 中 で
も 、各 都 道 府 県 が「 都 道 府 県 産 材 認 証 制 度 」を 施 行 し 始 め た こ と や 、
「 公 共 建 築 物 等 に お け る 木 材 の 利 用 の 促 進 に 関 す る 法 律（ 2 0 1 0 年 ）」
の 施 行 に よ っ て 、 公 共 建 築 物 等 や 木 造 住 宅 関 連 に 県 産 認 証 材 や 認 証
材 の 利 用 の 推 進 が な さ れ た こ と が 要 因 だ ろ う 。 そ の た め 、 市 町 村 行
政 が 実 施 主 体 と な り 、制 度 を 施 策・施 行 し て い る 傾 向 が 多 い 。ま た 、
地 域 認 証 材 の 中 で も 特 殊 な 例 と し て 、 岐 阜 県 の 東 濃 桧 は い ち 早 く 地
域 材 を 確 固 た る 存 在 に す べ く 、独 自 に 推 進 し 、そ の 結 果 、「加 工 製 品
的 銘 柄 形 成 」 の 筆 頭 と し て 、 有 名 林 業 地 の 地 位 を 築 い た と い え る 。  
 
 
注 ： 複 数 回 答 （ 総 数 6 0）  
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 3 - 2 - 1  認 証 規 定 有 無 に よ る 地 域 材 数 お よ び 地 域 認 証 材 数  
26
34
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表 3 - 2 - 2  認 証 規 定 さ れ て い な い 1 6 府 県 中 3 4 地 域 材 数 の 詳 細  
 
注 ： № 6・ 7 愛 知 県 の 「 額 田 町 材 」 お よ び 「 東 三 河 環 境 認 証 材 」 は 、 以 前 ま
で は 認 証 制 度 に よ っ て 、 地 域 認 証 材 と 認 定 し て い た が 、 2 0 1 7 年 現 在 は
認 証 制 度 に よ る 認 定 は し て お ら ず 、 地 域 材 と な っ た 。  
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
 
表 3 - 2 - 3  認 証 規 定 さ れ て い る 11 都 府 県 中 2 6 地 域 認 証 材 数 の 詳 細  
 
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
№ 県名 地域材名 実施自治体名 制度名 成立年月日
1 埼玉県 西川材 飯能市、越生町、毛呂山町、日高市など なし 1600年代
2 千葉県 サンブスギ 山武市等 なし 1760年代？
3 茨城県 いばらき八溝材 大子町ほか（八溝山系） なし 1993年1月
4 茨城県 いばらき材 大子町ほか（八溝山系） なし 1993年1月
5 宮崎県 耳川の杉 耳川流域木工団地生産・加工・流通対策協議会 なし 2002年4月
6 愛知県 額田町材 額田町三河材認定委員会他 額田町三河材認証制度 2004年～2007年まで
7 愛知県 東三河環境認証材 東三河流域林業活性化センター 「東三河環境認証材」認証制度 2006年～2011年まで
8 福島県 古殿産スギ 石川郡古殿町 作成中 作成中
9 山形県 金山杉 金山町 なし なし
10 山形県 西山杉 大江町 なし なし
11 山形県 あつみ杉 鶴岡町 なし なし
12 栃木県 八溝材 大田原市他 なし なし
13 栃木県 たかはら材 矢板市他 なし なし
14 栃木県 日光材 日光市他 なし なし
15 栃木県 みかも材 佐野市他 なし なし
16 奈良県 十津川産材 十津川村 なし（県産材証明制度と準用） なし
17 奈良県 川上産材 川上村 なし（県産材証明制度と準用） なし
18 奈良県 宇陀産材 宇陀市 なし（県産材証明制度と準用） なし
19 香川県 まんのう町材 まんのう町 なし なし
20 福岡県 八女杉 八女地区 なし なし
21 福岡県 耳納杉 久留米・浮羽地区 なし なし
22 福岡県 京築ヒノキ 京築地区 なし なし
23 岩手県 南部アカマツ 久慈地域 不明 不明
24 岩手県 気仙スギ 気仙地域 不明 不明
25 福島県 田村スギ 不明 不明 不明
26 三重県 尾鷲ヒノキ 紀北町、尾鷲市 なし 不明
27 京都府 北山丸太・北山杉 なし なし 不明
28 兵庫県 宍粟材 宍粟市 なし 不明
29 高知県 魚梁瀬スギ 不明 不明 不明
30 高知県 四万十ヒノキ 不明 不明 不明
31 高知県 高幡ヒノキ 不明 不明 不明
32 高知県 幡多ヒノキ 不明 不明 不明
33 高知県 嶺北スギ 不明 不明 不明
34 高知県 白髪ヒノキ 不明 不明 不明
№ 県名 地域材名 実施自治体名 制度名 成立年月日
1 岐阜県 東濃桧 なし 岐阜県東濃桧認定工場制度 1991年3月25日
2 愛媛県 西予市材 西予市 西予市産材木造住宅建設促進事業 2005年4月1日





5 京都府 みやこ杣木 京都市 「みやこ杣木」認証制度（京都市地産表示制度） 2007年10月
6 群馬県 かわば優良木材 利根郡川場村 かわばの優良木材 2008年4月
7 新潟県 佐渡杉ブランド 佐渡市 佐渡杉ブランド認証 2008年8月20日
8 愛知県 豊田かも地域材 豊田加茂地域木材認証協議会 豊田加茂地域木材認証制度 2008年9月29日
9 愛媛県 内子町材 内子町 内子町産材利用木造住宅建築促進事業 2009年
10 山梨県 南部の木 南巨摩郡南部町 商標登録（第5197468号） 2009年1月16日
11 愛媛県 南予材 伊方町 伊方町地域材利用木造住宅建築促進事業 2010年3月23日
12 愛媛県 南予材 宇和島市 宇和島市南予産材木造住宅建築促進事業 2010年4月1日
13 高知県 四万十町産材 四万十町 四万十町産材利用促進条例 2010年4月1日
14 愛媛県 南予材 愛南町 愛南町地域材利用木造住宅建築促進事業 2010年6月18日
15 愛媛県 南予材 松野町 松野町南予産材木造住宅建築促進事業 2010年10月1日
16 愛媛県 南予材 八幡浜市 八幡浜市南予産材利用木造住宅建築促進事業 2011年
17 高知県 四万十市産材 四万十市 四万十市産材利用促進事業補助金交付要綱 2011年6月
18 愛媛県 西条市材 西条市 西条産材活用促進事業 2011年7月12日
19 愛媛県 久万地域認材 久万高原町 なし 2011年10月
20 愛媛県 地域材 今治市 公共建築物における木材の利用の促進に関する方針 2012年3月30日
21 神奈川県 秦野産材 秦野市 秦野産材産地認証制度 2013年
22 愛媛県 鬼北町材 鬼北町 鬼北町産材木造住宅建築促進事業 2013年6月20日
23 愛媛県 地域材 伊予市 伊予市木造新築住宅建設支援事業 2013年8月9日
24 愛媛県 地域材 砥部町 砥部町木造新築住宅建築支援事業 2014年4月1日
25 高知県 香美市産乾燥木材 香美市 香美市木材住宅支援事業費補助金交付要綱 2015年4月
26 神奈川県 小田原産材 小田原市 不明 不明
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 以 上 の 結 果 か ら 、 地 域 材 の 有 無 お よ び 認 証 規 定 の 有 無 を 用 い て 、
3 9 都 道 府 県 を ３ 類 型 し た 。そ の 結 果 が 表 3 - 2 - 4 で あ る 。「地 域 材 型 」
は 1 7 道 府 県 、「 地 域 認 証 材 型 」 は 1 3 都 府 県 、「 地 域 材 な し 型 」 は ９
府 県 と な っ た 。類 型 の 補 足 と し て 、京 都 府 の み が 認 証 規 定 有 無 が「 ど
ち ら も あ る 」 と 回 答 し た た め 、「 地 域 材 型 」 お よ び 「 地 域 認 証 材 型 」
の 両 類 型 に 回 答 を 含 め た 。 ま た 、 宮 城 県 は 地 域 材 の 存 在 有 無 を 「 わ
か ら な い 」 と 回 答 し て お り 、 ど の 類 型 に も 属 さ な い た め 、 ３ 類 型 か
ら は 除 外 し た 。 さ ら に 、 ３ 類 型 し た 際 に 、 何 か し ら の 地 域 性 が あ る
の か 否 か を 図 3 - 2 - 2 に 示 し た 。 し か し 、 特 徴 は み ら れ な か っ た 。  
 
 
表 3 - 2 - 4  地 域 材 有 無 お よ び 認 証 規 定 有 無 に よ る ３ 類 型  
 
注 1： 網 掛 さ れ て い る 京 都 府 の み 、 認 証 規 定 有 無 が 「 ど ち ら も あ る 」 と し た
た め 、「地 域 材 型 」お よ び「 地 域 認 証 材 型 」に 回 答 を 含 め て 類 型 し た 。  
注 2： 宮 城 県 は 、 ど の 類 型 に も 属 し て い な い た め 、 除 外 し て い る 。  












1 北海道 1 岩手県 1 青森県
2 山形県 2 福島県 2 秋田県
3 茨城県 3 群馬県 3 長野県
4 栃木県 4 東京都 4 静岡県
5 埼玉県 5 神奈川県 5 滋賀県
6 千葉県 6 新潟県 6 大阪府
7 福井県 7 山梨県 7 岡山県
8 三重県 8 岐阜県 8 山口県
9 京都府 9 愛知県 9 大分県
10 兵庫県 10 島根県
11 徳島県 11 愛媛県
12 香川県 12 京都府
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注 1： 意 識 調 査 に 未 回 答 の 県 は 、 白 色 で 示 す 。  
注 2： 宮 城 県 は 、地 域 材 存 在 有 無 を「 わ か ら な い 」、認 証 規 定 有 無 を「 な い 」
と 回 答 し た た め 、 未 回 答 の 県 同 様 に 白 色 で 示 す 。  
出 典 1： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
出 典 2： 白 地 図 ・ 世 界 地 図 ・ 日 本 地 図 が 無 料 【 白 地 図 専 門 店 】： h t t p : / / w w w.  
f r e e m a p . j p / ，（ 2 0 1 7 . 3 . 1 7 ） よ り 著 者 作 成  
図 3 - 2 - 2  4 7 都 道 府 県 に お け る 地 域 材 型 ・ 地 域 認 証 材 型 ・  
地 域 材 な し 型 の ３ 類 型 色 分 け  
 
 
3 - 2 - 2  地 域 材 お よ び 地 域 認 証 材 の 存 在 ・ 指 定 目 的  
 本 項 で は 、 地 域 材 お よ び 地 域 認 証 材 の 存 在 目 的 お よ び 指 定 目 的 に
つ い て 整 理 を 行 う 。  
地 域 材 お よ び 地 域 認 証 材 の 存 在 目 的 は 、図 3 - 2 - 3 の と お り で あ る 。
「 地 域 材 型 」 は 、「 ① 古 く か ら 地 域 材 と し て 生 産 さ れ て い た 」 が 1 0
件 と 最 も 多 い 回 答 で あ っ た 。  
「 地 域 認 証 材 型 」は 、「⑦ そ の 他 」の 回 答 が ５ 件 と 最 も 多 く 、そ の
内 容 は 、「県 行 政 が 関 与 せ ず 、地 域 独 自 に 実 施 」ま た「 そ の 地 域 に お
け る 地 産 地 消 」、次 い で「 県 産 認 証 材 と と も に 地 域 材 も 販 売 す る た め 」
な ど が 挙 げ ら れ た （ 表 3 - 2 - 5）。  
「 地 域 材 な し 型 」 は 、 ９ 府 県 の す べ て が 無 回 答 と な っ て い る 。  
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注 1： 単 数 回 答（ 総 数 4 8）。地 域 材 型（ 総 数 2 1）、地 域 認 証 材 型（ 総 数 1 7）、
地 域 材 な し 型 （ 総 数 9）  
注 2： 京 都 府 の み 地 域 材 お よ び 地 域 認 証 材 を 「 ど ち ら も あ る 」 と 回 答 し た た
め 、 両 類 型 に 回 答 を 含 む 。  
注 3： 宮 城 県 は 、「 ⑦ そ の 他 ： わ か ら な い 」 と 回 答 し た 。  
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 3 - 2 - 3  ３ 類 型 に お け る 地 域 材 ま た 地 域 認 証 材 の 存 在 目 的（ 理 由 ） 
 
表 3 - 2 - 5  地 域 材 ま た 地 域 認 証 材 の 存 在 目 的 に お け る  
「 ⑦ そ の 他 」 の 回 答 内 容  
 
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
 
 次 に 、 地 域 材 お よ び 地 域 認 証 材 の 指 定 目 的 は 図 3 - 2 - 4 の と お り で
あ る 。「 地 域 材 型 」 は 、「 ③ 木 材 価 値 の 向 上 」 が ７ 件 と 最 も 多 く 、 次
い で 「 ⑩ 他 県 に 地 域 材 を 販 売 す る た め 」 が ６ 件 、 そ の ほ か 、 自 県 産
材 の 利 用 促 進 や ブ ラ ン ド 材 と す る た め な ど が 上 位 と な っ た 。 ま た 、
「 ⑭ そ の 他 」の ４ 件 の 回 答 に 、「県 は 指 定 し な い が 、旧 来 か ら 独 自 の
品 種 や 産 地 で 区 別 」、「 地 域 材 を 使 用 し た 補 助 事 業 の た め 」 が 挙 げ ら
れ て い る （ 表 3 - 2 - 6）。  
「 地 域 認 証 材 型 」は 、「⑭ そ の 他 」が ５ 件 と 最 も 多 く 、存 在 目 的 と
同 様 に 「 県 行 政 が 関 与 せ ず 、 地 域 独 自 に 実 施 」 ま た 「 県 で 指 定 し な
い 」 が 挙 げ ら れ て い た （ 表 3 - 2 - 6）。 そ の ほ か 、「 ⑧ 地 産 地 消 に 貢 献




























類型 № 都道府県名 「⑦その他」回答内容





類型なし 6 宮城県 　わからない
地域認証材型
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「 地 域 材 な し 型 」 は 、 無 回 答 の ８ 件 が 最 も 多 く 、 静 岡 県 の み が 他
の 回 答 を 選 択 し て い た 。  
 「 地 域 材 型 」と「 地 域 認 証 材 型 」の 共 通 意 見 と し て 、「 県 が 関 与 せ
ず 、 そ の 地 域 独 自 に 実 施 」 し て い る こ と が 明 ら か と な っ た 。  
 
注 1：複 数 回 答（ 総 数 1 0 6）。地 域 材 型（ 総 数 5 7）、地 域 認 証 材 型（ 総 数 3 3）、
地 域 材 な し 型 （ 総 数 1 5）  
注 2： 京 都 府 の み 地 域 材 お よ び 地 域 認 証 材 を 「 ど ち ら も あ る 」 と 回 答 し た た
め 、 両 類 型 に 回 答 を 含 む 。  
注 3： 宮 城 県 は 、「 ⑭ そ の 他 ： わ か ら な い 」 と 回 答 し た 。  
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 3 - 2 - 4  ３ 類 型 に お け る 地 域 材 ま た 地 域 認 証 材 の 指 定 目 的  
 
表 3 - 2 - 6  地 域 材 ま た 地 域 認 証 材 の 指 定 目 的 に お け る  
「 ⑭ そ の 他 」 の 回 答 内 容  
 






































































類型なし 10 宮城県 　わからない
地域材型
地域認証材型
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3 - 2 - 3  ブ ラ ン ド 材 と し て 認 識 し て い る 県 内 産 材  
 本 項 で は 、 地 域 材 や 地 域 認 証 材 を ブ ラ ン ド 材 と し て 認 識 し て い る
の か 否 か を 明 ら か に す る た め 、 各 都 道 府 県 が 県 内 産 材 の ど の よ う な
木 材 を ブ ラ ン ド 材 と し て い る の か 整 理 し た 。 図 3 - 2 - 5 は ３ 類 型 に お
け る ブ ラ ン ド 材 と 認 識 し て い る 県 内 産 材 を 示 し た 。 ま た 、 表 3 - 2 - 7
は 「 ⑭ そ の 他 」 の 回 答 内 容 で あ る 。  
「 地 域 材 型 」で は 、「③ 地 域 材 」の 回 答 が ７ 件 と 最 も 多 か っ た 。し
か し 、 次 い で 「 ⑬ ブ ラ ン ド 材 は な い 」 の 回 答 が ６ 件 と い う 結 果 で あ
っ た 。 そ の ほ か 、 回 答 の 補 足 と し て 、 栃 木 県 は 「 ⑩ ○ ○ 材 （ 独 自 の
ネ ー ミ ン グ を つ け た 木 材 ）」を「 企 業 単 位 に よ る 取 り 組 み 」で あ る と
し 、三 重 県 は「 ⑨ 認 証 材 」を「 F S C 材 」で あ る と し て い た 。さ ら に 、
「 地 域 材 型 」の 地 域 材 に お け る 指 定 目 的 の 回 答 と 比 較 す る と 、「③ 地
域 材 」 と 回 答 し た ７ 県 は 「 木 材 価 値 の 向 上 」、「 ブ ラ ン ド 材 に す る た
め 」で あ っ た 。し か し 、「⑬ ブ ラ ン ド 材 は な い 」と 回 答 し た ６ 県 は「 自
県 産 材 の 向 上 」 な ど に 偏 り が あ る こ と が わ か っ た 。  
 「 地 域 認 証 材 型 」で は 、「 ② 県 産 認 証 材 」の ５ 件 が 最 も 多 く 、次 い
で 「 ⑩ ○ ○ 材 」 の ４ 件 で あ っ た 。 こ れ ら の 回 答 の 補 足 と し て 、 企 業
あ る い は 市 町 村 行 政 に お い て 、 木 材 の ブ ラ ン ド 化 に 取 り 組 ん で い る
こ と が 回 答 と し て 得 ら れ て い る 。 そ の ほ か 、 群 馬 県 が 「 ② 県 産 認 証
材 」 を 「 ぐ ん ま 優 良 木 材 」 で あ る と し 、 愛 知 県 お よ び 奈 良 県 が 「 ⑩
○ ○ 材 」を 、「 愛 知 県 ： 三 河 材 」、「 奈 良 県 ： 吉 野 材 、吉 野 ス ギ 、吉 野
ヒ ノ キ 」 と 回 答 し た 。  
 「 地 域 材 な し 型 」で は 、「 ② 県 産 認 証 材 」お よ び「 ⑭ そ の 他 」が ３
件 と 最 も 多 か っ た 。「 ⑭ そ の 他 」 の 内 容 は 、 青 森 県 が 「 青 森 ヒ バ 」、
秋 田 県 が 「 乾 燥 式 秋 田 ス ギ 認 証 製 品 」、 大 分 県 が 「 大 分 方 式 乾 燥 材 」
を 挙 げ て い た （ 表 3 - 2 - 7）。 青 森 県 お よ び 秋 田 県 は 、 伝 統 林 業 地 と し
て 名 が 知 ら れ て い る 木 材 を 回 答 し た こ と か ら 、 い わ ゆ る 林 業 地 域 と
し て 確 立 さ れ て い る 地 域 材 を 、 ブ ラ ン ド 材 と し て い る 傾 向 に あ る こ
と が 明 ら か と な っ た 。  
- 109 - 
 
注 1： 複 数 回 答（ 総 数 5 7）。地 域 材 型（ 総 数 2 7）、地 域 認 証 材 型（ 総 数 1 6）、
地 域 材 な し 型 （ 総 数 1 3）  
注 2： 京 都 府 の み 地 域 材 お よ び 地 域 認 証 材 を 「 ど ち ら も あ る 」 と 回 答 し た た
め 、 両 類 型 に 回 答 を 含 む 。  
注 3： 宮 城 県 は 、「 ① 県 産 材 」、「 ⑩ ○ ○ 材 （ 独 自 の ネ ー ミ ン グ を 付 け た 材 ）」
と 回 答 し た 。  
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 3 - 2 - 5  ３ 類 型 に お け る ブ ラ ン ド 材 と 認 識 し て い る 県 内 産 材  
 
表 3 - 2 - 7  ブ ラ ン ド 材 と 認 識 し て い る 県 内 産 材  
「 ⑭ そ の 他 」 の 回 答 内 容  
 
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
 
3 - 2 - 4  ブ ラ ン ド 材 を 形 成 す る 必 要 性  
 本 項 で は 、 今 後 、 ブ ラ ン ド 材 を 形 成 す る 必 要 性 は あ る の か 否 か に
つ い て 整 理 す る 。  
図 3 - 2 - 6 は ブ ラ ン ド 材 を 形 成 す る 必 要 性 は あ る の か 否 か の 結 果 を
示 し た 。「 地 域 材 型 」は「 ① 必 要 性 は あ る 」が ６ 件 と 最 も 多 く 、次 い
で 「 ③ 検 討 中 」 が ４ 件 で あ っ た 。  

















































類型 № 都道府県名 「⑭その他」回答内容
地域材型 1 熊本県  品種区分として①南郷桧、②小国スギ、③アヤスギ…などあり
2 岩手県  南部アカマツ、気仙スギ
3 神奈川県  県産材のうち、含水率や強度などの一定基準を満たした県産材を品質認証制度(かながわブランド県産材)としている
4 青森県  青森ヒバ材
5 秋田県  乾燥秋田スギ認証製品
6 大分県  大分方式乾燥材
地域材なし型
地域認証材型
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あ る 」 が ４ 件 と 肯 定 的 な 回 答 が ９ 割 を 占 め 、 半 数 以 上 が 既 に ブ ラ ン
ド 材 を 形 成 し て い る と い う 回 答 が 得 ら れ た 。  
「 地 域 材 な し 型 」は「 ② 既 に 形 成 し て い る 」が ４ 件 、「 ① 必 要 性 は
あ る 」 お よ び 「 ⑤ 必 要 性 は な い 」 が ２ 件 で あ っ た 。  
 
 
注 1： 単 数 回 答（ 総 数 4 0）。地 域 材 型（ 総 数 1 7）、地 域 認 証 材 型（ 総 数 1 3）、
地 域 材 な し 型 （ 総 数 9）  
注 2： 京 都 府 の み 地 域 材 お よ び 地 域 認 証 材 を 「 ど ち ら も あ る 」 と 回 答 し た た
め 、 両 類 型 に 回 答 を 含 む 。  
注 3： 宮 城 県 は 、「 ② 既 に 形 成 し て い る 」 と 回 答 し た 。  
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 3 - 2 - 6  ３ 類 型 に お け る 今 後 、 ブ ラ ン ド 材 を 形 成 す る  
必 要 性 は あ る の か 否 か  
 
次 に 、図 3 - 2 - 6 の 理 由 に つ い て 、図 3 - 2 - 7 に 示 し た 。ま た 、表 3 - 2 - 8
は 図 3 - 2 - 7 の 「 ⑮ そ の 他 」 の 回 答 内 容 を 示 し た 。  
「 地 域 材 型 」は 、「 ④ 自 県 産 材 の 価 値 向 上 」が ９ 件 、次 い で「 ① 県
内 に お け る 自 県 産 材 の 普 及 促 進 」お よ び「 ⑤ 地 産 地 消 を 進 め る た め 」
が ７ 件 で あ っ た 。 ま た 、「 ⑮ そ の 他 」 の ３ 件 で は 、「 ブ ラ ン ド 材 と し
て 普 及 す る た め に は 、 一 般 材 と の 差 別 化 が 難 し い 」 や 「 ブ ラ ン ド 化
す る た め の 要 素 が な い 」 と 回 答 し て い た 。 こ の 回 答 を 挙 げ た 県 は 、
「 今 後 、 ブ ラ ン ド 材 を 形 成 す る 必 要 性 が あ る の か 否 か 」 の 回 答 で 、
「 ④ ど ち ら で も な い 」 お よ び 「 ⑤ 必 要 性 は な い 」 を 選 択 し て い た 。
な お か つ 、3 - 2 - 3 の「 ブ ラ ン ド 材 と 認 識 し て い る 県 内 産 材 」で は 、「⑩
○ ○ 材 」 お よ び 「 ⑬ ブ ラ ン ド 材 は な い 」 と 選 択 し た 県 で も あ っ た 。  
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1 0 件 、 次 い で 「 ④ 自 県 産 材 の 価 値 向 上 」 が ９ 件 、「 ② 県 外 に お け る
自 県 産 材 の 普 及 促 進 」 が ７ 件 で あ っ た 。  
「 地 域 材 な し 型 」 は 、「 ④ 自 県 産 材 の 価 値 向 上 」 が ６ 件 、「 ⑤ 地 産
地 消 を 進 め る た め 」 お よ び 「 ⑥ 他 県 に 自 県 産 材 の 販 路 を 拡 大 す る た
め 」 が ４ 件 で あ っ た 。  
 こ れ ら の こ と か ら 、 本 項 の 結 果 は ３ 類 型 間 の 回 答 内 容 に あ ま り 差
が な く 、 ブ ラ ン ド 材 を 形 成 す る 「 必 要 性 が あ る 」 こ と に 肯 定 的 で あ
っ た 。 ま た 、 そ の 理 由 は 県 内 に お け る 自 県 産 材 の 普 及 促 進 や 価 値 向
上 、 地 産 地 消 を 進 め る こ と を 挙 げ て い た 。 だ が 、 地 域 材 型 の 一 部 の
県 で は 、 ブ ラ ン ド 化 を す る た め の 要 素 が な い こ と や 素 材 の 差 別 化 を
図 る こ と の 難 し さ を 指 摘 し て い た 。 故 に 、 ブ ラ ン ド 材 を 形 成 す る 必
要 性 を 感 じ ず 、 ブ ラ ン ド 材 が な い こ と を 明 確 に 認 識 し て い る こ と が
明 ら か と な っ た 。  
 
注 1：複 数 回 答（ 総 数 1 3 6）。地 域 材 型（ 総 数 5 6）、地 域 認 証 材 型（ 総 数 4 8）、
地 域 材 な し 型 （ 総 数 3 1）  
注 2： 京 都 府 の み 地 域 材 お よ び 地 域 認 証 材 を 「 ど ち ら も あ る 」 と 回 答 し た た
め 、 両 類 型 に 回 答 を 含 む 。  
注 3： 宮 城 県 は 、「 ⑮ そ の 他 ： 品 質 向 上 」 と 回 答 し た 。  
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 3 - 2 - 7  ３ 類 型 に お け る 今 後 、 ブ ラ ン ド 材 を 形 成 す る  
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表 3 - 2 - 8  今 後 、 ブ ラ ン ド 材 を 形 成 す る 必 要 性 は あ る の か 否 か の  
回 答 理 由 の 「 ⑮ そ の 他 」 の 回 答 内 容  
 
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
 
3 - 3  調 査 結 果 ２ ： 木 材 利 用 お よ び 木 材 流 通  
 本 節 で は 、 大 設 問 ３ で あ る 木 材 利 用 と 流 通 に つ い て 、 ３ つ の 視 点
か ら 整 理 す る 。１ つ は「 木 材 販 売 戦 略 」、２ つ は「 木 材 流 通 の 課 題 」、
３ つ は 「 A・ B・ C・ D 材 の 定 義 」 で あ る 。 ま た 、 前 節 の ３ 類 型 を 本
節 に お い て も 用 い て 整 理 し て い く 。  
 
3 - 3 - 1  木 材 販 売 戦 略  
 本 項 で は 、 木 材 販 売 戦 略 と は な に か を 整 理 し た 。 図 3 - 3 - 1 は 木 材
販 売 戦 略 と は な に か の 結 果 を 示 し た も の で あ り 、表 3 - 3 - 1 は 図 3 - 3 - 1
の 「 ⑭ そ の 他 」 の 回 答 内 容 を ま と め た も の で あ る 。  
 「 地 域 材 型 」は 、「⑤ 自 県 内 だ け で な く 他 県 へ の 販 路 拡 大 」が ８ 件 、
次 い で 「 ① 直 送 販 売 の 推 進 」 お よ び 「 ⑦ 木 材 の ブ ラ ン ド 化 の 推 進 」
が ６ 件 で あ っ た 。 ま た 、「 ⑭ そ の 他 」 の 回 答 内 容 で は 、「 企 業 ご と の
取 り 組 み 」 や 「 中 間 土 場 を 利 用 し た ロ ッ ト の 確 保 と 輸 送 コ ス ト の 縮
減 」、「 県 内 に 原 木 市 場 が な い た め 、 近 隣 県 の 原 木 市 場 に P R コ ー ナ
ー の 設 置 」、「 海 外 輸 出 」 を 挙 げ て い た 。  
「 地 域 認 証 材 型 」は 、「⑤ 自 県 内 だ け で な く 他 県 へ の 販 路 拡 大 」が
７ 件 、 次 い で 「 ① 直 送 販 売 」 お よ び 「 ⑦ 木 材 の ブ ラ ン ド 化 の 推 進 」
が ６ 件 で あ っ た 。  
「 地 域 材 な し 型 」は 、「⑤ 自 県 内 だ け で な く 他 県 へ の 販 路 拡 大 」お
よ び「 ⑭ そ の 他 」が ３ 件 で あ っ た 。「⑭ そ の 他 」の 回 答 内 容 で は 、「情
報 誌 作 成 や 木 造 住 宅 コ ン テ ス ト の 開 催 、展 示 会 等 の 普 及 啓 発 」や「 搬
出 コ ス ト の 低 減 と 安 定 供 給 」 を 挙 げ て い た 。  
 本 項 に お い て も ３ 類 型 間 に 大 き な 差 は な く 、 自 県 内 だ け で な く 他
県 へ の 販 路 拡 大 お よ び 直 送 販 売 の 推 進 、 そ し て 、 木 材 の ブ ラ ン ド 化
の 推 進 を 木 材 販 売 戦 略 と し て 認 識 し て い る こ と が 明 ら か と な っ た 。  





2 千葉県  差別化する要素がない
3 福岡県  強度など品質の差別化が困難なため、ブランド化は難しい
地域材なし型 4 静岡県  ニーズに合った県産材製品の生産体制の構築
類型なし 5 宮城県  品質向上
地域材型
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注 1：複 数 回 答（ 総 数 1 0 8）。地 域 材 型（ 総 数 4 6）、地 域 認 証 材 型（ 総 数 4 4）、
地 域 材 な し 型 （ 総 数 1 7）  
注 2： 京 都 府 の み 地 域 材 お よ び 地 域 認 証 材 を 「 ど ち ら も あ る 」 と 回 答 し た た
め 、 両 類 型 に 回 答 を 含 む 。  
注 3： 宮 城 県 は 、「 ⑭ そ の 他 ： 県 産 材 を 使 っ た 住 宅 へ の 支 援 等 の 需 要 拡 大 支
援 」 と 回 答 し た 。  
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 3 - 3 - 1  ３ 類 型 に お け る 木 材 販 売 戦 略 と は 何 か  
 
表 3 - 3 - 1  木 材 販 売 戦 略 と は 何 か の 「 ⑭ そ の 他 」 の 回 答 内 容  
 




























































2 香川県  県内に原木市場がないため、近県の原木市場に香川県材コーナーを設置している
3 福岡県  ストックポイント(中間土場)活用による、ロットの確保と輸送コストの縮減
4 宮崎県  海外輸出
地域認証材型 5 奈良県  2015年樹立した奈良県林業・木材産業振興プランで掲げている施策
6 青森県  情報誌の作成、木造住宅コンテストの開催、県産材展示会等の普及啓発
7 大阪府  搬出コストの低減・安定供給
8 岡山県  県産材のPR、公共建築物での利用、海外への販路拡大、CLT等新しい重要の創出
類型なし 9 宮城県  県産材を使った住宅への支援等の需要拡大支援
地域材型
地域材なし型
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3 - 3 - 2  木 材 流 通 の 課 題  
 本 項 で は 、 木 材 流 通 の 課 題 に つ い て 整 理 し た 。 図 3 - 3 - 2 は 木 材 流
通 の 課 題 の 結 果 を 示 し た も の で あ り 、 表 3 - 3 - 2 は 図 3 - 3 - 2 の 「 ⑫ そ
の 他 」 の 回 答 内 容 を ま と め た も の で あ る 。  
 「 地 域 材 型 」は 、「⑪ 木 材 価 格 が 安 い た め 、再 造 林 な ど 森 林 整 備 等
に 必 要 な コ ス ト が 捻 出 で き な い 」 が 1 3 件 、 次 い で 「 ⑥ 森 林 経 営 に
関 し て 生 産 基 盤 お よ び 資 本 装 備 が 脆 弱 」 が 1 0 件 、「 ④ 素 材 生 産 の 人
材 が 不 足 し て い る 」が ９ 件 で あ っ た 。ま た 、「⑫ そ の 他 」の 回 答 内 容
で は 、「原 木 輸 送 用 ト ラ ッ ク お よ び ド ラ イ バ ー 不 足 」や「 素 材 生 産 の
意 欲 が 低 く 、 供 給 が 伸 び な い 」、「 消 費 地 が 遠 く 、 流 通 コ ス ト の 圧 縮
が 課 題 」 が 挙 げ ら れ て い た 。  
「 地 域 認 証 材 型 」は 、「⑪ 木 材 価 格 が 安 い た め 、再 造 林 な ど 森 林 整
備 等 に 必 要 な コ ス ト が 捻 出 で き な い 」 が 1 0 件 と 最 も 多 く 、 次 い で
「 ① 川 上 か ら 川 下 の 連 携 が 取 れ て い な い 」、「 ④ 素 材 生 産 の 人 材 が 不
足 し て い る 」、「 ⑤ 木 材 流 通 が 煩 雑 で 見 え に く い 」、「 ⑦ 需 要 量 が 供 給
量 よ り 上 回 り 、 素 材 不 足 で あ る 」 が ５ 件 ず つ で あ っ た 。「 ⑫ そ の 他 」
の 回 答 内 容 で は 、 福 島 県 が 「 作 業 員 の 被 爆 対 策 と し て 、 高 性 能 林 業
機 械 の 導 入 促 進 」を 挙 げ て い た 。ま た 、「時 期 に よ っ て 供 給 量 に 波 が
あ り 、 １ 年 間 に 供 給 不 足 ・ 過 多 の 両 方 が 課 題 と な る 」 と っ た 回 答 も
あ っ た 。  
「 地 域 材 な し 型 」は 、「⑥ 森 林 経 営 に 関 し て 生 産 基 盤 お よ び 資 本 装
備 が 脆 弱 」が ６ 件 、次 い で「 ① 川 上 か ら 川 下 の 連 携 が 取 れ て い な い 」
が ５ 件 、「 ④ 素 材 生 産 の 人 材 が 不 足 し て い る 」 が ４ 件 で あ っ た 。「 ⑫
そ の 他 」で は 、「 高 次 加 工（ 集 成 材 工 場 な ど ）が な い 」こ と を 挙 げ て
い た 。  
 本 項 に お い て も ３ 類 型 間 に 大 き な 差 は な い こ と が 明 ら か と な っ た 。 
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注 1：複 数 回 答（ 総 数 1 5 1）。地 域 材 型（ 総 数 6 6）、地 域 認 証 材 型（ 総 数 4 9）、
地 域 材 な し 型 （ 総 数 3 5）  
注 2： 京 都 府 の み 地 域 材 お よ び 地 域 認 証 材 を 「 ど ち ら も あ る 」 と 回 答 し た た
め 、 両 類 型 に 回 答 を 含 む 。  
注 3： 宮 城 県 は 、「 ⑫ そ の 他 ： 製 材 工 場 の 経 営 者 や 従 業 員 の 高 齢 化 」 と 回 答
し た 。  
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 3 - 3 - 2  ３ 類 型 に お け る 木 材 流 通 の 課 題  
 
 
表 3 - 3 - 2  木 材 流 通 の 課 題 の 「 ⑫ そ の 他 」 の 回 答 内 容  
 




























































2 埼玉県  素材生産の意欲が低く、供給が伸びない
3 高知県  消費地から遠く、流通コストを如何にして圧縮するのかが大きな課題
4 福島県  山での作業員の被爆対策として、高性能林業機械の導入促進が必要
5 愛媛県  時期による供給量の波があり、一年のうちに供給不足・過多の両方が課題となる
地域材なし型 6 大分県  高次加工（集成材工場など）がない
類型なし 7 宮城県  製材工場の経営者や従業員の高齢化
地域材型
地域認証材型
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3 - 3 - 3  A・ B・ C・ D 材 の 定 義  
 本 項 で は 、 各 都 道 府 県 に お け る 2 0 1 6 年 時 点 の A・ B・ C・ D 材 の
定 義 に つ い て 整 理 し た 。  
ま ず 、 そ も そ も A～ D 材 と は 何 か 。 そ れ は 、 全 国 的 に 用 い ら れ て
い る 通 称 で あ り 、 カ ス ケ ー ド 利 用 1 )を 促 進 す る 上 で 利 用 さ れ る 品 質
区 分 と い う 認 識 で あ る 。 し か し 、 明 確 に 定 義 さ れ て い る も の で は な
い 。 そ こ で 、 各 都 道 府 県 に お い て 、 地 域 材 等 に 何 か し ら の 明 確 な 品
質 区 分 を 設 定 し て い る 場 合 、 こ の A～ D 材 に 対 し て も 、 何 か し ら の
規 定 を 行 う の で は な い か と 著 者 は 考 え た 。  
表 3 - 3 - 3 は 、A～ D 材 の 定 義 お よ び 定 義 を 規 定 す る 主 体 ご と に 各 都
道 府 県 を ３ 区 分 に ま と め た も の で あ る 。ま た 、図 3 - 3 - 3 は 、表 3 - 3 - 3
で ３ 区 分 し た 各 都 道 府 県 を 色 分 け で 示 し た も の で あ る 。  
こ れ ら の 図 表 よ り 、 全 国 的 に 明 確 な 定 義 の 規 定 は 行 っ て い な い こ
と が 明 ら か と な っ た 。概 ね で は あ る が 、 A 材 は「 製 材 用 材 」、 B 材 は
「 合 板 用 材 」、 C 材 は 「 製 紙 用 チ ッ プ 用 材 」、 D 材 は 「 バ イ オ マ ス 用
材 」 と 定 義 し て い る と 整 理 で き た 。 ま た 、 規 定 す る 主 体 の ３ 区 分 に
着 目 す る と 、 ① ８ 県 が 「 県 ま た 県 森 連 2 ) 等 が 規 格 を 定 め て い る （ 規
定 規 格 ）」。② 1 2 府 県 が「 全 国 共 通 ま た は 一 般 的 、通 例 で あ る（ 認 識
規 格 ）」。③ 1 5 道 府 県 が「 規 定 は し て い な い 。た だ し 、流 通 者 間 で 定
め て い る な ど 、 認 識 規 格 と 同 様 」 と 区 分 で き 、 ４ 都 県 が 「 無 回 答 」
で あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。ま た 、地 域 材 の ３ 類 型 間（ 地 域 材 型 、
地 域 認 証 材 型 、 地 域 材 な し 型 ） お よ び 各 都 道 府 県 間 に お い て も 、 大
き な 差 は な く 、 地 域 性 も な い こ と が わ か る 。  
 こ れ ら の こ と か ら 、A・B・C・D 材 は 全 国 共 通 認 識 の 定 義 で あ り 、







                                                   
1 )  カ ス ケ ー ド 利 用 と は 、 資 源 や エ ネ ル ギ ー を 利 用 す る と 品 質 が 下 が る が 、
そ の 下 が っ て し ま っ た 資 源 等 の 品 質 レ ベ ル に 応 じ て 、 繰 り 返 し 利 用 す る
こ と を 指 す 。  
2 )  県 森 連 と は 、 都 道 府 県 森 林 組 合 連 合 会 の 略 称 で あ る 。 各 都 道 府 県 の 市 町
村 に 設 け ら れ て い る 森 林 組 合 を と り ま と め る 上 部 団 体 で あ り 、 各 都 道 府
県 を 単 位 に 設 置 さ れ て い る 。  
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表 3 - 3 - 3  A・ B・ C・ D 材 の 定 義 （ 規 格 ） お よ び ３ 分 類  
 
注 ： 単 数 回 答 （ 総 数 3 9）  
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  












































1 青森県 　一般製材用（直材） 　LVLや合板用（小曲や短尺材） 　製紙用（大曲や欠点材） 　燃料用（林地残材） 地域材なし型
2 宮城県 　製材用 　合板用 　チップ用 　バイオマス用 類型なし
3 福島県 　柱等建築用材 　合板等用材（2m） 　パルプ・チップ・燃料用 　燃料用：A～Cに含まれない枝葉、根バリ等 地域認証材型
4 栃木県 　柱等が製材可能な素材（3m） 　ラミナ等向け 　チップ等 地域材型
5 千葉県 　製材向け 　合板・集成材向け 　（製紙・発電用）チップ向け 　枝葉等・未利用部分 地域材型
6 神奈川県 　柱・梁等 　合板・集成材等 　土木資源・チップ等 地域認証材型
















9 京都府 　一般的に製材用 　一般的に合板・集成材用 　一般的にチップ・バイオマス用
地域材型
地域認証型
10 兵庫県 　主に製材用及び集成材用の一部の原木 　主に合板、LVL用及び集成材用の一部の原木 　主にチップ（マテリアル、エネルギー）用の原木 　C材と同じ 地域材型
11 島根県 　建築用材 　合板用材 　製紙用チップ材 　燃料用チップ材 地域認証材型
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注 ： 意 識 調 査 に 未 回 答 の 県 は 、 白 色 で 示 す 。  
出 典 1： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
出 典 2： 白 地 図 ・ 世 界 地 図 ・ 日 本 地 図 が 無 料 【 白 地 図 専 門 店 】： h t t p : / / w w w.  
f r e e m a p . j p / ，（ 2 0 1 7 . 9 . 1 ） よ り 著 者 作 成  
図 3 - 3 - 3  4 7 都 道 府 県 に お け る A・ B・ C・ D 材 の 規 定 す る 主 体 の  
３ 区 分 色 分 け  
 
 
3 - 4  調 査 結 果 ３ ： 近 年 の 林 業 政 策 と 森 林 整 備 の 関 係 性  
 本 節 で は 、 森 林 ・ 林 業 政 策 お よ び 森 林 整 備 に つ い て 、 ２ つ の 視 点
か ら 整 理 す る 。 １ つ は 「 林 業 政 策 に お け る 森 林 ・ 林 業 ・ 林 産 業 お よ
び 木 材 流 通 へ の 影 響 」、 ２ つ は 「 林 業 政 策 に お け る 森 林 整 備 の 実 態 」
で あ る 。ま た 、本 節 に お い て 着 目 す る 森 林 ・ 林 業 政 策 と は 、「 森 林 ・
林 業 再 生 プ ラ ン （ 2 0 0 9 年 ）」（ 以 下 、 再 生 プ ラ ン ） を 指 し 、 2 0 0 0 年
代 に お け る 森 林 ・ 林 業 政 策 の 中 で 、 木 材 利 用 お よ び 流 通 と い う 視 点
で 大 き な 機 転 と な っ た の が 再 生 プ ラ ン で あ る（ 1 - 4 を 参 照 ）。さ ら に 、
本 節 に お い て も 地 域 材 の ① 地 域 材 型 、 ② 地 域 認 証 材 型 、 ③ 地 域 材 な
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3 - 4 - 1  林 業 政 策 に お け る 森 林 ・ 林 業 ・ 林 産 業 お よ び 木 材 流 通 へ の 影 響  
 2 0 0 9 年 に 施 行 さ れ た 再 生 プ ラ ン に よ っ て 、県 の 森 林・林 業・林 産
業 お よ び 木 材 流 通 に 影 響 は あ っ た の か 否 か の 評 価 に つ い て 整 理 し た 。
図 3 - 4 - 1 は そ の 結 果 を 示 し た も の で あ る 。  
 「 地 域 材 型 」 は 、「 ② 影 響 を 受 け て い る 」 が ９ 件 、 次 い で 、「 ① 大
い に 影 響 を 受 け て い る 」 が ３ 件 と な っ た 。 ま た 、「 ⑧ そ の 他 」 で は 、
再 生 プ ラ ン 作 成 に 伴 う 国 ま た 都 道 府 県 の 補 助 制 度 の 変 更 等 に 影 響 が
あ る こ と が 挙 げ ら れ て い た 。  
 「 地 域 認 証 材 型 」は 、「 ② 影 響 を 受 け て い る 」が ９ 件 で あ っ た 。そ
の ほ か 、「⑤ 影 響 を 受 け て は い な い が 、変 化 は あ っ た 」、「⑥ 影 響 を 受
け て い な い 」、「 ⑦ わ か ら な い 」、「 無 回 答 」 が １ 件 ず つ で あ っ た 。  
 「 地 域 材 な し 型 」 は 、「 ② 影 響 を 受 け て い る 」 が ８ 件 、「 無 回 答 」
が １ 件 で あ っ た 。  
 ３ 類 型 と も に 、 再 生 プ ラ ン の 実 施 に よ り 、 何 か し ら の 「 影 響 を 受
け て い る 」 こ と が わ か っ た 。  
 
 
注 1： 単 数 回 答（ 総 数 4 0）。地 域 材 型（ 総 数 1 7）、地 域 認 証 材 型（ 総 数 1 3）、
地 域 材 な し 型 （ 総 数 9）  
注 2： 京 都 府 の み 地 域 材 お よ び 地 域 認 証 材 を 「 ど ち ら も あ る 」 と 回 答 し た た
め 、 両 類 型 に 回 答 を 含 む 。  
注 3： 宮 城 県 は 、「 ② 影 響 を 受 け て い る 」 と 回 答 し た 。  
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 3 - 4 - 1  ３ 類 型 に お け る 「 森 林 ・ 林 業 再 生 プ ラ ン 」 が 実 施 さ れ 、 県
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 次 に 、 図 3 - 4 - 2 は 図 3 - 4 - 1 の 評 価 理 由 で あ る 。 ま た 、 表 3 - 4 - 1 は
図 3 - 4 - 2 の 「 ㉒ そ の 他 」 の 回 答 内 容 を ま と め た も の で あ る 。  
 「 地 域 材 型 」は 、「 ① 森 林 経 営 の 集 約 化 が 進 ん だ 」お よ び「 ② 林 内
路 網 整 備 が 進 ん だ 」 が 1 0 件 と 最 も 多 か っ た 。 そ の ほ か 、「 ③ 人 材 ・
作 業 員 の 育 成 が 進 ん だ 」、「 ⑦ 森 林 整 備 が 促 進 さ れ た 」 が ５ 件 ず つ で
あ っ た 。  
 「 地 域 認 証 型 」 は 、「 ① 森 林 経 営 の 集 約 化 が 進 ん だ 」 が ８ 件 、「 ②
林 内 路 網 整 備 が 進 ん だ 」が ７ 件 で あ っ た 。そ の ほ か 、「 ㉒ そ の 他 」で
は 「 県 独 自 の 事 業 に よ る 整 備 が 多 い 」 や 「 搬 出 間 伐 へ の 転 換 」 と い
っ た 回 答 が 挙 げ ら れ て い た 。  
 「 地 域 材 な し 型 」は 、「② 林 内 路 網 整 備 が 進 ん だ 」が ９ 件 と 最 も 多
く 、 次 い で 、「 ① 森 林 経 営 の 集 約 化 が 進 ん だ 」 が ７ 件 、「 ⑦ 森 林 整 備
が 促 進 さ れ た 」 が ５ 件 で あ っ た 。  
 ３ 類 型 と も に 、「森 林 経 営 の 集 約 化 が 進 ん だ 」お よ び「 林 内 路 網 整
備 が 進 ん だ 」が 最 も 多 い 回 答 内 容 で あ っ た 。そ の ほ か 、「森 林 整 備 が
促 進 さ れ た 」や「 人 材・作 業 員 の 育 成 が 進 ん だ 」も 挙 げ ら れ て い た 。
こ の こ と か ら 、 再 生 プ ラ ン に よ る 影 響 は 、 全 体 的 に 肯 定 的 な 内 容 の
回 答 が 多 く 、 そ の 中 で も 素 材 生 産 を 行 う た め の 基 盤 整 備 面 が 促 進 さ
れ た こ と が 明 ら か で あ る 。  
 ま た 、本 項 に お い て も ３ 類 型 間 に よ る 差 は あ ま り み ら れ な か っ た 。 
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注 1：複 数 回 答（ 総 数 1 2 9）。地 域 材 型（ 総 数 5 8）、地 域 認 証 材 型（ 総 数 3 6）、
地 域 材 な し 型 （ 総 数 3 2）  
注 2： 京 都 府 の み 地 域 材 お よ び 地 域 認 証 材 を 「 ど ち ら も あ る 」 と 回 答 し た た
め 、 両 類 型 に 回 答 を 含 む 。  
注 3： 宮 城 県 は 、「 ② 林 内 路 網 整 備 が 進 ん だ 」、「 ③ 人 材 ・ 作 業 員 の 育 成 が 進
ん だ 」、「 ⑦ 森 林 整 備 が 促 進 さ れ た 」 と 回 答 し た 。  
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 3 - 4 - 2  ３ 類 型 に お け る 「 森 林 ・ 林 業 再 生 プ ラ ン 」 が 実 施 さ れ 、  
県 の 森 林 ・ 林 業 ・ 林 産 業 お よ び 木 材 流 通 に 影 響 は あ っ た の か 否 か の  
評 価 理 由  
 
表 3 - 4 - 1  図 3 - 4 - 2 の 評 価 理 由 「 ㉒ そ の 他 」 の 回 答 内 容  
 















































































2 栃木県  プランの影響が森林経営計画制度を指すのであれば、①②はあてはまると思う。
3 香川県  制度の変更が多く、周知が徹底できていない
4 宮崎県  地域材需要の多様化と主伐・再造林の増加
5 神奈川県  県独自の事業による整備が多いため
6 愛知県  搬出間伐への転換
 ① 奈良県型作業道の開設に取り組んでいる。
 ② A.B.C材すべてを山から出して、多用途に使っていく施策を立てているが、山側の意識は高級材指向が強い。
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3 - 4 - 2  林 業 政 策 に お け る 森 林 整 備 の 実 態  
 2 0 0 9 年 に 公 表 さ れ た 再 生 プ ラ ン に よ っ て 、森 林 整 備 に ど の よ う な
影 響 が あ っ た の か 、 そ の 課 題 に つ い て 整 理 し た 。 図 3 - 4 - 3 は 、 そ の
結 果 を 示 し た 。 ま た 、 表 3 - 4 - 2 は 図 3 - 4 - 3 の 「 ⑪ そ の 他 」 の 回 答 内
容 を ま と め た も の で あ る 。  
 「 地 域 材 型 」は 、「⑥ 木 材 価 格 が 低 く 、森 林 所 有 者 の 経 営 意 欲 が 低
下 し た 」 お よ び 「 ⑧ 野 生 鳥 獣 が 増 加 し 、 被 害 が 問 題 と な っ て い る 」
が 11 件 と 最 も 多 く 、 次 い で 、「 ② 造 林 ・ 保 育 す る 担 い 手 が 不 足 し て
い る 」 が ７ 件 で あ っ た 。  
 「 地 域 認 証 材 型 」は 、「⑥ 木 材 価 格 が 低 く 、森 林 所 有 者 の 経 営 意 欲
が 低 下 し た 」が ９ 件 と 最 も 多 く 、次 い で 、「② 造 林・保 育 す る 担 い 手
が 不 足 し て い る 」が ６ 件 、「③ 造 林 コ ス ト が 高 い た め 、再 造 林 が 進 ま
な い 」 お よ び 「 ⑧ 野 生 鳥 獣 が 増 加 し 、 被 害 が 問 題 と な っ て い る 」 が
５ 件 ず つ で あ っ た 。  
 「 地 域 材 な し 型 」は 、「⑤ 森 林 所 有 者 の 高 齢 化 に 伴 い 、後 継 者 が 不
足 し て い る 」が ５ 件 、次 い で 、「⑥ 木 材 価 格 が 低 く 、森 林 所 有 者 の 経
営 意 欲 が 低 下 し た 」 お よ び 「 ⑧ 野 生 鳥 獣 が 増 加 し 、 被 害 が 問 題 と な
っ て い る 」 が ４ 件 ず つ で あ っ た 。  
 ３ 類 型 間 に 大 き な 差 は み ら れ ず 、「木 材 価 格 の 低 く 、森 林 所 有 者 の
経 営 意 欲 の 低 下 」 や 「 野 生 鳥 獣 が 増 加 し 、 被 害 が 問 題 」 を 課 題 と し
て い る こ と が わ か っ た 。そ の ほ か 、「森 林 所 有 者 の 高 齢 化 に 伴 い 、後
継 者 不 足 や 担 い 手 不 足 」 や 「 造 林 コ ス ト が 高 い た め 、 再 造 林 が 進 ま
な い 」 こ と を 課 題 と し て 挙 げ て い る 。  
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注 1：複 数 回 答（ 総 数 1 1 5 ）。地 域 材 型（ 総 数 4 8）、地 域 認 証 材 型（ 総 数 2 3）、
地 域 材 な し 型 （ 総 数 4 1）  
注 2： 京 都 府 の み 地 域 材 お よ び 地 域 認 証 材 を 「 ど ち ら も あ る 」 と 回 答 し た た
め 、 両 類 型 に 回 答 を 含 む 。  
注 3： 宮 城 県 は 、「 ① 伐 採 の あ と 再 造 林 さ れ な い 」、「 ③ 造 林 コ ス ト が 高 い た
め 、 再 造 林 が 進 ま な い 」、「 ⑥ 木 材 価 格 が 低 く 、 森 林 所 有 者 の 経 営 意 欲
が 低 下 し た 」 と 回 答 し た 。  
出 典 ： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 3 - 4 - 3  ３ 類 型 に お け る 森 林 整 備 の 課 題  
 
表 3 - 4 - 2  森 林 整 備 の 課 題 の 「 ⑪ そ の 他 」 の 回 答 内 容  
 
























































2 宮崎県  森林所有者に意識改革（森林管理の集約化・低コスト化）
3 福島県  放射線物質の影響により、森林整備が震災前の水準に回復していない
4 奈良県  林内路網密度はまだまだ低い
類型なし 5 山口県  境界の不明
地域材型
地域材なし型
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3 - 5  都 道 府 県 に お け る 地 域 材 利 用 と 森 林 整 備 の 関 係 性  
 本 節 で は 、 前 述 の 結 果 を ふ ま え 都 道 府 県 に お け る 地 域 材 利 用 と 森
林 整 備 の 関 係 性 に つ い て 整 理 を 行 う 。  
 こ れ ま で 地 域 材 に つ い て 、「地 域 材 型【 1 7 道 府 県 】」、「 地 域 認 証 材
型【 1 3 都 府 県 】」、「 地 域 材 な し 型【 ９ 府 県 】」と ３ 類 型 し 、調 査 内 容
を 整 理 し て き た 。 そ の 結 果 、 各 都 道 府 県 は 地 域 材 や ブ ラ ン ド 材 の 形
成 有 無 に よ り 、 地 域 材 や ブ ラ ン ド 形 成 に 関 す る 意 識 に 大 き な 差 は 得
ら れ な か っ た 。 し か し 、 次 の ４ つ の 共 通 の 現 状 と 課 題 が 得 ら れ た 。  
 １ つ は 、 県 行 政 は 地 域 材 お よ び 地 域 認 証 材 を 地 域 独 自 の 取 り 組 み
と し 、 そ の 存 在 や 指 定 目 的 に つ い て 関 与 お よ び 規 定 は し て い な い 。  
 ２ つ は 、 ブ ラ ン ド 形 成 に つ い て 、 ブ ラ ン ド 材 を 形 成 す る 必 要 性 は
認 識 し て い る も の の 、 そ の 目 的 は 自 県 内 の 自 県 産 材 の 普 及 促 進 、 木
材 価 値 の 向 上 、 地 産 地 消 の 貢 献 を す る こ と と 認 識 し て い る 。  
 ３ つ は 、 木 材 販 売 戦 略 の 面 か ら 、 ブ ラ ン ド 材 の 形 成 は 必 要 性 が あ
る と し て い る が 、「木 材 の ブ ラ ン ド 化 の 推 進 」は い ま だ 発 展 途 上 で あ
り 、 ブ ラ ン ド 形 成 を 行 う こ と が 素 材 流 通 の 戦 略 の １ つ だ と 捉 え て い
る こ と 。ま た 、木 材 流 通 の 課 題 か ら 、「木 材 価 格 が 安 く 、森 林 整 備 等
に 必 要 な コ ス ト が 捻 出 で き な い 」、「生 産 基 盤 お よ び 資 本 装 備 が 脆 弱 」
で あ る 。 つ ま り 、 木 材 流 通 に お い て 森 林 整 備 は 考 え ら れ て お ら ず 、
森 林 は 荒 廃 へ と 進 む 傾 向 に あ る こ と 。 さ ら に 、 全 国 共 通 認 識 で 利 用
さ れ て い る 品 質 区 分 の A～ D 材 は 、 定 義 や 規 格 な ど が 曖 昧 な 区 分 で
あ る こ と か ら 、 木 材 ブ ラ ン ド や 木 材 流 通 そ し て カ ス ケ ー ド 利 用 と い
う 視 点 か ら 、 現 状 の ま ま で は ブ ラ ン ド 形 成 を す る の は 困 難 で あ り 、
ブ ラ ン ド 要 素 を 付 与 し 難 い 傾 向 に あ る 。  
 ４ つ は 、 近 年 の 森 林 ・ 林 業 政 策 と 森 林 整 備 の 関 係 は 、 再 生 プ ラ ン
の 影 響 を 受 け て 、 各 都 道 府 県 と も に 素 材 生 産 の 基 盤 整 備 が 進 み 、 素
材 生 産 が 促 進 さ れ た 。 し か し 、 森 林 整 備 の 課 題 と し て 「 木 材 価 格 が
低 く 、 森 林 所 有 者 の 経 営 意 欲 が 低 下 し て い る 」 な ど が 挙 げ ら れ て い
た 。 こ の こ と か ら 、 素 材 生 産 の 基 盤 整 備 が 進 ん で も 、 最 も 基 本 的 な
課 題 と 考 え ら れ る 森 林 整 備 に は 至 っ て い な い と い う こ と と な っ た 。  
以 上 の こ と か ら 、 各 都 道 府 県 行 政 は 木 材 ブ ラ ン ド の 形 成 を 必 要 と
し て い る も の の 、 木 材 流 通 の 段 階 か ら 森 林 整 備 の 問 題 へ 連 携 す る 対
応 策 に ま で 至 っ て い な い こ と が 明 ら か と な っ た 。 ま た 、 共 通 の 現 状
と 課 題 か ら も 素 材 流 通 の 生 産 ・ 加 工 ・ 流 通 の 各 段 階 に お い て 、 素 材
流 通 ま た 販 売 す る た め の 目 的 に 食 い 違 い （ 目 的 が 異 な っ て い る ） が
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生 じ て い る 。ま た 、現 状 で は 素 材 生 産 の 基 盤 整 備 が 進 み 、現 在 の「 多
種 加 工 製 品 的 産 地 形 成 」 の 形 態 で あ る 部 材 化 と い う 利 用 の 中 で 、 県
産 材 セ ン タ ー や 大 型 木 材 市 場 な ど 大 量 生 産 ・ 大 量 消 費 と い う 構 図 が
出 来 上 が っ た 。 そ の こ と は 、 木 材 需 要 が 低 迷 す る 中 で 、 部 材 の 原 料
と し て の 森 林 資 源 は 成 熟 し て い る こ と に な る か ら 、 木 材 の 過 剰 供 給
と な る 。 そ の こ と は 、 結 果 と し て 木 材 価 格 を 下 落 さ せ 、 森 林 所 有 者
（ 山 元 ） に 十 分 な 利 益 が 還 元 さ れ な い 。 故 に 、 森 林 経 営 ま た 森 林 整
備 の 意 欲 は 低 迷 し 続 け て い る こ と と な る 。  
生 産 ・ 加 工 ・ 流 通 の 地 域 材 と い う 戦 略 は 、 各 々 の 利 益 重 視 と な っ
て お り 、 各 段 階 で 分 断 さ れ 、 適 正 な 森 林 整 備 に つ な が ら な い と い う
実 態 が 明 ら か に な っ た 。 こ の こ と か ら 、 木 材 流 通 構 造 の 中 で 、 各 段
階 が 連 続 性 を 保 ち 、 持 続 的 か つ 適 正 な 森 林 整 備 へ と 連 携 で き る 新 た
な 素 材 流 通 戦 略 の 構 築 な ら び に 検 証 （ ＝ 小 仮 説 の 検 証 ） が 必 要 で あ
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４  木 材 流 通 構 造 に お け る 森 林 整 備 と 地 域 材 利 用 の 形 成 ‐ ５ つ の
事 例 調 査 よ り －  
 ３ 章 で は 、 木 材 の 生 産 ・ 加 工 ・ 流 通 に お い て 、 各 段 階 が 連 携 す る
こ と な く 分 断 さ れ 、 結 果 的 に 持 続 的 か つ 適 正 な 森 林 整 備 に つ な が っ
て な い こ と を 明 ら か に し た 。 こ の こ と よ り 、 木 材 流 通 に 生 産 資 本 部
分 が う ま く 連 携 し 、 適 正 な 森 林 整 備 へ つ な が る 新 た な 素 材 流 通 戦 略
の 構 築 が 必 要 で あ る と し た 。  
本 章 で は 、「都 道 府 県 よ り 小 規 模 な 範 囲 で 生 産 と 消 費 が 明 ら か に な
る 「 地 域 材 」 の 利 用 拡 大 に よ っ て 、 持 続 的 か つ 健 全 な 森 林 整 備 に つ
な が る 」 と い う 小 仮 説 を 立 て 、 そ の 検 証 を す る た め に ５ つ の 地 域 を
選 定 し た 。  
５ つ の 地 域 は 、１ つ は 青 森 県「 青 森 ヒ バ 材 」、２ つ は 長 野 県「 木 曽
ヒ ノ キ 材 」、 ３ つ は 長 野 県 根 羽 村 「 根 羽 産 材 」、 ４ つ は 神 奈 川 県 小 田
原 市「 小 田 原 材 」、５ つ は 東 京 都 多 摩 地 域「 多 摩 産 材 」で あ る 。地 域
の 選 定 理 由 は 、 伝 統 林 業 地 に お け る 木 材 ブ ラ ン ド 化 の 先 進 事 例 を ①
「 青 森 ヒ バ 材 」、 ② 「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」。 地 域 独 自 の 木 材 需 給 計 画 を 樹
立 し て い る 事 例 を ③ 「 根 羽 産 材 」、 ④ 「 小 田 原 産 材 」。 首 都 圏 域 で の
大 量 消 費 と 主 産 地 形 成 が 可 能 と 思 わ れ る ⑤ 「 多 摩 産 材 」 で あ る 。  
 
 
4 - 1  青 森 県 「 青 森 ヒ バ 材 」 の 木 材 ブ ラ ン ド の 形 成  
 本 節 で は 、 伝 統 林 業 地 と し て 知 名 度 が あ り 、 日 本 三 大 美 林 の １ つ
と さ れ る 青 森 県 の 「 青 森 ヒ バ 材 」 を 対 象 に 、 木 材 ブ ラ ン ド 化 の 先 進
事 例 と し て 、「青 森 ヒ バ 材 」ブ ラ ン ド の 木 材 利 用 お よ び 木 材 流 通 、森
林 整 備 の 現 状 と 課 題 を 明 ら か に す る 。  
「 青 森 ヒ バ 材 」に つ い て 整 理 す る た め に 、「青 森 ヒ バ に お け る ブ ラ
ン ド 形 成 と 流 通 の 現 状 」 に 関 す る 調 査 を 行 っ た 。 そ の 手 法 は 、 既 存
の 先 行 研 究 お よ び 文 献 調 査 、 2 0 1 6 年 1 0 月 1 2～ 1 4 日 に 実 施 さ れ た
2 0 1 6 年 度 大 日 本 山 林 会 現 地 研 修 会 の 参 加 に 基 づ い て 整 理 す る （ 表
4 - 1 - 1） 1 )。  
 
                                                   
1 )  本 節 は 、 2 0 1 6 年 1 0 月 1 2～ 1 4 日 に 実 施 し た 「 平 成 2 8 年 度 大 日 本 山 林 会
現 地 研 修 会 」 の 参 加 お よ び 窪 江 優 美 ：「 現 地 研 修 会 所 感  大 日 本 山 林 会 現
地 研 修 会 に 参 加 し て -「 青 森 ヒ バ 」 と 自 伐 林 家 に 学 ぶ -」，『 山 林 』， 大 日 本
山 林 会 ，（ 2 0 1 7 . 2 . 5 ）， № 1 5 9 3： p p 4 4 - 4 6 を 大 幅 に 加 筆 修 正 し た も の で あ
る 。  
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表 4 - 1 - 1  「 青 森 ヒ バ 材 」 に 関 す る 調 査 概 要  
 
出 典 ： 著 者 作 成  
 
 
4 - 1 - 1  「 青 森 ヒ バ 材 」 の 調 査 概 要  
 青 森 県 の 地 勢 は 、 本 州 の 最 北 端 に 位 置 し て お り 、 北 は 津 軽 海 峡 を
隔 て て 北 海 道 と 相 対 し 、 東 は 太 平 洋 、 西 は 日 本 海 、 南 は 県 境 に 岩 手
県 お よ び 秋 田 県 の ２ 県 と 接 し て い る 。 青 森 県 の 中 央 に は 、 夏 泊 半 島
付 近 か ら 東 北 地 方 を 南 北 に 横 断 す る 奥 羽 山 脈 が あ り 、 こ の 山 脈 を 境
と し て 東 西 両 地 域 は 異 な っ た 地 形 的 特 徴 を 示 す 1 )。 東 部 地 域 は 火 山
灰 に 厚 く 覆 わ れ た 台 地 や 段 丘 が 広 く 分 布 し て い る の に 対 し 、 西 部 地
域 は 広 大 な 沖 積 低 地 と 出 羽 山 地 の 延 長 に あ た る 山 地 が 大 部 分 を 占 め
る 。 ま た 、 温 帯 の 北 部 に 位 置 し て い る こ と か ら 、 平 均 気 温 は 1 0℃ 、
年 降 水 量 は 1 , 3 0 0 ㎜ 前 後 で あ る 。 し か し 、 海 峡 と 地 形 が 複 雑 で あ る
た め 気 候 は 地 域 的 に 大 き く 異 な る 2 )。  
 青 森 県 の 森 林 ・ 林 業 は 、 世 界 自 然 遺 産 の 白 神 山 地 、 樹 氷 で 知 ら れ
る 八 甲 田 山 、 複 式 カ ル デ ラ 湖 で あ る 十 和 田 湖 、 風 光 明 媚 な 奥 入 瀬 渓
流 、 津 軽 富 士 と し て 親 し ま れ て い る 岩 木 山 、 北 海 道 を 望 む 本 州 北 端
の 下 北 半 島 な ど 、 景 観 的 に 優 れ た 森 林 に 恵 ま れ 、 こ れ ら の 森 林 は 林
業 生 産 の ほ か 、 保 健 休 養 の 場 と し て も 利 用 さ れ て い る 3 ) 。 さ ら に 、
樹 種 も 豊 富 で 、 下 北 半 島 や 津 軽 半 島 に 多 く 、 日 本 三 大 美 林 の 一 つ で
あ る 青 森 ヒ バ を は じ め 、 白 神 山 地 や 八 甲 田 山 の ブ ナ 、 全 国 第 ４ 位 の
造 林 面 積 を 誇 る ス ギ 人 工 林 、 県 南 地 域 の ア カ マ ツ 、 海 岸 線 に は ク ロ
マ ツ な ど 、 多 種 多 様 な 樹 種 が 分 布 し て い る 4 )。 主 に 、 民 有 林 は 三 八
                                                   
1 )  青 森 県 農 林 水 産 部 ：「 青 森 県 の 森 林 ・ 林 業  平 成 2 7 年 度 概 要 」 ,青 森 県 農 林
水 産 部 ， ( 2 0 1 5 )  
2 )  前 掲 同 書  
3 )  前 掲 同 書  
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上 北 地 方 に 分 布 し て お り 、 国 有 林 は 下 北 半 島 お よ び 津 軽 半 島 、 秋 田
県 境 付 近 に 広 く 分 布 し て い る 。  
ま た 、調 査 対 象 で あ る「 青 森 ヒ バ 材 」と は 、「 秋 田 ス ギ 材 」や「 木
曽 ヒ ノ キ 材 」 と 並 ぶ 日 本 三 大 美 林 の 一 つ で あ り 、 青 森 県 の 県 木 に も
指 定 さ れ て い る 。 ヒ ノ キ 科 ア ス ナ ロ 属 の 日 本 特 産 樹 種 で あ り 、 和 名
は ヒ ノ キ ア ス ナ ロ と い う 。 北 海 道 南 部 よ り 関 東 北 部 に 分 布 し て い る
が 、 そ の ８ 割 以 上 を 青 森 県 が 有 し て い る 。 樹 木 や 材 の 特 徴 と し て 、
幹 は 概 ね 直 立 し 単 幹 と な る が 、 ヒ バ の 幹 の 捻 じ れ 方 に よ っ て 左 巻 き
（ Z 型 ） や 右 巻 き （ S 型 ）、 樹 肌 の 形 状 に よ り ス ギ 肌 ・ ヒ ノ キ 肌 ・ イ
モ 肌 等 に 分 類 さ れ る 1 ) 。 素 材 の 特 徴 は 、 耐 陰 性 が 強 く 、 暗 い 林 内 で
も 生 長 す る こ と が で き る 生 命 力 を 持 つ 。 ま た 、 ヒ ノ キ チ オ ー ル を 多
く 含 み 、カ ビ や 細 菌 、ダ ニ 等 に 対 し て 強 く 、腐 り に く い 性 質 も 持 つ 。
シ ロ ア リ に も 強 い こ と か ら 、 古 来 よ り 家 の 土 台 に 使 用 さ れ 、 一 般 住
宅 の み な ら ず 、 神 社 仏 閣 な ど の 歴 史 的 か つ 重 要 な 建 造 物 の 建 築 用 材
と し て 広 く 活 用 さ れ て い る 。 そ の ほ か 、 伝 統 工 芸 品 や 家 具 建 具 等 に
も 活 用 さ れ て い る 2 ) 3 )。  
森 林 ・ 林 業 の 概 要 は 、 表 4 - 1 - 2 は 青 森 県 の 林 業 に お け る 主 要 指 標
を 示 し 、 図 4 - 1 - 1 は 青 森 県 に お け る 森 林 分 布 を 示 す 。 こ れ ら の 図 表
よ り 、 青 森 県 の 総 土 地 面 積 は 9 , 6 4 5 ㎢ あ り 、 森 林 面 積 は 6 3 1 , 0 7 5 h a
と 県 土 面 積 の 6 5 . 4 %が 森 林 で あ る 。 そ の う ち 、 民 有 林 は 2 3 8 , 6 9 1 h a
（ 3 7 . 8 %）、 国 有 林 は 3 9 0 , 1 8 1 h a（ 6 1 . 8 %） と な っ て い る 4 ) 。 ま た 、
森 林 蓄 積 量 は 1 2 0 , 2 5 8 千 ㎥ あ り 、 そ の 内 訳 は ス ギ 3 9 %、 マ ツ 1 0 %、
ヒ バ 11 %、 カ ラ マ ツ ３ %、 そ の 他 針 葉 樹 １ %、 ナ ラ ２ %、 ブ ナ 1 3 %、
そ の 他 広 葉 樹 2 1 %と な っ て い る 5 )。 森 林 の 構 成 状 況 は 民 有 林 と 国 有
林 で は ま っ た く 対 照 的 で あ り 、民 有 林 は ９ ～ 11 齢 級 の 針 葉 樹 人 工 林




                                                   
1 )  青 森 営 林 局 ：『 青 森 の ヒ バ 』， 青 森 営 林 局 ， ( 1 9 7 0 . 8 ) ， 2 7 P  
2 )  前 掲 同 書 ， 2 7 P  
3 )  2 0 1 6 年 1 0 月 1 2 ~ 1 4 日 の 調 査 結 果 よ り  
4 )  冊 子「 青 森 県 の 森 林・林 業 」 /パ ン フ レ ッ ト「 青 森 県 の 森 林・林 業［ 概 要 ］」
/青 森 県 庁 ウ ェ ブ サ イ ト ： h t t p : / / w w w. p r e f . a o m o r i . l g . j p / s o s h i k i / n o u r i n / r  
i n s e i / f i l e s / h 2 8 _ s i n r i n r i n g y o . p d f ，（ 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ）  
5 )  2 0 1 6 年 1 0 月 1 2 ~ 1 4 日 の 調 査 結 果 よ り  
6 )  2 0 1 6 年 1 0 月 1 2 ~ 1 4 日 の 調 査 結 果 よ り  
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表 4 - 1 - 2  青 森 県 の 林 業 に お け る 主 要 指 標 （ 2 0 1 6 年 度 ）  
 
出 典 ： 冊 子「 青 森 県 の 森 林 ・ 林 業 」 /パ ン フ レ ッ ト「 青 森 県 の 森 林 ・ 林 業［ 概
要 ］」/青 森 県 庁 w e b サ イ ト： h t t p : / / w w w. p r e f . a o m o r i . l g . j p / s o s h i k i / n o  




出 典 ： 青 森 県 農 林 水 産 部 林 政 課 ：「 木 造 建 築 の た め の「 あ お も り の 木 」」，青
森 県 農 林 水 産 部 林 政 課 ， ( 2 0 1 6 . 3 . 2 0 )， p 2 よ り 引 用  
図 4 - 1 - 1  青 森 県 の 森 林 分 布 図  
№ 項目 単位 数値
1 総土地面積 ㎢ 9,644.70
2 森林面積 ha 631,075
3 森林率 ％ 65.4
4 森林蓄積 千㎥ 120,258
5 民有林面積 ha 238,691
6 国有林面積 ha 390,181
7 公有林面積 ha 41,769
8 人工林面積(国有林+民有林) ha 268,282
9 人工林面積(民有林のみ) ha 133,631
10 針葉樹林面積(民有林のみ) ha 148,067
11 造林面積(うち樹下植栽) ha 343（114）
12 素材生産量 千㎥ 834
13 外材入荷量 千㎥ 9
14 製材工場数 工場 101
15 林業経営体数 戸 2,059
16 森林組合数 組合 12
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4 - 1 - 2  「 青 森 ヒ バ 材 」 の 木 材 流 通 と 森 林 整 備  
1）  木 材 流 通 の 傾 向  
 青 森 県 の 木 材 流 通 の 現 状 と し て 、 図 4 - 1 - 2 お よ び 図 4 - 1 - 3 は 青 森
県 の 素 材 供 給 お よ び 需 要 量 の 推 移 を 示 し た 。 ま た 、 図 4 - 1 - 4 は 県 産
材 生 産 量 の 樹 種 別 の 推 移 を 示 し て い る 。  
図 4 - 1 - 2 よ り 、素 材 供 給 量 の 推 移 は 、1 9 9 0 年 度 の 1 , 5 2 5 千 ㎥ 以 降
よ り 減 少 傾 向 に あ る 。 し か し 、 2 0 1 0 年 度 の 6 7 5 千 ㎥ か ら は 若 干 の
増 加 傾 向 を 示 し 、 2 0 1 4 年 度 に は 8 5 2 千 ㎥ と な っ て い る 。 素 材 供 給
量 の 内 訳 は 、 県 産 材 生 産 率 が 2 0 0 0 年 度 の 6 6 . 3 %以 降 よ り 上 昇 し て
お り 、 2 0 0 5 年 度 に は 8 1 . 9 %、 2 0 1 4 年 度 に は 9 4 . 2 %ま で 上 昇 し て い
る 。こ れ に 対 し て 、外 材 入 荷 率 は 減 少 し て お り 、 2 0 0 0 年 度 に 3 0 . 6 %
だ っ た も の が 2 0 0 5 年 度 に 1 2 . 8 %、2 0 1 4 年 度 に は 1 . 1 %に ま で 減 少 し
た 。県 外 材 移 入 率 は 2 0 0 0 年 度 が 3 . 1 %、 2 0 0 5 年 度 が 5 . 2 %、 2 0 1 4 年
度 が 4 . 7 %と 県 外 材 の 移 入 は ほ ぼ 横 這 い 傾 向 に あ る 。  
図 4 - 1 - 3 よ り 、素 材 需 要 量 の 推 移 は 、1 9 9 0 年 度 は 1 , 5 1 9 千 ㎥ だ っ
た も の が 、 2 0 1 0 年 度 に は 6 7 5 千 ㎥ ま で 減 少 、 2 0 1 4 年 度 に は 8 5 2 千
㎥ と 若 干 で は あ る が 増 加 傾 向 を 示 し て い る 。 素 材 需 要 量 の 内 訳 は 、
県 産 材 需 要 率 が 1 9 9 0 年 度 は 8 3 . 3 %だ っ た が 、 2 0 0 0 年 度 の 7 4 . 8 %以
降 よ り 年 々 減 少 し 、 2 0 1 0 年 度 は 6 1 %、 2 0 1 4 年 度 は 5 2 . 1 %と な り 、
近 年 の 推 移 は 横 這 い 傾 向 に あ る 。 ま た 、 外 材 入 荷 率 は 1 9 9 0 年 度 の
2 . 8 %と 低 く 、2 0 0 5 年 度 の 1 . 8 %以 降 は ０ %と 2 0 1 4 年 度 以 降 も 外 材 需
要 量 は ０ ㎥ と な っ て い る 。 こ れ に 対 し て 、 県 産 材 移 出 率 は 上 昇 傾 向
に あ る 。 1 9 9 0 年 度 は 1 4 %と 低 い が 、 2 0 0 0 年 度 の 2 0 . 6 %以 降 は 徐 々
に 上 昇 し 、 2 0 1 0 年 度 は 3 9 %、 2 0 1 4 年 度 に は 4 7 . 9 %と な っ て い る 。  
素 材 供 給 量 の 動 向 は 、 県 産 材 が 増 加 し 、 外 材 が 大 幅 に 減 少 し て い
た 。 ま た 、 県 産 材 移 出 量 が 増 加 傾 向 に あ る 。 こ う し た 傾 向 は 、 林 業
政 策（「 森 林 ・ 林 業 基 本 法 」等 の 改 正 な ど ）に よ る も の や 、県 外 に あ
る 大 規 模 加 工 工 場 （ 製 材 や 集 成 材 、 木 材 チ ッ プ 等 ） へ の 県 産 材 出 荷
が 影 響 し て い る と い え る 1 )。 ま た 、 外 材 入 荷 量 の 減 少 は 、 素 材 の 入
荷 よ り も 現 地 挽 き 製 材 品 の 増 加 や 輸 入 価 格 の 高 騰 等 が 要 因 と 考 え ら
れ る 。  
 
                                                   
1 )  主 な 出 荷 先 は 岩 手 県 お よ び 秋 田 県 で あ り 、 プ ラ イ ウ ッ ド や ポ ラ テ ッ ク 等
の 企 業 で 製 品 生 産 に 使 用 さ れ る 。 2 0 1 6 年 1 0 月 1 2 日 の 調 査 結 果 よ り  
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出 典 1： 青 森 県 農 林 水 産 部 林 政 課 ：『 青 森 県 の 森 林 ・ 林 業  平 成 2 3 年 度 版
( 2 0 1 1 )』， 青 森 県 農 林 水 産 部 林 政 課 ， ( 2 0 1 1 . 1 2 ) ， p p 8 6 - 9 2 よ り 著 者
作 成  
出 典 2：青 森 県 農 林 水 産 部 林 政 課：『 平 成 2 6 年 青 森 県 に お け る 木 材 需 給 動 向 』，
青 森 県 農 林 水 産 部 林 政 課 ， ( 2 0 1 6 . 2 ) ， p p 1 - 2 9 よ り 著 者 作 成  
図 4 - 1 - 2  青 森 県 の 素 材 供 給 量 の 推 移  
 
 
出 典 1： 青 森 県 農 林 水 産 部 林 政 課 ：『 青 森 県 の 森 林 ・ 林 業  平 成 2 3 年 度 版
( 2 0 1 1 ) 』， 青 森 県 農 林 水 産 部 林 政 課 ， ( 2 0 1 1 . 1 2 ) ， p p 8 6 - 9 2 よ り 著 者
作 成  
出 典 2：青 森 県 農 林 水 産 部 林 政 課：『 平 成 2 6 年 青 森 県 に お け る 木 材 需 給 動 向 』，
青 森 県 農 林 水 産 部 林 政 課 ， ( 2 0 1 6 . 2 ) ， p p 1 - 2 9 よ り 著 者 作 成  
図 4 - 1 - 3  青 森 県 の 素 材 需 要 量 の 推 移  
 
 ま た 、 図 4 - 1 - 4 は 県 産 材 生 産 量 の 推 移 を 樹 種 別 に 示 し た も の で あ
る 。こ の 図 よ り 、1 9 9 0 年 度 で は 多 種 多 様 な 樹 種 を 利 用 し て い た 傾 向
に あ る 。 し か し 、 徐 々 に 針 葉 樹 そ の 他 の 生 産 量 が 減 少 し て お り 、 ス
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㎥ （ 2 9 . 8 %） だ っ た が 、 2 0 0 0 年 度 は 2 7 7 千 ㎥ （ 4 5 . 3 %）、 2 0 1 0 年 度
は 4 0 2 千 ㎥ （ 6 6 . 9 %）、 2 0 1 4 年 度 は 5 9 7 千 ㎥ （ 7 4 . 3 %） と 近 年 の 青
森 県 で は ス ギ が 主 体 の 生 産 構 造 と な り つ つ あ る 。  
 
出 典 1： 青 森 県 農 林 水 産 部 林 政 課 ：『 青 森 県 の 森 林 ・ 林 業  平 成 2 3 年 度 版
( 2 0 1 1 ) 』， 青 森 県 農 林 水 産 部 林 政 課 ， ( 2 0 1 1 . 1 2 ) ， p p 8 6 - 9 2 よ り 著 者
作 成  
出 典 2：青 森 県 農 林 水 産 部 林 政 課：『 平 成 2 6 年 青 森 県 に お け る 木 材 需 給 動 向 』，
青 森 県 農 林 水 産 部 林 政 課 ， ( 2 0 1 6 . 2 ) ， p p 1 - 2 9 よ り 著 者 作 成  
図 4 - 1 - 4  青 森 県 の 樹 種 別 県 産 材 生 産 量 の 推 移  
 
 ま た 、近 年 の 木 材 利 用 お よ び 流 通 の 動 向 と し て 、ス ギ や カ ラ マ ツ 、
ブ ナ は 集 成 材 や LV L、合 板 や 木 材 チ ッ プ 等 に 用 い ら れ て い る 。他 方 、
「 青 森 ヒ バ 材 」 は 、 特 殊 材 利 用 （ 神 社 仏 閣 な ど の 造 営 材 ） や 一 般 住
宅 等 の 高 級 建 築 用 材 に 用 い ら れ て い る 。 ス ギ や カ ラ マ ツ な ど は 、 シ
ス テ ム 販 売 や 立 木 販 売 を 主 体 と し て お り 、 県 内 外 の 工 場 と 連 携 し て
い る 。 そ の ほ か 、 県 外 の 工 場 に は B 材 を 直 送 販 売 し て お り 、 A 材 は
森 林 組 合 の 系 統 販 売 が 主 体 と な る 。「青 森 ヒ バ 材 」は 、国 有 林 か ら の
伐 出 と な り 、 生 産 量 も 少 な い こ と か ら 原 木 市 場 に 搬 出 し た 後 、 委 託
販 売 が 主 体 と な っ て い る 。木 材 の 価 格 形 成 に つ い て は 、詳 細 を 4 - 1 - 3
で 述 べ る が 、 ス ギ や カ ラ マ ツ 等 の 価 格 と 「 青 森 ヒ バ 材 」 の 価 格 は 、
高 級 木 の 銘 木 と し て 確 立 さ れ て い る た め 大 き な 差 が 存 在 し て い る 。  
 
2）  森 林 整 備 と の 関 係 に つ い て  
 「 青 森 ヒ バ 材 」の 森 林 整 備 の 変 遷 を 文 献 等 に よ り 整 理 し た 。ま た 、
「 青 森 ヒ バ 材 」 の ブ ラ ン ド が 成 立 し て か ら 現 在 ま で 、 お お よ そ ７ 段
階 の 管 理 体 制 が 施 さ れ て き た 。ま た 、「青 森 ヒ バ 材 」は 生 産 地 域 が 津
軽 半 島 お よ び 下 北 半 島 に 分 か れ て い た た め 、 成 立 当 初 は 管 理 主 体 も
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異 な っ て い た 。 ま た 、 表 4 - 1 - 3 は 「 青 森 ヒ バ 材 」 の 木 材 利 用 お よ び
森 林 整 備 体 制 を 示 し て い る 。補 足 と し て 、1 6 0 0 年 代 以 前 の「 青 森 ヒ
バ 材 」 の 森 林 ・ 林 業 施 業 の 管 理 記 録 は あ ま り み ら れ ず 、 地 域 住 民 の
必 要 に 応 じ て 、 自 由 に 林 産 物 の 伐 採 ・ 採 取 が 行 わ れ て い た 1 )。  
 
表 4 - 1 - 3  「 青 森 ヒ バ 材 」 の 木 材 利 用 お よ び 森 林 整 備 体 制  
 
出 典 1： 青 森 営 林 局 ：『 青 森 の ヒ バ 』， 青 森 営 林 局 ， ( 1 9 7 0 . 8 ) ， 2 7 P よ り 著 者
作 成  
出 典 2：青 森 県 木 材 協 同 組 合 ｜ 青 森 ひ ば 住 宅 ｜ 青 森 ヒ バ 木 工 品 ｜ ヒ ノ キ チ オ
ー ル ｜ ヒ バ 油 ｜ シ ロ ア リ ｜ ア ト ピ ー ： h t t p : / / a o m o r i - h i b a . j p / i n d e x .  
p h p ? i d = 3 4 ，（ 2 0 1 7 . 9 . 1 5 ） よ り 著 者 作 成  
 
表 4 - 1 - 3 よ り 、1 6 0 0 年 の 藩 政 時 代 に 津 軽 半 島 お よ び 下 北 半 島 に お
い て 、 津 軽 藩 と 南 部 藩 ご と に 藩 有 林 と し て 、 そ れ ぞ れ に 異 な っ た 林
業 政 策 を 行 っ て い た 。 津 軽 半 島 の 津 軽 藩 で は 、 津 軽 半 島 を 統 轄 し 、
領 有 し た 藩 祖 津 軽 為 信 か ら 十 二 代 藩 主 承 昭 が 藩 籍 奉 還 ま で 、 藩 の 財
政 を 安 定 ・ 確 立 す る た め に 山 林 経 営 は 重 要 政 策 と し て 諸 制 度 を 整 備
し 、確 立 し て い た 。津 軽 藩 の 林 政 の 特 徴 は 、「青 森 ヒ バ 材 」の 保 護 を
厳 重 に 行 い 、 山 奉 行 ・ 山 方 役 人 等 に よ っ て 藩 有 林 を 主 管 し 、 地 域 住
民 に は 保 護 看 守 を 厳 し く さ せ 、「青 森 ヒ バ 材 」の 使 用 を 禁 止 し た こ と
                                                   
1 )  青 森 県 木 材 協 同 組 合 ｜ 青 森 ひ ば 住 宅 ｜ 青 森 ヒ バ 木 工 品 ｜ ヒ ノ キ チ オ ー ル
｜ ヒ バ 油 ｜ シ ロ ア リ ｜ ア ト ピ ー ： h t t p : / / a o m o r i - h i b a . j p / i n d e x . p h p ? i d = 3 4 ，
（ 2 0 1 7 . 9 . 1 5 ）  



























5 両半島 国有林 1941～1945年 4年間 第二次世界大戦による軍事需要・利用
軍需による増伐
択伐作業を根幹とする集約施業は粗放な皆伐作業へ
6 両半島 国有林 1945～1956年 11年間 復興資材、建築用材、重要建築の特殊材 復興資材のための増伐


















2 官林 1869～ 30年間
築城、神社仏閣などの重要建築の
特殊材
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も あ り 、 ヒ バ の 伐 採 ・ 利 用 を 強 度 に 制 限 し て い た 。 し か し 、 そ の 反
面 、 広 葉 樹 の 伐 採 や 使 用 は 自 由 に 委 ね て い た 。 そ の ほ か 、 廻 り 切 り
の 制 度 を 設 け 、 藩 み ず か ら が 伐 採 を 行 い 、 伐 採 後 は 留 山 と し て 入 山
を 禁 止 す る な ど 計 画 的 な 施 業 を 行 っ て い た 1 ) 2 )。  
他 方 、 下 北 半 島 の 南 部 藩 で は 、 津 軽 藩 の 保 護 政 策 と 比 較 す る と 、
適 度 な 伐 採 利 用 と 跡 地 の 更 新 作 業 い わ ゆ る 造 林 が 積 極 的 で あ っ た 。
藩 政 当 初 は 放 任 状 態 に 近 く 、地 域 住 民 が 自 由 に 山 林 を 利 用 し て い た 。
し か し 、 山 林 制 度 が 確 立 し て い く に 従 い 、 放 任 で あ っ た 伐 採 行 為 も
次 第 に 規 制 し て い っ た 。 と く に 、 ヒ バ の 保 護 や 手 入 れ 、 植 樹 の 奨 励
等 で 林 政 の 実 績 を 上 げ て い た 。 ま た 、 管 理 方 法 で は 、 運 上 山 と い っ
た 年 々 伐 採 す べ き 箇 所 を 予 定 し 、 ８ 年 を 周 期 と す る 輪 伐 法 に よ っ て
1 5 ㎝ 角 以 上 の も の を 継 続 的 に 山 師 に 払 い 下 げ る こ と や 競 売 を し て
い た 3 )。  
両 半 島 に よ り 、管 理 主 体 と 方 法 は 異 な っ て い る も の の 、「青 森 ヒ バ
材 」の 利 用 は 築 城 や 神 社 仏 閣 な ど の 重 要 建 築 の 特 殊 材 利 用 で あ っ た 。 
 
4 - 1 - 3  「 青 森 ヒ バ 材 」 価 格 の 推 移 と ブ ラ ン ド 形 成  
 青 森 県 の 素 材 お よ び 製 材 品 価 格 の 現 状 か ら 「 青 森 ヒ バ 材 」 価 格 の
推 移 を み る 。 図 4 - 1 - 5 は 青 森 県 の 素 材 価 格 の 推 移 、 図 4 - 1 - 6 は 青 森
県 の 製 材 品 価 格 の 推 移 で あ る 。  
 図 4 - 1 - 5 よ り 、ヒ バ（ 規 格 3 0 ㎝ 上 、４ m～ ）は 、1 9 9 5 年 度 の 6 3 , 8 0 0
円 /㎥ か ら 2 0 0 6 年 度 の 4 0 , 8 0 0 円 /㎥ ま で 下 が っ た が 、2 0 0 9 年 度 に は
5 6 , 2 0 0 円 /㎥ ま で 持 ち 直 し た 。 そ れ 以 降 は 4 0 , 0 0 0 円 以 上 6 0 , 0 0 0 円
以 下 で 推 移 し て お り 、2 0 1 4 年 度 は 4 9 , 2 0 0 円 /㎥ と な っ て い る 。ブ ナ
（ 規 格 3 0 ㎝ 上 、 2 . 1 0～ 2 . 4 0 m） は 、 1 9 9 0 年 度 の 3 1 , 9 0 0 円 /㎥ 以 降
は 大 き な 変 動 は な く 、2 0 0 9 年 度 に 1 8 , 3 0 0 円 /㎥ に 急 激 に 下 落 し た が 、
そ れ 以 降 は 変 わ り な く 、 2 5 , 0 0 0 円 以 上 3 2 , 0 0 0 円 以 下 で 推 移 し て い
る 。 マ ツ （ 規 格 2 4～ 2 8 ㎝ 、 3 . 6 5～ ４ m） お よ び ス ギ （ 規 格 1 4～ 2 2
㎝ 、 3 . 6 5 ～ ４ m） は 同 様 の 傾 向 で 変 動 し て お り 、 1 9 9 0 年 度 に マ ツ
1 7 , 8 0 0 円 /㎥ 、 ス ギ 2 5 , 8 0 0 円 /㎥ だ っ た の が 、 2 0 0 3 年 に マ ツ 8 , 4 0 0
円 /㎥ 、ス ギ 11 , 6 0 0 円 /㎥ ま で 下 が り 、そ れ 以 降 は 大 き な 変 動 は な く 、
                                                   
1 )  青 森 営 林 局 ：『 青 森 の ヒ バ 』， 青 森 営 林 局 ， ( 1 9 7 0 . 8 ) ， 2 7 P  
2 )  青 森 県 木 材 協 同 組 合 ｜ 青 森 ひ ば 住 宅 ｜ 青 森 ヒ バ 木 工 品 ｜ ヒ ノ キ チ オ ー ル
｜ ヒ バ 油 ｜ シ ロ ア リ ｜ ア ト ピ ー ： h t t p : / / a o m o r i - h i b a . j p / i n d e x . p h p ? i d = 3 4 ，
（ 2 0 1 7 . 9 . 1 5 ）  
3 )  前 掲 同 書 お よ び 前 掲 同 ホ ー ム ペ ー ジ  
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マ ツ は 8 , 0 0 0 円 以 上 1 0 , 0 0 0 円 以 下 、ス ギ は 9 , 0 0 0 円 以 上 1 0 , 0 0 0 円
以 下 で 推 移 し て い る 。  
 
出 典 1： 青 森 県 農 林 水 産 部 林 政 課 ：『 青 森 県 の 森 林 ・ 林 業  平 成 2 3 年 度 版
( 2 0 1 1 ) 』， 青 森 県 農 林 水 産 部 林 政 課 ， ( 2 0 1 1 . 1 2 ) ， p p 8 6 - 9 2 よ り 著 者
作 成  
出 典 2：青 森 県 農 林 水 産 部 林 政 課：『 平 成 2 6 年 青 森 県 に お け る 木 材 需 給 動 向 』，
青 森 県 農 林 水 産 部 林 政 課 ， ( 2 0 1 6 . 2 ) ， p p 1 - 2 9 よ り 著 者 作 成  
出 典 3： 冊 子 「 青 森 県 の 森 林 ・ 林 業 」 /パ ン フ レ ッ ト 「 青 森 県 の 森 林 ・ 林 業
［ 概 要 ］」 /青 森 県 庁 w e b サ イ ト： h t t p : / / w w w. p r e f . a o m o r i . l g . j p / s o s  
h i k i / n o u r i n / r i n s e i / f i l e s / h 2 8 _ s i n r i n r i n g y o . p d f ，（ 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ）よ り
著 者 作 成  
図 4 - 1 - 5  青 森 県 の 素 材 価 格 の 推 移  
 
 次 に 、 図 4 - 1 - 6 よ り 、 ヒ バ 製 材 品 （ 規 格 1 0 . 5 ㎝ × 1 0 . 5 ㎝ ×３ m）
は 他 の 製 材 品 と 比 較 し て も 飛 び ぬ け て 高 値 で 推 移 し て い る 。 2 0 0 3
年 度 の 3 6 0 , 0 0 0 円 /㎥ か ら 3 0 0 , 0 0 0 円 /㎥ の 範 囲 で 推 移 し て い る 。 ま
た 、ヒ バ 製 材 品（ 規 格 1 0 . 5 ㎝ × 1 0 . 5 ㎝ ×４ m）は ヒ バ 製 材 品 ３ m 規
格 の も の よ り 価 格 は 安 い が 、 1 9 9 0 年 度 の 8 1 , 8 0 0 円 /㎥ か ら 2 0 0 3 年
度 に 1 3 4 , 0 0 0 円 /㎥ 、 そ れ 以 降 は 大 き な 変 動 は な く 1 0 0 , 0 0 0 円 以 上
11 5 , 0 0 0 円 以 下 の 範 囲 で 推 移 し て い る 。 そ の ほ か 、 ア カ マ ツ 製 材 品
（ 規 格 1 0 . 5 ㎝ × 2 1 . 5 ㎝ ×４ m） お よ び ス ギ 製 材 品 （ 規 格 1 0 . 5 ㎝ ×
1 0 . 5 ㎝ × 3 . 6 5～ ４ m）・ス ギ 製 材 品（ 規 格 3 . 6～ 4 . 5 ㎝ × 3 . 6～ 4 . 5 ㎝ ×
3 . 6 5 m） は 、 同 様 の 傾 向 で 推 移 し て お り 、 1 9 9 0 年 度 に ア カ マ ツ 製 材
品 は 5 2 , 6 0 0 円 /㎥ 、 両 ス ギ 製 材 品 は 5 4 , 0 0 0 円 /㎥ か ら 大 き な 変 動 は
な く 、 3 8 , 0 0 0 円 以 上 5 0 , 0 0 0 円 以 下 で 変 動 し て い る 。  
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出 典 1： 青 森 県 農 林 水 産 部 林 政 課 ：『 青 森 県 の 森 林 ・ 林 業  平 成 2 3 年 度 版
( 2 0 1 1 ) 』， 青 森 県 農 林 水 産 部 林 政 課 ， ( 2 0 1 1 . 1 2 ) ， p p 8 6 - 9 2 よ り 著 者
作 成  
出 典 2：青 森 県 農 林 水 産 部 林 政 課：『 平 成 2 6 年 青 森 県 に お け る 木 材 需 給 動 向 』，
青 森 県 農 林 水 産 部 林 政 課 ， ( 2 0 1 6 . 2 ) ， p p 1 - 2 9 よ り 著 者 作 成  
出 典 3： 冊 子 「 青 森 県 の 森 林 ・ 林 業 」 /パ ン フ レ ッ ト 「 青 森 県 の 森 林 ・ 林 業
［ 概 要 ］」 /青 森 県 庁 w e b サ イ ト ： h t t p : / / w w w. p r e f . a o m o r i . l g . j p / s o s  
h i k i / n o u r i n / r i n s e i / f i l e s / h 2 8 _ s i n r i n r i n g y o . p d f ，（ 2 0 1 7 . 9 . 1 0 ） よ り
著 者 作 成  
図 4 - 1 - 6  青 森 県 の 製 材 品 価 格 の 推 移  
 
 上 述 よ り 、「青 森 ヒ バ 」の 素 材 価 格 お よ び 製 材 品 価 格 は 他 の 樹 種 と
比 較 し て 、高 値 で 推 移 し て い た 。素 材 価 格 は や や 変 動 が あ る も の の 、
4 0 , 0 0 0 円 以 上 6 0 , 0 0 0 円 以 下 で 推 移 し て い る 。 こ れ は 、「 青 森 ヒ バ 」
の 需 要 有 無 や 径 級 の 大 き さ 品 質 の よ さ に よ っ て 価 格 変 動 が あ る が 、
A 材 の 最 優 良 材 に な る と 1 0 0 , 0 0 0 円 /㎥ 前 後 で 取 引 さ れ る こ と も あ る 。
ま た 、製 材 品 価 格 は 、３ m 規 格 材 価 格 は 3 0 0 , 0 0 0 円 以 上 3 6 0 , 0 0 0 円
以 下 、４ m 規 格 材 価 格 で は 1 0 0 , 0 0 0 円 以 上 11 5 , 0 0 0 円 以 下 の 範 囲 で
推 移 し て い る 。ま た 、「青 森 ヒ バ 」の 製 材 品 価 格 は 、他 の 樹 種 と 比 較
す る と 、 い ず れ も 高 値 で 取 引 き さ れ て い る 。  
「 青 森 ヒ バ 」は 生 産 地 域 の 違 い に よ っ て 、「津 軽 ヒ バ 」、「下 北 ヒ バ 」
の ２ 通 り に 分 か れ て 流 通 し て お り 、 価 格 に 大 き な 差 は な い と し て い
る 。ま た 、「青 森 ヒ バ 」の 年 間 素 材 生 産 量 は 約 １ 万 ㎥ 前 後 で あ る と さ
れ 、こ の こ と か ら 、「青 森 ヒ バ 」は 少 量 生 産 の 高 値 安 定 で 推 移 し て い
る こ と が 明 ら か と な っ た 。し か し 、ヒ バ が 少 量 生 産 の 特 殊 材 利 用（ 高
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ど は 大 量 生 産 の 集 成 材 や 合 板 、 LV L 等 の 一 般 的 な 製 品 利 用 で あ る こ
と か ら 、 原 料 と し て の 素 材 生 産 で あ る こ と 。 過 剰 供 給 に あ る こ と か
ら 木 材 価 格 は 低 位 に 推 移 し て い る 。  
 つ ま り 、「 青 森 ヒ バ 材 」 は 明 確 に ブ ラ ン ド 形 成 が さ れ 、 な お か つ 、
持 続 的 か つ 適 正 な 森 林 整 備 に つ な が る 生 産 ・ 加 工 ・ 流 通 シ ス テ ム 体
制 が 整 っ て い る 。  
 
4 - 1 - 4  「 青 森 ヒ バ 材 」 の 生 産 ・ 加 工 の 現 状  
 本 項 で は 、 2 0 1 6 年 1 0 月 1 2～ 1 4 日 に 行 っ た 現 地 調 査 の 結 果 を 整
理 す る 。 調 査 対 象 は 素 材 生 産 お よ び 素 材 加 工 を 行 っ て い る 上 北 森 林
組 合 木 材 加 工 セ ン タ ー か ら 「 青 森 ヒ バ 材 」 生 産 と 「 青 森 ヒ バ 材 」 の
拡 大 に つ い て 概 観 す る こ と と す る 。  
 
1）  上 北 森 林 組 合 木 材 加 工 セ ン タ ー  
 上 北 森 林 組 合 木 材 加 工 セ ン タ ー （ 以 下 、 セ ン タ ー ） は 、 青 森 県 十
和 田 市 に 位 置 し 、 県 内 ト ッ プ ク ラ ス の 生 産 力 を 持 ち 、 苗 木 生 産 か ら
育 林 生 産 そ し て 素 材 生 産 お よ び 加 工 販 売 ま で 一 貫 生 産 体 制 を と っ て
お り 、 セ ン タ ー の 運 営 ・ 管 理 を し て い る の は 上 北 森 林 組 合 で あ る 。
上 北 森 林 組 合 は 、 上 北 地 区 に お け る 森 林 整 備 事 業 の 水 準 を 向 上 し 、
林 業 の 生 産 活 動 お よ び 地 域 材 の 加 工 流 通 体 制 の 整 備 を 推 進 す る な か
で 、 そ れ を 担 う 組 織 ・ 経 営 基 盤 の 充 実 し た 森 林 組 合 を 目 的 に 、 旧 十
和 田 湖 町 森 林 組 合 ・ 北 部 上 北 森 林 組 合 ・ 天 間 林 村 森 林 組 合 が 2 0 0 0
年 1 0 月 １ 日 に 広 域 合 併 し た こ と に よ っ て 設 立 さ れ た 組 合 で あ る 1 )。
セ ン タ ー で は 、 施 設 整 備 事 業 と し て ３ 事 業 に 取 り 組 ん で お り 、 １ つ
は 「 森 林 流 通 合 理 化 特 別 対 策 事 業 （ 1 9 9 8 年 度 ・ 1 9 9 9 年 度 ）」、 ２ つ
は「 森 林 整 備 加 速 化・林 業 再 生 事 業（ 木 材 加 工 流 通 施 設 整 備 ）（ 2 0 0 9
年 度 ）」、 ３ つ は 「 森 林 ・ 林 業 ・ 木 材 産 業 づ く り 交 付 金 事 業 （ 木 材 加
工 流 通 施 設 整 備 ）（2 0 1 0 年 度 ）」に よ っ て 、工 場 や 施 設 の 改 良 を 行 い 、
こ れ ら は 合 併 し た 各 森 林 組 合 の 作 業 場 所 で 取 り 組 ま れ て い る 。 各 森
林 組 合 で 取 り 組 ま れ て い る こ と は 、 旧 北 部 上 北 森 林 組 合 は 育 苗 セ ン
タ ー と し て 、 従 来 の 育 苗 技 術 を 活 か し 、 苗 木 生 産 お よ び 海 岸 防 災 林
の 造 成 、 保 育 を 中 心 と し た 育 苗 管 理 の 拠 点 と し て 活 動 し て い る 。 旧
                                                   
1 )  上 北 森 林 組 合 の 詳 細 と し て 、 所 在 地 は 青 森 県 上 北 郡 七 戸 町 、 組 合 員 数
1 , 5 4 2 名 、 森 林 面 積 3 4 , 9 3 2 h a 、 払 込 済 出 資 金 1 8 9 , 6 8 7 千 円 、 事 業 取 組 高
1 , 4 0 5 , 5 8 7 千 円 、 執 行 体 制 1 2 8 名 （ 常 勤 役 員 1 名 、 職 員 数 2 0 名 、 従 業 員
数 1 0 7 名 ） で 機 能 し て い る 。  
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十 和 田 湖 町 森 林 組 合 は 木 材 加 工 セ ン タ ー と し て 、 素 材 生 産 か ら 製 材
加 工 さ ら に は 高 次 加 工 か ら 建 築 事 業 に 至 る ま で を 一 貫 し て 行 い 、 地
域 森 林 資 源 の 有 効 活 用 す る た め の 拠 点 と し て 幅 広 く 事 業 展 開 を 行 っ
て い る 。 さ ら に 、 天 間 林 村 森 林 組 合 で は 、 治 山 事 業 ・ 造 林 ・ 除 間 伐
事 業 の 推 進 お よ び 各 セ ン タ ー の 統 括 で あ る 。 こ れ ら の 事 業 を と お し
て 、 地 域 の 重 要 な 森 林 資 源 を 有 効 活 用 し 、 地 域 へ の 還 元 ・ 地 域 林 業
の 活 性 化 を 目 指 し て い た 。  
 セ ン タ ー の 製 材 原 木 消 費 量 の 推 移 お よ び 製 材 品 販 売 実 績 は 、 図
4 - 1 - 7 お よ び 図 4 - 1 - 8 の と お り で あ る 。 製 材 原 木 消 費 量 は 、 2 0 1 2 年
度 2 3 , 5 0 6 ㎥ 、 2 0 1 3 年 度 2 2 , 3 7 9 ㎥ 、 2 0 1 4 年 度 2 2 , 2 7 4 ㎥ 、 2 0 1 5 年
度 2 3 , 7 0 1 ㎥ で あ っ た が 、 大 き な 増 減 も な く 、 お お よ そ 2 3 , 5 0 0 ㎥ を
セ ン タ ー で 取 り 扱 っ て い る こ と が わ か っ た 。 製 材 品 販 売 実 績 は 、
2 0 1 2 年 度 9 , 2 0 2 ㎥ （ 4 0 4 , 3 7 6 千 円 ）、 2 0 1 3 年 度 8 , 9 4 6（ 3 9 4 , 3 2 6 千
円 ）、2 0 1 4 年 度 8 , 4 8 5 ㎥（ 3 8 8 , 0 3 6 千 円 ）、2 0 1 5 年 度 9 , 6 2 9 ㎥（ 4 1 2 , 1 4 4
千 円 ） で あ り 、 消 費 量 と 同 様 に 大 き な 増 減 も な く 、 例 年 9 , 0 0 0 ㎥
（ 4 0 0 , 0 0 0 千 円 ） 前 後 の 販 売 実 績 で あ る こ と が わ か っ た 。 主 な 製 材
品 の 販 売 内 容 は 柱 類 ・ 貫 ・ 胴 縁 ・ 破 風 板 等 で 、 そ の 販 売 先 は 県 内 が




出 典 ： 2 0 1 6 年 1 0 月 1 3 日 の 調 査 結 果 お よ び 調 査 先 資 料 よ り 著 者 作 成  
図 4 - 1 - 7  上 北 森 林 組 合 木 材 加 工 セ ン タ ー の 製 材 原 木 消 費 量  
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出 典 ： 2 0 1 6 年 1 0 月 1 3 日 の 調 査 結 果 お よ び 調 査 先 資 料 よ り 著 者 作 成  
図 4 - 1 - 8  上 北 森 林 組 合 木 材 加 工 セ ン タ ー の  
製 材 品 販 売 量 お よ び 製 材 品 販 売 額  
 
 近 年 の 事 業 の 特 徴 は 、 最 新 の 製 材 シ ス テ ム 1 )を 整 備 し 、 高 品 質 な
木 材 を 受 注 生 産 し て い る 。2 0 1 0 年 に は 高 性 能 林 業 機 械 や 貯 木 場 の 整
備 、 グ レ ー デ ィ ン グ マ シ ン の 導 入 に よ り 、 等 級 区 分 さ れ た 販 売 体 制
を 構 築 し て い る 。 ま た 、 木 材 乾 燥 機 や 木 質 バ イ オ マ ス ボ イ ラ ー を 取
り 入 れ 、 需 要 が 増 え る 乾 燥 木 材 の 消 費 者 ニ ー ズ や 製 品 の 安 定 供 給 に
努 め 、 販 売 に も 力 を 入 れ て い る 。 さ ら に 、 セ ン タ ー か ら 生 産 さ れ る
製 品 が 地 域 材 で あ る こ と や 、 高 付 加 価 値 化 を 図 る た め に 「 り ん ご マ
ー ク 」と い う ラ ベ リ ン グ を 用 い た 産 地 形 成 を 行 っ て い る（ 図 4 - 1 - 9）。
こ の た め 、 セ ン タ ー か ら 搬 出 さ れ 「 り ん ご マ ー ク 」 が 付 与 さ れ た 素
材 や 製 品 は 、「 十 和 田 湖 材 」 と し て 認 識 さ れ 、 流 通 し て い る 。  
 セ ン タ ー の 今 後 の 方 針 は ２ つ あ り 、 １ つ は 木 材 の 地 元 へ の 需 要 拡
大 を 促 進 す る た め 、 地 元 の 大 工 ・ 工 務 店 と の 連 携 を 強 化 し 、 住 宅 や
施 設 へ の 積 極 的 な 導 入 を 図 る こ と 。 ２ つ は 加 工 技 術 の 向 上 に よ っ て
歩 留 を 高 め 、 木 質 資 源 の 有 効 利 用 と し て お が 粉 等 の 木 質 バ イ オ マ ス
の 利 活 用 を 図 る こ と を 挙 げ て い た 。  
 
                                                   
1 )  主 な 機 械 装 置 は 、 コ ン ピ ュ ー タ ー 画 像 処 理 付 ツ イ ン 帯 鋸 盤 、 プ レ ー ナ ー
付 バ リ ア ブ ル ギ ャ ン グ リ ッ プ ソ ー 、高 速 ダ ブ ル エ ッ ジ ャ ー（ 耳 摺 機 ）、 D K
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出 典 ： 著 者 撮 影 （ 2 0 1 6 . 1 0 . 1 3 ）  
図 4 - 1 - 9  上 北 森 林 組 合 木 材 加 工 セ ン タ ー の 製 品 証 明 に お け る  
ラ ベ リ ン グ シ ー ル 「 り ん ご マ ー ク 」  
 
4 - 1 - 5  青 森 県 「 青 森 ヒ バ 材 」 に お け る 現 状 と 課 題  
 「 青 森 ヒ バ 材 」 は 、 生 産 地 域 は 津 軽 半 島 の 「 津 軽 ヒ バ 」 と 下 北 半
島 の「 下 北 ヒ バ 」に 分 か れ て 流 通 し て い る 。ま た 、素 材 価 格 は ス ギ ・
ヒ ノ キ 等 の 一 般 材 は 1 0 , 0 0 0 円 /㎥ 前 後 で 推 移 し て お り 、 径 級 の 大 き
さ や 品 質 の よ い も の は 1 0 0 , 0 0 0 円 /㎥ 前 後 で 取 引 さ れ て い る 。 ま た 、
「 青 森 ヒ バ 」 は ス ギ や ア カ マ ツ な ど と 比 較 し て 高 価 格 取 引 き さ れ て
い る 。「青 森 ヒ バ 材 」の 利 用 は 、主 に 特 殊 材 利 用 や 一 般 の 建 築 用 材 と
し て 用 い ら れ 、 そ の 販 売 方 法 は 生 産 量 が 少 量 で あ る こ と か ら 、 原 木
市 場 に お い て 委 託 販 売 で 、 高 値 で 取 引 き さ れ る 特 徴 を も っ て い る 。
森 林 整 備 で は 、天 然 青 森 ヒ バ 材 を 伐 採 し た 後 、「青 森 ヒ バ 」の 造 林 も
意 欲 的 に 進 む 傾 向 に あ る 。 ま た 、 林 業 経 営 コ ス ト の 削 減 の た め 、 苗
床 で は コ ス ト が 高 い こ と か ら コ ン テ ナ 苗 を 活 用 し た 、 一 貫 作 業 シ ス
テ ム や 列 状 間 伐 を 用 い た 効 率 的 な 作 業 シ ス テ ム に 取 り 組 ん で い る 。
ま た 、 素 材 生 産 お よ び 素 材 加 工 に つ い て 生 産 ・ 加 工 ・ 流 通 を 一 貫 作
業 体 制 に な る よ う 配 慮 し て お り 、 持 続 的 か つ 適 正 な 森 林 経 営 ・ 森 林
整 備 を 目 標 に 取 り 組 ん で い る 。  
以 上 の こ と か ら 、 青 森 県 の 「 青 森 ヒ バ 材 」 は 青 森 県 特 有 の 木 材 利
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4 - 2  長 野 県 「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の 木 材 ブ ラ ン ド の 形 成  
本 節 で は 、 前 節 と 同 様 に 伝 統 林 業 地 と し て 知 ら れ て お り 、 日 本 三
大 美 林 の １ つ と さ れ る 長 野 県 「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 を 木 材 ブ ラ ン ド 化 の
先 進 事 例 と し て 位 置 づ け 、「木 曽 ヒ ノ キ 材 」の 流 通 お よ び 森 林 整 備 の
現 状 と 課 題 を 明 ら か に す る 1 )。 そ の 結 果 か ら 、 ブ ラ ン ド 材 生 産 と 森
林 整 備 の 関 係 性 に つ い て 整 理 す る 。  
整 理 方 法 は 、 聞 き 取 り 調 査 を 2 0 1 6 年 ８ 月 ９ ～ 1 0 日 に 木 曽 官 材 市
売 協 同 組 合（ 以 下 、官 材 組 合 ）お よ び H 林 業 に 対 し て 行 い 、そ の 内
容 は 「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の 素 材 生 産 量 や 価 格 、 素 材 販 売 の 戦 略 、 森 林
整 備 の 現 状 と 課 題 、 今 後 の 課 題 と 展 望 等 で あ る 。 ま た 、 文 献 調 査 に
よ っ て 「 木 曽 ヒ ノ キ 」 林 整 備 の 変 遷 に つ い て 整 理 し た （ 表 4 - 2 - 1）。
さ ら に 、「木 曽 ヒ ノ キ 材 」の 先 行 研 究 は 、天 然 更 新 な ど 保 続 管 理 に 関
す る 研 究 や 生 態 ・ 造 林 分 野 の も の が 多 い 。 林 政 分 野 の 研 究 で は 、 有
木 が 木 曽 ヒ ノ キ 材 の 流 通 構 造 特 徴 を 述 べ 2 )、 只 木 ら が 木 曽 谷 の 森 林
施 業 に つ い て 歴 史 的 ま た 資 源 循 環 の 視 点 か ら 述 べ て い た 3 ) 4 ) 5 )。ま た 、
中 部 森 林 管 理 局 木 曽 森 林 管 理 署 の 担 当 者 ら が 、 人 工 林 ヒ ノ キ に お け
る ブ ラ ン ド 化 を 研 究 し て い る 6 )。 し か し 、 ブ ラ ン ド 材 の 形 成 が 森 林
整 備 に 関 わ る 観 点 か ら の 研 究 は 存 在 し な い 。  
 
表 4 - 2 - 1  「 木 曽 ヒ ノ キ 」 に 関 す る 調 査 概 要  
 
出 典 ： 著 者 作 成  
                                                   
1 )  本 節 は 、 窪 江 優 美 ・ 宮 林 茂 幸 ：「 木 材 利 用 の 多 様 化 に お け る ブ ラ ン ド 材 の
流 通 特 徴 に つ い て -「 木 曽 ヒ ノ キ 」を 事 例 に -」，『関 東 森 林 研 究 6 8 巻 2 号 』，
関 東 森 林 学 会 ，（ 2 0 1 7 . 8 . 1 0 ） を 、 加 筆 修 正 し た も の で あ る 。  
2 )  有 木 純 善 ：「 木 曽 ヒ ノ キ の 流 通 構 造 と 流 通 問 題 」，『 信 州 大 学 農 学 部 演 習 林
報 告 書 第 2 2 号 』， 信 州 大 学 ， ( 1 9 8 5 . 1 0 ) ， ( 2 2 )： p p 9 - 3 6  
3 )  只 木 良 也 ・ 鈴 木 道 代 ：「 物 質 資 源 ・ 環 境 資 源 と し て の 木 曽 谷 の 森 林 ( 1 )」，
『 名 古 屋 大 学 農 学 部 演 習 林 報 告 書 』，名 古 屋 大 学 ，( 1 9 9 4 . 1 2 ) ，( 1 3 )：p p 3 9 - 5 3  
4 )  只 木 良 也 ・ 鈴 木 道 代 ：「 物 質 資 源 ・ 環 境 資 源 と し て の 木 曽 谷 の 森 林 ( 2 )」，
『 名 古 屋 大 学 農 学 部 演 習 林 報 告 書 』，名 古 屋 大 学 ，( 1 9 9 4 . 1 2 ) ，( 1 3 )：p p 5 5 - 7 0  
5 )  只 木 良 也 ・ 小 林 寛 義 ・ 原 田 文 夫 ・ 平 田 利 夫 ：『 木 曽 ひ の き 』， 林 土 連 研 究
社 ， ( 1 9 9 7 . 4 )  
6 )  片 桐 義 行 ・ 志 賀 剛 ・ 鈴 木 隆 志 ：「 高 齢 級 人 工 林 ヒ ノ キ の ブ ラ ン ド 化 に つ い
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4 - 2 - 1  「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の 調 査 概 要  
 「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 を 生 産 し て い る 木 曽 地 域 は 、 図 4 - 2 - 1 で 示 し た
赤 枠 内 の ６ 町 村 で あ り 、 上 松 町 ・ 木 曽 町 ・ 南 木 曽 町 ・ 王 滝 村 ・ 大 桑
村 ・ 木 祖 村 で 成 り 立 っ て い る 1 )。 幾 重 も の 急 峻 な 山 に 囲 ま れ た 地 域
で あ り 、 年 間 降 水 量 は 2 , 0 0 0～ 4 , 0 0 0 ㎜ と 比 較 的 多 く 、 年 平 均 気 温
は ９ ~ 1 5℃ と 冷 涼 で あ る こ と か ら 、 綿 密 か つ 美 し い 年 輪 と 強 度 を 兼
ね 備 え た ヒ ノ キ 木 材 が 生 育 す る 要 因 と な っ て い る 2 )。  
 
出 典： t e c h n o c c o . j p：h t t p : / / t e c h n o c c o . j p / n _ m a p / 0 2 0 0 n a g a n o / n a g a n o 2 _ c m . p  
n g， ( 2 0 1 1 6 . 1 0 . 5 ) よ り 参 考 に し 、 著 者 作 成  
図 4 - 2 - 1  長 野 県 に お け る 「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 を 生 産 す る 木 曽 地 域  
 
木 曽 地 域 の 総 面 積 は 約 1 7 万 h a で あ り 、 う ち 国 有 林 面 積 は
8 9 . 4 5 2 h a で 、そ の 内 訳 は 天 然 林 5 5 %、人 工 林 4 5 %と な っ て い る 3 ) 4 )。
ま た 、明 治 中 期 か ら 植 林 さ れ た 人 工 林 ヒ ノ キ が 樹 齢 1 0 0 年 を 越 え る
こ と か ら 、 人 工 林 木 曽 ヒ ノ キ 材 の 利 用 拡 大 が 期 待 さ れ て い る 。  
木 曽 地 域 の 主 な 樹 種 は 、 民 有 林 は 人 工 林 が 主 体 と な り 、 針 葉 樹 は
「 き そ ひ の き 、 さ わ ら 、 す ぎ 、 か ら ま つ 、 あ か ま つ 、 も み 、 つ が 、
と う ひ 、 し ら べ 、 い ち い 、 き り 」、 広 葉 樹 は 「 な ら 、 く り 、 み ず め 、
か ん ば 、 け や き 、 さ く ら 、 ほ う の き 、 え ん じ ゅ 、 さ わ ぐ る み 、 く る
み 、 か き 、 か し 、 か え で 、 か つ ら 、 に れ 、 し な 、 と ち 、 き は だ 、 せ
                                                   
1 )  木 曽 官 材 市 売 協 同 組 合 ：「 木 曽 の 市 売 （ パ ン フ レ ッ ト ）」， 木 曽 官 材 市 売 協
同 組 合 ，（ 2 0 1 6 ）， p p 1 - 4  
2 )  前 掲 同 書 ， p p 1 - 4  
3 )  前 掲 同 書 ， p p 1 - 4  
4 )  片 桐 義 行 ・ 志 賀 剛 ・ 鈴 木 隆 志 ：「 高 齢 級 人 工 林 ヒ ノ キ の ブ ラ ン ド 化 に つ い
て 」， 中 部 森 林 管 理 局 の 資 料 ，（ 2 0 1 5）， p p 7 1 - 7 8  
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ん 、 ぶ な 、 や な ぎ 、 み ず ぶ さ 、 は ん の き 、 あ か し あ 」 な ど 多 様 な 樹
種 で 構 成 さ れ て い る 1 ) 。 国 有 林 は 、 そ の 大 半 が 天 然 林 主 体 と な り 、
民 有 林 と 同 様 の 樹 種 が 生 育 し て い る 。 そ の 中 で 特 に 「 木 曽 五 木 」 と
さ れ る 「 木 曽 檜 、 椹 、 高 野 槇 、 明 日 桧 、 鼠 子 」 の 針 葉 樹 ５ 種 が 含 ま
れ て い る 2 )。  
 
4 - 2 - 2  「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の ブ ラ ン ド 形 成 と 森 林 整 備  
 「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の ブ ラ ン ド 形 成 を 聞 き 取 り 調 査 に よ り 整 理 し 、
森 林 整 備 の 変 遷 を 文 献 に よ り 整 理 し た 。「木 曽 ヒ ノ キ 材 」は 、ブ ラ ン
ド が 成 立 し て か ら 現 在 ま で 、 お よ そ ７ 段 階 の 管 理 体 制 が 施 さ れ て き
た 。 表 4 - 2 - 2 は 「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の 木 材 利 用 お よ び 森 林 整 備 体 制 を
示 し た も の で あ る 。  
 
表 4 - 2 - 2  「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の 木 材 利 用 お よ び 森 林 整 備 体 制  
 
出 典 1 ： 只 木 良 也 ・ 小 林 寛 義 ・ 原 田 文 夫 ・ 平 田 利 夫 ：『 木 曽 ひ の き 』， 林 土 連
研 究 社 ， ( 1 9 9 7 . 4 ) ， 4 2 6 P よ り 著 者 作 成  
出 典 2： 2 0 1 6 年 ８ 月 ９ ～ 1 0 日 に 実 施 し た 聞 き 取 り 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
 
 １ 段 階 目 は 、 1 3 3 0 年 頃 か ら 木 曽 氏 が 神 社 仏 閣 等 の 建 築 材 と し て 利
用 し 、 抜 伐 が 主 体 で あ っ た 3 )。  
 ２ 段 階 目 は 、 1 5 9 0 年 頃 か ら 豊 臣 氏 が 神 社 仏 閣 や 築 城 を 目 的 に 御 用
材 と し て 利 用 し 、 抜 伐 を 行 っ た 4 )。  
 ３ 段 階 目 は 、 1 6 0 0 年 の 関 が 原 の 戦 い を 契 機 に 、 徳 川 氏 が 築 城 や 武
                                                   
1 )  木 曽 官 材 市 売 協 同 組 合 ：「 木 曽 の 市 売 （ パ ン フ レ ッ ト ）」， 木 曽 官 材 市 売 協
同 組 合 ，（ 2 0 1 6 ）， p p 1 - 4  
2 )  前 掲 同 書 ， p p 1 - 4  
3 )  只 木 良 也 ・ 小 林 寛 義 ・ 原 田 文 夫 ・ 平 田 利 夫 ：『 木 曽 ひ の き 』， ㈱ 林 土 連 研
究 社 ， ( 1 9 9 7 . 4 ) ， p p 1 0 4 - 1 2 5， 4 2 6 P  
4 )  前 掲 同 書 ， p p 1 0 4 - 1 2 5， 4 2 6 P  
№ 管理 西暦 期間 木材利用 森林整備体制
1330年～
1589年～
2 豊臣氏 1590年～ 10年間 御用材 抜伐主体
3 徳川氏 1600年～ 15年間 御用材
強度伐採
木曽ヒノキ大量生産目的









7 国有林 1947年～ 69年～ 神社仏閣など御用材、特殊販売 小面積皆伐・分散伐採
1 木曽氏 260年間 神社仏閣、榑木・土居など半製品販売 抜伐主体
5 官林 1869年～ 20年間 伊勢神宮遷宮官材、御用材
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家 屋 敷 、造 船 な ど の た め に 大 量 に 強 度 伐 採 を 行 っ た 。こ の こ ろ 、木 材
の 大 量 生 産 を 可 能 と す る 木 曽 川 流 送 の 組 織 体 制 が 整 備 さ れ て い る 1 )  
 ４ 段 階 目 は 、 1 6 1 5 年 頃 に 木 曽 地 方 の 山 林 は 尾 張 藩 領 と な り 、 木 曽
ヒ ノ キ の 大 量 生 産 は 前 段 の 徳 川 氏 か ら 継 続 さ れ 、皆 伐 に よ る 強 度 伐 採
で あ っ た が 行 わ れ て い た 。ま た 、御 用 材 や 材 木 商 な ど へ の 販 売 量 が 増
加 し 、尾 張 や 江 戸 に ヒ ノ キ 木 材 市 場 が 開 設 さ れ る ほ ど 需 要 が 拡 大 し た 。
し か し 、 1 6 0 0 年 代 か ら の 強 度 伐 採 に よ っ て 、 森 林 資 源 は 急 速 に 失 わ
れ た 。こ れ に 危 機 感 を も っ た 尾 張 藩 は 、 1 6 5 0 年 以 降 に 巣 山 2 )や 留 木 3 )
な ど の 森 林 保 護 政 策 を 実 施 し 、皆 伐 か ら 抜 伐 へ 転 換 し た 。ま た 、伐 採
禁 止 令 の み で は な く 植 林 な ど も 開 始 し た 。さ ら に 、1 7 0 8 年 に ヒ ノ キ ・
サ ワ ラ ・ ア ス ヒ （ ア ス ナ ロ 、 ヒ バ ）・ コ ウ ヤ マ キ の ４ 樹 種 を 停 止 木 4 )
と し 、 1 7 2 8 年 に ネ ズ コ （ ク ロ ベ ） が 加 わ り 、 今 日 の 「 木 曽 五 木 」 が
誕 生 し た 5 )。  
 ５ 段 階 目 は 、 1 8 6 9 年 の 版 籍 奉 還 に よ り 明 治 政 府 の 支 配 下 と な り 、
官 林 と し て 管 理 さ れ た 。ま た 、４ 段 階 目 の 尾 張 藩 の 森 林 保 護 政 策 の 効
果 を 受 け 、森 林 資 源 や 蓄 積 量 は 回 復 し て い っ た 。さ ら に 、森 林 施 業 案
が 策 定 さ れ る よ う に な り 、抜 伐 ・ 皆 伐 ・ 択 伐 を 主 体 と し て 、天 然 更 新
を 主 体 に 伐 期 齢 を 2 0 0 年 と す る 施 業 基 本 方 針 が 示 さ れ た 。そ し て 、施
業 案 再 編 成 時 に 、分 担 区 ・ 林 班 ・ 小 班 な ど の 区 画 が 設 け ら れ 、森 林 調
査 簿 も 作 成 さ れ た 6 )。  
 ６ 段 階 目 は 、官 林 か ら 御 料 林 に 編 入 さ れ 、帝 室 林 野 局 に よ る 森 林 管
理 と な っ た 。ま た 。管 理 目 標 が 森 林 保 育 で あ り 、人 工 林 造 成 が 盛 ん で 、
伐 採 事 業 は 抜 伐 や 択 伐 が 主 体 で あ っ た 。 し か し 、 1 9 4 1 年 か ら の 太 平
洋 戦 争 に よ り 戦 時 伐 採 が 強 行 さ れ 、 軍 事 需 要 が 拡 大 し た 7 )。  
 ７ 段 階 目 は 、 1 9 4 7 年 の 太 平 洋 戦 争 終 結 か ら 林 政 統 一 に よ っ て 国 有
林 と な り 現 在 に 至 る 段 階 で 、小 面 積 皆 伐 や 分 散 伐 採 な ど に よ る 資 源 保
護 政 策 が と ら れ 、ヒ ノ キ 材 は 神 社 仏 閣 や 御 用 材 な ど の 大 径 材 と し て 主
に 使 用 さ れ る 8 )。  
                                                   
1 )  只 木 良 也 ・ 小 林 寛 義 ・ 原 田 文 夫 ・ 平 田 利 夫 ：『 木 曽 ひ の き 』， 林 土 連 研 究
社 ， ( 1 9 9 7 . 4 ) ， p p 1 0 4 - 1 2 5， 4 2 6 P  
2 )  鷹 狩 り の タ カ を 保 護 す る 名 目 で 民 衆 の 立 入 を 禁 止 す る 制 度  
3 )  禁 伐 林 を 意 味 す る  
4 )  停 止 木 （ ち ょ う じ ぼ く ） は 、 禁 伐 木 を 意 味 す る  
5 )  只 木 良 也 ・ 小 林 寛 義 ・ 原 田 文 夫 ・ 平 田 利 夫 ： 前 掲 書 ， p p 1 0 4 - 1 2 5， 4 2 6 P  
6 )  前 掲 同 書 ， p p 1 0 4 - 1 2 5， 4 2 6 P  
7 )  前 掲 同 書 ， p p 1 0 4 - 1 2 5， 4 2 6 P  
8 )  前 掲 同 書 ， p p 1 0 4 - 1 2 5， 4 2 6 P  
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 以 上 か ら 、「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 は 、 各 段 階 に お い て 、 基 本 的 に は 神 社
仏 閣 等 の 造 営 材 等 に 利 用 さ れ る 優 良 材 半 製 品 と し て 発 展 し て き た 。ま
た 、４ 段 階 か ら の 大 量 伐 採 や ７ 段 階 目 の 軍 需 に お け る 強 制 伐 採 な ど か
ら 、資 源 枯 渇 が 明 ら か に な る 中 で 植 林 も 行 わ れ 、神 社 仏 閣 な ど の 大 径
木 利 用 が 主 体 で あ る こ と か ら 、天 然 更 新 に よ る 抜 伐 や 択 伐 の 長 伐 期 大
径 木 材 生 産 を 目 標 と し た 森 林 整 備 を 進 め て い る 。  
 
4 - 2 - 3  「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の ブ ラ ン ド  
 本 項 で は 、「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の ブ ラ ン ド に つ い て 整 理 す る 。 2 0 1 6
年 時 点 で 、「木 曽 ヒ ノ キ 材 」に は 以 下 の ３ タ イ プ の ブ ラ ン ド を 形 成 し
て い る こ と が 明 ら か と な っ た 。  
 
1）  天 然 木 曽 ヒ ノ キ  
 天 然 木 曽 ヒ ノ キ は 、「木 曽 ヒ ノ キ 材 」と い う ブ ラ ン ド 形 成 の 基 本 形
で あ り 、林 齢 2 5 0～ 3 0 0 年 生 の 天 然 林 で 優 良 大 径 材 を 指 す 1 )。林 齢 が
高 齢 で あ り 、 木 曽 と い う 厳 し い 環 境 下 で 生 育 し た た め 、 年 輪 幅 が 綿
密 で 狂 い が な く 、 特 に 香 気 と 光 沢 の 優 雅 な 材 で あ る 。 ま た 、 国 有 林
か ら 生 産 さ れ た 天 然 林 を 「 木 曽 桧 」 ま た は 「 木 曽 ヒ ノ キ 」 と 漢 字 や
カ タ カ ナ で 表 記 さ れ る 。  
 
2）  人 工 林 木 曽 ヒ ノ キ  
 人 工 林 木 曽 ヒ ノ キ は 、 天 然 木 曽 ヒ ノ キ の 代 替 材 と し て 利 用 さ れ て
い る も の で 、 既 存 の 「 木 曽 ヒ ノ キ 」 ブ ラ ン ド を 維 持 す る た め 形 成 さ
れ た 。ま た 、明 治 期 に 植 林 さ れ た 樹 齢 1 0 0 年 生 を 超 え た も の を 指 し
て お り 、 資 源 減 少 が 進 む 天 然 木 曽 ヒ ノ キ に 変 わ る 優 良 材 と し て の 利
用 が 期 待 さ れ て い る 。  
 
3）  高 齢 級 人 工 林 木 曽 ヒ ノ キ  
 高 齢 級 人 工 林 ヒ ノ キ は 、2 0 1 3 年 度 に 実 施 さ れ た「 木 曽 ヒ ノ キ 認 証
制 度 」 に よ っ て 認 証 さ れ た 素 材 お よ び 製 材 品 で あ る 。 こ の 認 証 制 度
は 、消 費 者 ニ ー ズ に 対 応 し 、産 地・品 質 等 を 明 確 に 認 証 す る こ と で 、
新 た な 「 木 曽 ヒ ノ キ 」 の ブ ラ ン ド を 形 成 す る こ と を 目 指 し て い る 。
ま た 、 人 工 林 の 森 林 整 備 や 管 理 を 健 全 か つ 持 続 的 に 行 う こ と も 目 的
                                                   
1 )  木 曽 官 材 市 売 協 同 組 合 ：「 木 曽 の 市 売 （ パ ン フ レ ッ ト ）」， 木 曽 官 材 市 売 協
同 組 合 ，（ 2 0 1 6 ）， p p 1 - 4  
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と し て い る 1 )。  
 高 齢 級 人 工 林 ヒ ノ キ は 、制 度 に よ っ て 認 証 し た 素 材 や 製 品 を「 ○高 ○国
木 曽 ヒ ノ キ 」 と い う 呼 称 で 販 売 し て い る 。 制 度 名 で あ る ○高 は 「 ま る
こ う 」 と い い 、 高 齢 級 の 高 を 指 し 、 ○国 は 「 ま る こ く 」 で 、 国 有 林 か
ら の 産 出 材 を 指 す 。 い わ ゆ る 産 地 認 証 を 付 加 し て い る 。 ち な み に 国
有 林 の 人 工 林 か ら 生 産 さ れ る 林 齢 8 0 年 生 以 上 の 良 質 な 素 材 や 製 品
を 認 定 し て い る も の で 、 そ の 条 件 は ① 長 級 ４ m 以 上 か つ 径 級 3 0 ㎝
以 上 の 尺 上 材 、 ② 長 級 ４ m 以 上 か つ 径 級 2 4～ 2 8 ㎝ の 中 目 材 、 ③ 極
印 お よ び ラ ベ リ ン グ シ ー ル を 用 い た 素 材 の 証 明 の ３ 点 が 認 証 条 件 で
あ る 2 )。 図 4 - 2 - 2 は 、 ３ つ の 認 証 条 件 を 満 た し た 素 材 に 対 し て 用 い
ら れ る 「 ○高 ○国 木 曽 ヒ ノ キ 」 の 極 印 で あ り 、 図 4 - 2 - 3 は 製 材 品 に 用 い
ら れ る 「 ○高 ○国 木 曽 ヒ ノ キ 」 の 製 材 品 用 ラ ベ リ ン グ シ ー ル で あ る 。  
 
 
注 1： 8 0・ 1 0 0・ 1 2 0 の 数 値 は 、 林 齢 を 示 す 。  
注 2： 木 曽 1・ 木 曽 2・ 木 曽 3 は 、 土 場 の 番 号 を 示 す 。  
出 典 ： 著 者 撮 影 （ 2 0 1 6 . 8 . 9 ）  
図 4 - 2 - 2   「 ○高 ○国 木 曽 ヒ ノ キ 」 の 極 印  
 
    
出 典 ： 著 者 撮 影 （ 2 0 1 6 . 8 . 9 ）  





                                                   
1 )  片 桐 義 行 ・ 志 賀 剛 ・ 鈴 木 隆 志 ：「 高 齢 級 人 工 林 ヒ ノ キ の ブ ラ ン ド 化 に つ い
て 」， 中 部 森 林 管 理 局 の 資 料 ，（ 2 0 1 5）， p p 7 1 - 7 8  
2 )  前 掲 同 書 ， p p 7 1 - 7 8  
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4 - 2 - 4  「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 ブ ラ ン ド の 形 成 と 価 格 形 成  
 本 項 で は 、「木 曽 ヒ ノ キ 材 」ブ ラ ン ド の 形 成 と 価 格 形 成 に つ い て 整
理 す る 。  
 「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 ブ ラ ン ド の 形 成 は 、 木 曽 官 材 市 売 協 同 組 合 1 ) が
担 っ て い る 。官 材 組 合 は 、 1 9 5 6 年 に 設 立 さ れ 、産 地 市 場 と し て「 製
材 品 の 市 売 」、「 原 木 の 市 売 」、「 土 場 活 用 市 売 」 な ど の 事 業 を 通 じ 、
良 質 な「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」を 全 国 に 普 及・供 給 す る 役 割 を 担 っ て い る 。
官 材 組 合 に は 2 4 社 の 木 材 企 業 が 加 入 し て お り 、 素 材 の 収 容 能 力 は
計 4 1 , 8 0 0 ㎥ で あ る 。主 な 事 業 は 、製 品 ・ 販 売 を 定 例 市 日 2 )・ 常 時 特
売・シ ス テ ム 販 売・セ ン タ ー 販 売 を 行 い 、「木 曽 ヒ ノ キ 材 」の 流 通 の
中 核 を 担 う と と も に 、「木 曽 ヒ ノ キ 材 」ブ ラ ン ド の 流 通 戦 略 の 要 と し
て 機 能 し て い る 。  
 
1）  「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の 木 材 流 通  
 官 材 組 合 に お け る 素 材 お よ び 製 品 の 流 通 経 路 を 図 4 - 2 - 4 お よ び 図
4 - 2 - 5 に 示 し た 。 こ れ ら の 図 よ り 、 官 材 組 合 で 取 り 扱 う 素 材 ま た 製
材 品 は 、 素 材 は ４ つ 、 製 材 品 は ２ つ の 流 通 経 路 が 存 在 し て い る 。 ま
た 、「木 曽 ヒ ノ キ 材 」も 同 様 に 流 通 し て お り 、主 な 流 通 先 は 地 元 で あ
る 木 曽 地 域 で あ る が 、 関 東 や 中 京 、 東 海 や 関 西 と 全 国 各 地 に 及 ん で
い る 。 た だ し 、 県 外 で 生 産 さ れ る 素 材 や 製 材 品 も 受 け 入 れ て お り 、
産 地 ブ ラ ン ド を 明 確 に 規 定 す る こ と は で き な い 。 官 材 組 合 で は 、 天
然 木 曽 ヒ ノ キ と 人 工 林 木 曽 ヒ ノ キ は 、 素 材 を 見 た そ の 時 点 で 、 そ の
違 い は 明 ら か で 天 然 と 人 工 林 で ブ ラ ン ド 判 別 す る こ と が 可 能 で あ る 。
以 上 の こ と か ら 、 天 然 木 曽 ヒ ノ キ に 関 し て は 、 産 地 ブ ラ ン ド が 正 確
に 形 成 さ れ て お り 、人 工 林 木 曽 ヒ ノ キ は 不 明 確 と い わ ざ る を 得 な い 。
す な わ ち 、 こ こ で の 認 証 制 度 は 高 齢 級 人 工 林 ヒ ノ キ に は 適 応 さ れ て
い る が 、 人 工 林 木 曽 ヒ ノ キ は 、 ブ ラ ン ド 形 成 が 困 難 な 状 況 に あ る と
い え る 。  
 
                                                   
1 )  官 材 組 合 の 所 在 地 は 長 野 県 木 曽 郡 上 松 町 に あ る 。 職 員 数 は 1 7 名 。 施 設 内
容 と し て 、 事 務 所 （ 木 材 会 館 ） 1 , 0 3 0 ㎥ 、 製 品 倉 庫 2 棟 2 , 6 0 0 ㎥ （ 収 納 能
力 1 , 8 0 0 ㎥ ）、 荻 原 素 材 土 場 1 5 , 7 0 0 ㎥ （ 収 納 能 力 2 0 , 0 0 0 ㎥ ）、 坂 下 素 材
土 場 1 1 , 0 0 0 ㎥ （ 収 納 能 力 2 0 , 0 0 0 ㎥ ） を 保 有 す る 。  
2 )  素 材 ： 年 間 4 7 回 、 製 品 ： 年 間 1 2 回 開 催 さ れ て い る 。  
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出 典 ： 2 0 1 6 年 8 月 9～ 1 0 日 の 聞 き 取 り 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 4 - 2 - 4  木 曽 官 材 市 売 協 同 組 合 に お け る 素 材 の 木 材 流 通  
 
 
出 典 ： 2 0 1 6 年 8 月 9～ 1 0 日 の 聞 き 取 り 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 4 - 2 - 5  木 曽 官 材 市 売 協 同 組 合 に お け る 製 品 の 木 材 流 通  
 
2）  「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の 素 材 価 格 推 移 と ブ ラ ン ド 形 成  
 「 木 曽 ヒ ノ キ 」 の 各 ブ ラ ン ド 材 の 価 格 推 移 を 図 4 - 2 - 6 に 示 し 、 天
然 木 曽 ヒ ノ キ 販 売 量 の 推 移 お よ び 販 売 先 を 表 4 - 2 - 3 に 示 し た 。  
 天 然 木 曽 ヒ ノ キ お よ び 人 工 林 ヒ ノ キ は と も に 1 9 7 0 年 付 近 ま で は
約 3 5 , 0 0 0 円 /㎥ で 推 移 し 、 価 格 に 変 動 は み ら れ な か っ た 。 し か し 、
1 9 7 2 年 以 降 か ら 天 然 木 曽 ヒ ノ キ の 価 格 は 急 激 に 上 昇 し 、 1 9 7 8 年 以
降 は 1 0 0 , 0 0 0 円 /㎥ を 超 え て い る 。 1 9 7 9 年 の 第 一 次 オ イ ル シ ョ ッ ク
の 影 響 に よ り 、 天 然 木 曽 ヒ ノ キ 価 格 は 一 時 下 落 傾 向 に あ っ た が 、
1 9 8 5 年 の プ ラ ザ 合 意 や バ ブ ル 経 済 を 契 機 と し て 、 1 9 9 0 年 ま で は
1 5 0 , 0 0 0～ 2 0 0 , 0 0 0 円 /㎥ の 高 値 で 推 移 し て い た 。 し か し 、 バ ブ ル 経
済 が 崩 壊 （ 1 9 9 0 年 ） 以 降 は 下 落 を 示 し 、 2 0 1 6 年 現 在 で は 3 0 , 0 0 0～
4 0 , 0 0 0 円 /㎥ の 価 格 と な っ て い る 。 こ の と き 、 人 工 林 ヒ ノ キ 価 格 は
天 然 木 曽 ヒ ノ キ と 同 様 に 推 移 し て い る が 、 価 格 の 変 動 は 大 き い 。
2 0 0 0 年 以 降 か ら は そ の 格 差 も 縮 ま っ て い っ た 。  
ま た 、 2 0 1 3 年 度 よ り 実 施 さ れ た 高 齢 級 人 工 林 ヒ ノ キ は 、 お よ そ
1 0 5 , 0 0 0 円 /㎥ 前 後 で 推 移 し て い る 。他 方 、近 年 の 天 然 木 曽 ヒ ノ キ の
販 売 量 は 2 0 1 0 年 の 2 5 , 0 0 0 ㎥ か ら 2 0 1 4 年 の 6 , 0 0 0 ㎥ と 減 少 傾 向 で
あ る 。 す な わ ち 、 ブ ラ ン ド 形 成 を 進 め た 高 齢 級 人 工 林 ヒ ノ キ は 、 価













































- 149 - 
 
 出 典 ： 2 0 1 6 年 8 月 9～ 1 0 日 の 聞 き 取 り 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 4 - 2 - 6  「 木 曽 ヒ ノ キ 」 の 各 ブ ラ ン ド 材 の 価 格 推 移  
 
表 4 - 2 - 3  天 然 木 曽 ヒ ノ キ 販 売 量 の 推 移 お よ び 販 売 先  
 
出 典 ： 2 0 1 6 年 8 月 9～ 1 0 日 の 聞 き 取 り 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
 
4 - 2 - 5  長 野 県「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」の ブ ラ ン ド 形 成 に お け る 現 状 と 課 題  
 本 項 で は 、 2 0 1 6 年 ８ 月 ９ ～ 1 0 日 に 実 施 し た 聞 き 取 り 調 査 結 果 よ
り 、「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の 現 状 と 課 題 を 整 理 す る 。 そ し て 、 4 - 2 の 各 項
で 整 理 し て き た こ と か ら 、「木 曽 ヒ ノ キ 材 」に お け る ブ ラ ン ド と 流 通
特 徴 を 明 ら か に す る 。  
 
1）  「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 ブ ラ ン ド の 現 状 と 課 題  
 「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の 現 状 と 課 題 は 、 以 下 の よ う に 整 理 す る こ と が
で き る 。 住 宅 着 工 戸 数 の 減 少 や 木 材 利 用 の 多 様 化 の 中 で 、 天 然 木 曽
ヒ ノ キ の 販 売 量 が 年 々 減 少 傾 向 に あ る 中 で 、 ① 1 0 0 年 生 以 上 の 優 良
木 曽 ヒ ノ キ 資 源 の 枯 渇 化 、 ② 朽 ち 果 て る ま で 「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 を 利
用 す る 風 潮 、③ 自 然 保 護 の 観 点 か ら 伐 採 は 悪 と い う イ メ ー ジ が あ り 、
天 然 林 の 管 理 が 進 ま な い 。 と い う ３ 点 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 要 因
に よ っ て 「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 と い う ブ ラ ン ド を 維 持 し 、 継 続 し て い く
こ と は 難 し く な っ て い る 。そ こ で 、「木 曽 ヒ ノ キ 材 」の 普 及 や 高 度 利
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用 の た め に 次 の よ う な 流 通 戦 略 を 実 施 し て い る 。  
 １ つ は 、 天 然 木 曽 ヒ ノ キ お よ び 人 工 林 木 曽 ヒ ノ キ に 対 す る 微 細 な
等 品 規 格 整 備 で あ る 。 官 材 組 合 で は 日 本 農 林 規 格 の 等 級 を 、 よ り 細
分 化 し 、 1 2 等 級 に し て い る 。 ま た 、 元 玉 ま で 等 級 に 含 め る と 2 4 等
級 ま で 整 備 し て い る 。  
 ２ つ は 、 人 工 林 木 曽 ヒ ノ キ の 利 用 と 高 齢 級 人 工 林 ヒ ノ キ の 認 証 制
度 で あ る 。 天 然 木 曽 ヒ ノ キ が 枯 渇 化 し つ つ あ る 中 で 、 人 工 林 木 曽 ヒ
ノ キ が 天 然 代 替 材 と し て 流 通 可 能 と な る よ う に 、 ま た 、 高 齢 級 人 工
林 ヒ ノ キ が 「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の ブ ラ ン ド を 形 成 で き る よ う に 推 進 し
て い る 。 さ ら に 、 森 林 整 備 で は 、 国 有 林 ・ 民 有 林 共 に 、 人 工 林 の 適
正 な 整 備 が 急 務 と な っ て い る 。 森 林 整 備 等 へ の 理 解 度 は 「 森 林 計 画
制 度 」 や 「 森 林 ・ 林 業 再 生 プ ラ ン 」 な ど の 政 策 に よ り 、 路 網 整 備 等
伐 採 ・ 搬 出 に 関 す る 整 備 は 進 ん で い る が 、 枝 打 ち 等 の 作 業 が 遅 れ て
お り 、 製 材 品 に 節 が 多 い 。 人 工 林 ヒ ノ キ に 対 す る ブ ラ ン ド 化 の 制 度
は 整 備 さ れ て い る も の の 、 森 林 整 備 に つ い て 適 正 な 保 育 ・ 間 伐 を 行
っ た 優 良 材 を 生 産 す る こ と が 課 題 と な っ て い る 。  
 
2）  「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 流 通 の 特 徴  
 「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」に お け る ブ ラ ン ド と 流 通 の 特 徴 を 整 理 す る と 、「木
曽 ヒ ノ キ 材 」に は ３ タ イ プ の ブ ラ ン ド を 形 成 し て い る こ と が 明 ら か と
な っ た 。 ま た 、「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の 流 通 戦 略 に 、 １ つ は 、 天 然 木 曽 ヒ
ノ キ お よ び 人 工 林 木 曽 ヒ ノ キ が あ り 、厳 格 な 等 品 規 格 整 備 が 付 加 さ れ 、
さ ら に 、２ つ は 、高 齢 級 人 工 林 ヒ ノ キ と い う 認 証 制 度 を 整 備 し 、「○高 ○国
木 曽 ヒ ノ キ 」と い う 標 章 を 実 施 し 、ブ ラ ン ド の 維 持 、価 値 の 向 上 、素
材 価 格 の 向 上 、森 林 整 備 の 管 理 が 進 め ら れ て い る 。し か し 、高 齢 級 人
工 林 ヒ ノ キ の 流 通 戦 略 は 、 実 施 し て か ら ３ 年 目 で あ り 、 今 後 の P R 活
動 な ど 優 良 ヒ ノ キ 材 生 産 の 推 進 施 策 が 課 題 と い え る 。例 え ば 、素 材 に
高 付 加 価 値 を 付 与 す る た め の 保 育 、す な わ ち 、枝 打 ち 等 の 森 林 管 理 が
必 要 と い え る 。現 状 で は 、人 工 林 の 森 林 管 理 は 行 わ れ て い な い 。さ ら
に 、「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の 価 格 は 、 全 体 的 に 価 格 の 下 落 傾 向 が あ り 、 販
売 量 も 減 少 す る 中 で 、 人 工 林 ヒ ノ キ と の 価 格 差 が あ ま り み ら れ な い 。
他 方 、高 齢 級 人 工 林 ヒ ノ キ は 、天 然 木 曽 ヒ ノ キ よ り も 高 価 格 で 取 引 さ
れ て い る こ と か ら 、流 通 戦 略 は 機 能 し て い る こ と が 明 ら か で あ る 。こ
れ ら の こ と か ら 、天 然 木 曽 ヒ ノ キ の ブ ラ ン ド 価 値 は 停 滞 傾 向 で あ る こ
と 。高 齢 級 人 工 林 ヒ ノ キ の 流 通 戦 略 は 機 能 し て い る こ と が 明 ら か に な
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っ た 。 今 後 と も 高 齢 級 人 工 林 ヒ ノ キ の ブ ラ ン ド は 維 持 さ れ る も の の 、
低 迷 す る 可 能 性 が あ る 。  
 以 上 の こ と か ら 、「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 は 地 域 独 自 に ブ ラ ン ド の 形 成 を
行 っ て い る 。こ れ に よ り 、天 然 林 と 人 工 林 の「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」で ブ ラ
ン ド 化 は 異 な っ て お り 、ブ ラ ン ド 維 持 の た め に 等 品 規 格 整 備 に よ る 品
質 管 理 と い う 流 通 戦 略 を 進 め て い る 。し か し 、そ の 戦 略 は 、実 践 し て
３ 年 程 度 と 日 が 浅 く 、森 林 整 備 の 推 進 ま で に は 至 っ て い な か っ た 。た
だ 、地 域 内 に 人 工 林 木 曽 ヒ ノ キ 材 の ブ ラ ン ド を 形 成 す る た め に 、適 正
な 森 林 整 備 を 進 め よ う と す る 意 向 は み ら れ た 。  
 
4 - 3  長 野 県 根 羽 村 の 地 域 材 を 活 用 し た 木 材 ブ ラ ン ド の 形 成  
本 節 で は 、 地 域 独 自 の 木 材 需 給 計 画 を 樹 立 し て い る 事 例 と し て 、
長 野 県 根 羽 村 の「 根 羽 産 材 」を 選 定 し 、「根 羽 産 材 」の 地 域 ブ ラ ン ド
の 形 成 お よ び 森 林 整 備 の 現 状 と 課 題 を 明 ら か に す る 1 )。 そ の 結 果 か
ら 、 ブ ラ ン ド 材 生 産 と 森 林 整 備 の 関 係 性 に つ い て 考 察 す る （ 表
4 - 3 - 1）。  
 
表 4 - 3 - 1  「 根 羽 産 材 」 に 関 す る 調 査 概 要  
 
出 典 ： 著 者 作 成  
 
4 - 3 - 1  長 野 県 根 羽 村 の 概 要  
 長 野 県 根 羽 村 は 、 長 野 県 の 最 南 端 に 位 置 し 、 愛 知 県 お よ び 岐 阜 県
と の 県 境 と な っ て い る （ 図 4 - 3 - 1）。 愛 知 県 名 古 屋 市 へ は 約 9 0 分 、
県 都 で あ る 長 野 市 へ は ３ 時 間 ほ ど か か る 位 置 に あ る 。 ま た 、 村 内 に
                                                   
1 )  本 節 は 、 2 0 1 5 年 9 月 4～ 6 日 に 開 催 さ れ た 「 第 6 回 全 国 源 流 サ ミ ッ ト i n
根 羽 村 」へ の 参 加 お よ び 2 0 1 5 年 1 1 月 1 4 日 に 開 催 さ れ た「 林 業 経 済 学 会
2 0 1 5 年 秋 季 大 会 」 で 報 告 し た 内 容（ 窪 江 優 美 ・ 宮 林 茂 幸 ：「 森 林 ・ 林 業 再
生 プ ラ ン 政 策 下 に お け る 県 産 材 流 通 の 動 向 」） を 、 大 幅 に 加 筆 修 正 し た も
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あ る 茶 臼 山 を 源 に 、 愛 知 県 三 河 湾 へ 注 ぐ 一 級 河 川 矢 作 川 の 源 流 域 で
あ り 、 古 く か ら 上 下 流 連 携 が 進 め ら れ て い る 地 域 で あ る 。  
村 域 面 積 は 約 8 , 9 9 5 h a で あ り 、 村 域 面 積 の う ち 森 林 面 積 は
8 , 1 7 6 h a と ９ 割 を 森 林 が 占 め て い る 。 森 林 の お よ そ 7 5 %が 人 工 林 と
な っ て お り 、 ス ギ が ５ 割 、 ヒ ノ キ が ４ 割 、 ア カ マ ツ お よ び カ ラ マ ツ
が １ 割 と な っ て い る 。 特 に 、 根 羽 村 の 林 業 の 中 心 と な っ て い る の は
ス ギ 6 0 年 生 の 林 分 で あ る 。 人 工 林 の 齢 級 構 成 は 、 Ⅸ 齢 級 が ピ ー ク
で あ り 、 素 材 の 有 効 利 用 が 課 題 と い え る 。  
 根 羽 村 の 人 口 は 1 , 1 5 0 人 で あ り 、世 帯 数 は 約 4 5 0 世 帯 の 典 型 的 な
過 疎 山 村 で あ る 。 根 羽 村 の 人 口 の う ち 、 お よ そ １ 割 が Ⅰ タ ー ン 者 等
で あ る 。 ま た 、 人 口 は 毎 年 、 自 然 減 少 傾 向 に あ る 。  
 
  
出 典 ： 白 地 図 ぬ り ぬ り ： h t t p : / / w w w. f r e e m a p . j p / i t e m / k a n a g a w a / k a n a g a w a .  
h t m l , ( 2 0 1 5 . 1 1 . 4 ) よ り 著 者 作 成  
図 4 - 3 - 1  長 野 県 に お け る 根 羽 村 の 位 置  
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4 - 3 - 2  長 野 県 根 羽 村 の 森 林 ・ 林 業 の 現 状  
 本 項 で は 、 長 野 県 に お け る 森 林 ・ 林 業 の 現 状 を 、 木 材 流 通 構 造 と
林 業 政 策 を 整 理 し 、 長 野 県 根 羽 村 の 森 林 ・ 林 業 に お け る 取 り 組 み に
つ い て ま と め る 。  
 根 羽 村 の 森 林 ・ 林 業 の 特 徴 は 、 一 村 一 森 林 組 合 で あ る こ と 。 全 世
帯 が 森 林 組 合 員 で あ る こ と で あ る 。 そ の 中 で も 、 一 番 の 森 林 所 有 者
が 根 羽 村 で あ る た め 森 林 組 合 長 が 根 羽 村 長 で あ る 。 ま た 、 全 世 帯 が
森 林 組 合 員 で あ る た め 、 林 業 に 対 す る 村 民 の 合 意 が 得 ら れ や す い 環
境 下 に あ る こ と か ら 、 村 の 基 幹 産 業 と し て 林 業 を 推 進 し て い る 1 )。  
か つ て の 根 羽 村 の 林 業 は 、 天 竜 川 流 域 の 治 水 事 業 に 尽 力 し て い た
金 原 明 善 や 古 橋 源 六 郎 の 影 響 を 強 く 受 け 、 古 く か ら 造 林 を 積 極 的 に
進 め て き て お り 、 主 に ス ギ の 植 林 が 盛 ん で あ る 。 ま た 、 矢 作 川 水 源
の 村 と し て 、「流 域 は ひ と つ 、運 命 共 同 体 」を 合 言 葉 に 、明 治 の 始 ま
り（ 1 8 6 8 年 ～ ）よ り 矢 作 川 の 上 下 流 連 携 が 展 開 さ れ 、特 に 愛 知 県 安
城 市 に あ る「 明 治 用 水 土 地 改 良 区 」 2 )は 、 1 9 1 4 年 に 4 2 7 h a の 水 源 林
を 根 羽 村 か ら 購 入 し 、 森 林 整 備 を 行 っ て い る 。 こ の よ う な 形 態 が 成
立 し た の は 、 元 々 、 村 有 林 の 比 率 が 高 か っ た こ と も あ る が 、 明 治 期
か ら 村 有 林 を 無 償 の 貸 付 林 と し て 村 民 １ 戸 当 た り 2 . 5 h a、 分 収 林 と
し て 3 . 0 h a を 貸 付 し 、村 内 全 戸 が 少 な く て も 5 . 5 h a の 山 林 を 有 す る
な ど 、村 独 自 の 林 業 施 策 を 実 施 し て い た こ と に 起 因 す る 。ま た 、1 9 2 0
年 の 公 有 林 野 官 行 造 林 法 の 施 行 に 伴 い 、 1 9 2 2 年 に 1 , 2 9 7 h a の 官 行
造 林 契 約 を 締 結 し 、 そ の 後 、 1 9 5 7 年 か ら 伐 採 時 期 を 迎 え 、 2 0 0 8 年
に そ の 長 い 歴 史 の 幕 を 閉 じ た 。 そ の 間 の 立 木 総 売 上 金 額 は 4 2 億 円
（ 村 収 入 額 は 2 1 億 円 ）余 り で 、ピ ー ク 時 は 村 年 間 総 予 算 収 入 の 3 5 %
を 、 こ の 立 木 売 り 払 い 収 入 が 占 め て い た 。 ま た 、 村 民 も 個 々 の 山 林
を 大 切 に 育 成 し 、 立 木 売 り 払 い 収 入 の 恩 恵 を 受 け 、 森 林 は 「 親 が 植
え 、 子 が 育 て 、 孫 が 伐 る 」 と い う 親 子 ３ 代 に わ た る 循 環 型 の 山 づ く
り が 、 根 羽 村 の 林 業 と し て 代 々 受 け 継 が れ 、 今 日 に 至 る 3 ) 4 )。  
 1 9 9 0 年 頃 か ら 木 材 不 況 に 陥 り 、村 内 の 木 材 業 者 お よ び 製 材 業 者 が
廃 業 し 、1 9 9 5 年 に は 最 後 の 製 材 工 場 が 廃 業 し よ う と し て い た と こ ろ
                                                   
1 )  今 村 豊：「 根 羽 村 森 林 組 合 の 取 組 に つ い て －「 ト ー タ ル 林 業 」の 確 立 へ － 」,
『 森 林 組 合 』 ,全 国 森 林 組 合 連 合 会 , ( 2 0 1 5 . 5 . 2 0 ) ， p p 6 - 1 0  
2 )  碧 海 大 地 の 農 業 用 水 お よ び 工 業 用 水 等 を 管 理 す る 利 水 組 合 だ が 、 早 く か
ら 治 山 お よ び 治 水 は 一 体 で あ る と い う 考 え の も と 、「 水 を 使 う 者 は 自 ら 水
を つ く れ 」 と い う 崇 高 な 理 念 の も と 、 自 ら 山 林 の 管 理 を 行 っ て い る 。  
3 )  今 村 豊 ： 前 掲 書 ， p p 6 - 1 0  
4 )  2 0 1 6 年 9 月 4～ 6 日 の 聞 き 取 り 調 査 結 果 よ り  
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を 、 村 が 工 場 を 買 い 上 げ た 。 翌 年 か ら 木 材 加 工 施 設 の 充 実 化 に 取 り
組 み 、 製 材 機 ・ 乾 燥 機 ・ モ ル ダ ー 等 を 整 備 し 、 森 林 組 合 に 運 営 を 委
託 し た 。 こ の と き 、 根 羽 村 で 生 産 さ れ る 「 根 羽 産 材 」 を 活 用 し た 多
面 的 な 利 用 を 行 う こ と や 、「根 羽 産 材 」を 利 用 し た 製 品 を「 根 羽 ス ギ 」、
「 根 羽 ヒ ノ キ 」、「信 州 カ ラ マ ツ 」と い っ た ブ ラ ン ド の 確 立 を 行 い 1 )、
根 羽 村 の 地 域 材 利 用 の 基 礎 が 築 か れ て い っ た 。 ま た 、 根 羽 村 に お け
る 木 材 生 産 は 、 地 形 が 急 峻 で あ る こ と か ら 高 コ ス ト で あ っ た 。 そ の
め た 、 低 コ ス ト 化 を 目 指 し た 集 約 化 や 高 性 能 機 械 の 導 入 、 I タ ー ン
者 や 若 手 の 担 い 手 の 雇 用 機 会 の 促 進 と い っ た 「 森 林 ・ 林 業 再 生 プ ラ
ン 」 も 積 極 的 に 採 用 し て い る 。  
こ れ ら の 取 り 組 み か ら 、 村 内 完 結 シ ス テ ム 体 制 「 根 羽 村 ト ー タ ル
林 業 」 を 構 築 し た 。 こ れ は 、 森 林 整 備 を 行 い 木 材 の 伐 採 ・ 搬 出 す る
１ 次 産 業（ 木 材 生 産 ）、木 材 を 住 宅 用 材 と し て 加 工 す る ２ 次 産 業（ 木
材 加 工 ）、住 宅 用 材 と し て 加 工 さ れ た 製 品 を 消 費 者 へ 直 接 運 搬・販 売
等 す る ３ 次 産 業 （ 販 売 ・ 利 用 ） の 伐 採 ・ 製 材 ・ 加 工 ・ 販 売 を 村 内 で
完 結 し た シ ス テ ム を 構 築 し 、森 林 資 源 を 活 用 し 、林 業 を 再 度「 産 業 」
と し て 復 活 さ せ 、 素 材 を 加 工 し 、 付 加 価 値 を 付 け て 販 売 す る シ ス テ
ム で あ る 。  
 
 
4 - 3 - 3  長 野 県 根 羽 村 の 地 域 材 を 活 用 し た ブ ラ ン ド の 形 成  
 長 野 県 根 羽 村 に お け る 「 根 羽 産 材 」 に よ る ブ ラ ン ド 形 成 の 流 れ を
図 4 - 3 - 2 に 示 し た 。黒 枠 内 は 根 羽 村 内 を 示 し て お り 、「 根 羽 産 材 」が
生 産 さ れ 、 消 費 者 に 到 達 す る ま で を 村 が 主 体 で 行 っ て い る 。 枠 外 へ
の 流 れ は 、 す べ て 長 野 県 内 や 県 外 の 提 携 企 業 2 )の 消 費 に つ な が っ て
い る 3 )。 こ の 図 の 流 れ が 、 根 羽 村 独 自 の 「 根 羽 村 ト ー タ ル 林 業 」 の
仕 組 み で あ り 、 地 域 材 ブ ラ ン ド の 形 成 と し て 評 価 さ れ て い る 。  
 
                                                   
1 )  ブ ラ ン ド の 確 立 の 手 助 け と し て 、 長 野 県 産 材 認 証 制 度 で あ る 「 信 州 木 材
認 証 制 度 」 の 取 得 を 行 い 、 信 州 木 材 認 証 製 品 と し て 「 根 羽 ス ギ 」「 根 羽 ヒ
ノ キ 」「 信 州 カ ラ マ ツ 」 の 生 産 を 行 っ て い る 。  
2 )  根 羽 村 森 林 組 合 と 契 約 し て い る 工 場 や 工 務 店 等 の 取 引 先 を 指 し 、約 3 0 社
と 提 携 し て い る 。 組 合 で は 、 事 業 パ ー ト ナ ー と 認 識 し て お り 、 大 半 の 企
業 が リ ピ ー タ ー と し て 受 注 生 産 を 行 っ て い る 。  
3 )  実 績 は 、 需 給 の 関 係 上 、 年 ご と に 増 減 は す る が 、 年 間 約 5 , 0 0 0 ㎥ の 素 材
生 産 を 行 う 。 そ の う ち 、 約 2 , 5 0 0 ㎥ を 工 場 に 入 荷 し 、 約 1 , 5 0 0 ㎥ の 製 品
を 生 産 し て い る 。 在 庫 分 と 併 せ て 約 2 , 0 0 0 ㎥ の 製 品 を 出 荷 し て お り 、 そ
の 売 上 は 2 億 円 弱 ほ ど で あ る 。  
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出 典 1： 2 0 1 5 年 9 月 4 ~ 6 日 の 聞 き 取 り 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
出 典 2： 今 村 豊 ：「 根 羽 村 森 林 組 合 の 取 組 に つ い て － 「 ト ー タ ル 林 業 」 の 確
立 へ － 」 , 『 森 林 組 合 』 , 全 国 森 林 組 合 連 合 会 , ( 2 0 1 5 . 5 . 2 0 ) ， p p 6 - 1 0
よ り 著 者 作 成  
図 4 - 3 - 2  長 野 県 根 羽 村 に お け る 「 根 羽 産 材 」 に よ る ブ ラ ン ド 形 成  
 
「 根 羽 村 ト ー タ ル 林 業 」 は 、 村 内 で １ 次 産 業 か ら ３ 次 産 業 ま で を
完 結 す る シ ス テ ム で あ り 、 県 外 か ら の 消 費 は 、 ３ 次 産 業 の 木 材 流 通
の 最 終 段 階 で あ る 。 こ れ は 担 い 手 で あ る 根 羽 村 森 林 組 合 が 、 建 築 設
計 士 や 工 務 店 等 と 連 携 お よ び 提 携 し 、 地 域 材 で あ る 「 根 羽 産 材 （ 根
羽 ス ギ 、根 羽 ヒ ノ キ ）」の 利 用 を 促 進 し 、製 品 化 し て い る か ら で あ る 。
さ ら に 、 消 費 者 ニ ー ズ の 情 報 共 有 を 建 築 設 計 士 や 工 務 店 等 か ら ダ イ
レ ク ト に 森 林 組 合 に 情 報 ネ ッ ト 化 さ れ て い る た め 、 詳 細 な 素 材 生 産
や 加 工 ・ 販 売 ・ 運 営 管 理 を す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 低 コ ス ト
化 が 実 現 で き て い る 。 こ の シ ス テ ム に よ り 、 森 林 所 有 者 に は 一 定 の
収 益 を 還 元 す る こ と に も つ な が っ て い る 。 ま た 、 よ り 多 く の 収 益 を
森 林 所 有 者 に 還 元 す る た め に 森 林 組 合 で は 、 ① 森 林 所 有 者 に 森 林 施
業 プ ラ ン を 提 示 、 ② 間 伐 に よ る 収 入 金 額 を 事 前 に 告 知 、 ③ 施 業 へ の
理 解 と 施 業 地 の 団 地 化 、 ④ 林 内 作 業 の 路 網 整 備 と 高 性 能 林 業 機 械 の
導 入 を 行 っ て い る 。 事 業 主 体 は 根 羽 村 森 林 組 合 で あ り 、 そ れ 故 、 事
業 の 発 展 は 林 業 労 働 者 を は じ め 、 雇 用 の 拡 大 と な り 、 就 業 機 会 の 確
保 に つ な が っ て い る こ と 。 ま た 、 健 全 な 森 林 資 源 の 育 成 や 安 全 ・ 安
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心 な 木 材 住 宅 等 の 建 築 用 材 の 提 供 な ど 、 連 続 的 な 森 林 資 源 の コ ー デ
ィ ネ イ ト を す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。  
根 羽 村 の 「 根 羽 村 ト ー タ ル 林 業 」 の 課 題 は 、 さ ら な る 雇 用 の 拡 大
と 産 業 の 創 出 を 図 る こ と や 、 川 上 か ら 川 下 の 流 域 連 携 を さ ら に 促 進
す る こ と 、「 根 羽 産 材 」 の 木 材 需 要 と 販 路 の 拡 大 で あ る 。  
 以 上 の こ と か ら 、長 野 県 根 羽 村 の「 根 羽 産 材 」は 、「 根 羽 村 ト ー タ
ル 林 業 」 に よ っ て 地 域 独 自 の 計 画 的 な 森 林 整 備 と 生 産 体 制 な ら び に
加 工・流 通 シ ス テ ム を 構 築 し 、地 域 材 の ブ ラ ン ド 形 成 を 進 め て い る 。
こ う し た 独 自 の シ ス テ ム 体 制 は 、 地 域 に 沿 う 需 給 構 造 を 実 現 さ せ 、
持 続 的 か つ 適 正 な 森 林 経 営 ・ 森 林 管 理 に つ な が っ て い る 。  
 
4 - 4  神 奈 川 県 小 田 原 市 の 地 域 材 を 活 用 し た ま ち づ く り  
本 節 で は 、 長 野 県 根 羽 村 と 同 様 に 地 域 独 自 の 木 材 需 給 計 画 を 樹 立
し て い る 事 例 と し て 、 神 奈 川 県 小 田 原 市 の 「 小 田 原 材 」 に 着 目 し 、
「 小 田 原 材 」 を 活 用 し た 木 材 利 用 や 流 通 、 森 林 整 備 の 現 状 と 課 題 を
明 ら か に す る 1 )。  
実 態 調 査 は 、「 小 田 原 材 」 に 関 す る 内 容 を 、 2 0 1 5 年 ２ 月 2 4～ 2 5
日 お よ び 同 年 ３ 月 ５ ～ ６ 日 に 、 神 奈 川 県 森 林 組 合 連 合 会 （ 以 下 、 県
森 連 ） お よ び 林 業 セ ン タ ー 、 木 材 工 房 A、 小 田 原 市 経 済 部 農 政 課 、
小 田 原 森 林 組 合 、お だ わ ら 木 材 流 通 セ ン タ ー 内 に え る O 商 店（ 製 作
所 ） に 聞 き 取 り 調 査 を 実 施 し た 。 ま た 、 小 田 原 市 内 や 市 以 外 の 地 域
産 材 を 活 用 し て い る 施 設 を 調 査 し た （ 表 4 - 4 - 1）。  
 
表 4 - 4 - 1  「 小 田 原 材 」 に 関 す る 調 査 概 要  
 
出 典 ： 著 者 作 成  
                                                   
1 )  本 節 は 、窪 江 優 美 ・ 宮 林 茂 幸 ：「 地 域 産 材 を 活 用 し た ま ち づ く り -神 奈 川 県
小 田 原 市 の 事 例 よ り -」，『 関 東 森 林 研 究 第 6 7 巻 1 号 』， 関 東 森 林 学 会 ，
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4 - 4 - 1  神 奈 川 県 小 田 原 市 の 概 要  
神 奈 川 県 小 田 原 市 は 、 神 奈 川 県 の 西 部 に 位 置 し て お り 、 市 域 は 東
西 1 7 . 5 ㎞ 、南 北 1 6 . 9 ㎞ で あ り 、市 域 面 積 は 11 4 . 0 6 ㎢ と 神 奈 川 県 面
積 の 4 . 7 %を 占 め る （ 図 4 - 4 - 1） 1 )。 小 田 原 市 の 森 林 面 積 は 4 , 2 2 2 h a
で あ り 、 市 域 面 積 の ４ 割 を 森 林 が 占 め て い る 。 人 工 林 齢 級 別 資 源 現
況 は 、Ⅹ 齢 級 以 上 が 6 4 %と な っ て お り 、成 熟 林 分 が 多 い 。ち な み に 、
2 0 1 3 年 度 の 素 材 生 産 量 は 、 1 6 , 5 2 6 ㎥ と な っ て い る 2 )。  
小 田 原 市 は 、 南 西 部 は 真 鶴 町 ・ 湯 河 原 町 ・ 箱 根 町 、 北 部 は 南 足 柄
町 ・ 開 成 町 ・ 大 井 町 、 東 部 は 中 井 町 ・ 二 宮 町 を 境 に し て い る 。 県 内
の 市 で は 、 横 浜 市 ・ 相 模 原 市 ・ 川 崎 市 に 次 い で ４ 番 目 の 広 さ を 有 し
て お り 、2 5 の 地 区 自 治 会 連 合 に よ り 構 成 さ れ て い る 。市 域 の 南 西 部
が 箱 根 連 山 に つ な が る 山 地 で あ り 、 東 部 は 大 磯 丘 陵 に つ な が る 丘 陵
地 帯 に な っ て い る 。 市 の 中 央 に は 酒 匂 川 が 南 北 に 流 れ 、 足 柄 平 野 を
流 下 し 、 南 部 は 相 模 湾 に 面 し て い る 。  
 
   
出 典 1： 白 地 図 ぬ り ぬ り ： h t t p : / / w w w. f r e e m a p . j p / i t e m / k a n a g a w a / k a n a g a  
w a . h t m l , ( 2 0 1 5 . 1 0 . 1 ) よ り 著 者 作 成  
出 典 2： 小 田 原 市 企 画 部 企 画 政 策 課 ：『 お だ わ ら T R Y プ ラ ン  市 民 の 力 で 未
来 を 拓 く 希 望 の ま ち 』， 小 田 原 市 ， ( 2 0 1 1 . 3 ) ， p 1 2 よ り 引 用  
図 4 - 4 - 1  神 奈 川 県 小 田 原 市 の 位 置 お よ び 小 田 原 市 の 構 成 地 域  
 
1 )  神 奈 川 県 小 田 原 市 の ま ち づ く り と 地 域 材 利 用  
 2 0 11 年 に 第 ５ 次 小 田 原 市 総 合 計 画 「 お だ わ ら T R Y プ ラ ン 」 を 策
定 し 、ま ち づ く り の 基 本 理 念 を 提 起 し た（ 図 4 - 4 - 2） 3 )。ま ち づ く り
                                                   
1 )  小 田 原 市 企 画 部 企 画 政 策 課 ：『 お だ わ ら T R Y プ ラ ン  市 民 の 力 で 未 来 を 拓
く 希 望 の ま ち 』， 小 田 原 市 ， ( 2 0 1 1 . 3 ) ， p p 1 2 - 2 5  
2 )  前 掲 同 書 ， p p 1 2 - 2 5  
3 )  前 掲 同 書 ， p p 1 2 - 2 5  
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の 大 目 標 に 「 市 民 の 力 で 未 来 を 拓 く 希 望 の ま ち 」 と し 、 厳 し い 社 会
情 勢 や 山 積 み す る 地 域 課 題 に 、 地 域 市 民 が 豊 か な 地 域 資 源 を 活 か せ
ず に 郷 土 へ の 誇 り や 希 望 を 失 い 、 ま ち づ く り の 意 欲 を 低 下 さ せ な い
た め 、４ つ の 小 目 標 を 打 ち 立 て た 1 )。そ の う ち 、「 希 望 と 活 力 あ ふ れ
る 小 田 原 」 2 )お よ び「 豊 か な 生 活 基 盤 の あ る 小 田 原 」 3 )の ２ つ の 目 標
と 「 地 域 経 済 」、「 歴 史 ・ 文 化 」、「 自 然 環 境 」、「 都 市 基 盤 」 の ４ つ の
政 策 分 野 が 、 地 域 産 材 を 活 用 し た ま ち づ く り に 主 に 関 連 し 、 理 念 に
沿 っ た 木 材 利 用 拡 大 を 図 ろ う と し て い る 。  
 
 
出 典 ： 小 田 原 市 企 画 部 企 画 政 策 課 ：『 お だ わ ら T R Y プ ラ ン  市 民 の 力 で 未 来
を 拓 く 希 望 の ま ち 』 ,小 田 原 市 ， ( 2 0 1 1 . 3 ) ， p p 2 6 - 3 1 よ り 著 者 作 成  
図 4 - 4 - 2  小 田 原 市 の ま ち づ く り 基 本 理 念 お よ び 構 想 図  
 
4 - 4 - 2  神 奈 川 県 小 田 原 市 の 森 林 ・ 林 業 の 現 状  
1 )  神 奈 川 県 の 森 林 ・ 林 業 の 現 状  
 神 奈 川 県 の 木 材 流 通 構 造 は 図 4 - 4 - 3 の と お り で あ る 。 お よ そ ３ つ
の 流 通 系 統 が あ り 、 県 内 唯 一 の 原 木 市 場 お よ び 貯 木 場 は 県 森 連 が 経
営 す る 林 業 セ ン タ ー が 運 営 し て い る 4 )。  
                                                   
1 )  小 田 原 市 企 画 部 企 画 政 策 課 ：『 お だ わ ら T R Y プ ラ ン  市 民 の 力 で 未 来 を 拓
く 希 望 の ま ち 』， 小 田 原 市 ， ( 2 0 1 1 . 3 ) ， p p 1 2 - 2 5  
2 )  目 標 内 容 は 、 自 然 環 境 を 活 か し た 農 林 水 産 業 、 優 れ た 技 術 を 誇 る も の づ
く り 産 業 、 歴 史 と 文 化 の な か で 育 ま れ た 活 発 な 市 民 活 動 、「 地 域 に 目 指 し
た 経 済 が 循 環 す る 活 気 に 満 ち た ま ち 」 を 目 指 す こ と で あ る 。  
3 )  目 標 内 容 は 、 市 民 生 活 を 豊 か に 包 む 小 田 原 の 自 然 を 守 り 育 て る こ と 、 生
活 環 境 に 潤 い と 安 ら ぎ の あ ふ れ る ま ち を 目 指 す 、「観 光 振 興・商 業 の 拠 点 、
都 市 機 能 と 利 便 性 を 高 め る こ と 、 歴 史 的 景 観 に 配 慮 し た 風 格 あ る ま ち 」
を 目 指 す こ と で あ る 。  
4 )  神 奈 川 県 森 林 組 合 連 合 会 林 業 セ ン タ ー ：「 神 奈 川 県 森 林 組 合 連 合 会 林 業 セ
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 神 奈 川 県 の 素 材 生 産 量 は 全 国 4 5 番 目 の 低 さ だ が 、 年 間 木 造 住 宅
着 工 数 は 全 国 ２ 位 で あ り 、 2 0 0 9 年 に 1 4 , 3 9 0 ㎥ 、 2 0 1 0 年 に 1 5 , 8 0 1
㎥ 、 2 0 11 年 に 1 9 , 2 11 ㎥ と 素 材 生 産 量 が 増 加 傾 向 に あ り 、 今 後 の 神
奈 川 県 産 材 の 需 給 量 は 増 加 傾 向 に あ る と い え る 1 )。 ま た 、 林 業 セ ン
タ ー に よ る と ス ギ の 素 材 価 格 は 、 A 材 1 0 , 0 0 0～ 1 2 , 0 0 0 ㎥ /円 、 B 材
7 , 0 0 0～ 8 , 0 0 0 ㎥ /円 、 C 材 2 , 0 0 0～ 3 , 0 0 0 ㎥ /円 で 取 引 さ れ て い る 。  
 さ ら に 、 神 奈 川 県 の 県 産 材 認 証 制 度 は 、 産 地 ・ 工 務 店 ・ 品 質 認 証
の ３ 行 程 に よ る 認 証 制 度 で 、 素 材 の 販 売 先 は 大 半 が 県 内 の 制 度 取 得
業 者 の た め 、 県 内 に お け る 県 産 認 証 材 利 用 が 活 発 化 し て い る 2 )。  
 
 
出 典 1： 2 0 1 5 年 2 月 2 4～ 2 5 日 、 3 月 5～ 6 日 の 聞 き 取 り 調 査 結 果 よ り 著 者
作 成  
出 典 2： 神 奈 川 県 森 林 組 合 連 合 会 林 業 セ ン タ ー ：「 神 奈 川 県 森 林 組 合 連 合 会
林 業 セ ン タ ー の 概 要 」， 神 奈 川 県 森 林 組 合 連 合 会 ， ( 2 0 1 4 ) ， p p 1 - 1 8
よ り 著 者 作 成  
図 4 - 4 - 3  神 奈 川 県 に お け る 木 材 流 通 構 造  
 
2 )  神 奈 川 県 小 田 原 市 の 森 林 ・ 林 業 の 現 状  
 小 田 原 市 の 森 林 ・ 林 業 の 概 要 は 、１ つ は 、森 林 資 源 が 成 熟 し て き て
い る が 、一 般 に 低 質 材 と し て の 評 価 が 高 く 、小 田 原 市 の 素 材 価 格 は A
材 6 , 0 0 0～ 1 0 , 0 0 0 ㎥ /円 （ 神 奈 川 県 産 材 1 0 , 0 0 0～ 1 2 , 0 0 0 ㎥ /円 ）、 B 材
5 , 0 0 0 ㎥ /円（ 同 7 , 0 0 0～ 8 , 0 0 0 ㎥ /円 ）、C 材 8 0 0 ㎥ /円（ 同 2 , 0 0 0～ 3 , 0 0 0
㎥ /円 ） と 神 奈 川 県 の 素 材 価 格 と の 格 差 が 大 き い 。 ２ つ は 、 間 伐 の 林
地 残 材 化 が 顕 著 で あ る 。３ つ は 、神 奈 川 県 産 材 流 通 に お い て 小 田 原 材
                                                   
1 )  神 奈 川 県 森 林 組 合 連 合 会 林 業 セ ン タ ー ：「 神 奈 川 県 森 林 組 合 連 合 会 林 業 セ
ン タ ー の 概 要 」， 神 奈 川 県 森 林 組 合 連 合 会 ， ( 2 0 1 4 ) ， p p 1 - 1 8  
2 )  窪 江 優 美 ・ 前 川 洋 平 ・ 関 岡 東 生 ・ 宮 林 茂 幸 ：「 関 東 圏 に お け る 県 産 材 認 証
の 現 状 と 課 題 」，『 第 1 2 5 回 日 本 森 林 学 会 講 演 要 旨 集 』， 日 本 森 林 学 会 ，
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と し て 認 知 さ れ て い な い 。４ つ は 、森 林・林 業 再 生 プ ラ ン な ど に よ り 、
国 や 県 レ ベ ル で は 川 上 の 森 林・路 網 整 備 等 の 推 進 や 低 コ ス ト 化 に 重 点
が 置 か れ 、伐 採 量 が 増 加 傾 向 に あ る が 、木 材 利 用 拡 大 に 係 わ る 取 り 組
み は 地 域 レ ベ ル に 達 し て い な い と い う 実 態 が あ る 。  
 こ れ ら よ り 、小 田 原 市 で は 森 林 整 備 か ら 木 材 加 工・利 用 の 一 体 化 を
目 指 す こ と を 基 本 と し 、地 産 地 消 に よ る「 小 田 原 材 」利 用 を 目 指 し て
い る 。具 体 的 に は 、森 林 所 有 者 か ら 市 内 の 製 材 工 場 、工 務 店 等 に 流 れ 、
そ し て 消 費 者 へ と い う 地 域 で 完 結 す る「 小 田 原 材 」の 流 通 を 目 指 し て
い る 。  
 
3 )  神 奈 川 県 小 田 原 市 に お け る 森 林 ・ 林 業 ・ 林 産 業 に 関 す る 団 体 の
発 足  
 小 田 原 材 利 用 の 拡 大 の た め 、2 0 11 年 ６ 月 に「 お だ わ ら 森 林・林 業・
木 材 産 業 再 生 協 議 会 （ 以 下 、 協 議 会 ）」 を 設 立 さ せ た 。 設 立 趣 旨 は 、
主 に 「 小 田 原 お よ び 県 西 地 域 の 森 林 ・ 林 業 ・ 木 材 産 業 の あ り 方 を 検
証 」、「 流 通 シ ス テ ム の 再 構 築 」、「 産 業 活 性 化 な ど を 専 門 的 知 見 か ら
議 論 」、「 各 プ ロ ジ ェ ク ト を 実 施 す る 機 関 」 の ４ つ を 検 討 す る た め で
あ っ た 1 )。構 成 団 体 は 、小 田 原 市 を 中 心 に 県 西 地 域 の ２ 市 ８ 町 2 )と 小
田 原 森 林 組 合 や 地 域 の 素 材 生 産 業 者 、 建 築 ・ 設 計 団 体 、 土 木 、 民 間
企 業 、 木 工 芸 品 生 産 業 者 、 学 識 経 験 者 、 行 政 な ど の 森 林 ・ 林 業 関 係
者 に よ り な り 、 産 学 官 連 携 を 行 う 場 と し て い る 3 )。  
 ま た 、 古 く か ら 寄 木 細 工 な ど で 盛 ん に 木 材 が 使 わ れ て い た 土 地 柄
で あ る こ と か ら 、 小 田 原 の 木 材 を 「 小 田 原 材 」 と い う ブ ラ ン ド と し
て 多 面 的 に 利 用 し 、木 材 の 新 た な 活 用 方 法 や 木 材 利 用 の P R を 進 め 、
小 田 原 林 業 お よ び 小 田 原 産 材 を 利 用 し た 地 域 マ ー ケ ッ ト の 構 築 を 目
指 す こ と を 目 標 と し て い る 。 つ ま り 、 地 産 地 消 に よ る ブ ラ ン ド 化 を





                                                   
1 )  小 田 原 市 企 画 部 政 策 課 ：「 特 集 「 木 づ か い 」 の ま ち 小 田 原 」， 小 田 原 市 ，
（ 2 0 1 4）， 8 1 P  
2 )  2 市 8 町 は 、 小 田 原 市 ・ 南 足 柄 市 ・ 中 井 町 ・ 大 井 町 ・ 松 田 町 ・ 山 北 町 ・ 開
成 町 ・ 箱 根 町 ・ 真 鶴 町 ・ 湯 河 原 町 で あ る 。  
3 )  小 田 原 市 企 画 部 政 策 課 ： 前 掲 書 ， 8 1 P  
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4 )  神 奈 川 県 小 田 原 市 お よ び 県 西 地 域 に よ る 地 域 材 の 活 用  
 小 田 原 市 内 で の 小 田 原 材 の 活 用 は 、 小 田 原 市 役 所 や 小 中 学 校 な ど
の 公 共 建 築 物 に 用 い ら れ て い る 。 市 役 所 内 で は 、 小 田 原 材 を 使 用 し
た 椅 子 や 机 が 多 く 設 置 さ れ て い る （ 図 4 - 4 - 4）。 ま た 、 市 役 所 内 の 受
付 に は 、 小 田 原 地 域 の 伝 統 的 な 寄 木 細 工 の 工 法 を 用 い て 、 本 地 域 の
「 木 の 文 化 」 を 表 し て お り 、 小 中 学 校 で は 小 田 原 材 で 製 作 し た 下 駄
箱 や ロ ッ カ ー を 設 置 し て い る 。 さ ら に 、 体 育 館 の 校 歌 ボ ー ド に も 小
田 原 材 を 利 用 さ れ て い る 。 ま た 、 食 育 と 連 携 し 、 小 田 原 名 産 品 で あ
る 蒲 鉾 板 に 小 田 原 材 を 活 用 し て い る 。 こ の 蒲 鉾 板 は 、 食 品 と し て 使
用 さ れ た 後 に 積 み 木 と し て 転 換 し 、 木 育 と し て も 利 用 さ れ て い る 。  
そ の ほ か 、2 0 1 4 年 に 小 田 原 駅 の 地 下 街 に「 H a R u N e 小 田 原 」が 開
店 し た 。こ の 施 設 は 小 田 原 材 を 広 範 に 活 用 し 、「ヒ ト 」、「モ ノ 」、「コ
ト 」 が 集 合 し た シ ョ ッ ピ ン グ ・ コ ミ ュ ニ テ ィ の 空 間 と し て 建 設 さ れ
て い る 。「小 田 原 材 」は 、総 合 案 内 所 の 机 お よ び 休 憩 所 内 の 机 や 椅 子 、
施 設 内 の 内 装 に 用 い ら れ て い る （ 図 4 - 4 - 5）。 さ ら に 、 施 設 内 の 商 店
の １ 店 舗 に「 TA K U M I 館 」と い う 小 田 原・箱 根 の 匠 達 が「 小 田 話 材 」
を 使 用 し 、 製 作 し た 木 製 品 の 販 売 ・ 展 示 を 行 っ て い る （ 図 4 - 4 - 6）。
こ の よ う に 、 一 般 消 費 者 が 小 田 原 材 を 身 近 に 感 じ て も ら え る 工 夫 を




出 典 ： 著 者 撮 影 （ 2 0 1 5 . 3 . 5 ）  
図 4 - 4 - 4  小 田 原 市 役 所 内 の 受 付 -寄 木 細 工 の 工 法 を 用 い た 机 -  
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出 典 ： 著 者 撮 影 （ 2 0 1 5 . 9 . 5 ）  
図 4 - 4 - 5  小 田 原 地 下 街 「 H a R u N e 小 田 原 」 の 小 田 原 材 利 用  
-総 合 案 内 所 の 机 、 H a R u N e 内 の 休 憩 所 ス ペ ー ス の 机 ・ 椅 子 -  
 
  
出 典 ： 著 者 撮 影 （ 2 0 1 5 . 9 . 5 ）  
図 4 - 4 - 6  小 田 原 地 下 街 「 TA K U M I 館 」  
-小 田 原 材 を 使 用 し た 木 工 品 の 販 売 ・ 展 示 -  
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 次 に 、県 西 地 域 に よ る「 小 田 原 材 」の 活 用 は 、「 小 田 原 材 」使 用 の
ベ ン チ が 小 田 原 駅 の ほ か 箱 根 登 山 鉄 道 の 箱 根 駅 や 強 羅 駅 に 設 置 さ れ
て い る （ 図 4 - 4 - 7）。 ま た 、 2 0 11 年 1 2 月 に 東 日 本 大 震 災 被 災 地 支 援
と し て「 報 徳 の 森 プ ロ ジ ェ ク ト 」が 設 立 さ れ 、福 島 県 相 馬 市 へ 2 0 11
年 1 2 月 に ６ m の モ ミ の 木 を 贈 呈 し 、「 道 の 駅 そ う ま 」の 復 興 シ ン ボ
ル と な っ て い る ほ か 、2 0 1 5 年 現 在 に お い て も 、相 馬 市 の コ ミ ュ ニ テ
ィ 施 設 の 建 設 や 施 設 の 内 装 材・ベ ン チ な ど の 提 供 が 継 続 し て い る 1 )。 
 こ れ ら の 取 り 組 み は 、 一 般 消 費 者 の 気 が つ く 場 所 に 木 製 品 を 設 置
し 、「 小 田 原 材 」を 視 る ・ 触 る ・ 使 う な ど 様 々 な 形 で P R す る こ と に
よ り 、「小 田 原 材 」の 利 用 拡 大 を 図 る と と も に 、小 田 原 林 業 の 確 立 や




出 典 ： 著 者 撮 影 （ 2 0 1 5 . 9 . 5 ）  
図 4 - 4 - 7  強 羅 駅 に お け る 「 小 田 原 材 」 の ベ ン チ 利 用 ①  
                                                   
1 )  小 田 原 市 企 画 部 政 策 課 ：「 特 集 「 木 づ か い 」 の ま ち 小 田 原 」， 小 田 原 市 ，
（ 2 0 1 4）， 8 1 P  
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4 - 4 - 3  神 奈 川 県 小 田 原 市 の 地 域 材 を 活 用 し た ブ ラ ン ド の 形 成  
 小 田 原 市 で は 、 地 域 材 の 地 産 地 消 に よ っ て 「 小 田 原 材 」 と い う ブ
ラ ン ド 形 成 を 進 め て い る 。 図 4 - 4 - 8 は 、 小 田 原 市 お よ び 県 西 地 域 に
お け る 地 域 産 材 の 流 れ を 示 し た 。  
 
出 典 1： 2 0 1 5 年 3 月 5～ 6 日 の 聞 き 取 り 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
出 典 2： 小 田 原 市 企 画 部 政 策 課 ：「 特 集 「 木 づ か い 」 の ま ち 小 田 原 」， 小 田 原
市 ，（ 2 0 1 4 ）， 8 1 P よ り 著 者 作 成  
出 典 3： 小 田 原 市  お だ わ ら 森 林 ・ 林 業 ・ 木 材 産 業 再 生 協 議 会 ： h t t p : / / w w w.  
c i t y. o d a w a r a . k a n a g a w a . j p / m u n i c i p a l i t y / d i s c l o s u r e / s i n g i k a i t o u n
o k o u k a i / c o u n c i l / k e i z a i _ s a n g y o / s h i n n r i n n r i n n g y o u . h t m l ，
( 2 0 1 5 . 1 0 . 1 ) よ り 著 者 作 成  
図 4 - 4 - 8  小 田 原 市 お よ び 県 西 地 域 に お け る 地 域 材 の 流 れ  
 
 図 4 - 4 - 8 よ り 、「 小 田 原 材 」が 搬 出 さ れ 、加 工 さ れ 、消 費 さ れ る 原
点 は 、小 田 原 地 区 木 材 業 協 同 組 合 の 製 材・加 工 場 か ら で あ る 。他 方 、
小 田 原 森 林 組 合 な ど で 生 産 さ れ た 素 材 が 、 小 田 原 地 区 木 材 業 協 同 組
合 へ 原 木 販 売 さ れ な か っ た 場 合 は 、 原 木 市 場 ・ 貯 木 場 等 に 販 売 さ れ
る 。こ の 流 れ は 県 外 消 費 と し て の 流 通 と な り 、「小 田 原 材 」が 神 奈 川
県 産 材 と し て 流 通 す る こ と に な る 。「小 田 原 材 」に よ る 地 域 ブ ラ ン ド
は 、基 本 的 に 小 田 原 市 内 で の 消 費 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。さ ら に 、
市 政 と し て 「 小 田 原 材 」 の 多 様 な 利 用 を 開 発 ・ 実 践 し て お り 、 こ れ
も 地 域 ブ ラ ン ド 形 成 の 一 端 を 担 っ て い る 。  
 小 田 原 市 で は 、「小 田 原 材 」の 地 産 地 消 に よ る ブ ラ ン ド 形 成 を 促 進
し 、 地 域 内 に お い て 地 域 材 を 積 極 的 に 利 用 す る シ ス テ ム の 構 築 を 進
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め て い る 。 し か し 、 地 域 林 業 の 確 立 と 地 域 マ ー ケ ッ ト の 構 築 は 、 現
在 、 実 施 最 中 で あ る た め 、 今 後 の 展 開 が 期 待 さ れ る 。  
 他 方 、多 様 な 木 づ か い の 実 践 を 通 し て 、「小 田 原 材 」を 活 用 す る 場
面 や 触 れ 合 え る 機 会 を 創 出 し 、 木 育 活 動 に 取 り 組 ん で い る 。 こ の よ
う に 、 地 域 材 を 多 様 な 商 品 と し て 地 域 内 で 活 用 す る こ と に よ っ て 、
普 及 ・ 啓 発 し 、 さ ら な る 地 域 材 利 用 の 拡 大 を 目 指 す こ と は 、 ブ ラ ン
ド 形 成 の 一 つ の 手 法 と い え る 。 ま た 、 協 議 会 等 に よ っ て 産 学 官 連 携
を 行 い 、「 小 田 原 材 」 を 広 域 的 に 利 用 拡 大 す る 動 き が 明 ら か で あ り 、
神 奈 川 県 産 材 と は 別 に 「 小 田 原 産 材 」 と し て の 認 知 度 を 高 め て い く
こ と に な る 。 こ れ か ら は 、 製 材 工 場 に 隣 接 し て 「 小 田 原 材 」 の 集 中
ス ト ッ ク ヤ ー ド を 設 置 す る こ と に よ っ て 、 搬 出 と 加 工 の 機 能 的 な 連
携 が 図 ら れ る こ と に な り 、さ ら な る 流 通 加 工 体 制 が 整 う こ と と な る 。 
 課 題 は 、 販 売 ル ー ト の 拡 大 に あ り 、 木 を 使 う 文 化 や 木 を 使 う 暮 ら
し な ど 、 地 域 づ く り の 視 点 を 多 様 な 場 面 で 推 進 す る 政 策 的 シ ス テ ム
を 構 築 す る こ と に よ っ て 、 よ り 一 層 の ブ ラ ン ド 化 に つ な が る と い え
よ う 。 ま た 、 そ れ は 、 植 え て 、 保 育 し 、 伐 っ て 、 使 う と い う 持 続 的
な 森 林 整 備 が 無 け れ ば 小 田 原 材 の ブ ラ ン ド 化 は 不 可 能 で あ る 。 持 続
的 で 健 全 な 森 林 整 備 と い う 視 点 か ら も ブ ラ ン ド 化 を 重 要 で あ る 。  
 以 上 の こ と か ら 、 神 奈 川 県 小 田 原 市 の 「 小 田 原 材 」 は 地 産 地 消 に
よ る ブ ラ ン ド 形 成 を 行 っ て お り 、 持 続 的 な 木 材 流 通 構 造 体 制 を 構 築
し 、 実 践 し て い る 。  
 
4 - 5  東 京 都 多 摩 地 域 の 地 域 材 を 活 用 し た 木 材 ブ ラ ン ド の 形 成  
 本 節 で は 、 首 都 圏 域 で の 大 量 消 費 と 主 産 地 形 成 が 可 能 と 思 わ れ る
東 京 都 多 摩 地 域 の「 多 摩 産 材 」に 着 目 し 、「多 摩 産 材 」流 通 の 現 状 お
よ び ユ ー ザ ー の「 多 摩 産 材 」に 対 す る 認 識 等 に つ い て 明 ら か に す る 1 )。 
 調 査 方 法 は 、 ３ 章 の 郵 送 に よ る 質 問 紙 法 を 用 い た 意 識 調 査 2 )の 東
京 都 行 政 の 回 答 結 果 お よ び 2 0 1 6 年 11 月 2 1 日 に 実 施 し た 多 摩 木 材
セ ン タ ー 協 同 組 合 （ 以 下 、 セ ン タ ー ） へ の 聞 き 取 り 調 査 結 果 よ り 整
理 す る （ 表 4 - 5 - 1）。  
                                                   
1 )  本 節 は 、「 2 0 1 6 年 度 サ ン ト リ ー 天 然 水 の 森 事 業 （ 2 0 1 6 年 5 月 ~ 2 0 1 7 年 3
月 ）」の 研 究 助 成 を 受 け て 実 施 し た 調 査 内 容 お よ び 2 0 1 7 年 9 月 2 7 日 に 開
催 さ れ た 「 サ ン ト リ ー 天 然 水 の 森 フ ォ ー ラ ム 2 0 1 7」 の ポ ス タ ー 報 告 内 容
（ 窪 江 優 美 ・ 宮 林 茂 幸 ：「 多 摩 産 材 の 流 通 に 関 す る 研 究 」） を 、 大 幅 に 加
筆 修 正 し た も の で あ る 。  
2 )  地 域 材 の 利 用 と 流 通 お よ び 森 林 の 整 備 に 関 す る 調 査 （ 2 0 1 6 年 8 月 8 日 ） 
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表 4 - 5 - 1  「 多 摩 産 材 」 に 関 す る 調 査 概 要  
 
出 典 ： 著 者 作 成  
 
 
4 - 5 - 1  東 京 都 多 摩 地 域 の 概 要  
 東 京 都 多 摩 地 域 は 、 東 京 都 の う ち 区 部 （ 旧 東 京 都 市 ） お よ び 島 嶼
部（ 伊 豆 諸 島 、小 笠 原 諸 島 ）を 除 い た 市 町 村 部 を 指 し て い る 。図 4 - 5 - 1
は 、 東 京 都 に お け る 多 摩 地 域 の 位 置 を 示 し て い る 。 多 摩 地 域 は 西 多
摩 地 域 1 )・ 北 多 摩 地 域 2 )・ 南 多 摩 地 域 3 ) の ３ 地 域 で 構 成 さ れ て い る 。
そ の な か で も 、 西 多 摩 地 域 は 最 も 林 業 が 盛 ん な 地 域 で あ る 。 東 京 都
の 約 ４ 割 は 森 林 が 占 め て お り 、 そ の 面 積 は 7 8 , 5 6 6 h a で あ る 。 そ の
う ち 、 約 ７ 割 で あ る 5 2 , 8 7 2 h a の 森 林 面 積 を 、 多 摩 地 域 が 占 め て い
る 。 多 摩 地 域 の 森 林 面 積 は 、 ７ 割 が 私 有 林 （ 3 8 , 3 5 8 h a）、 ２ 割 が 都
有 林 （ 11 , 1 4 6 h a） で あ る 。 ま た 、 森 林 の ６ 割 が 人 工 林 （ 3 0 , 6 9 0 h a）
で あ り 、 全 国 の 人 工 林 率 が 平 均 ４ 割 で あ る の に 対 し て 、 高 い 人 工 林
率 と な っ て い る 4 )。  
人 工 林 は 、 戦 後 を 中 心 に 行 わ れ た 拡 大 造 林 に よ っ て 植 栽 さ れ た ス
ギ や ヒ ノ キ が 大 部 分 を 占 め て お り 、 多 摩 地 域 の 人 工 林 に お け る 林 齢
構 成 は 、4 1 年 生 以 上（ Ⅸ 齢 級 以 上 ）が ９ 割 を 占 め 、 4 0 年 生 以 下（ Ⅷ
齢 級 以 下 ） が １ 割 と 偏 っ た 構 成 と な っ て い る 。 ま た 、 造 林 面 積 は 拡
大 造 林 を 行 っ て い た 1 9 6 0 年 頃 は 年 間 1 , 5 0 0 h a の 植 栽 が 行 わ れ て い
                                                   
1 )  4 市 3 町 1 村 ： 青 梅 市 ・ 福 生 市 ・ 羽 村 市 ・ あ き る 野 市 ・ 瑞 穂 町 ・ 日 の 出 町 ・
奥 多 摩 町 ・ 檜 原 村  
2 )  1 7 市 ： 立 川 市 ・ 武 蔵 野 市 ・ 三 鷹 市 ・ 府 中 市 ・ 昭 島 市 ・ 調 布 市 ・ 小 金 井 市 ・
小 平 市 ・ 東 村 山 市 ・ 国 分 寺 市 ・ 国 立 市 ・ 狛 江 市 ・ 東 大 和 市 ・ 清 瀬 市 ・ 東
久 留 米 市 ・ 武 蔵 村 山 市 ・ 西 東 京 市  
3 )  5 市 ： 八 王 子 市 ・ 町 田 市 ・ 日 野 市 ・ 多 摩 市 ・ 稲 城 市  
4 )  東 京 都 産 業 労 働 局 農 林 水 産 部 森 林 課：『 東 京 の 森 林・林 業（ 平 成 2 7 年 版 ）』，
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た 。 し か し 、 近 年 で は 2 0 0 3 年 に ６ h a ま で 減 少 し 、 そ の 後 は 増 減 を
繰 り 返 し な が ら 推 移 し て い る 。 2 0 1 4 年 で は 3 7 h a の 造 林 を 行 っ て い
る 。山 元 立 木 価 格 は 、 1 9 9 1 年 時 点 で ス ギ が 11 , 2 4 6 円 /㎥ 、ヒ ノ キ が
2 7 , 9 9 0 円 /㎥ だ っ た が 、2 0 0 3 年 時 点 で ス ギ が 2 , 0 0 0 円 /㎥ 、ヒ ノ キ が
1 3 , 0 0 0 円 /㎥ と 大 幅 に 下 落 し て い る 1 )。  
 
 
出 典 ： 白 地 図 ぬ り ぬ り ： h t t p : / / w w w. f r e e m a p . j p / i t e m / t o k y o / t o k y. h t m l ,  
( 2 0 1 7 . 8 . 2 3 ) よ り 著 者 作 成  
図 4 - 5 - 1  東 京 都 に お け る 多 摩 地 域 の 位 置  
 
 
4 - 5 - 2  「 多 摩 産 材 」 の 流 通 構 造  
 本 項 で は 、「多 摩 産 材 」お よ び「 多 摩 産 材 」の 素 材 流 通 構 造 に つ い
て 、 東 京 都 行 政 の 意 識 調 査 結 果 お よ び 多 摩 木 材 セ ン タ ー 協 同 組 合 に
お け る 聞 き 取 り 調 査 結 果 か ら 整 理 す る 。  
 
1 )  東 京 都 行 政 が 認 識 し て い る 地 域 材  
 2 0 1 6 年 ８ 月 ８ 日 に 実 施 し た「 地 域 材 の 利 用 と 流 通 お よ び 森 林 の 整
備 に 関 す る 調 査 」 の 意 識 調 査 よ り 、 東 京 都 産 業 労 働 局 農 林 水 産 部 森
林 課 （ 東 京 都 行 政 ） の 回 答 内 容 を 整 理 す る 2 )。  
                                                   
1 )  東 京 都 産 業 労 働 局 農 林 水 産 部 森 林 課：『 東 京 の 森 林・林 業（ 平 成 2 7 年 版 ）』，
東 京 都 産 業 労 働 局 農 林 水 産 部 森 林 課 ，（ 2 0 1 6 . 3 ) ， p p 2 - 2 0  
2 )  詳 細 の 調 査 概 要 は ３ 章 を 参 照  
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 東 京 都 行 政 で は 、 規 定 さ れ た 地 域 材 （ 地 域 認 証 材 1 )） と し て 「 多
摩 産 材 」 を 挙 げ て い る 。「 多 摩 産 材 」 は 、 2 0 0 6 年 ４ 月 よ り 施 行 さ れ
た「 多 摩 産 材 認 証 制 度 」に よ っ て 規 定 さ れ 、「多 摩 産 材 認 証 協 議 会（ 事
務 局 は 、東 京 都 森 林 組 合 連 合 会 ）」が 運 営・管 理 し て い る 。東 京 都 行
政 は 、 運 営 ・ 管 理 に は 関 与 し て お ら ず 、 オ ブ ザ ー バ ー の 位 置 づ け に
あ り 、 直 接 の 規 定 は し て い な い 。 ま た 、 東 京 都 で ブ ラ ン ド 材 2 )と し
て 認 識 し て い る 木 材 は あ る か 否 か と い う 設 問 で は 、「ブ ラ ン ド 材 は な
い 」と 回 答 し て お り 、「多 摩 産 材 」は 地 域 認 証 材 で あ る も の の 、東 京
都 の ブ ラ ン ド 材 と し て は 確 立 さ れ て い な い こ と が 明 ら か と な っ た 。
つ ま り 、「多 摩 産 材 」は 一 般 材 と 差 別 化 さ れ て お ら ず 、付 加 価 値 も 付
与 さ れ て い な い 木 材 と い う 認 識 で あ る こ と が わ か っ た 。 さ ら に 、 東
京 都 行 政 の 認 識 し て い る 東 京 都 に お け る 木 材 流 通 の 課 題 は 、「木 材 流
通 が 煩 雑 で 見 え に く い 」、「 森 林 経 営 に 関 し て 生 産 基 盤 お よ び 資 本 装
備 が 脆 弱 」、「 素 材 生 産 の 効 率 的 な シ ス テ ム が 機 能 し て い な い 」 の ３
点 を 挙 げ て い た 。  
 
 
2 )  多 摩 産 材 認 証 制 度 お よ び 「 多 摩 産 材 」 の 流 通 経 路  
 多 摩 木 材 セ ン タ ー 協 同 組 合 は 、 東 京 都 唯 一 の 原 木 市 場 で あ る 。 そ
の た め 、 セ ン タ ー は 東 京 都 の 木 材 流 通 の 重 要 な 拠 点 と し て 稼 働 し て
い る 。セ ン タ ー は 、1 9 9 0 年 ８ 月 に 東 京 都 西 多 摩 郡 日 の 出 町 に 設 立 さ
れ 、そ の 目 的 は 、「多 摩 地 域 の 林 業 の 再 生 お よ び 活 性 化 」、「木 材 生 産
か ら 流 通 ま で を 一 貫 し た 体 制 の 施 設 の 整 備 」、「地 元 材 の 銘 柄 化 」、「間
伐 材 集 荷 の た め の 原 木 市 場 」 で あ る 。 セ ン タ ー の 規 模 は 、 総 面 積
2 5 , 8 5 0 ㎡ （ 市 場 面 積 ： 11 , 2 6 3 ㎡ ） あ り 、 管 理 棟 や 機 械 保 管 庫 、 危
険 物 保 管 庫 な ど が 設 置 さ れ て い る 3 )。  
 「 多 摩 産 材 認 証 制 度 」の 目 的 は 、「 東 京 都 多 摩 地 域 で 生 育 し 、適 正
に 管 理 さ れ た 森 林 及 び 公 的 に 伐 採 す る 森 林 か ら 生 産 さ れ た 木 材 の 産
地 証 明 を 行 う 」こ と で あ り 、産 地 証 明 の み を 対 象 に し た 制 度 で あ る 。
                                                   
1 )  地 域 認 証 材 を 「 貴 都 道 府 県 の 特 定 の 地 域 （ 市 町 村 区 ） が 実 施 し て い る 認
証 制 度 に よ り 、 定 め ら れ た 基 準 ・ 規 格 や 規 定 に 沿 っ て 生 産 ・ 加 工 さ れ た
木 材 」 と 著 者 が 定 義 し た 。  
2 )  ブ ラ ン ド 材 を 「 県 内 産 材 で 一 般 材 と 差 別 化 さ れ 、 な に か し ら の 付 加 価 値
が 付 与 さ れ た 木 材 お よ び 製 品 」 と 著 者 が 定 義 し た 。  
3 )  登 録 料 は 、 製 材 業 者 お よ び 森 林 組 合 か ら の 徴 収 の み 。 製 材 業 者 ： 登 録 料
3 0 , 0 0 0 円 、更 新 料 5 0 , 0 0 0 円 。森 林 組 合：登 録 料 1 0 0 , 0 0 0 円 、更 新 料 1 0 , 0 0 0
円 で あ る 。  
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そ の た め 、 品 質 や 素 材 規 格 等 の 条 件 は 設 定 さ れ て い な い 。 ま た 、 本
制 度 を 利 用 で き る の は 森 林 所 有 者 ・ 素 材 生 産 業 者 ・ 原 木 市 場 ・ 製 材
業 者 で あ り 、そ の 登 録 要 件 は 表 4 - 5 - 1 に 示 し た と お り で あ る 。ま た 、
「 多 摩 産 材 」 の 生 産 対 象 と す る 森 林 は 、 ① 森 林 施 業 計 画 （ 森 林 経 営
計 画 ） 認 定 森 林 、 ② 花 粉 症 対 策 （ 森 林 循 環 促 進 事 業 ） 対 象 森 林 、 ③
森 林 再 生 事 業 対 象 森 林 、 ④ 市 町 村 が 実 施 す る 日 照 権 等 対 象 森 林 、 ⑤
公 共 工 事 対 象 森 林 、 ⑥ そ の 他 協 議 会 が 適 正 と 認 め た 森 林 で あ る 1 ) 。
こ れ ら の 登 録 要 件 を 満 た し た 登 録 事 業 者 は 、 2 0 1 6 年 ３ 月 3 1 日 時 点
で 、 森 林 所 有 者 は 7 6 事 業 者 （ 都 内 7 3、 埼 玉 県 １ 、 神 奈 川 県 １ 、 茨
城 県 １ ）、素 材 生 産 業 者 は 3 6 事 業 者（ 都 内 2 6、他 県 1 0）、原 木 市 場
は １ 事 業 者 （ 都 内 １ ）、 製 材 業 者 は 一 定 の 基 準 で 認 め て い る （ 都 内 、
埼 玉 県 、神 奈 川 県 ） 2 )。認 証 登 録 は 、有 効 期 間 を １ 年 間 と し て お り 、
登 録 の 取 り 消 し 等 を し な い 限 り は 、 自 動 的 に 認 証 は 継 続 さ れ る 3 ) 。
さ ら に 、「 多 摩 産 材 」 の 流 通 経 路 は 図 4 - 5 - 2 の と お り で あ る 。  
こ れ ら の こ と か ら 、 認 証 取 得 対 象 者 が 登 録 事 業 者 と な り 、 こ の 事
業 者 間 で あ れ ば 「 多 摩 産 材 」 を 生 産 す る 際 に 提 出 す る 確 認 書 （ 図
4 - 5 - 3）お よ び 出 荷 確 認 書 等 に よ っ て 、明 確 に 流 通 経 路 を 追 う こ と が
で き る と し て い る 。 ま た 、 素 材 お よ び 製 材 品 に は 図 4 - 5 - 4 で 示 し た
刻 印 や ラ ベ リ ン グ シ ー ル を 貼 付 す る こ と が で き 、「多 摩 産 材 」で あ る
こ と を 証 明 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。  
ま た 、「多 摩 産 材 」の 利 用 は 、主 に 公 共 建 築 物 等 へ の 建 築 用 材 で あ
る 。 詳 細 と し て 、 公 立 の 学 校 や 福 祉 施 設 等 の 床 材 ・ 壁 材 ・ 構 造 材 ・
外 壁 や 机 ・ 椅 子 ・ 玩 具 と い っ た 用 具 等 の 内 装 材 お よ び 外 装 材 と し て
利 用 さ れ て い る 。 そ の ほ か 、 東 京 都 内 の ガ ー ド レ ー ル ・ フ ェ ン ス や






                                                   
1 )  た だ し 、 シ カ 森 林 被 害 が 深 刻 な 奥 多 摩 町 多 摩 川 北 岸 で の 皆 伐 施 業 森 林 は
除 外 す る 。  
2 )  県 外 登 録 事 業 者 を 容 認 す る 理 由 は 、 県 境 や 森 林 の 境 界 線 な ど が 複 雑 で あ
る た め 、 明 確 な 条 件 を 設 定 す る と 素 材 生 産 に 影 響 が あ る た め と し て い る 。 
3 )  多 摩 木 材 セ ン タ ー 協 同 組 合 ：「 多 摩 木 材 セ ン タ ー 協 同 組 合 (原 木 市 場 )の 概
要 」， 多 摩 木 材 セ ン タ ー 協 同 組 合 ， ( 2 0 1 6 )， p p 2 - 3  
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表 4 - 5 - 1  多 摩 産 材 認 証 制 度 の 認 証 取 得 対 象 者 お よ び 登 録 要 件  
 





出 典 ： 2 0 1 6 年 1 1 月 2 1 日 の 聞 き 取 り 調 査 結 果 よ り よ り 著 者 作 成  
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出 典 ： 2 0 1 6 年 1 1 月 2 1 日 の 調 査 資 料 よ り 引 用  
図 4 - 5 - 3  多 摩 産 材 認 証 確 認 書  
 
 ①  
 ②   ③  
出 典 ： 2 0 1 6 年 1 1 月 2 1 日 の 調 査 資 料 よ り 引 用 ・ 著 者 撮 影 （ 2 0 1 6 . 1 1 . 2 1）  
図 4 - 5 - 4  認 証 刻 印 ① ・ 多 摩 産 材 証 明 印 規 格 ② ・ 認 証 シ ー ル ③  
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「 多 摩 産 材 認 証 制 度 」 お よ び 「 多 摩 産 材 」 の 流 通 経 路 の 問 題 点 と
し て 、 図 4 - 5 - 5 は 「 多 摩 産 材 」 の 流 通 経 路 の 現 状 を 示 し た 。  
こ の 図 よ り 、 製 材 工 場 以 降 の 流 通 経 路 は 多 段 階 で 複 雑 で あ る た め
に 、 流 通 経 路 を 追 う こ と が 困 難 で あ る と し て い た 。 ま た 、 製 材 工 場
以 降 の 素 材 が 実 際 に 「 多 摩 産 材 」 と し て 流 通 し て い る か も 不 明 確 で
あ る と し て い る 。 さ ら に 、 認 証 制 度 が 他 道 府 県 と 差 異 が な く 、 認 証
取 得 も 容 易 で あ る こ と か ら 、 認 証 取 得 を す る 意 義 が 見 出 し づ ら い 傾
向 に あ る 。 ま た 、 制 度 内 容 は 産 地 証 明 の み で あ り 、 品 質 保 証 等 は 付
加 さ れ て い な い 。 そ の 理 由 と し て 、 品 質 規 格 等 の 規 格 条 件 を 含 め た
い が 、 東 京 都 と い う 特 殊 な 立 地 条 件 等 1 ) に よ り 、 そ も そ も 「 多 摩 産
材 」 が 限 定 的 で あ る の に 対 し て 、 さ ら に 狭 い 範 囲 の 産 地 設 定 や 加 工
地 設 定 を し て し ま う と 、 素 材 生 産 の 制 約 ・ 阻 害 、 木 材 需 給 の ミ ス マ
ッ チ が 起 こ る こ と が 予 想 さ れ る た め 、 補 助 制 度 や 詳 細 な 条 件 を 設 定
す る こ と が 困 難 で あ り 、 産 地 証 明 の み を 条 件 と す る 背 景 が あ る と し
て い る 。  
 
出 典 ： 2 0 1 6 年 1 1 月 2 1 日 の 聞 き 取 り 調 査 結 果 よ り よ り 著 者 作 成  
図 4 - 5 - 5  多 摩 産 材 の 流 通 経 路 の 現 状  
                                                   
1 )  特 殊 な 立 地 等 と は 、東 京 都 は 大 消 費 地 で あ り 、旺 盛 な 住 宅 需 要 等 が あ る 。
そ の よ う な 中 で 、 ① 「 多 摩 産 材 」 自 体 の 供 給 力 が な い こ と 。 ② 隣 県 を 含
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4 - 5 - 3  「 多 摩 産 材 」 の 素 材 価 格 推 移 と ブ ラ ン ド の 形 成  
 図 4 - 5 - 6 は 「 多 摩 産 材 」 の 素 材 取 扱 量 お よ び 販 売 額 、 図 4 - 5 - 7 は
素 材 別 取 扱 量 お よ び 平 均 価 格 を 示 し た も の で あ る 。  
 セ ン タ ー の 素 材 総 取 扱 量 は 2 0 0 6 年 度 よ り 増 加 傾 向 を 示 し て い る 。
こ れ は 、2 0 0 6 年 度 に「 多 摩 産 材 認 証 制 度 」が 施 行 さ れ 、「多 摩 産 材 」
と し て 生 産 さ れ る よ う に な っ た こ と 。 ま た 、 東 京 都 の 林 業 政 策 の 取
り 組 み で あ る 「 ス ギ 花 粉 症 対 策 主 伐 事 業 」 1 )が 実 施 さ れ た こ と に 起
因 し て い る 。 こ れ ら の 制 度 お よ び 事 業 を 有 効 的 に 活 用 し た こ と を 受
け 、セ ン タ ー の 素 材 生 産 量 は 年 々 増 加 傾 向 を 示 し て い る と し て い る 。 
 次 に 、 素 材 別 取 扱 量 （ 花 粉 症 対 策 主 伐 事 業 に お け る 花 粉 主 伐 材 、
一 般 材 、 多 摩 産 材 で ３ 分 類 ） お よ び 平 均 価 格 の 推 移 は 、「 多 摩 産 材 」
と し て の 素 材 取 扱 量 は 増 加 傾 向 に あ る 。2 0 0 6 年 度 で は 2 , 8 5 9 ㎥ だ っ
た の が 、 2 0 0 9 年 度 に は 1 2 , 2 5 2 ㎥ ま で 増 加 し 、 2 0 1 2 年 度 は 1 4 , 9 9 5
㎥ 、 2 0 1 5 年 度 に 1 2 , 4 2 2 ㎥ で 推 移 し て い る 2 )。 こ れ は 、 ３ 分 類 の う
ち 最 も 多 く 、次 い で 花 粉 主 伐 材（ 2 0 0 6 年 度 6 7 3 ㎥ 、2 0 0 9 年 度 8 , 2 9 5
㎥ 、 2 0 1 2 年 度 1 2 , 9 9 2 ㎥ 、 2 0 1 5 年 度 1 0 , 2 6 7 ㎥ ）、 一 般 材 （ 2 0 0 6 年
度 8 , 2 3 1 ㎥ 、 2 0 0 9 年 度 7 , 3 4 8 ㎥ 、 2 0 1 2 年 度 4 , 7 3 7 ㎥ 、 2 0 1 5 年 度
4 , 2 6 6 ㎥ ） と 推 移 し て い る 3 )。  
素 材 の 平 均 価 格 を み る と 、「多 摩 産 材 」は 2 0 0 6 年 度 1 3 , 8 5 5 円 /㎥ 、
2 0 0 9 年 度 11 , 2 0 1 円 /㎥ 、 2 0 1 2 年 度 1 0 , 0 9 8 円 /㎥ 、 2 0 1 5 年 度 1 0 , 9 8 0
円 / ㎥ と ３ 分 類 の う ち 最 も 低 い 価 格 で あ っ た 4 ) 。 花 粉 主 伐 材 （ 2 0 0 6
年 度 1 2 , 0 5 3 円 /㎥ 、2 0 0 9 年 度 11 , 8 0 0 円 /㎥ 、2 0 1 2 年 度 9 , 8 9 1 円 /㎥ 、
2 0 1 5 年 度 11 , 2 5 5 円 /㎥ ） お よ び 一 般 材 （ 2 0 0 6 年 度 1 5 , 1 7 4 円 /㎥ 、
2 0 0 9 年 度 11 , 2 5 7 円 /㎥ 、 2 0 1 2 年 度 1 4 , 0 1 9 円 /㎥ 、 2 0 1 5 年 度 11 , 8 0 3
円 /㎥ ） は 僅 差 で は あ る が 「 多 摩 産 材 」 よ り や や 高 い 価 格 で あ る 5 ) 。 
「 多 摩 産 材 」 が 最 も 低 い 平 均 価 格 だ っ た 要 因 と し て 、 森 林 所 有 者
が 利 益 重 視 の 視 点 か ら 小 曲 材 や 低 質 材 と い っ た B～ C 材 レ ベ ル の 素
材 を 「 多 摩 産 材 」 と し て 搬 出 す る 傾 向 に あ り 、 若 干 で も 利 益 を 得 る
                                                   
1 )  本 事 業 は 、 東 京 都 の 高 齢 林 分 の 増 加 に 伴 う ス ギ 花 粉 飛 散 量 の 増 大 お よ び
二 酸 化 炭 素 吸 収 能 力 の 低 下 の 問 題 を 受 け 、 ① ス ギ 林 主 伐 と 少 花 粉 の ス
ギ ・ ヒ ノ キ の 植 栽 、 ② 小 面 積 伐 採 と 広 葉 樹 植 栽 、 ③ 間 伐 お よ び 強 度 枝 打
ち の ３ つ を 柱 と し て 実 施 さ れ て い る 事 業 で あ る 。  
2 )  多 摩 木 材 セ ン タ ー 協 同 組 合 ：「 年 度 別 多 摩 木 材 セ ン タ ー 取 引 取 扱 量 」， 多
摩 木 材 セ ン タ ー 協 同 組 合 ， ( 2 0 1 6 ) ， P 1  
3 )  前 掲 同 書 ， P 1  
4 )  前 掲 同 書 ， P 1  
5 )  前 掲 同 書 ， P 1  
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こ と を 目 標 と し て い る こ と に よ る 。 そ の た め 、 素 材 の 質 が 価 格 に 反
映 さ れ て い る 。優 良 な A 材 レ ベ ル は「 多 摩 産 材 」と し て 搬 出 さ れ ず 、
一 般 材 と し て 県 内 ま た は 県 外 へ 高 価 格 で 取 引 し て く れ る 企 業 等 に 販
売 さ れ て い る 。 つ ま り 、 森 林 所 有 者 等 は 利 益 重 視 の 視 点 で 「 多 摩 産
材 」 を 利 用 し て お り 、 高 付 加 価 値 が 付 与 さ れ た ブ ラ ン ド 材 と し て の
意 識 は 持 っ て い な い 。  
こ の こ と か ら 、「多 摩 産 材 」の 現 状 と し て 、素 材 販 売 戦 略 と し て「 多
摩 産 材 認 証 制 度 」 お よ び 「 多 摩 産 材 」 は 利 用 さ れ て い る も の の 、 売
れ に く く 、 価 値 が 低 い 素 材 の た め の 苦 肉 の 策 と し て 「 多 摩 産 材 」 が
用 い ら れ て い る 。 本 来 な ら ば 、 一 般 材 の 高 品 質 ・ 高 付 加 価 値 化 を 狙
っ た 制 度 で あ っ た が 、 そ の 目 的 と は 本 質 が そ れ つ つ あ る 。  
 
 
出 典 1： 2 0 1 6 年 1 1 月 2 1 日 の 聞 き 取 り 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
出 典 2：多 摩 木 材 セ ン タ ー 協 同 組 合：「 年 度 別 多 摩 木 材 セ ン タ ー 取 引 取 扱 量 」，
多 摩 木 材 セ ン タ ー 協 同 組 合 ， ( 2 0 1 6 ) ， P 1 よ り 著 者 作 成  
出 典 3：多 摩 木 材 セ ン タ ー 協 同 組 合：「 多 摩 木 材 セ ン タ ー 協 同 組 合 (原 木 市 場 )
の 概 要 」， 多 摩 木 材 セ ン タ ー 協 同 組 合 ， ( 2 0 1 6 ) ， p p 2 - 3 よ り 著 者 作 成  
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注 1： 本 来 、「 多 摩 産 材 認 証 制 度 」 の 規 定 内 で 花 粉 症 対 策 事 業 に よ っ て 搬 出
さ れ た 「 花 粉 主 伐 材 」 は 「 多 摩 産 材 」 に 含 ま れ る 。 し か し 、「 花 粉 主
伐 材 」 外 の 「 多 摩 産 材 」 と の 区 別 が で き て い る た め 、 3 分 類 で 表 記 し
て い る 。  
出 典 1： 2 0 1 6 年 1 1 月 2 1 日 の 聞 き 取 り 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
出 典 2：多 摩 木 材 セ ン タ ー 協 同 組 合：「 年 度 別 多 摩 木 材 セ ン タ ー 取 引 取 扱 量 」，
多 摩 木 材 セ ン タ ー 協 同 組 合 ， ( 2 0 1 6 ) ， P 1 よ り 著 者 作 成  
図 4 - 5 - 7  多 摩 木 材 セ ン タ ー 協 同 組 合 の 素 材 別 取 扱 量 と 平 均 価 格  
 
4 - 5 - 4  東 京 都 多 摩 地 域 の 地 域 材 を 活 用 し た ブ ラ ン ド の 形 成  
 本 項 で は 、 東 京 都 多 摩 地 域 に お け る 「 多 摩 産 材 」 の ブ ラ ン ド の 形
成 に つ い て 考 察 す る 。  
こ れ ま で の 結 果 か ら 、 ４ つ の こ と が 明 ら か に な っ た 。  
 １ つ は 、「 多 摩 産 材 認 証 制 度 」 は 産 地 証 明 の み の 制 度 で あ る た め 、
「 多 摩 産 材 」以 外 の 花 粉 主 伐 材 や 一 般 材 と 品 質 や 価 格 に 差 異 が な く 、
「 多 摩 産 材 」 の イ ン セ ン テ ィ ブ に 欠 け る 。 ２ つ は 、 制 度 が 産 地 証 明
の み で は 、 す べ て の 流 通 経 路 を 追 う こ と は 困 難 で あ る 。 ま た 、 実 際
に 「 多 摩 産 材 」」 と し て 流 通 し て い る か が 、 不 明 確 で あ る 。 ３ つ は 、
「 高 付 加 価 値 材 （ A 材 レ ベ ル ） ＝ ブ ラ ン ド 材 ＝ 多 摩 産 材 」 と い う 位
置 づ け を 狙 っ た が 、 小 曲 材 や 低 質 材 （ B 材 ・ C 材 レ ベ ル ） を 「 多 摩
産 材 」と す る 傾 向 が 強 い 。４ つ は 、「 多 摩 産 材 」の 生 産 ・ 流 通 ・ 加 工
の 連 続 性 が な い 。  
 以 上 の こ と か ら 、「多 摩 産 材 」は「 多 摩 産 材 認 証 制 度 」に よ っ て ブ
ラ ン ド 形 成 を 試 み て は い た 。し か し 、「多 摩 産 材 」は ブ ラ ン ド 材 と な
っ て お ら ず 、 付 加 価 値 が 付 与 し 難 か っ た 。 つ ま り 、 ブ ラ ン ド 形 成 は
さ れ て い な い こ と が 明 ら か と な っ た 。現 段 階 で は 、「多 摩 産 材 」ブ ラ
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ン ド を 構 築 す る た め に 、 東 京 都 の 林 業 ＝ 「 多 摩 産 材 」 と す る よ う な
戦 略 的 な シ ス テ ム を 東 京 都 の 特 殊 な 立 地 等 に 沿 う よ う に 再 整 備 す る
こ と や 、「 多 摩 産 材 」 の 流 通 を 明 確 に す る こ と が 必 須 で あ ろ う 。  
 
4 - 6  地 域 材 利 用 に お け る 木 材 ブ ラ ン ド の 形 成 と 森 林 整 備 の 関 係 性  
 本 節 で は 、 本 章 の 各 節 で 整 理 し て き た 事 例 地 の 結 果 を 基 に 、 新 た
な 素 材 流 通 戦 略 の 構 築 な ら び に 小 仮 説 「 都 道 府 県 よ り 小 規 模 な 範 囲
で 生 産 と 消 費 が 明 ら か に な る 「 地 域 材 」 の 利 用 拡 大 に よ っ て 、 持 続
的 か つ 健 全 な 森 林 整 備 に つ な が る 」 の 検 証 を 行 う 。 検 証 方 法 は 、 各
調 査 結 果 よ り 地 域 内 に お け る 地 域 材 利 用 や 流 通 、 森 林 整 備 の あ り 方
や 関 係 性 を 整 理 し 、 評 価 を 加 え た 。  
評 価 は 独 自 に ４ つ の 項 目 を 設 定 し 、 ① 地 域 材 利 用 （ 地 域 内 に お け
る 木 材 利 用 の 方 法 や 木 材 需 給 構 造 ）、② ブ ラ ン ド 形 成（ 木 材 ブ ラ ン ド
（ ブ ラ ン ド 材 ）の 構 築 と 体 制 づ く り ）、③ 森 林 整 備（ 持 続 的 か つ 健 全
な 森 林 整 備 の 管 理 体 制 づ く り ）、 ④ 総 合 評 価 の ４ つ の 視 点 を 、「 ○ ：
可 」 と 「 ×： 不 可 」 で 評 価 し た 。 上 述 の 評 価 を 行 う た め に 、 ま ず は
各 節 で 整 理 し て き た 調 査 結 果 を 簡 潔 に 一 覧 表 に ま と め た も の が 表
4 - 6 - 1 で あ り 、 最 終 的 な 評 価 結 果 を ま と め る と 表 4 - 6 - 2 の と お り で
あ る 。  
表 4 - 6 - 1  ５ つ の 事 例 調 査 地 に お け る 実 態 調 査 結 果 の 一 覧  
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表 4 - 6 - 2  ５ つ の 事 例 調 査 地 に お け る 小 仮 説 の 総 合 評 価 一 覧  
 
出 典 ： 著 者 作 成  
 
 表 4 - 6 - 1 お よ び 表 4 - 6 - 2 よ り 、 ④ 総 合 評 価 が 「 ○ ： 可 」 だ っ た の
は 、 青 森 県 「 青 森 ヒ バ 材 」 お よ び 長 野 県 根 羽 村 「 根 羽 産 材 」 の ２ 事
例 で あ っ た 。 ２ つ の 地 域 の 共 通 点 と し て 、 １ つ は 、 生 産 ・ 加 工 ・ 流
通 の 各 段 階 が 分 断 さ れ ず 、 連 続 性 の あ る 事 業 間 連 携 を 行 っ て い る こ
と 。 つ ま り 、 一 貫 し た 木 材 流 通 体 制 を 構 築 し 、 木 材 需 給 の バ ラ ン ス
が 保 た れ て い る こ と で あ る 。 ２ つ に は 、 他 の 地 域 と 比 較 し て 、 森 林
整 備 に 重 点 を 置 い た 施 業 計 画 を 確 立 し 、 持 続 的 に 循 環 型 の 森 林 整 備
を 実 践 す る グ ラ ン ド ・ デ ザ イ ン が 確 立 し て い る こ と で あ る 。  
各 々 の 評 価 で は 、「 青 森 ヒ バ 材 」 は 、 少 量 （ 一 定 量 ）・ 良 質 材 生 産
の 高 価 格 販 売 と な り 、 そ の 他 の 「 一 般 材 」 は 大 量 生 産 ・ 低 価 格 販 売
と い う 特 徴 を と っ て い た 。 つ ま り 。 木 材 需 給 量 の 調 整 お よ び 木 材 利
用 形 態 に お い て 差 別 化 し 、木 材 価 格 の 安 定 化 を 図 っ て い る 。「根 羽 産
材 」 は 、 消 費 者 ニ ー ズ に 沿 う た め の 生 産 ・ 加 工 ・ 流 通 を 構 築 し 、 無
駄 の な い 生 産 作 業 を 計 画 的 に 推 進 し て い る 。 つ ま り 、 計 画 的 な 木 材
需 給 量 調 整 を 行 い 、 木 材 価 格 の 安 定 化 を 図 っ て い る こ と 。 ま た 、 多
品 目 の 製 品 生 産 を す る の で は な く 、 少 品 目 （ 住 宅 向 け の 建 築 用 材 ～
木 質 バ イ オ マ ス 用 の 薪 生 産 ） に 特 化 し た 生 産 ・ 加 工 ・ 流 通 体 制 を 整
備 し て い る 。 こ の こ と は 、 村 と い う 狭 い 範 囲 で 一 貫 し た 木 材 流 通 シ
ス テ ム で 、 木 材 の 需 要 と 供 給 を 計 画 的 に 調 整 し 、 最 低 限 の 生 産 事 業
で 最 大 限 の 利 益 を 得 る こ と に つ な が っ て い る 。  
 ③ の 森 林 整 備 を 「 ×： 不 可 」 と 評 価 し た の は 、「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」、
「 小 田 原 材 」、「 多 摩 産 材 」 の ３ 事 例 で あ っ た 。 こ の ３ 事 例 の 共 通 点
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は 、 １ つ は 、 生 産 ・ 加 工 ・ 流 通 の 体 制 を 構 築 し て い た が 、 連 続 性 の
あ る も の で は な く 分 断 的 で あ っ た こ と 。 ２ つ は 、 各 々 が 地 域 材 ブ ラ
ン ド の 形 成 を 試 み て は い る が 、 製 品 ブ ラ ン ド の 「 多 種 加 工 製 品 的 産
地 形 成 」 が 主 体 と な っ て お り 、 結 果 と し て 森 林 整 備 に ま で は い た っ
て い な か っ た 。た だ し 、「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」お よ び「 小 田 原 材 」は 例 外
的 で あ り 、「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」は 、木 材 流 通 の 再 構 築（ 素 材 販 売 ・ 整 備
戦 略 の 構 築 ）、「 小 田 原 材 」 は 木 材 流 通 の 体 制 を 再 整 備 し て か ら 日 が
浅 く 、 地 域 に 普 及 し き れ て い な い こ と か ら 、 森 林 整 備 が 促 進 さ れ て
い な か っ た と 考 え ら れ る 。故 に 、「木 曽 ヒ ノ キ 材 」お よ び「 小 田 原 材 」
は 、 将 来 的 に 地 域 材 ブ ラ ン ド が 形 成 さ れ 、 森 林 整 備 が 促 進 さ れ る 可
能 性 を 含 ん で い る と い え 、「 ③ 森 林 整 備 」 お よ び 「 ④ 総 合 評 価 」 が 、
「 ×： 不 可 」 か ら 「 ○ ： 可 」 に な る と い え る だ ろ う 。  
東 京 都 の 「 多 摩 産 材 」 の み が 地 域 材 ブ ラ ン ド を 形 成 し て い な い と
い う 結 果 と な っ た（ ① 地 域 材 利 用 以 外 が「 ×： 不 可 」）。「 多 摩 産 材 認
証 制 度 」 に よ っ て 地 域 材 の ブ ラ ン ド 化 を 目 指 し て は い る も の の 、 認
証 取 得 者 等 は 「 多 摩 産 材 」 に 高 付 加 価 値 を 見 出 し て お ら ず 、 需 要 が
伸 び ず に ど ち ら か と い う と 過 剰 供 給 と な っ て い る 。故 に 、「多 摩 産 材 」
は 「 一 般 材 」 と の 差 が 見 え に く く 、 銘 木 等 の 良 質 材 い わ ゆ る 高 付 加
価 値 材 の 形 成 と い う よ り も 製 品 名 の 差 別 化 （ 商 品 名 ） の み に な っ て
い る 。  
以 上 の こ と か ら 、 地 域 材 利 用 の 構 築 ま た 地 域 材 ブ ラ ン ド の 形 成 と
森 林 整 備 の 関 係 性 は 、 需 要 と 供 給 の 関 係 が 高 値 安 定 な い し は 安 定 価
格 に な る よ う な 関 係 を 構 築 す る こ と 。 す な わ ち 、 地 域 材 ブ ラ ン ド あ
る い は 地 域 材 利 用 を 形 成 し て 、 常 に 一 定 の 需 要 量 と そ れ に 見 合 っ た
生 産 量 が 確 保 で き る 木 材 利 用 シ ス テ ム を 構 築 す る こ と で あ る 。 そ の
場 合 の 木 材 価 格 は 、 木 材 の 再 生 産 可 能 価 格 に な る こ と が 必 修 と な る
こ と に よ っ て 、 当 該 森 林 は 持 続 的 に 整 備 さ れ る こ と と な る 。  
小 仮 説 の 結 論 は 、「 特 定 地 域 で 小 規 模 な 木 材 需 給 関 係 （ あ る 程 度 、
計 画 的 な 需 給 関 係 の 構 築 ） な ら ば 、 森 林 整 備 に 関 す る 費 用 を 見 込 ん






- 179 - 
５  需 給 曲 線 か ら み る 地 域 材 利 用 に お け る 木 材 ブ ラ ン ド の 形 成 と
森 林 整 備 の 可 能 性  
 本 章 で は 、 こ れ ま で の 調 査 結 果 か ら 需 給 曲 線 お よ び 木 材 利 用 の 形
態 別 に 、 地 域 材 ブ ラ ン ド の 形 成 と 森 林 整 備 の 可 能 性 に つ い て 、 本 研
究 で 立 て た 仮 説 で あ る 「 森 林 の 適 正 な 整 備 に は 生 産 資 本 部 分 に 再 生
産 の た め の 費 用 が 捻 出 す る 必 要 が あ る 」こ と 。そ の た め に は 、「木 材
流 通 部 分 に 森 林 整 備 に 関 わ る 費 用 の 一 部 が 、 持 続 的 に 還 元 さ れ る こ
と に よ っ て 、 適 正 な 森 林 整 備 が 達 成 さ れ る 」 の 検 証 を 行 う 。  
ま た 、検 証 対 象 は ４ 章 の 特 定 地 域 の 事 例 調 査 に お い て 、小 仮 説「 都
道 府 県 よ り 小 規 模 な 範 囲 で 生 産 と 消 費 が 明 ら か に な る 「 地 域 材 」 の
利 用 拡 大 に よ っ て 、 持 続 的 か つ 健 全 な 森 林 整 備 に つ な が る 」 の 検 証
結 果 を 示 し た 4 - 6 の 総 合 評 価 結 果 に 基 づ き 、１ つ は 総 合 評 価 が「 ○：
可 」の「 青 森 ヒ バ 材 」、２ つ は 総 合 評 価 が「 ×： 不 可 」 だ っ た が 将 来
的 に は「 ○ ： 可 」に な る 可 能 性 の あ る「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」、３ つ は 総 合
評 価 が 「 ×： 不 可 」 の 「 多 摩 産 材 」 の ３ 事 例 を 対 象 に 検 証 す る 1 )。  
 
5 - 1  需 給 曲 線 か ら み る 地 域 材 利 用 と ブ ラ ン ド 形 成  
5 - 1 - 1  「 青 森 ヒ バ 材 」 の 需 給 曲 線  
青 森 県「 青 森 ヒ バ 材 」の 木 材 流 通 構 造 を 整 理 す る と 、生 産・加 工 ・
流 通 の 各 段 階 が 分 断 さ れ ず 、 連 続 性 の あ る 事 業 間 連 携 を 行 っ て い た
こ と 。 ま た 、 森 林 整 備 に 重 点 を 置 い た 施 業 計 画 を 確 立 し 、 持 続 的 に
森 林 整 備 を 実 践 し て い る こ と で あ っ た 。木 材 利 用 で は 、「 青 森 ヒ バ 材 」
は 少 量 （ 一 定 量 ） の 良 質 材 生 産 ・ 高 価 格 販 売 の 「 森 林 産 物 的 銘 柄 形
成 」 を 行 い 、 そ の 他 の 「 一 般 材 」 は 大 量 生 産 ・ 低 価 格 販 売 の 「 多 種
加 工 製 品 的 産 地 形 成 」 を 行 う 特 徴 を 持 っ て い た 。 つ ま り 、 木 材 需 給
量 の 調 整 お よ び 木 材 利 用 に お い て 差 別 化 を 行 い 、 木 材 価 格 の 安 定 化
を 図 っ て い る の で あ る 。  
故 に 、 図 5 - 1 - 1 の 「 青 森 ヒ バ 材 」 の 需 給 曲 線 が 示 す よ う に 、 木 材
需 要 量 D に 対 し て 、そ の 他 の「 一 般 材 」の 供 給 量 は 供 給 曲 線 の 一 般
材 S と な り 、木 材 価 格 は 均 衡 価 格 P の 位 置 と な る 。こ れ に 対 し 、「青
森 ヒ バ 材 」 は 少 量 生 産 ・ 高 値 安 定 ・ 特 殊 材 生 産 の 供 給 曲 線 の 青 森 ヒ
バ S と な り 、 木 材 価 格 は 均 衡 価 格 P 1 と な る 。  
                                                   
1 )  4 章 の 小 仮 説 の 結 論 は 、「 特 定 地 域 で 小 規 模 な 木 材 需 給 関 係 （ あ る 程 度 、
計 画 的 な 需 給 関 係 の 構 築 ） な ら ば 、 森 林 整 備 に 関 す る 費 用 を 見 込 ん だ 木
材 流 通 の 体 制 が 構 築 さ れ る 」 と し た 。 需 給 曲 線 に よ る 整 理 は 、 こ の 結 論
の 裏 付 け と な る 。  
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青 森 ヒ バ S は 少 量 生 産 の 限 り あ る 資 源 で あ る 。 し か し 、 木 材 供 給
量 は 若 干 の 上 昇 傾 向 と し た 。そ れ は 、「青 森 ヒ バ 材 」は 、天 然 青 森 ヒ
バ 材 を 銘 木 と し て 生 産 す る こ と が 主 体 な の だ が 、 天 然 性 は 無 限 に あ
る わ け で は な い 。 こ の 対 策 と し て 、 青 森 県 で は 、 有 限 な 「 天 然 青 森
ヒ バ 材 」 の 代 替 材 と し て 「 人 工 林 青 森 ヒ バ 材 」 の 保 育 ・ 育 林 に 重 点
を 置 い て き た 。 つ ま り 、 代 替 材 と し て 高 品 質 な 高 付 加 価 値 材 を 生 産
す る た め に 、 持 続 的 か つ 適 正 な 森 林 整 備 を 行 っ て き た の で あ る 。 こ
の 持 続 的 か つ 適 正 な 森 林 整 備 に よ り 、「天 然 青 森 ヒ バ 材 」の 価 格 形 成
で あ る 青 森 ヒ バ 材（ 供 給 曲 線 の 青 森 ヒ バ S）に 、「人 工 林 青 森 ヒ バ 材 」
を 含 む こ と が 可 能 な 位 置 付 け に あ る 。 よ っ て 、 供 給 曲 線 の 青 森 ヒ バ
S は 若 干 の 上 昇 傾 向 と し た 。  
 
出 典 1 ： 都 留 重 人 ：『 サ ム エ ル ソ ン 経 済 学 上 [ 原 書 第 9 版 ] 』， 岩 波 書 店 ，
( 1 9 7 4 . 4 . 2 7 ) ， p p 9 9 - 1 3 3 よ り 著 者 作 成  
出 典 2：高 橋 洋 一：『 た っ た 1 つ の 図 で わ か る ！ 図 解 経 済 学 入 門 』，あ さ 出 版 ，
（ 2 0 1 6 . 8 . 1 3 ）， 2 0 5 P よ り 著 者 作 成  
出 典 3： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 5 - 1 - 1  「 青 森 ヒ バ 材 」 の 需 給 曲 線  
 
5 - 1 - 2  「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の 需 給 曲 線  
 長 野 県 「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の 木 材 流 通 構 造 を 整 理 す る と 、 生 産 ・ 加
工 ・ 流 通 の 安 定 し た 体 制 を 構 築 し て は い た が 、 連 続 性 の あ る も の で
は な く 分 断 的 で あ っ た 。 ま た 、 地 域 材 ブ ラ ン ド の 形 成 を 試 み て は い
る も の の 、 製 品 ブ ラ ン ド の 整 備 で あ っ た こ と か ら 、 結 果 と し て 森 林
整 備 に ま で 至 っ て い な か っ た 。と い っ て も 、「木 曽 ヒ ノ キ 材 」は 、「天
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然 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の ブ ラ ン ド を 活 か し て 、 木 材 流 通 の 再 構 築 （ 素 材
販 売 ・ 整 備 戦 略 の 構 築 ）を 行 い 、「 天 然 木 曽 ヒ ノ キ 材 」は 少 量 生 産 ・
高 値 安 定 ・ 特 殊 材 生 産 の 「 森 林 産 物 的 銘 柄 形 成 」 を 進 め て い る 。 ま
た 、「 天 然 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の 代 替 材 と し て 「 高 齢 級 人 工 林 ヒ ノ キ 材 」
を 計 画 的 生 産・高 値 安 定 の「 加 工 製 品 的 銘 柄 形 成 」、そ の 他「 一 般 材 」
は 大 量 生 産 ・ 低 価 格 の 「 多 種 加 工 製 品 的 産 地 形 成 」 な ど 、 ヒ ノ キ 人
工 林 の 整 備 技 術 の 転 換 を 図 っ て い る 。 と は い え 、 木 材 流 通 の 再 構 築
は 事 業 施 策 し て か ら 日 が 浅 く 、 木 材 需 給 バ ラ ン ス が ま だ と れ て い な
い た め 、 将 来 的 に は 地 域 材 ブ ラ ン ド が 形 成 さ れ る 可 能 性 を 含 む と し
て 示 し て お き た い 。  
 し た が っ て 、 図 5 - 1 - 2 の 「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の 需 給 曲 線 は 、 木 材 需
要 量 D に 対 し て 、そ の 他 の「 一 般 材 」は 供 給 曲 線 の 一 般 材 S と な り 、
木 材 価 格 は 均 衡 価 格 P の 位 置 と な る 。こ れ に 対 し 、「木 曽 ヒ ノ キ 材 」、
特 に 「 天 然 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 は 少 量 生 産 ・ 高 値 安 定 ・ 特 殊 材 生 産 の 供
給 曲 線 の 天 然 木 曽 ヒ ノ キ S と な り 、木 材 価 格 は 均 衡 価 格 P 1 と な る 。
「 天 然 木 曽 ヒ ノ キ 材 」の 代 替 材 で あ る「 高 齢 級 人 工 林 ヒ ノ キ 材 」は 、
計 画 的 生 産 ・ 高 値 安 定 で あ る た め 供 給 曲 線 の 高 齢 級 人 工 林 ヒ ノ キ S
と な り 、 木 材 価 格 は 均 衡 価 格 P 2 と 、「 天 然 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 に は や や
及 ば な い 位 置 で 推 移 す る 。  
本 来 で あ れ ば 、「木 曽 ヒ ノ キ 材 」は「 青 森 ヒ バ 材 」と 同 様 の 需 給 曲
線 と な る と 思 わ れ る が 、「青 森 ヒ バ 材 」同 様 に「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」も 天
然 木 曽 ヒ ノ キ を 銘 木 と し て 生 産 す る こ と が 主 体 で あ っ た 。 し か し 、
「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 は 「 天 然 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の 代 替 材 と な る 「 人 工 林
木 曽 ヒ ノ キ 材 」 生 産 の た め に 、 適 正 な 森 林 整 備 を 行 う こ と が 遅 れ て
し ま っ た 。 そ れ 故 に 、 木 材 流 通 の 再 構 築 を 行 い 、 天 然 の 代 替 材 と な
る 人 工 林 材 「 高 齢 級 人 工 林 ヒ ノ キ 材 」 を 整 備 し 、 図 5 - 1 - 2 の よ う な
需 給 曲 線 を 描 く こ と と な っ た 。つ ま り 、今 後 、「高 齢 級 人 工 林 ヒ ノ キ
材 」 の 適 正 な 森 林 整 備 を 持 続 的 に 行 っ て い く こ と が で き れ ば 、 そ の
価 格 形 成 は 供 給 曲 線 の 天 然 木 曽 ヒ ノ キ S の 価 格 形 成 と 同 様 の も の と
な り 、「木 曽 ヒ ノ キ 材 」と い う ブ ラ ン ド を 守 る と と も に 、代 替 材 と し
て の 役 割 も 果 た す こ と に な る 。  
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出 典 1 ： 都 留 重 人 ：『 サ ム エ ル ソ ン 経 済 学 上 [ 原 書 第 9 版 ] 』， 岩 波 書 店 ，
( 1 9 7 4 . 4 . 2 7 ) ， p p 9 9 - 1 3 3 よ り 著 者 作 成  
出 典 2：高 橋 洋 一：『 た っ た 1 つ の 図 で わ か る ！ 図 解 経 済 学 入 門 』，あ さ 出 版 ，
（ 2 0 1 6 . 8 . 1 3 ）， 2 0 5 P よ り 著 者 作 成  
出 典 3： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 5 - 1 - 2  「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の 需 給 曲 線  
 
5 - 1 - 3  「 多 摩 産 材 」 の 需 給 曲 線  
 東 京 都「 多 摩 産 材 」の 木 材 流 通 構 造 を 整 理 す る と 、「多 摩 産 材 」は
多 摩 産 材 認 証 制 度 に よ っ て 地 域 材 の ブ ラ ン ド 化 を 目 指 し て は い た 。
し か し 、 制 度 取 得 者 等 （ 森 林 所 有 者 等 （ 山 元 ） か ら 製 材 工 場 ま で ）
は 、「多 摩 産 材 」に 対 し て 高 付 加 価 値 を 見 出 し て お ら ず 、ど ち ら か と
い う と 需 要 が 伸 び ず に 過 剰 供 給 と な っ て い る 。 つ ま り 、「 多 摩 産 材 」
は そ の 他 「 一 般 材 」 と の 差 が 見 え に く く 、 銘 木 等 の 良 質 材 い わ ゆ る
高 付 加 価 値 材 の 形 成 と い う よ り も 、 製 品 名 の 差 別 化 （ 商 品 名 ） の み
に な っ て い る 。 木 材 利 用 形 態 は 「 多 摩 産 材 」 と し て の 名 声 は 整 備 し
た も の の 、 結 果 と し て は 、 大 量 生 産 ・ 低 価 格 の 「 多 種 加 工 製 品 的 産
地 形 成 」 と な っ て い る 。  
 し た が っ て 、 図 5 - 1 - 3 の 「 多 摩 産 材 」 の 需 給 曲 線 は 、 木 材 需 要 量
D に 対 し て 、 そ の 他 の 「 一 般 材 」 は 供 給 曲 線 の 一 般 材 S と な り 、 木
材 価 格 は 均 衡 価 格 P の 位 置 と な る 。 こ れ に 対 し 、「 多 摩 産 材 」 は 大
量 生 産 ・ 低 価 格 で あ り 過 剰 供 給 と い う こ と か ら 、 供 給 曲 線 の 多 摩 産
材 S と な り 、 木 材 価 格 は 均 衡 価 格 P 1 と な る が 、 木 材 価 格 は 均 衡 価
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出 典 1 ： 都 留 重 人 ：『 サ ム エ ル ソ ン 経 済 学 上 [ 原 書 第 9 版 ] 』， 岩 波 書 店 ，
( 1 9 7 4 . 4 . 2 7 ) ， p p 9 9 - 1 3 3 よ り 著 者 作 成  
出 典 2：高 橋 洋 一：『 た っ た 1 つ の 図 で わ か る ！ 図 解 経 済 学 入 門 』，あ さ 出 版 ，
（ 2 0 1 6 . 8 . 1 3 ）， 2 0 5 P よ り 著 者 作 成  
出 典 3： 調 査 結 果 よ り 著 者 作 成  
図 5 - 1 - 3  「 多 摩 産 材 」 の 需 給 曲 線  
 
 
5 - 2  地 域 材 利 用 に お け る 木 材 ブ ラ ン ド の 形 成 と 森 林 整 備 の 可 能 性  
地 域 材 ブ ラ ン ド の 形 成 は 、木 材 の 売 手 市 場（ 山 元 主 体 の 価 格 形 成 ）
だ っ た 時 代 で は 、 木 材 利 用 の 形 態 は 少 量 （ 一 定 量 ） 生 産 ・ 高 値 安 定
で 成 り 立 つ 「 森 林 産 物 的 銘 柄 形 成 （ 丸 太 ・ 無 垢 材 等 の 構 造 材 利 用 ）」
で あ っ た 。 ま た 、 木 材 利 用 の 内 容 い わ ば 木 材 の ブ ラ ン ド 形 成 の た め
の 条 件 は 、「森 林・林 業 価 値（ ① 環 境 価 値：森 林 の 有 す る 多 面 的 機 能
の 発 揮 、② 品 質 価 値：自 然 的・歴 史 的 条 件 と 素 材 の 良 さ ）」を 重 視 し
て い た 。ど ち ら か と い う と 需 要 が 供 給 を 上 回 る と い う 状 態 に あ っ た 。
し か し 、 現 代 で は 木 材 利 用 お よ び 木 材 流 通 構 造 の 多 様 化 に 伴 い 、 林
業 生 産 は 経 済 効 率 至 上 主 義 の も と 、 部 材 と し て の 木 材 利 用 と な っ て
い る こ と か ら 、大 量 生 産・大 量 消 費 に あ っ て 原 料 で し か な い 木 材 は 、
常 に 低 価 格 に 設 定 さ れ る「 多 種 加 工 製 品 的 産 地 形 成（ 部 材（ 集 成 材 ・
合 板 ・ C LT・ 木 質 バ イ オ マ ス ）利 用 ）」に 転 換 し た 。ま た 、地 域 材 ブ
ラ ン ド 形 成 の 条 件 も 、 素 材 と し て の 価 値 よ り も 製 品 と し て の 価 値 を
優 先 す る 傾 向 が 強 く な っ て い る 。す な わ ち 、「森 林・林 業 価 値 」よ り
「 木 材 価 値（ ① 量 、② 質 、③ 価 格 ）」を 優 先 す る 価 値 基 準 と な っ て い
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ば 、 わ が 国 の 森 林 資 源 利 用 は 、 常 に 需 要 に 対 し て 過 剰 供 給 の 状 況 と
な り 、 木 材 価 格 は 低 迷 が 続 く と 予 想 さ れ 、 循 環 型 で 持 続 的 な 森 林 整
備 に つ な が ら な い 。「木 材 価 値 」の み の ブ ラ ン ド 形 成 は 、木 材 ブ ラ ン
ド の 形 成 に あ ら ず 、 製 品 の 差 別 化 い わ ば ネ ー ム バ リ ュ ー （ 商 品 名 ）
に 依 存 し た も の に 他 な ら ず 、 素 材 を 原 料 と し た 部 材 ・ 製 品 生 産 と な
り 、 原 料 と し て の 木 材 が 過 剰 供 給 に あ る こ と か ら 、 製 品 価 格 は 低 位
に 保 た れ る こ と と な る 。  
以 上 の こ と か ら 、 本 研 究 の 仮 説 の 結 論 を 整 理 す る と 図 5 - 2 - 1 の よ
う に な り 、「山 元 へ の 安 定 し た 林 業 所 得 の 還 元 お よ び 林 業 経 営 の 活 性
化 と 健 全 な 森 林 管 理 と 整 備 を 考 え た 場 合 、 都 道 府 県 と い う 範 囲 で は
な く 特 定 地 域 の 「 地 域 材 利 用 」 や 木 材 ブ ラ ン ド の 形 成 を 主 条 件 と し
て 、少 量 生 産 ・ 高 値 安 定 の「 森 林 産 物 的 銘 柄 形 成（ 無 垢 材 利 用 ）」の
形 態 を 優 先 し 、 そ の 補 填 と し て 「 加 工 製 品 的 銘 柄 形 成 」 お よ び 「 多
種 加 工 製 品 的 産 地 形 成 」 の 形 態 を 進 め る こ と が 、 森 林 の 適 正 な 整 備
を 行 う た め の 条 件 」 と し た 。  
 
 
出 典 ： 著 者 作 成  
図 5 - 2 - 1  本 研 究 の 仮 説 の 結 論  
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お わ り に  
 今 日 、 わ が 国 の 木 材 利 用 お よ び 木 材 流 通 に お け る 地 域 材 ブ ラ ン ド
の 形 成 は 、 労 働 生 産 性 を 高 め る こ と に よ る 利 益 重 視 の た め の 木 材 販
売 戦 略 で あ る「 多 種 加 工 製 品 的 産 地 形 成（ 部 材（ 集 成 材・合 板・C LT・
木 質 バ イ オ マ ス ）利 用 ）」の 傾 向 が 強 い 。し か し 、こ れ は 森 林 の 適 正
な 整 備 と い う 論 点 か ら す れ ば 、 森 林 の 持 続 的 整 備 を 考 慮 し た 地 域 材
ブ ラ ン ド の 形 成 に は つ な が ら な い 。  
 既 に 述 べ た よ う に 、山 元 へ の 利 益 還 元 と 林 業 再 生 産 の 促 進 を 行 い 、
安 定 し た 林 業 経 営 が 可 能 と な る こ と で 、 健 全 な 森 林 管 理 や 整 備 を 可
能 と す る こ と が で き る 。 そ の た め に は 、 地 域 材 ブ ラ ン ド の 形 成 が 必
須 と な り 、「 森 林 産 物 的 銘 柄 形 成 （ 無 垢 材 利 用 ）」 の 形 態 を 主 体 と し
て 、 常 に 一 定 の 木 材 需 要 が 見 込 ま れ 、 そ の た め の 計 画 的 な 供 給 体 制
を 整 え る こ と で あ る 。  
 そ の た め に は 、 １ つ は 、 地 域 材 の 中 で も 良 質 材 （ 高 付 加 価 値 材 ）
に 対 し て 、 山 元 の 林 業 再 生 産 が 可 能 と な る 価 格 形 成 （ 林 業 再 生 産 可
能 価 格 化 ） を 進 め る こ と で あ る （ 図 １ ）。  
 
出 典 ： 著 者 作 成  
図 1  理 想 と す る 地 域 材 利 用 に お け る 価 格 形 成  
「 林 業 再 生 産 可 能 価 格 化 」  
 
具 体 的 に は 、 青 森 県 「 青 森 ヒ バ 材 」 や 長 野 県 「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 の
事 例 と 同 様 の 木 材 生 産 と 木 材 利 用 形 態（「 森 林 産 物 的 銘 柄 形 成 」）や 、
そ の た め の 地 域 林 業 を 確 立 す る こ と で あ る 。 つ ま り 、「 青 森 ヒ バ 材 」
Ｙ 軸 ： 価 格
Ｘ 軸 ： 需 給 量
木材需要量 Ｄ 一般材 供給量 Ｓ
地域材








林 業 再 生 産 可 能 価 格 化
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や 「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」 が 地 域 材 ブ ラ ン ド の 形 成 、 地 域 林 業 を 確 立 す る
に 至 っ て い る の は 、 ① 労 働 生 産 性 を 高 度 に 引 き 上 げ 、 価 格 競 争 力 の
高 い 商 品 を 作 り だ す こ と が で き て い る こ と（ 良 質 材（ 高 付 加 価 値 材 ）
生 産 ）。② 独 自 で 高 付 加 価 値 な 製 品 を 作 り 、地 域 内 で 需 給 を 完 結 さ せ
る こ と（ 少 量（ 一 定 量 ）生 産 ・ 特 殊 材 利 用 ）。い わ ゆ る 、差 別 商 品 と
し て 他 か ら の 競 争 を 遮 断 す る 非 価 格 競 争 力 の 高 い 商 品 を 作 り 出 す こ
と が で き て い る こ と で あ る 。ま た 、こ れ に 加 え て 、「青 森 ヒ バ 材 」と
「 木 曽 ヒ ノ キ 材 」は 、地 域 内 を 越 え て 地 域 外 か ら の 木 材 需 要 も 多 く 、
そ の た め の 木 材 供 給 体 制 を 構 築 し て い る 。 地 域 を 越 え て も 求 め ら れ
る 良 質 材 （ 高 付 加 価 値 材 ） と し て の ブ ラ ン ド 力 を 有 し 、 他 の 追 随 を
許 さ ぬ 確 固 た る 地 位 を 確 立 し て い る と い う 特 徴 が あ る 。  
よ っ て 、「林 業 再 生 産 可 能 価 格 化 」を 設 け る こ と で 、１ つ は 、山 元
は 木 材 需 要 量 の 増 減 に 関 係 な く 、 常 に 一 定 の 供 給 量 ・ 高 値 安 定 で 生
産 す る こ と が で き 、 ① 適 正 な 森 林 経 営 ・ 管 理 が 可 能 と な る こ と （ =
森 林 の 有 す る 多 面 的 機 能 の 発 揮 に も つ な が る ）。② 良 質 な 地 域 材 の 安
定 供 給 が で き る こ と（ さ ら に 、良 質 材 生 産 の 増 加 も 狙 え る ）。③ 一 定
の 林 業 所 得 が 取 得 で き る こ と 。 ④ 山 元 の 経 営 意 欲 の 向 上 に つ な が る
と 考 え ら れ る 。  
２ つ は 、 そ の 地 域 特 有 の 森 林 整 備 計 画 と 木 材 流 通 と 地 域 材 利 用 の
シ ス テ ム を 構 築 す る こ と 。 い わ ば 、 森 林 の 長 期 的 整 備 計 画 い わ ゆ る
グ ラ ン ド ・ デ ザ イ ン を 構 築 す る と と も に 、 有 機 的 に 連 携 し た 生 産 ・
加 工 ・ 流 通 の 木 材 流 通 構 造 を 構 築 す る こ と で あ る 。 具 体 的 に は 、 長
野 県 根 羽 村 「 根 羽 産 材 」 の 事 例 の よ う に 、 そ の 地 域 に 沿 う 木 材 需 給
構 造 を 構 築 す る こ と で 、 無 駄 の な い 生 産 活 動 や 加 工 が 行 え る 。 つ ま
り 、 計 画 的 な 木 材 需 給 量 の 調 整 を 行 い 、 木 材 価 格 の 安 定 化 を 図 る こ
と 。 木 材 利 用 形 態 を 見 極 め る こ と （ 地 域 に 沿 う カ ス ケ ー ド 利 用 ） で
あ る 。  
３ つ は 、 森 林 資 源 が 成 熟 す る 中 で 、 大 量 に 現 存 す る ス ギ お よ び ヒ
ノ キ の 一 般 材 に つ い て 、 地 域 材 ブ ラ ン ド の 形 成 が 難 し い 地 域 で は 、
現 存 の 木 材 生 産 を 進 め る 中 で 長 期 的 な 森 林 整 備 の グ ラ ン ド ・ デ ザ イ
ン を 構 築 す る と と も に 、 持 続 的 な 森 林 整 備 の た め の 計 画 的 な 社 会 資
本 の 導 入 が 欠 か せ な い 。 い わ ば 、 現 状 の 森 林 経 営 で 健 全 な 森 林 整 備
に 必 要 な 費 用 の 不 足 部 分 を 社 会 資 本 で 積 極 的 に 補 う こ と で あ る 。  
以 上 の ３ 点 を 、 わ が 国 に お け る 森 林 の 適 正 な 整 備 を す る た め の 考
察 と す る 。  
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A s t u d y  o n  t r a n s i t i o n  o f  w o o d  d i s t r i b u t i o n  a n d  f o r e s t  m a n a g e m e n t  
 
 
  I n t r o d u c t i o n  R e s e a r c h  b a c k g r o u n d ,  o b j e c t i v e s  a n d  d i s c u s s i o n  
p o i n t s  
Wi t h  t h e  p r o g r e s s  o f  g l o b a l i z a t i o n  a n d  o p e n i n g  o f  b o r d e r s  i n  t h e  
e c o n o m y  s e e n  t h r o u g h  t h e  G AT T  r o u t e s ,  w h i c h  p r i o r i t i z e  m o d e r n - d a y  
m a r k e t  e c o n o m y,  o u r  c o u n t r y ’ s  f o r e s t s  a n d  f o r e s t r y  i n d u s t r y  a r e  i n  t h e  
s i t u a t i o n  w h e n  t h e  i m p o r t s  o f  a g r i c u l t u r a l  a n d  f o r e s t r y  p r o d u c t s  f r o m  
o v e r s e a s  a r e  i n c r e a s i n g .  T h e  s i t u a t i o n  h a s  b e c o m e  e v e n  m o r e  s e r i o u s  a s  
T P P  i s  b e i n g  p r o m o t e d  i n  r e c e n t  y e a r s .  T h e  p r o b l e m  o f  d e c l i n i n g  
b i r t h r a t e  a n d  a g i n g  p o p u l a t i o n  i s  g e t t i n g  a t t e n t i o n  n o t  o n l y  i n  r u r a l  
a r e a s  s u c h  a s  a g r i c u l t u r a l  m o u n t a i n  v i l l a g e s ,  b u t  a l s o  i n  t h e  w h o l e  o f  
J a p a n  w h i l e  s h r i n k i n g  o f  t h e  G D P  i s  b e i n g  o b s e r v e d .  E n v i r o n m e n t a l  
i s s u e s  a r e  c l o s i n g  i n  o n  a  g l o b a l  s c a l e  a n d  t h e  c i r c u m s t a n c e s  
s u r r o u n d i n g  f o r e s t r y  m a n a g e m e n t  i n  t h e  c o u n t r y  a r e  c h a n g i n g  
d r a s t i c a l l y  a s  i n t e r e s t s  a n d  e x p e c t a t i o n s  t o w a r d s  m u l t i f a c e t e d  r o l e s  o f  
f o r e s t s  ( e . g .  l a n d  c o n s e r v a t i o n ,  w a t e r  s o u r c e  p r o t e c t i o n  f u n c t i o n ,  
g l o b a l  e n v i r o n m e n t a l  c o n s e r v a t i o n ,  s o i l  c o n s e r v a t i o n ,  s u p p l y  o f  f o r e s t  
p r o d u c t s  s u c h  a s  t i m b e r ,  e t c . )  a r e  d i v e r s i f y i n g .  
A s  o f  2 0 1 7 ,  i n  t h e  s t r u c t u r e  o f  f o r e s t  r e s o u r c e s  i n  o u r  c o u n t r y,  w h i c h  
i s  m a d e  u p  o f  a b o u t  1 0  m i l l i o n  h a  o f  f o r e s t s  p l a n t e d  a f t e r  t h e  w a r  
m a i n l y  c e n t e r i n g  o n  C r y p t o m e r i a  j a p o n i c a  a n d  H i n o k i  c y p r e s s ,  t r e e s  a r e  
o v e r  6 0  y e a r s  o l d  a n d  a r e  n e a r i n g  t h e i r  f e l l i n g  s t a g e  o f  t h e  l i f e  c y c l e .  
T h o s e  p l a n t e d  f o r e s t s  a r e  f u n c t i o n a l l y  a n d  m a t e r i a l l y  w e a k  d u e  t o  
d e c l i n e  i n  t i m b e r  p r i c e s  s i n c e  t h e  l a t t e r  h a l f  o f  t h e  1 9 7 0 s ,  w i t h  t h e  
m a j o r i t y  b e i n g  n o t  m a n a g e d  p r o p e r l y  t h r o u g h  o p e r a t i o n s  s u c h  a s  
t h i n n i n g  a n d  c l e a r i n g .  O n  t h e  o t h e r  h a n d ,  t h e  t i m b e r  p r o d u c t s  
d i s t r i b u t i o n  s t r u c t u r e  h a s  c h a n g e d  f r o m  t h e  u s e  o f  c o n v e n t i o n a l  s o l i d  
c o n s t r u c t i o n  m a t e r i a l s  t o  t h e  u s e  o f  p l y w o o d  a n d  g l u l a m  o r  w o o d y  
b i o m a s s  a l o n g  w i t h  p r o g r e s s i n g  d i v e r s i f i c a t i o n  o f  w o o d e n  e l e m e n t s  
s u c h  a s ,  f o r  i n s t a n c e ,  c r o s s - l a m i n a t e d  t i m b e r  （ C LT）  a t t r a c t i n g  n e w  
a t t e n t i o n .  
T h e  g o a l s  o f  f o r e s t r y  a n d  t h e  w o o d w o r k i n g  i n d u s t r y  i n  o u r  c o u n t r y  
a r e  i n  s u p p l y i n g  g o o d  q u a l i t y  m a t e r i a l s  t o  t h e  n a t i o n a l  e c o n o m y  a n d  i n  
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m a k i n g  p r o p e r  u s e  o f  m u l t i f a c e t e d  r o l e s  o f  f o r e s t s  a n d  w i l l  b e  a c h i e v e d  
b y  s u s t a i n a b l e  a n d  r e p r o d u c t i o n - o r i e n t e d  m a i n t e n a n c e  o f  f o r e s t s .  
H o w e v e r ,  a s  s t a t e d  a b o v e ,  f o r e s t  a d m i n i s t r a t i o n  p r o c e s s e s  i n  J a p a n  h a v e  
c o n t i n u e d  t o  b e  s l u g g i s h  o v e r  t h e  l o n g  t e r m ,  f o r e s t  m a n a g e m e n t  h a s  
b e e n  s t a g n a n t ,  a n d  t h e r e  i s  a  f e a r  t h a t  m u l t i f a c e t e d  r o l e s  o f  f o r e s t s  a r e  
d e c l i n i n g .  
T h i s  r e s e a r c h  c o v e r s  " t h e  n e c e s s i t y  o f  i n c o r p o r a t i n g  t h e  f u n d s  n e e d e d  
a s  r e p r o d u c t i o n  e x p e n s e s  i n  t h e  p r o d u c t i o n  c a p i t a l  c o m p o n e n t  f o r  
p r o p e r  f o r e s t  m a i n t e n a n c e " .  W i t h  t h a t  g o a l  i n  m i n d ,  w e  c a r r i e d  o u t  t h e  
r e s e a r c h  u n d e r  t h e  h y p o t h e s i s  t h a t  " p r o p e r  f o r e s t  m a n a g e m e n t  i s  
a c h i e v e d  b y  o r g a n i c a l l y  c a p i t a l i z i n g  t h e  p r o d u c t i o n  c a p i t a l  c o m p o n e n t  
r e l a t e d  t o  f o r e s t  m a i n t e n a n c e  i n t o  t i m b e r  p r o d u c t s  d i s t r i b u t i o n  c a p i t a l " .  
 
 
  M e t h o d s  a n d  s t r u c t u r e  o f  t h i s  p a p e r  
A s  f o r  t h e  m e t h o d s  a n d  s t r u c t u r e  o f  t h i s  w o r k ,  a f t e r  e x i s t i n g  r e s e a r c h  
a n d  m a t e r i a l s  a r e  r e v i e w e d ,  C h a p t e r  1  s t r u c t u r a l l y  c o v e r s  c h a n g e s  
o c c u r r e d  d u r i n g  t h e  p o s t - w a r  p e r i o d  i n  t h e  d e v e l o p m e n t  o f  J a p a n ’s  
f o r e s t r y  p o l i c y,  t h e  u s e  o f  t i m b e r ,  t h e  t i m b e r  p r o d u c t s  d i s t r i b u t i o n  
s t r u c t u r e ,  a n d  t h e  m a i n t e n a n c e  o f  f o r e s t s .  F u r t h e r m o r e ,  b y  u t i l i z i n g  t h e  
s u p p l y - d e m a n d  c u r v e  f r o m  e c o n o m i c s ,  w e  r e v e a l e d  a  c o r r e l a t i o n  
b e t w e e n  f o r m a t i o n  o f  t i m b e r  p r i c e s  a f t e r  t h e  w a r  a n d  c h a n g e s  i n  w a y s  o f  
t i m b e r  u t i l i z a t i o n .  I n  C h a p t e r  2 ,  w i t h  r e g a r d  t o  t h e  " P r e f e c t u r a l  T i m b e r  
P r o d u c t s  C e r t i f i c a t i o n  S y s t e m "  t h a t  i s  b e i n g  i m p l e m e n t e d  w i t h  t h e  a i m  
o f  e x p a n d i n g  t i m b e r  u s a g e  a n d  h i g h  v a l u e - a d d e d  d i s t r i b u t i o n ,  i t  i s  
c l a r i f i e d  h o w  t h e  s y s t e m  f u n c t i o n s  i n  r e l a t i o n  t o  f o r e s t  m a i n t e n a n c e .  
C h a p t e r  3  c l a r i f i e s  t h e  r e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  “ f o r e s t  m a i n t e n a n c e ”  a n d  
t h e  c u r r e n t  s t a t e  o f  m e a s u r e s  （ l o c a l l y  p r o d u c e d  t i m b e r  m a t e r i a l s ,  b r a n d  
m a t e r i a l s ） b e i n g  p r o m o t e d  b y  e a c h  p r e f e c t u r e  a s  t h e  s t r a t e g y  f o r  
p r o m o t i n g  t i m b e r  u s e .  I n  c h a p t e r  4 ,  f o r  c a s e s  i n  w h i c h  r e g i o n a l l y  
p r o d u c e d  m a t e r i a l s  r e p r e s e n t  t h e  d i s t r i b u t i o n  s t r a t e g y,  t h e  b r a n d s  o f  
" A o m o r i  h i b a " ,  " K i s o  h i n o k i " ,  " N e b a  t i m b e r " ,  " O d a w a r a  t i m b e r " ,  " Ta m a  
t i m b e r "  w e r e  s e l e c t e d ,  a n d  t h e  r e l a t i o n s h i p  b e t w e e n  t h e i r  d i s t r i b u t i o n  
a n d  f o r e s t  m a n a g e m e n t  w a s  c l a r i f i e d .  I n  C h a p t e r  5 ,  t i m b e r  s u p p l y  a n d  
d e m a n d  c u r v e s  w e r e  c r e a t e d  b a s e d  o n  t h e  f i n d i n g s  o f  C h a p t e r  4  t o  v e r i f y  
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t h e  h y p o t h e s i s  o f  t h i s  p a p e r .  C h a p t e r  6 ,  b a s e d  o n  t h e  r e s u l t s  o f  a l l  
c h a p t e r s ,  p r o p o s e s  a n d  s u m m a r i z e s  p o s s i b i l i t i e s  f o r  a p p r o p r i a t e  f o r e s t  
m a n a g e m e n t  p r a c t i c e s  t h r o u g h  c r e a t i o n  o f  a  t i m b e r  p r o d u c t s  
d i s t r i b u t i o n  s t r u c t u r e  a n d  p r o m o t i o n  o f  u s e  o f  l o c a l  t i m b e r  m a t e r i a l s .  
 
 
  R e v i e w  o f  p r e c e d i n g  s t u d i e s  
I f  t h e  c i r c u m s t a n c e s  r e l a t e d  t o  t i m b e r  u s e ,  t i m b e r  p r o d u c t s  
d i s t r i b u t i o n  s t r u c t u r e  a n d  f o r e s t  m a i n t e n a n c e  d u r i n g  t h e  p e r i o d  s t a r t i n g  
f r o m  t h e  p o s t w a r  r e c o n s t r u c t i o n  p e r i o d  （ 1 9 4 5  ～ ）  u n t i l  t h e  y e a r  o f  
2 0 1 7  a r e  s t r u c t u r a l l y  o r g a n i z e d  i n  r e l a t i o n  t o  t h e  d e v e l o p m e n t  o f  t h e  
f o r e s t r y  p o l i c y,  t h e y  c a n  b e  d e s c r i b e d  a s  f o l l o w s .  
C h a n g e s  i n  t h e  d e v e l o p m e n t  o f  t h e  f o r e s t r y  p o l i c y  i n  o u r  c o u n t r y  
r e f l e c t  t h e  s o c i o e c o n o m i c  s i t u a t i o n .  T h e  c o n t e n t s  o f  s u c h  c h a n g e s  a r e :  
t h e  t r e n d s  i n  d e f o r e s t a t i o n  a c c o m p a n y i n g  W W I I  a n d  i n  t h e  f o r e s t r y  
c a p i t a l  i n t e n d e d  f o r  t h e  p u r p o s e  o f  r e s t o r a t i o n  o f  f o r e s t s  d u r i n g  t h e  
p o s t w a r  r e c o n s t r u c t i o n  p e r i o d  ( 1 9 4 5 - 1 9 5 4 ) ,  t h e  d e v e l o p m e n t  o f  t i m b e r  
p r o d u c t s  d i s t r i b u t i o n  c a p i t a l  a f t e r  t h e  w a r  w h e n  f o r e s t r y  p r o d u c t i o n  w a s  
a c t i v a t e d  u n d e r  t h e  c i r c u m s t a n c e s  o f  h i g h  g r o w t h  s t a r t i n g  f r o m  t h e  
p o s t w a r  r e c o n s t r u c t i o n  a n d  l a s t i n g  d u r i n g  t h e  p e r i o d  o f  h i g h  e c o n o m i c  
g r o w t h（ 1 9 5 5 - 1 9 7 3） ,  f u r t h e r  t r e n d s  i n  t i m b e r  p r o d u c t s  d i s t r i b u t i o n  
c a p i t a l  a n d  t h e  r e l a t i o n s h i p  w i t h  e n o r m o u s  f o r e i g n  t i m b e r  c a p i t a l  
d u r i n g  t h e  s t a b l e  g r o w t h  p e r i o d  （ 1 9 7 3 - 1 9 9 1）  a f t e r  t h e  c o l l a p s e  o f  t h e  
p e r i o d  o f  h i g h  e c o n o m i c  g r o w t h ,  w h e n  w o o d  u t i l i z a t i o n  b e c a m e  m o r e  
s o p h i s t i c a t e d  a s  l e v e l s  o f  f o r e s t r y  p r o d u c t i o n  d e c l i n e d ,  a n d  t h e  
d e v e l o p m e n t s  i n  u s e  o f  f o r e s t s  a n d  i n  e x p a n s i o n  o f  e x p l o i t a t i o n ,  
p r o c e s s i n g ,  a n d  u s e  f o r  e l e c t r i c  p o w e r  s e e n  i n  p l a n s  f o r  f o r e s t s  a n d  
f o r e s t r y  r e v i t a l i z a t i o n  a s  a  p a r t  o f  r e o r g a n i z a t i o n  o f  t i m b e r  p r o d u c t s  
c a p i t a l  a n d  u t i l i z a t i o n  o f  w o o d y  b i o m a s s  b y  l a r g e  e n t e r p r i s e s  d u r i n g  t h e  
l o w  g r o w t h  p e r i o d  （ 1 9 9 2  t o  2 0 1 7）w h i l e  t h e  J a p a n e s e  e c o n o m y  w i t h  i t s  
r e d u c e d  g r o w t h  p o t e n t i a l ,  i s  i n  n e e d  o f  m a j o r  r e f o r m s ,  i n c l u d i n g  i t s  
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S p e c i f i c a l l y,  t h e  s t u d i e s  o f  t h e  p o s t - h i g h  e c o n o m i c  g r o w t h  p e r i o d  
d u r i n g  w h i c h  d i v e r s i f i c a t i o n  o f  t i m b e r  u t i l i z a t i o n  i s  p r o g r e s s i n g ,  a r e  
m a i n l y  f o c u s e d  o n :  s t r u c t u r a l  p r o b l e m s  o f  f o r e s t r y  r e g i o n s  a n d  
a c c u m u l a t i o n  o f  f o r e s t r y  c a p i t a l（ S u z u k i  H i s a o 1 ) 2 ) ,  H a n d a  R y o i c h i 3 ) 4 ) 5 ) ）,  
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- 201 - 
c a p i t a l  a f t e r  e n t e r i n g  t h e  l o w  g r o w t h  p e r i o d  （ M u r a s h i m a  Yo s h i n a o  1 ) 2 ) ,  
A n d o  Yo s h i t o m o
3 )
, E n d o  K u s a o
4 ) 5 )） a n d  s o  o n .   
T h e s e  s t u d i e s ,  n a m e l y  t h e  t o p i c s  o f  l o c a l i z a t i o n  o f  f o r e s t r y  
p r o d u c t i o n  a n d  s y s t e m a t i z a t i o n  o f  r e g i o n a l  f o r e s t r y,  w i t h  t h e  t o t a l  
t i m b e r  d e m a n d  r e a c h i n g  i t s  p e a k  e s p e c i a l l y  i n  t h e  c o n s t r u c t i o n  d e m a n d ,  
h a v e  f i r s t l y  p r o p o s e d  t h e  w a y  t i m b e r  p r o c e s s i n g  c a p i t a l  a n d  p r o d u c t i o n  
c a p i t a l  o u g h t  t o  b e  f o r  s e r v i n g  t h e  p u r p o s e  o f  o p p o s i n g  t h e  s i t u a t i o n  o f  
b e i n g  c o n t r o l l e d  b y  i m p o r t e d  t i m b e r  r e s o u r c e s
6 )
,  a n d  s e c o n d l y  t h e y  
p r o p o s e d  s y s t e m a t i z a t i o n  o f  p r o d u c t i o n  r e g i o n s  f o r  d o m e s t i c  t i m b e r  a s  
a  s a l e s  s t r a t e g y  f o r  t i m b e r  p r o d u c t s  i n  o r d e r  t o  e n s u r e  c o n t i n u a t i o n  o f  
f o r e s t s  a n d  f o r e s t r y  i n d u s t r y  o f  t h i s  c o u n t r y,  a n d  h a v e  h a d  a  g r e a t  
i n f l u e n c e  o n  t h e  w a t e r s h e d  m a n a g e m e n t  s y s t e m  a n d  t h e  l a r g e  i n d u s t r i a l  
c o m p l e x  p o l i c y
7 )
.  H o w e v e r ,  t h e r e  h a v e  b e e n  n o  p a p e r s  w h i c h  h a v e  
d i r e c t l y  e n q u i r e d  i n t o  t h e  t i m b e r  d i s t r i b u t i o n  c a p i t a l  a n d  f o r e s t  
m a i n t e n a n c e .
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以上、よろしくお願いいたします。   
 ② 
【設問 2  県産材・地域材認証制度についてお答えください。】 
 
設問2‐1  認証制度の正式名称をご記入ください。 
 
 
設問2‐2  この認証制度は、いつから開始したのですか。 
 
 
設問2‐3  現在、施行されている制度は、今後、林業事業体に普及すると思いますか。 
 
 









【設問 3  林業事業体に関してお答えください。】 
 































設問3‐3  現在、林業事業体に、この制度のＰＲ活動を行っていますか。 
 
 
設問3‐4  設問3‐3で選択した回答の理由として、選択肢の中から当てはまるものを2つ選び、 
○をつけてお答えください。 
 
① この事業を積極的に推進する必要性があるから ② 県産材利用の促進につながるから 
③ 低迷する林業・林産業の活性化につながるから ④ 県産材の認識を高めることができるから 
⑤ その他 (                                                          ) 
 
 
設問3‐5  設問3‐3で「している」と回答した場合、ＰＲ活動の方法を選択肢の中から選び、 
○をつけてお答えください。( 複数回答可 ) 
 
① 説明会の実施 ② シンポジウム・フォーラムの開催 
③ パンフレット等を配布 ④ 森林組合等に事業体に直接説明している 
⑤ 公報誌等に掲載している ⑥ メディアと協力している(新聞・テレビ・ポスター等) 
⑥ その他 (                                                          ) 
 
 
設問3‐6  林業事業体から、県産材・地域材についての、質問や意見はありますか。 
 
 















【設問 4  PR活動についてお答えください。】 
 
設問 4‐1   県産材をＰＲしている対象を、選択肢の中から選び、○をつけてお答えください。( 複数回
答可 ) 
 
① 製材工場 ② 合板工場 ③ 木材販売業者(卸売業者) ④ 木材販売業者(小売業者) 
⑤ 素材業者 ⑥ 建設建築業者 ⑦ その他 製材品再加業者 ⑧ 木材市売市場 
⑨ 市売市場 ⑩ 木材センタ  ー ⑪ 大工・工務店 ⑫ 日常小売店(ホームセンター等) 
⑬ 一般消費者(家庭) ⑭ その他 (                                                 ) 
 
 
設問4‐2   設問4‐1で選択した消費者にたいして、県産材・地域材のPR活動を行っていますか。 
選択肢の中から選び、○をつけてお答えください。( 複数回答可 ) 
 
① ホームページ ② メール ③ テレビ ④ ラジオ ⑤ チラシ 
⑥ 広報誌 ⑦ 新聞 ⑧ 書籍 ⑨ 講演会 ⑩ 屋外掲示板 (看板) 
⑪ その他 (                                                     ) 
 
 
設問4‐3  設問4‐2で回答したPR活動を行い、宣伝効果が得られたか。 
選択肢の中から選び、○をつけてお答えください。( 複数回答可 ) 
 
① 全体的に理解された ② 一部の団体あるいは個人に理解された 
③ 林業事業体等については、かなり理解された ④ まだまだ理解されていない 
⑤ その他 (                                                         ) 
 
 
設問4‐4  一般の消費者が県産材・地域材を利用した場合、何か得になるような制度はありますか。 
 
 
設問4‐5  「ある」と回答した場合、その制度の正式名称および内容と制度の目的についてご記入ください。 
      ( 制度について詳細の資料がありましたら、一部お送り下さい。) 









設問4‐6  一般の消費者から県産材・地域材についての、質問や意見はありますか。 
 
 









【設問 5  県産材・地域材の今後についてお答えください。】 
 
設問5‐1  今後、貴県内で利用する木材は、すべて県産材・地域材で賄うことが可能ですか。 
 
 
設問5‐2  「いいえ」と回答した場合、不足分について、他の都道府県の県産材・地域材でおぎないますか。 
それとも外材でおぎないますか。選択肢の中から1つ選び、○をつけてお答えください。 
 
① 他の都道府県の県産材 ② 外材 
③ 具体的にはわからない ④ おぎなわない 
⑤ なりゆきにまかせる               ⑥ その他 (                             ) 
 
 
設問5‐3  現制度以外に、県産材・地域材の利用を促進する制度はありますか。 
 
 
設問5‐4  「ある」と回答した場合、制度の正式名称および内容と制度の目的についてご記入ください。 
       ( 制度について詳細の資料がありましたら、一部お送り下さい。) 











設問5‐5  他の都道府県にたいして、貴県の県産材を推進していきたいか。選択肢の中から 1つ選び、 
○をつけてお答えください。 
 
① 積極的に推進したい ② 推進したい ③ どちらともいえない 
④ 推進したくない ⑤ その他 (                                ) 
 
 
設問5‐6  設問5‐5で選択した回答の理由として、選択肢の中から選び、○をつけてお答えください。 
       ( 複数回答可 ) 
 
① 広域的な木材総合市場を設ける ② 各県における木材市場等の連携を図る 
③ 広域的な木材認証制度等を設ける ④ 木材需給に関する相互協定等を設ける 
⑤ 特にない 
 




































  → 存在していた場合、いつ・どのような内容なのか。 









































































































  →優遇を受けるための条件・利用材積・構造材や造作材など 
  →住宅補助の内容はなにか。 
  →誰を対象とした補助なのか。(施主・工務店・流通業者・加工業者など) 
  →補助の実績について(金額・棟数・年次変化) 
② 公共事業で県産材の優先的な利用が義務付けられているか。 
→公共事業の際の資材調達の条件などはなにか。またその内容はなにか。 
  →県産材が優先する公共調達の実績、工事内容・利用材積量・金額・年次変化など。 
③ その他、県産材の利用についての優遇策などはあるか。 
  →優遇策がある場合は、その内容は何か。 

























































  →優遇を受けるための条件・利用材積・構造材や造作材など 
  →住宅補助の内容はなにか。 
  →誰を対象とした補助なのか。(施主・工務店・流通業者・加工業者など) 
  →補助の実績について(金額・棟数・年次変化) 
② 公共事業で県産材の優先的な利用が義務付けられているか。 
→公共事業の際の資材調達の条件などはなにか。またその内容はなにか。 
  →県産材が優先する公共調達の実績、工事内容・利用材積量・金額・年次変化など。 
③ その他、県産材の利用についての優遇策などはあるか。 
→優遇策がある場合は、その内容は何か。 





  【地域材の利用と流通および森林の整備に関するアンケート】 
 









【 回答期限 】 
  2016年 9月12日 (月)  ご投函をお願いいたします。 
 
【 提出先 】 
〒156－8502 東京都世田谷区桜丘1－1－1 




























【設問2  地域材およびブランド材についてお答えください。】 
★本アンケートをご回答いただく前に、本アンケート中の用語について、以下のように定義いたしました。 
ご回答は、用語の定義に沿った内容に基づいてご回答いただきますようよろしくお願いいたします。 
№ 用語名 定義 
















① 規定されている ② 規定している最中 ③ 制度を作成中 ④ 検討中 






№ 地域材名 実施自治体名 制度名 施行年月日 
例1 ○×市材 ○×市 ○×市産材地域認証制度 △△△△年 □月 ◎日 
例2 □□□材 ◎◎市 なし △△△△年   月  日 
①    年   月   日 
②    年   月   日 
③    年   月   日 
④    年   月   日 
⑤    年   月   日 
⑥    年   月   日 
 




 地域材 地域認証材 
① 県産認証材よりも以前からある   
② 県産認証材よりも後にできた   
③ 県産認証材と同時期にできた   
④ 県産認証材以前・以降と、どちらもある   
⑤ わからない   





 地域材 地域認証材 
① 古くから地域材として生産されていた   
② 県産認証材とは異なる木材生産をしたいため   
③ 県産認証材とともに地域材も販売するため   
④ 県産認証材ではなく新しい地域材を確立するため   
⑤ 県内における地産地消のため   
⑥ 他県に県産認証材ではなく地域材を販売するため   




 地域材 地域認証材 
① 自県産材のシェアの向上   
② 自県産材の安定供給のため   
③ 木材価値の向上   
④ 自県産木材利用の活性化のため   
⑤ 地域の持続可能な森林経営・管理を行うため   
⑥ 消費者の木材購入の意欲向上のため   
⑦ ブランド材にするため   
⑧ 地産地消に貢献するため   
⑨ 他県に地域材を宣伝するため   
⑩ 他県に地域材を販売するため   
⑪ 公共建築物を建てる際に必要なため   
⑫ 地域の森林・林業の再生による森林の多面的な機能の向上   
⑬ 目的はなかった   
⑭ その他 (                                           ) 
 
設問2‐3 貴県におけるブランド材について教えてください。 




① 県産材 ② 県産認証材 
③ 地域材 ④ 地域認証材 
⑤ 銘木 ⑥ 地場産材 
⑦ 流域材 ⑧ 県境材 
⑨ 認証材 ⑩ ○○材（独自のネーミングをつけた木材) 
⑪ ブランド材を作成中 ⑫ 今後、ブランド材を作成するか検討する 






① 必要性はある ② 既に形成している ③ 検討中 ④ どちらでもない ⑤ 必要性はない 
 
(2) 設問2‐4の(1)で回答した内容の理由を、選択肢の中からあてはまるものすべてを選択し、○をつけてください。 
① 県内における自県産材の普及促進 ② 県外における自県産材の普及促進 
③ 木材の生産量や取扱量の増加 ④ 自県産材の価値向上 
⑤ 地産地消を進めるため ⑥ 他県に自県産材の販路を拡大するため 
⑦ 自県産材を公共建築物に利用するため ⑧ 地域の森林・林業の再生および森林の多角的機能の促進 
⑨ ブランド化によって多様な補助金が見込まれる ⑩ 既存の木材ブランドを利用促進するため 
⑪ 林業・林産業の労働不足がネックである ⑫ ブランド材を形成したいが林業・林産業の技術に問題がある 
⑬ ブランド材を形成する意味がない ⑭ ブランド化は、ロットおよび生産コスト面で不安がある 
⑮ その他 (                                             ) 
 




① 直送販売の推進 ② ネットワークを用いた需給構造の改善 
③ 買取価格の固定化（木材の安定価格保証） ④ 年間の販売実績から素材生産および森林整備を計画化している 
⑤ 自県内だけでなく他県への販路拡大 ⑥ 木材販売に関するコーディネーター等の組織化 
⑦ 木材のブランド化の推進 ⑧ 消費者ニーズにより木材の規格・品質を仕分けた販売システム 
⑨ 木材の共同販売の充実化（共販所の設置） ⑩ 市売市場の充実化（大型化、IT化など） 
⑪ ICタグによる販売促進 ⑫ 生産・加工・流通の一本化（流通のシステム化） 






① ホームページ上に記載している ② MR（メーリングリスト）によって配信している 
③ 森林・林業専用の広報誌に記載している ④ 必要に応じてチラシやパンフレットを作成し、配付している 
⑤ 県内の新聞（専門紙）に記載している ⑥ 専門の書籍を作成し、配付している 
⑦ 定期的な説明会を開催している ⑧ 普及講演会およびシンポジウムを開催し、意見交換をしている 





① 木材価格に関する（質問・要望）がある ② 施業の時期に関する（質問・要望）がある 
③ 木材の販売時期について（質問・要望）がある ④ 施業内容について（質問・要望）がある 
⑤ 行政の林業事業について（質問・要望）がある ⑥ 森林組合について（質問・要望）がある 
⑦ 森林経営や管理、森林整備について（質問・要望）がある ⑧ まったく質問も要望もない 
⑨ その他 (                                            ) 
 ⑰ 
設問3‐3 貴県における木材流通の課題を選択肢の中からあてはまるものすべてを選択し、○をつけてください。 
① 川上から川下の連携が取れていない ② 木材加工施設がない 
③ 木材加工施設が不足している ④ 素材生産の人材が不足している 
⑤ 木材流通が煩雑で見えにくい ⑥ 森林経営に関して生産基盤および資本装備が脆弱 
⑦ 需要量が供給量より上回り、素材不足である ⑧ 供給量が需要量より上回り、素材過多である 
⑨ 木材価格が安すぎる ⑩ 素材生産の効率的なシステムが機能していない 
⑪ 木材価格が安いため、再造林など森林整備等に必要なコストが捻出できない 


























 (2) 2015年度から過去10年間のA～D材の素材生産量について教えてください。 






























① 大いに影響を受けている ② 影響を受けている 
③ 影響を受けてはいるが、何も変化はない ④ 影響を受けているが、どのような変化があるかわからない 
⑤ 影響を受けていないが、変化はあった ⑥ 影響を受けていない 
⑦ わからない ⑧ その他（                       ） 
 
 
(2) 設問 4‐1 の(1)で回答した内容について、その評価をした理由を選択肢の中からあてはまるものすべてを選択し、  
○をつけてください。 
① 森林経営の集約化が進んだ ② 林内路網整備が進んだ 
③ 人材・作業員の育成が進んだ ④ 森林・林業・林産業関係者の意識が変化した 
⑤ 作業が効率よく進むようになった ⑥ 木材価格が上昇した 
⑦ 森林整備が促進された ⑧ 行政・民間等と連携が取れるようになった 
⑨ 林業の雇用が増え、安定しつつある ⑩ ネットワークを利用した、情報開示が進んだ 
⑪ 森林・林業予算が増加した ⑫ 不在村森林所有者の森林の境界線が明確になり、作業が進んだ 
⑬ 木材価格が安く、林業離れが進んだ ⑭ 不在村森林所有者の森林が増加した 
⑮ 近年は過伐気味である ⑯ 森林整備の作業効率が改善されていない 
⑰ 森林荒廃が進んでいる ⑱ 森林政策が大きく変化する中で森林整備の方針が定まらない 
⑲ 補助金の事務手続きが多く手間である ⑳ いままでと比較して、森林・林業・木材産業は悪化している 




① 伐採のあと再造林されない ② 造林・保育をする担い手が不足している 
③ 造林コストが高いため、再造林が進まない ④ 苗木が高いため、購入するのが困難 
⑤ 森林所有者の高齢化に伴い、後継者が不足している ⑥ 木材価格が低く、森林所有者の経営意欲が低下した 
⑦ 管理放棄された森林が多い ⑧ 野生鳥獣が増加し、被害が問題となっている 
⑨ 林内路網が不足して作業がしづらい ⑩ 不在村森林所有者が増加している 



















 ① 木曽ヒノキに関する内容 
  1 木曽ヒノキの素材生産量の推移について、今昔の相違について教えてください。 
2 木曽ヒノキの素材販売先について、教えてください。 
（県内・県外など、今昔の相違について詳細を教えていただけますと幸いです） 
3 木曽ヒノキの素材価格の推移について、教えてください（1970 年代～2015 年の間）。 
  4 木曽ヒノキを生産する山元・林家は 2016 年現在、何名ほどいるのか。 
  5 「木曽ヒノキ」というブランドは、どのようにして形成されていると考えていますか。 
また、そもそも「木曽ヒノキ」ブランドは、どのように形成されてきたのか。 
  6 木曽ヒノキを販売する上での戦略を教えてください。 
 7 長野県産材（認証制度により、規定されたもの）が生産されるようになり、木曽ヒノキ生産 
（森林整備）にどのような影響がありましたか。 
② 森林整備について 
  1 森林整備は、どのようにしているのか。 
    (頻度や造林など) 
  2 現在の森林管理・整備と以前の森林管理・整備では、相違があるのか否か。 
  3 森林・林業再生プランが実施されてから、木材流通あるいは素材生産・森林整備に、なにか変化
を感じたか。 
    (行政の対応、素材価格、補助金など) 
  4 森林整備の課題は、何かあるのか否か。 
 ③ 今後の課題や展望 
  1 国や県、市町村の行政に対して、何か要望はあるのか否か。 
  2 素材生産する上での課題があるのか否か。 
  3 今後、森林管理をしていく上で、展望はあるのか否か。 
  4 これからの林産業の課題は何か。 
  5 また、地域の森林を持続的に整備するための課題は何か。 
  6 現在、事業をどのように展開したいか。 












 ① H 林業の概要について (フェイス項目) 
  1 創業はいつか 
  2 従業員は何名いるのか 
  3 規模はどれぐらいか素材生産量、価格など） 
 ② 素材生産について 
  1 素材生産状況について、創業から 2016 年現在まで、どのように推移してきたか 
  2 素材価格状況について、創業から 2016 年現在まで、どのように推移してきたか 
  3 素材の販売先 (素材の加工される場所を知っているか、どこに搬出されているのか) 
 ③ 木曽ヒノキについて 
  1 創業から 2016 年現在で、木曽ヒノキの流通の変化はどのようにあったか 
  2 木曽ヒノキ以外のブランドを形成することを考えているのか否か 
  3 素材生産をする上での戦略を教えてください 
 ④ 森林整備について 
  1 森林整備は、どのようにしているのか(頻度や造林など) 
  2 森林・林業再生プランが実施されてから、なにか変化を感じたか 
(行政の対応、素材価格、補助金など) 
  3 森林整備の課題はあるのか否か 
 ⑤ 今後の課題や展望 
  1 国や県、市町村の行政に対して、何か要望はあるのか否か 
  2 素材生産する上での課題があるのか否か 






 ① 多摩産材に関する内容 
  1 多摩産材の素材生産量の推移について、2000年から2016年現在にかけての相違を教えてください。 
2 多摩産材の素材販売先について、教えてください。 
（県内・県外など、今昔の相違について詳細を教えていただけますと幸いです） 
3 多摩産材の素材価格の推移について、教えてください（2000 年から 2016 年現在）。 
  4 多摩産材を生産する山元・林家は 2016 年現在、何名ほどいるのか。 
  5 「多摩産材」というブランドは、どのようにして形成されていると考えていますか。 
また、そもそも「多摩産材」ブランドは、どのように形成されてきたのか。 
  6 多摩産材を販売する上での戦略を教えてください。 
 7 東京の木多摩産認証制度（2006 年実施）により「多摩産材」が規定されるようになり、 
多摩産材販売にどのような影響がありましたか。 
  （生産や消費、また森林整備に関して詳細を教えていただけますと幸いです） 
 8 東京都の木材需要に対して、多摩産材の供給量はどのぐらい対応できるのか。 
  9 貴組合が設置されてから、森林整備はどのように変化してきたか。 
  10 消費者と森林整備の関係性はどのようにあるのか。 
   （木材販売量の変化や、販売量の増減によって森林整備に変化はあるのか） 
  11 森林・林業再生プラン等の林業政策が実施されてから、木材流通あるいは素材生産・森林整備に、
なにか変化を感じたか（行政の対応、素材価格、補助金など）。 
 
 ② 今後の課題や展望 
  1 国や県、市町村の行政に対して、何か要望はあるのか否か。 
  2 木材販売する上での課題があるのか否か。 
  3 今後の森林管理という面で、何か展望または希望はあるか。 
  4 これからの林産業の課題は何か。 
  5 また、地域の森林を持続的に整備するための課題は何か。 
  6 現在、事業をどのように展開したいか。 
  7 これからの地域の素材利用のあり方について。 
 
